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表紙の写真は 
大正 6 年 7 月 東京帝国大学林学科卒業アルバム 
（東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林所蔵）の諸戸北郎博士 



はじめに 
 
 諸戸北郎博士は、日本の近代砂防の学問及び技術の礎を築いた人物である。博

士は欧州留学時から大学退官後にわたって、国内外の現場の写真を多数撮影・

収集している。これらの写真を博士が整理したアルバムが、東京大学森林理水

及び砂防工学教室に所蔵されている。 
本研究会は、平成 24 年度に、このアルバムに収納されている写真のうち約

1,500 枚を電子データ化するとともに、地域毎などに分類整理し、写真集（冊子）

とデータベースを作成した。 
これらの作業においては、被写体の場所が特定できない、撮影年月日が不明、

写真に付けてあるキャプションが解読できない、写真が不鮮明などの理由によ

り分類整理が十分でない点があった。研究会は、平成 25 年度以降アルバム写真

に係る文献収集、現地調査等を行ってきた。その結果、写真の場所を特定する

ことが出来たものが多くあり、また写真相互の関係が明らかになってきた。こ

れをふまえ、平成 24 年度の写真集について、写真の分類整理と配置を修正する

必要性が生じた。 
こうした状況をふまえ、文献資料として今後の使い易さに資するため、平成

24 年度に作成した写真集（以下、「初版」という）を、以下の修正等を行った改

訂版を作成した。 
・写真集の作成方針と構成は、原則として初版のものを踏襲した。 
・写真の分類・配置は、新たに判明した知見に基づき可能な範囲で見直しを 
  した。特に、「丹沢」、「箱根」、「伊豆半島」については、細分類も加えて 
  見直しをした。 
・外国の写真のキャプションは、原文を尊重しつつ、地名のカタカナ表記につ

いては当該言語の発音に出来るだけ忠実に記した。ただし、データベース

表の「写真コメント」欄は原文のままとした。 
・砂防協會の機関誌「砂防」等における関連記事を必要に応じて追加した。特

に、「丹沢」、「箱根」、「静岡県」について行った。 
・データベースにおいて、それぞれの写真の修正版での掲載ページが分かるよ

うに、データベース表に「写真集ページ」欄を追加した。 
 ・写真集の本文中の写真について、データベースとの不整合を解消するため、 
   写真 ID 番号「1334」以降のものは、順次番号を１つずつ繰り上げた（例： 
   「1334」→「1333」）。なお、平成 25 年度～28 年度の報告書における 

写真についてデータベースを参照する際には、写真 ID 番号「1334」以降 
のものは、写真 ID 番号を１つずつ繰り上げていただく必要がある。 
 

本改訂版が砂防に携わる関係諸氏の参考になれば幸いである。 
 
平成３０年３月 

諸戸北郎博士砂防業績研究会 
代表 西本晴男 
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まえがき 
 
 諸戸北郎博士は日本の近代砂防の学問及び技術の礎を築いた偉大な人物であ

る。博士は 1912（明治 45）年から 1934（昭和 9）年までの永きにわたり東京

帝國大學森林理水及び砂防工学の教授の職にあった。教授就任直前にはオース

トリア及びフランスに留学し当時の砂防の最先端の研究と技術を学び、帰国後

は日本の砂防研究と技術の最高権威として活躍した。  
 博士は欧州留学時から大学退官後にわたって現場の写真を多数撮影収集して

おり、膨大な量のアルバムとし現東京大学森林理水及び砂防工学教室に所蔵さ

れている。写真の撮影時期と場所は、1900~1910 年頃のオーストリアハンガリ

ー帝國の写真、大正時代から昭和一桁までの日本と朝鮮半島の写真となってい

る。写真の内容は、砂防・治山施設、森林量水試験地、山地の荒廃状況、荒廃

河川の土砂流出状況、大学演習林での学生砂防実習、林業地域での集材・運材

作業など当時の砂防関係の研究・技術を知る上での貴重なものが数多くある。

また、建物の様式、人物の服装など写真から当時の文化の一端に触れることも

できる。 
 このように諸戸博士の写真は、学問上においても技術史上においてもきわめ

て貴重なものである。「諸戸北郎博士砂防業績研究会」は今後の研究と技術の検

討に資するため、まずこれらの写真の電子データ化を行い、次にデータベース

を作成し DVD に収録し関係者の供覧に資することができるようにした。さらに

写真の分類整理を行い、本小冊子としてとりまとめた。 
 写真の整理にあたっては、東大演習林、東京都水源林、関東大震災後の丹沢

地区など、撮影箇所が明確なものについては特定地域としてひとまとめにし、

渓流の位置図やコメントを付けた。これらについては鈴木雅一教授の知見もふ

まえながら行った。また、オーストリアの写真については、西本が 2012 年 9 月

にオーストリアで実施した現地調査において撮影箇所を特定できたものについ

て、当時と現在の状況比較を行った。ただし、この整理については当座気が付

いたところについて行ったものであり、今後様々な視点で整理をしていく必要

がある。 
本冊子の写真について、関係各位からの情報提供を期待するところである。

平成 26 年度は、新たな情報等をもとに、地区毎や災害イベント、演習林などの

トピック毎に写真を整理する予定である。 
 
平成２５年３月 

諸戸北郎博士砂防業績研究会 
代表 西本晴男 
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諸戸北郎博士（1873-1951） 

（写真：東京大学森林理水及び砂防工学研究室 所蔵） 
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諸戸北郎博士（1873-1951）略歴 
 
明治 6（1873）年  
明治 13（1880）年 
明治 20（1887）年 
明治 25（1892）年 
明治 27（1894）年 

明治 27（1894）年 

明治 28（1895）年 
明治 31（1898）年 
明治 31（1898）年  

明治 32（1899）年 
明治 42（1909）年 
 
 
明治 45（1912）年 
明治 45（1912）年 

9 月 6 日

4 月  1 日

9 月  1 日

9 月  1 日

7 月  1 日

11 月 1 日

7 月 11 日

7 月 10 日

8 月 11 日

8 月 31 日

1 月 30 日

6 月  3 日

6 月 19 日

伊勢国桑名郡桑名町 生まれ 
桑名公立小學校入学 
三重縣尋常中學校入学 
京都第三高等中學校入学 
京都第三高等中學校廃止にともない 
東京第一高等學校大學豫科入学 
仙台第二高等學校大學豫科に転学 
（林学科を修める為） 
農科大學入学 
農科大學林学科卒業 
大學院に入り、我國深山ノ利用法並ニ 
治水事業ト森林ノ関係ニ付テ研究する 
東京帝國大學農科大學助教授 
墺佛留學に出発 
（最初は私費留学を申し出て許可が出たが、

出発後に公費留学を認められた）  
帰国 
東京帝國大學農科大學教授 

大正  8（1919）年  
大正 10（1921）年 
大正 11（1922）年 
昭和  5（1930）年  
昭和  6（1931）年  
昭和  6（1931）年  
昭和  6（1931）年  
昭和  6（1931）年  
昭和  8（1933）年  
昭和  8（1933）年  
昭和  9（1934）年  
昭和  9（1934）年  
昭和 26（1951）年 
 

2 月  6 日

4 月 30 日

4 月 17 日

3 月 31 日

6 月 8 日

8 月 15 日

11 月 12 日

12 月 7 日

1 月 6 日

2 月 2 日

3 月 31 日

6 月 2 日

11 月 1 日

 

東京帝國大學農学部 
臨時治水調査會臨時委員 
平和記念東京博覧會審査官 
農学部林學實科主任 
欧米へ向け出発 
林學学第四講座擔任ヲ免ス 
帰国 
林學学第四講座擔任ヲ命ス 
東京帝國大學農學部長 
農学部林學實科主任ヲ免ス 
依頼免本官 
東京帝國大學名誉教授 
逝去 
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○本冊子について 
 諸戸北郎博士が所蔵していたアルバムの写真を、600dpi で電子データ化した後、各写真

について、掲載されていたアルバム名、アルバムの欄外や写真裏に記載されていたコメン

ト、撮影年、撮影場所等をリスト化した。(参考資料に示す) 
このリストをもとに写真の DB を作成するとともに掲載写真のほぼすべてについて地域

等に分類整理した本冊子を作製した。 
 写真の中には、不鮮明なものや内容がほぼ同じ写真もあったため、本冊子では、写真を

選別し掲載した。 
 また、本冊子に掲載しなかった写真についても、写真 DB には収蔵している。 
○写真 DB について 
 なお、本冊子の各写真には原則として右下に、写真 DB における ID 番号を記した。写真

DB では、ID 番号と各写真の電子データを関連付けさせており、ID 番号をクリックすると、

写真の電子データを参照することが可能である。 
 
 

ID 番号 

リストの ID 番号をクリック

すると、写真データを呼び出

すことができる 
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1.ヨーロッパ 

 
 ・諸戸博士写真と現況の比較・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

 ・オーストリア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

 ・クロアチア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 
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 ・ポーランド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31 

 ・チェコ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33 

 ・イタリア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35 

 





ヨーロッパの写真について 
 

 ヨーロッパの写真は、1900 年ころから 1912 年ごろに撮影されたものと思われる。その

根拠は写真の中に 1899 年撮影を明記したものがあること、また諸戸博士は 1909 年~1912
年にかけてオーストリアに留学されていることによる。 
 当時の国際情勢は 1867 年にオーストリア・ハンガリー二重帝国が成立し、現在のオース

トリア・イタリア・クロアチア・モンテネグロ・チェコ・ポーランド・ボスニアヘルツェ

ゴビナの一部がこれに含まれていた。諸戸博士は彼のアルバムを「墺國砂防工写真」と称

している。この「墺國」とは、現在のオーストリアのみではなく、上記の国の地域も含ま

れている。 
 本冊子では、これらの写真を現在の国ごとに分類し掲載した。 
 現在のウィーン農科大学にも、東京大学森林理水及び砂防工学教室所蔵の写真と全く同

じ写真（ただし日本語の解説は無い）が所蔵されている。このことから、写真の撮影者は、

オーストリア人であり、その際現場へ諸戸博士が同行されたものが多くあると思われる。 
 平成 24（2012）年 9 月に、西本がオーストリアで現地調査をし、諸戸博士の写真箇所と

同一と特定できたものについて、両時期の写真比較を行った。この調査についてはウィー

ン農科大学ヒューブル（Hübl）教授の協力を頂いた。 
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図 1 1910 年頃のオーストリア周辺国境状況 
（図説オーストリアの歴史，川出書房，2011，p.71） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 現在のオーストリア周辺国境状況 
(プレミアムアトラス世界地図帳，平凡社，2011，p.43) 
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Gimbach 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Gosaubach 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Österreich(オーストリア) 

 

Gimbach vor der Verbauung 
上墺邦「ギム」渓砂防設備以前ノ状態 

Gimbach Sperre 10 in Bau 
上墺邦「ギム」渓第十号石堰堤ノ築設中 

Gosau Hauptbach Sperre 2 
上墺邦「ゴザウ」主渓第二号石堰堤 

Gosau Hauptbach Sperre 1 
上墺邦「ゴザウ」主渓第一号石堰堤 

Oberösterreich 

4 5 

1 
2 

8



                                  オーストリア 

 
 

Langbahtbach 

Langbahtbach 
上墺邦「ラングバード」河千九百年ニ於ケル旧 
「ウュルツミューレル」堤 

Langbahtbach neues Wirtsmüllerwehr 1901 
上墺邦「ラングバード」河千九百一年新築ノ 
第二「ウュルツミューレル」堤 

6 
7 

8 9 

Langbahtbach Regulierung mit Wirtsmüllerwehr 
上墺邦「ラングバード」河ノ治水及 
「ウュルツミューレル」堤 

Langbahtbach Regulierung mit Salinenwehr 
上墺邦「ラングバード」河ノ「サリー子ン」堤 
 

9



                                  オーストリア 

 
 

16 17 

18 19 

Langbahtbach 
上墺州「ラングバード」渓砂防工ノ起工 

Langbahtbach 
上墺州「ラングバード」渓沿岸「エーペンゼー」ニ於ケル
千八百九十九年ニテ家屋ノ破壊 

Langbahtbach 
上墺州「ラングバード」渓沿岸「エーペンゼー」ニ於ケル
千八百九十九年ニテ家屋ノ破壊 

Langbahtbach 
上墺州「ラングバード」渓千八百九十九年ノ洪水後ノ景 

10



                                  オーストリア 

 
 

20 21 

22 

Langbahtbach 
上墺州「ラングバード」渓 
千八百九十九年ニ破壊セラレシ 
「ウェーレルスツーベン」橋 

Langbahtbach 
上墺州「ラングバード」渓千九百一年ニ
新造セシ「ウェーレルスツーベン」橋 

Langbahtbach 
上墺州「ラングバード」渓ノ 
千九百年ニ於ケル砂防工 

23 

Langbahtbach 
上墺州「ラングバード」渓工事区 
第八区ヨリ第十五区ニ至ル間ノ砂防工 

11



                                  オーストリア 

 
 

Almbach        Hinterer Glaselbach 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Salzburg 

Mur 

15 

27 28 

Grünau Almbach 
上墺州「グリュー子ル」附近「アルム」渓ノ治水工事 

Mur Lungau 
「サルツブルク」邦「ムル」渓の治水工 

Mur Lungau 
「サルツブルク」邦「ムル」渓の治水工 

3 

Gosau Abtreppung im hinteren Glaselbach 
上墺邦「ゴザウ」渓ノ階段工事 

12



                                  オーストリア 

 
 

Schmittenbach 

11 12 

13 

Schmittenbach Salzburg 
「ザルツブルク」州「シュミッテン」
渓砂防設備起工時ノ状態 

Schmittenbach Salzburg 
「ザルツブルク」邦「シュミッテン」渓ノ堰堤 
（堰堤左岸側に「104」の銘板あり） 

Schmittenbach Salzburg 
「ザルツブルク」邦「シュミッテン」渓ノ砂防工事 

13



                                  オーストリア 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
 

 

 

 

 

         

29 

30 

31 

32 

Schmittenbach 
「サルツブルク」邦「シュミッテン」渓の砂防工 

Schmittenbach 
「サルツブルク」邦「シュミッテン」渓の砂防工 

Schmittenbach 
「サルツブルク」邦「シュミッテン」渓の砂防工 

Schmittenbach 
「サルツブルク」邦「シュミッテン」渓の砂防工 

14



                                  オーストリア 

 
 

 

Obersulzbach 

14 
Obersulzbach 
「ザルツブルク」邦「オーベルスルツ」渓 
「ノュススペーン」堰の築造中 

15



                                  オーストリア 

 
 

Niederösterreich 

Kirchschlag 

24 

25 

26 

Kirchschlag/ Zöbernbach 
下墺州「キルヒシュラーグ」ニ於ケル 
「ツェーベルン」渓ノ治水工 

Kirchschlag/ Zöbernbach 
下墺州「キルヒシュラーグ」ニ於ケル 
「ツェーベルン」渓ノ治水工 

Kirchschlag/ Zöbernbach 
下墺州「キルヒシュラーグ」ニ於ケル 
「ツェーベルン」渓ノ治水工及堰 

16



                                  オーストリア 

 
 

Steiermark 

Lichtmessbach 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vorarlberg 

Schesatobel 
 

  

10 

88 

98 

Steiermark, Lichtmezbach 
「スタイエルマルク」邦 
「リヒトメス」渓階段工事 

Lawinenverbauung bei Langen, Vorarlberg 
「フォラールベルグ」邦「ランゲン」附近ノ雪崩防御工 

Verbauung der Schesa 
「フォラールベルグ」邦「セサ」ノ砂防工 

17



クロアチア 

 Mahnitas 
 

Kroatien(クロアチア) 
Dalmatien 

54 

55 

56 

Dalmatien Wildbach "Mahnitas" 
bei Knin, Mittellauf vor der 
Verbauung 
「マーニタス」渓砂防工事以前
中流ノ景 

Dalmatien Wildbach "Mahnitas" 
bei Knin, Mittellauf nach der 
Verbauung / Thalsperre Nr. 35, 
36, 37 und 38 
「マーニタス」渓砂防工事竣工
後ノ景 

Dalmatien Wildbach 
"Mahnitas" bei Knin; 
Thalsperre Nr. 35 und 
Arbeiterschaft 
「マーニタス」渓第三十五号
石堰堤及ヒ労力者 

18



クロアチア 

57 

58 

59 

Dalmatien Wildbach 
"Mahnitas" bei Knin, Fertige 
Thalsperre Nr. 33, sammt 
bergseitigem linksufrigem 
Leitwerke 
「マーニタス」渓第三十三号
石堰堤 

Dalmatien Wildbach 
"Mahnitas" bei Knin; 
Correction im Mittellaufe, 
Beiderseitige Leitwerke und 
1.0 m hohe Traversen Nr. 29, 
30 im Cementmauerwerk 
「マーニタス」渓中流ノ工事 

Dalmatien Wildbach 
"Mahnitas" Bei Knin, 
Thalsperre Nr. 31 in 
Hauptbache 
「マーニタス」渓第三十一号
石堰堤 

19



クロアチア 

60 

61 

62 

Dalmatien Wildbach "Mahnitas" 
bei Knin; Thalsperre Nr. 57 im 
Seitenarme  "Ivaz"  mit den 
bergseitigen Längsgraßbauten 
als Uferschutz   
「マーニタス」渓第五十七号 
石堰堤 

Dalmatien Wildbach 
"Mahnitas" bei Knin; 
Thalsperre Nr. 40 und 
bergseitiges, linksufriges 
90 m langes Leitwerk 
「マーニタス」渓第四十号 
石堰堤 

Dalmatien Wildbach 
"Mahnitas" bei Knin; 
Thalsperre Nr. 33 im Baue 
「マーニタス」渓第三十三号
石堰堤築造中 

20



クロアチア 

63 

64 

65 

Dalmatien Wildbach 
"Mahnitas" bei Knin; 
verbauter Seitenarm "Ivic" / 
Thalsperre Nr. 69 - Weiden 
und Akazienpflanzungen 
「マーニタス」渓第六十九号
石堰堤 

Dalmatien Wildbach 
"Mahnitas" bei Knin; 
Thalsperre Nr 58 und 59 im 
Seitenarme "Ivaz" im 
Cementmauerung 
「マーニタス」渓第五十八号
及第五十九号石堰堤 

Dalmatien Wildbach 
"Mahnitas" bei Knin; 
Thalsperre Nr 60 im 
Seitenarme "Ivaz" im 
Cementmauerwerk 
「マーニタス」渓第六十号 
石堰堤 

21



クロアチア 

66 

67 

68 69 

Dalmatien Wildbach "Mahnitas" bei Knin; 
「「マーニタス」渓上流砂防工事以前ノ景 

Dalmatien Wildbach "Mahnitas" bei 
Knin; 1300 m Thallaufcünette 
「マーニタス」渓ニ於ケル底張石工 
竣工後ノ景 
（底張石工ノ長千三百「メーテル」 

Dalmatien Wildbach "Mahnitas" bei 
Knin; Cünetten-Endstück im Bau 
「マーニタス」渓ニ於ケル 
底張石工築設中ノ景 

Dalmatien Wildbach "Mahnitas" bei Knin; 
「マーニタス」渓上流砂防工事竣工後ノ景 

22



クロアチア 

 

70 71 

96 97 

Dalmatien Wildbach "Mahnitas" bei Knin; Oberlauf 
des Seitenarmes "Ivic" nach der Verbauung/ 
Thalsperre Nr. 72,73 
「ダルマチクエン」邦「マニタス」渓砂防設備 
以後ノ景 

Dalmatien Wildbach "Mahnitas" bei Knin; 
Oberlauf des Seitenarmes "Ivic" vor der 
Verbauung 
「ダルマチクエン」邦「マニタス」渓砂防設備 
以前ノ景 

Dalmatien Wildbach "Mahnitas" bei Knin; 
「ベトリ子」域ニ於ケル草護岸工 

Dalmatien Wildbach "Mahnitas" bei Knin; 
「ベトリ子」域ニ於ケル草護岸工 

23



クロアチア 

Makose 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Potocina 
 

44 

33 

34 

35 

Dalmatien, Wildbach "Potocina" in Bol 
auf der Insel Brazza (kroatisch: Brac), 
nach der Verbauung 
「ポトチナ」渓砂防工事竣工後海上ヨリ 
写シ得タル景 
（張底石工ノ長サ八百六十「メーテル」） 

Dalmatien, Wildbach "Potocina" in Bol 
auf der Insel Brazza (kroatisch: Brac), 
nach der Verbauung/ Aufgenommen von der 
Bergseite 
「ポトチナ」渓砂防工事竣工後山上ヨリ 
写取リタル景 

Dalmatien, Wildbach "Potocina" in Bol auf der 
Insel Brazza (kroatisch: Brac), vor der 
Verbauung/ Aufgenommen von der Bergseite 
「ポトチナ」渓砂防工事以前ノ景 

Dalmatien Wildbach " Makose" bei Ragusa 
/ Consolidierung von Bruchterrain durch 
Sickerschlitze und 
Künettenherstellungen 
「マコセ」渓ノ砂防工（漏水口ヲ設ケ 
底張石工ヲ設ケテ河底ヲ固ムル工事） 

24



 

Krimalj 

Montenegro(モンテネグロ) 

37 

36 

38 

Mittellauf vor der Verbauung 
/ Krimalj 
「クリマリュ」渓砂防工事以
前ニ於ケル中流ノ景 

Mittellauf vor der Verbauung 
/ Krimalj 
「クリマリュ」渓砂防工事竣
工後ノ景 

Wildbach "Krimalj" in 
Montenegro / Wildbachstrecke 
oberhalb der Grenze vor der 
Verbauung 
「クリマリュ」渓「モンテネグロ」
国内ニ於ケル部分ノ砂防工事以前
ノ景 

25



モンテネグロ 

39 

40 42 

Wildbach "Krimalj" in 
Montenegro / Wildbachstrecke 
oberhalb der Grenze vor der 
Verbauung 
「クリマリュ」渓「モンテネグロ」
国内ニ於ケル部分ノ砂防工事竣工
後ノ景 

Krimalj / Montenegro 
「クリマリュ」渓「モンテネグロ」国内
ニ於ケル部分ノ砂防工事竣工後ノ景 

Krimalj / Montenegro 
「クリマリュ」渓「モンテネグロ」国内
ニ於ケル部分ノ砂防工事竣工後ノ景 

26



モンテネグロ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Zvironjak 

 

 

41 43 Krimalj / Montenegro 
「クリマリュ」渓「モンテネグロ」国内
ニ於ケル部分ノ砂防工事竣工後ノ景 

Krimalj / Montenegro 
「クリマリュ」渓「モンテネグロ」国内
ニ於ケル部分ノ砂防工事竣工後ノ景 

72 

Zvironjak / Montenegro 
「ズヴィロニャック」渓石堰堤 

27



モンテネグロ 

Škurda 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 

46 

47 

Wildbach " Škurda" in 
Montenegro/ Oberlauf vor der 
Verbauung 
「シュクルダ」渓上流ノ砂防工事
以前ノ景 

Škurda/Thalsperre Nr. 1 (?) Mit 
theilweiser Verlandung 
「シュクルダ」渓第一号石積堰堤 
周辺ノ景 

Wildbach "Škurda" in 
Montenegro/ Thalsperre Nr. 1 
von der Bergseite gesehen und 
linksseitiges Leitwerk um ein 
Übersetzten des Wildbaches zu 
verhindern 
「シュクルダ」渓第一号石積堰堤 

28



モンテネグロ 

50 

49 

48 

Wildbach "Škurda" in 
Montenegro/ Thalsperre Nr. 1 / 
16,10 m hoch/ in 
Portland-Cementmauerung 
「シュクルダ」渓「セメント」 
石堰堤 高十六、一〇「メーテル」 

Wildbach "Škurda" in Montenegro / 
Verlandung der Thalsperre Nr. 1 
「シュクルダ」渓石堰堤ニ於ケル滞留土石 

Škurda / Thalsperre Nr. 3, Leitwerk 
und Leitwerk und Künette auf dem 
rechtem Ufer 
「シュクルダ」渓ニ於ケル第三号石堰
堤（右岸ニ導壁及底張石工ヲ有ス） 

29



モンテネグロ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Purosras 
 

51 

52 

53 

Wildbach "Škurda" in 
Montenegro, Oberlauf nach der 
Verbauung/ Sprengung eines 
Felskopfes welcher das Wasser 
auf die rechte Bruchlehne 
trieb, Leitwerke, Thalsperre 
Nr.3, Brückenbau zur 
Wegumlegung, welche am Bilde 
nicht ersichtlich 
「シュクルダ」渓上流ノ砂防工竣
工後ノ景 

2 km  von Makarska-Hafen 
entfernt, Purosras, Montenegro
「プロスラス」渓ノ砂防工事 

2 km  von Makarska-Hafen 
entfernt, Purosras, Montenegro
「プロスラス」渓ノ砂防工事 

30



 

 

Bistra 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Dniester 
                 

Polen(ポーランド) 
Galizien 

78 

79 

73 

80 

Galizien/ Wildbachgebiet 
"Zakopane" 
ガリツェン州・「ビストラ」渓
底張石工事 

Galizien/ Wildbachgebiet 
"Zakopane" 
ガリツェン州・「ビストラ」渓
底張石工事 

Galizien/ Wildbachgebiet 
"Zakopane" 
ガリツェン州・「ビストラ」渓
底張石工事 

Galizien/ Wildbachgebieth 
"Dniester" 
ガリツェン州・「セイリング」氏
水制ノ杭堰堤 

31



ポーランド 

Glinsko 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Skawa 
 

                         

74 

75 

77 

76 

Galizien/ Runsengebieth "Glinsko" 
「ルンセン」域造林地固工事 

Galizien/ Runsengebieth "Glinsko" 
「ルンセン」域造林地固工事 

Galizien/ Runsengebieth "Glinsko" 
「ルンセン」域造林地固工事 

Galizien/ Wildbachgebieth "Skawa" 
底杭ニ依ル治水工 

32



 

Tschechien (チェコ) 

Rakonitzer Bach 

81 
82 

83 84 

Rechtseitiger Arm der Runse Nr. 1 bei Senomat mit 
beidseitiger Lehnenverflechtung 2. Baujahr 
「ラコニッチェル」渓域「セノマート」 
第一号支渓右方分派三年目の景 

Runse Nr. 1 bei Senomat (Gebiet des Rakonitzer 
Baches) 1.Baujahr 
「ラコニッチェル」渓域「セノマート」 
第一号支渓工事竣工後一年目の景 

Runse Nr. 1 bei Senomat 2.Baujahr 
「ラコニッチェル」渓域「セノマート」 
第一号支渓右方分派二年目の景 

Runse Nr. 1 Bei Senomat 4. Baujahr 
「ラコニッチェル」渓域「セノマート」 
第一号支渓右方分派四年目の景 

33



チェコ 

Bärengraben 

85 

86 

87 

Bärengraben; verbaute Mittellaufstrecke; mit 
der "Rossipalsperre" 
「エルベ」河左方ノ支流「ベーレン」渓工事竣工後
中流の景 

Bärengraben; verbaute Unterlaufstrecke 
「エルベ」河左方ノ支流「ベーレン」渓 
工事竣工後下流流の景 

Bärengraben; linksseitiger Zufluss der Elbe; im 
unverbautem Zustand 
「エルベ」河左方ノ支流「ベーレン」渓工事前の景 

34



 

Südtirol 

Getorio 
 

s

Italien(イタリア) 

 

89 

90 

91 
Getorio-Wildbach. Tirol  
「チロール」邦「ゲトリオ」渓ノ砂防工 

Getorio-Wildbach. Tirol 
「チロール」邦「ゲトリオ」渓ノ砂防工 

Getorio-Wildbach. Tirol 
「チロール」邦「ゲトリオ」渓ノ砂防工 

35



イタリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

99 

92 
93 

Tirol 
「チロール」邦ノ荒渓 

Tirol 
「チロール」邦ノ荒渓 

Karstaufforstungs - Commission 
für die gefürstete Grafschaft 
Görz und Gradisca; Künstliche 
Aufforstung, 2 Jahre alt 
げるつ及ぐらじすの地方 
かるすと造林、 
二年生ノ人工造林地 

36



イタリア 

100 

101 

102 

Mittellauf vor der Verbauung  
げるつ及ぐらじすの地方かるすと造林、 
二乃至十二年生ノ人工造林地 

Mittellauf vor der Verbauung  
げるつ及ぐらじすの地方かるすと造林、 
二乃至十年生ノ人工造林地 

Karstaufforstungs - Commission für die 
gefürstete Grafschaft Görz und 
Gradisca; Künstliche Aufforstung, 2 
und 6 Jahre alt 
げるつ及ぐらじすの地方かるすと造林、 
二乃至六年生ノ人工造林地 

37



イタリア 

105 

104 

103 

Karstaufforstungs - 
Commission für die 
gefürstete Grafschaft Görz 
und Gradisca; 
げるつ及ぐらじすの地方 
かるすと造林、 
六乃至十六年生ノ人工造林地 

Karstaufforstungs - 
Commission für die 
gefürstete Grafschaft Görz 
und Gradisca; 
げるつ及ぐらじすの地方 
かるすと造林、 
四乃至六年生ノ人工造林地 

Karstaufforstungs - 
Commission für die 
gefürstete Grafschaft Görz 
und Gradisca; 
げるつ及ぐらじすの地方 
かるすと造林、 
二乃至十四年生ノ人工造林地 

38



イタリア 

108 

107 

106 

Karstaufforstungs - 
Commission für die 
gefürstete Grafschaft Görz 
und Gradisca; 
げるつ及ぐらじすの地方 
かるすと造林、 
十四年生ノ人工造林地 

Karstaufforstungs - 
Commission für die 
gefürstete Grafschaft Görz 
und Gradisca; 
げるつ及ぐらじすの地方 
かるすと造林、 
八乃至十四年生ノ人工造林地 

Karstaufforstungs - 
Commission für die 
gefürstete Grafschaft Görz 
und Gradisca; 
げるつ及ぐらじすの地方 
かるすと造林、 
十五年生ノ人工造林地 

39



イタリア 

 

109 

110 

111 

Karstaufforstungs - Commission 
für die gefürstete Grafschaft 
Görz und Gradisca; Künstliche 
Aufforstung 16 Jahre alt 
げるつ及ぐらじすの地方 
かるすと造林、 
十六年生ノ人工造林地 

Karstaufforstungs - 
Commission für die 
gefürstete Grafschaft Görz 
und Gradisca; 
「げるつ及ぐらじすの地方 
かるすと造林、 
三十年生ノ人工造林地 

とりえすて地方かるすと協会
造林地 

40



イタリア 

112 

113 

114 

かるすと協会造林地 
（とりえすて地方） 

かるすと協会造林地 
（とりえすて地方） 

とりえすて地方かるすと協会
造林地 

41



イタリア 

115 

116 

117 

とりえすて地方かるすと協会
造林地 

とりえすて地方かるすと協会
造林地 

とりえすて地方かるすと協会
造林地 

42



イタリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

118
 

とりえすて地方かるすと協会
造林地 

43
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東京都水源林 

 

 

 

 

 

 
 

東京都水源林位置図 

 

 

 

地域名 写真ＩＤ 

犬切峠 985,1057,1058 

高橋川 1003,1004,1035 

落合 141,986 

ハビロ沢 142,1005,1009,1010,1015 

金場沢 
120,990,991,992,997,998,1006,
1012,1013,1016,1017,1056,1057 

長尾澤 995,996 

黒川鉱山 
事務所 

138,1014,1021 

柳沢峠 139 

泉水谷 1042,1043,1045,1046,1047 

寺尾峠 1029 

サカサ沢 1040,1041 

白糸の滝 1027

天神山 121,128,1044,1051,1052,1053 

氷川村寺地 184,185,193,194,195,196 

アリサメ 124,126,129,131 

東京都水道局 http://www.waterworks.metro.tokyo.jp/water/pp/hureai/index.html より引用 

東京都水道局 
http://www.water
works.metro.toky
o.jp/water/pp/ant
ei/antei_03_rekisi
.html 
より引用 
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(1006 と同じ量水堰堤) 
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丹沢周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 丹沢位置図 

諸戸写真アルバムには、東京水源林に次いで、丹沢山地周辺の写真が多くある。特に、現

在の三保ダムの集水域の写真が多い。東京に近いことに加え、関東大震災で荒廃した後の復

旧事業(治山事業)が活発に行われていたためである。 

三保ダムは、酒匂川支流河内川(神奈川県足柄上郡山北町神尾田字尾崎地先)にある。ダム

湖に 3つの支流が流入する。西から世附川、北から中川、東から玄倉川である。 

このうち世附川は流域の多くが国有林(御料林か?)で、諸戸の写真が多い。当時、世附事

業区は、南側の静岡県小山町(河内川の流域外)も含んでいる。小山町の写真は、丹沢の写真

と一体として扱うのが適当に思われる。 

※近年、2010 年と 2011 年にこの流域は大きい降雨があった。三保ダムの最大日雨量は、495.5

㎜(2010/9/8)、457.5mm(2011/7/19)である。2010 年 9 月 8日の雨では、世附川流域と小山町

の両方で、斜面崩壊と土石流が発生している。 

玄倉川流域の写真などで、流域単位では撮影位置がわかるが小支流単位で未特定のものは未

だ記載していない。                          （鈴木雅一）
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神奈川県 

青根 

 

 

 

 

 

小川谷

1338 
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737

【昭和 5年 5月 24 日】 

此れより小川に入り内務省の堰堤あり高

さ 10 米工費 25,000 圓なりと其水叩きの

所に 3米立方のブロック二個あり 

（昭和五年五月相州丹沢御料林視察旅行日

記，砂防第 12号，1930，p.32） 
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箒スギ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲の沢 

739 740

738

【昭和 5年 5月 25 日】 

此樹は神社の境内に在りしものにて二本ありしが造道の為め一本伐り今日は一本残存す

高さ 24 間周囲 3丈 5尺あり年齢 2000 年と言う。 

（昭和五年五月相州丹沢御料林視察旅行日記，砂防第 12号，1930，p.33）
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【昭和 5年 5月 26 日】 

十一時法行峠に着す之より路傍の樹

木を採収しつつ十二時四十分織戸峠に

着し織戸峠より対岸にある昭和二年施

工の山腹筋工を見て辨当 
（昭和五年相州丹沢御料林視察旅行日

記，砂防第 12 号，1930，p.34）

65



水の木沢 
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748 750 749

【昭和 5年 5月 26 日】 

水ノ木澤に行き既設の山腹工事及昭和二年度施行の第一號及第二號練積石堰堤を見て六時休泊所に帰

り記念の為長さ六尺許のケヤキを庭園に植栽す、 
（昭和五年相州丹沢御料林視察旅行日記，砂防第 12 号，1930，p.34）

【昭和 7年 5月 10 日】 

（水ノ木沢休泊所を）出發に先だち昭和五年五月二十六日に記念の為植栽したケヤキを撮影し

て午前八時出發、金山澤流域を視察す。 
（昭和七年初夏の丹澤及箱根御料地砂防工事調査旅行日記，砂防第 25 号，1932，p.33）
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金山沢 
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【昭和 7年 5月 10 日】 

（水ノ木沢休泊所を）出發に先だち昭和五

年五月二十六日に記念の為植栽したケヤキを

撮影して午前八時出發、金山澤流域を視察す。

（昭和七年初夏の丹澤及箱根御料地砂防工事

調査旅行日記，砂防第 25号，1932，p.33）
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【昭和 5年 5月 28 日】 

昨夜来大雨なりしが七時半晴る、記念の為め長さ 5米直径 5糎のケ

ヤキを休泊所の前の畑に植える、 
（昭和五年相州丹沢御料林視察旅行日記，砂防第 12 号，1930，p.35）
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742 

791 

大又沢 

白水沢 

929

930

【昭和 7年 5月 9日】 

之れより白水澤に行き昭和六年築設の練積堰提を見る，高さ五米工費は一立法米に付約十

一圓を要したとのことである．次に白石澤に行き六年築設の練積堰提二本を見る． 
（昭和七年初夏の丹澤及箱根御料地砂防工事調査旅行日記，砂防第 25 号，1932，p.32）
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【昭和 7年 5月 9日】 

之れより白水澤に行き昭和六年築設の練積堰提を見る，高さ五米工費は一立法米に付約十

一圓を要したとのことである．次に白石澤に行き六年築設の練積堰提二本を見る． 
（昭和七年初夏の丹澤及箱根御料地砂防工事調査旅行日記，砂防第 25 号，1932，p.32）
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↓ 

【昭和 7年 5月 11 日】 

午前七時昭和五年五月二十八日記念の為

植栽したるケヤキ三本を撮影し八時出発．

（昭和七年初夏の丹澤及箱根御料地砂防工

事調査旅行日記，砂防第 25 号，1932，p.33）

白石沢 

浅野堰堤 
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753 942

【昭和 5年 5月 28 日】 

八時出発八時半明神峠に達し少憩、萱筋

工を見る Y君 KO 君に分かれて 

（昭和五年五月相州丹沢御料林視察旅行日

記，砂防第 12 号，1930，p.35） 

943

小山町柳島 

【昭和 7年 5月 11 日】 

八時半に明神峠に達し記念撮影をなして二の

澤休泊所の人々に分かれ途中大崩壊地、既設

の萱筋工の成績を見て… 

（昭和七年初夏の丹澤及箱根御料地砂防旅行日

記，砂防第 25 号，1932，p.33.） 
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小山町峯坂沢 
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小山町湯船沢
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【昭和 5年 5月 28 日】 

九時出立十一月湯船沢に下り帝室

営林局の第一號練積堰堤に到り…此

堰堤は大正十三年度の施工にして立

積 147.4 立方米工費 2279 圓なり、 
（昭和五年相州丹沢御料林視察旅行

日記，砂防第 12 号，1930，p.35）
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三保村落合（今はダム湖） 
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※この写真は昭和 5年の旅行日記の p.34-35 に関係記事あり 
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図 北伊豆地震 [昭和 5（1930）年 11 月 26 日]関係写真撮影位置図 

地域名 写真ＩＤ 

大明神川 890,891,892,893,907,908,909,910,973,974,975 

むじな窪 945,955 

箱根旧道 883,885,886,887,888,889,911,912 

丹那断層 897,898,899 

大野 901 

城 919,920,921,922,923,924,978,979,980 

梶山 925,926,927,967,968,969,981,982,983 

山中新田 894,896 

箱根土石流 

丹那断層 

城 

梶山 

北伊豆地震 

昭和 5(1930)年 11 月 26 日午前 4 時 3 分，伊豆半島北部を震源とする北伊豆地震が発生し

た．この地震は伊豆半島北部をほぼ南北に走る丹那断層及び修善寺断層の左横ずれ運動，こ

れらと直交方向(西北西—東南東方向)に走る姫之湯断層の横ずれ運動により発生した内陸直

下型地震である．マグニチュードは 7.3 で，震源の深さは 5 km 未満と浅く，最大震度 7(予

測震度)の揺れを観測した．この地震により，人的被害として伊豆半島北部及び箱根町周辺

を中心に死者 261 名，行方不明者 11 名，負傷者 572 名，家屋被害として全壊及び半壊家屋

7,681 戸の甚大な被害をもたらした．また断層活動の影響で地表に亀裂，隆起及び水平変位

等が生じたほか，土砂災害も多数発生した． 

   （北伊豆地震報告書第 1報告，中央気象台，1930）

北伊豆地震 
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892

北伊豆地震により、孫助山の北西側斜面標高約 850m の箇所で山腹崩壊が発生し、崩壊

土砂は土石流となって大明神川を流れ下った。土石流は下流地区を襲い、萬福寺に居た 1

名が寺と共に押し流されて行方不明となったほか、本還寺や住宅が被災した。 

諸戸北郎博士アルバムと「砂防」には諸戸博士が学生指導と技術講習会の現場視察で現

場を訪れた際の記事が多くある。 

箱根町 

大明神川 

890

893

【昭和 5年 12 月 28 日】 

 箱根町山の手の土石流の跡を見る、長さ

1000M、幅 60M 乃至 100M、面積 8 ヘクタール、

堆積せる土砂の厚さは 4M の所あり。此土石流

の原因は地震の為上流の山地が崩壊し之に水

の作用が加わり下流に押出しせしもの、渓の出

口に 2寺院あり、留守居番が行方不明。 

(度山(1930)：昭和 5年冬の豆相震災地視察旅

行日記，砂防第 16 号，砂防協會，p.34) 

【昭和 5年 12 月 28 日】 

 東京帝大演習林の事務所は動いて土台がはず

れている、また艇庫は東へ傾いている。 

(度山(1930)：昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行

日記，砂防第 16 号，砂防協會，p.34) 
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【昭和 9年 10 月 21 日】 

 9 時箱根町に着し字三島町(大明神川)の工事

を見る。此地は昭和 5年の豆相地震で起った土

石流の所の復旧工事で昭和7年7月竣工した工

事である。上流の工事は神奈川県の林務課で下

流の工事は土木課で施行したのである。林務課

の部分は施業面積 8.45 ヘクタール、植栽面積

3.15 ヘクタールである。工種は鉄線蛇籠谷止

工、山腹空積工、埋設空積工、張石水路工、張

芝水路工、丸太柵工、萱筋工である。 

(度山(1930)：昭和 5年冬の豆相震災地視察旅

行日記，砂防第 16 号，砂防協會，p.22) 
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むじな窪 

箱根旧道(二子山、畑宿) 

885

911

【昭和 5年 12 月 28 日】 

 湖畔の御料の造成地が崩壊して造林小屋に居た八名の造林夫が湖底に落ち死体が見付から

ない、多分湖底に埋没したのである。 

(度山(1930)：昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行日記，砂防第 16 号，砂防協會，p.34)

【昭和 5年 12 月 28 日】 

 午前九時湯本発箱根旧道を登る途中石垣の崩れるもの多く又山腹の崩れた所が多い、畑宿

に到れば寺が倒れて居る、此寺で老僧と妻と子と孫と四人死亡したと、二子山の山腹より大

石が道路に落下して道路の上方に在る石垣を破壊して居る又忠臣蔵の神崎與五郎東下りで有

名な牛喰の馬五郎の甘酒茶屋は其の裏手の山腹から重さ二百五十貫もある大石が転落して便

所押入を打破り老婦の寝床の上に乗った、老婦は危うく圧死する所であった、明治大帝が関

東へ御下りの際御駐輦になった御駐輦記念碑も墜石の為めに打砕かれて居る。 

(度山(1930)：昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行日記，砂防第 16 号，砂防協會，p.33)
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【昭和 5年 12 月 29 日】 

 北狩野村大野に到る、大野及大仁は倒壊家屋が多く目下復旧中で

ある。大野は山崩の為め三戸埋没し六名惨死した、此崩壊は東南面

で此の為に狩野川の支流古川を堰止めた、 

(度山(1930)：昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行日記，砂防第 16 号，

砂防協會，p.36)

伊豆半島北部 

丹那断層 

丹那断層は、箱根町の芦ノ湖南部から伊豆の国市南部にわたってほぼ南北方向に分布する、全

長約 17km の活断層である。北伊豆地震時には左横ずれ運動が発生し、最大 2.7m の水平変位が生

じた。丹那断層はこれまでに何度も左横ずれ運動が発生しており，現在までに南北に約 1km の水

平変位が生じている。丹那断層の単位変位量を 2.7m(北伊豆地震時の変位量)とすると、700～1000

年に 1回の割合で北伊豆地震並みの地震が発生している。 

(丹那断層発掘調査研究グループ(1983)：丹那断層(北伊豆・名賀地区)の発掘調査，地震研究所

彙報，第 58 巻，東京大学地震研究所，pp.797-830) 
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【昭和 5年 12 月 30 日】 

 中大見村城に着す、歩むこと約二十分に

して陥没地に達す、陥没地は桑畑であって

面積約三ヘクタール高十四米ある、此れ地

下に水蝕作用其の他の原因で空所があっ

た為めであろう、今村博士は地震に帰因す

る地形変動のサイフォン現象地と言われ

たとのとこである、之れより幅十米許の小

渓を越えて百米も離れた所に隆起地があ

る、此地は字横山の齋藤喜市氏宅にて高さ

五米、延長百米、幅四十米ある、此上に長

さ十米許りの物置小屋があったが之れが

半分丈折れて隆起地の上に他の半分は従

来の土地に在る。 

(度山(1930)：昭和 5年冬の豆相震災地視

察旅行日記，砂防第 16 号，砂防協會，p.37)
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【昭和 5年 12 月 29 日】 

 狩野村佐野区の梶山に着す、此処は土石流あり長さ

千五百米幅二百五十米、面積三十五ヘクタール堆積土

砂の立積六十萬立坪狩野川を堰止め、家屋埋没し死者

十五名を出した。崩壊地は馬蹄形をなして居て山林の

崩壊二十五ヘクタールである、此崩壊の原因は上方に

原野があり草刈場であって松が点生して居る、ワサビ

田があったから湿地であったためである。 

(度山(1930)：昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行日記，

砂防第 16 号，砂防協會，p.36-37) 
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【昭和 5年 12 月 28 日】 

 錦田村山中新田の山崩を見る、崩壊面積は三ヘクタールあり笹生地及麦畑なり、其下

方人家一戸埋没され飯塚元次郎一家七人惨死して死体が発見されずと、その崩壊の原因

を考えるに此地方は粘土層厚く内部に安山岩の大石が混じて居る、 

(度山(1930)：昭和 5年冬の豆相震災地視察旅行日記，砂防第 16 号，砂防協會，p.34)
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 大正三年度 林学科卒業生一同 写真 1441
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 この写真は、「砂防教室ニ於テ向ッテ右 新居町長、左 諸戸教授,昭和３年(1928)１月」の記載がある。

当時は、静岡県浜名郡新居町。2010 年 3 月 23 日、湖西市に編入された。 

 新居町と諸戸教授との関係は、新居町への演習林設置が関係している。 

http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/eri/about.html 

「生態水文学研究所とは」に、以下の記載がある。（生態水文学研究所は、旧称：愛知演習林） 

「1925 年には静岡県浜名郡新居町長から東京帝国大学総長宛に、遠州灘に面して細長い砂丘地を新居

試験地として設置する請願書が提出されました。これを受けて 1928 年に新居試験地約 20 ヘクタール

が設置され、強風による飛砂を防ぐ目的で海岸砂防林造成を開始しました。気象観測も 1929 年から開

始しています（1966 年中止）。」 

 現在も、東京大学附属演習林生態水文学研究所の７４林班（新居試験地）である。 

 昭和３年（1928）３月に新居試験地が設置されているので、それに関する訪問があったものと思わ

れる。                                     （鈴木雅一）
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 これら 7枚の写真は、昭和 5年 12 月 27 日に山中湖で撮影されたものである。「山中事

務所」とあるのは、東大演習林に「富士演習林（現名称：富士癒しの森研究所）」があり、

その事務所である。 

 

富士演習林略年表  

大正 14 年（1925） 11 月 浅間神社社有地および高村靖氏ほか 144 名の個人所有地の寄

付申込を受ける  

大正 14 年（1925）  11 月 富士演習林設立  

大正 15 年（1926）  8 月 演習林事務所と苗畑 6ヶ所完成  

大正 15 年（1925-6） 12 月 村民の好意と理解により部分林分収入権放棄。 

山梨県より県有地の貸与を受ける  

昭和 2年（1927）  －昭和 10 年(1935)   III 林班にカラマツの植林  

昭和 4年（1929）   III 林班にカラマツ生長測定地を設定 

 

 撮影時期は、富士演習林設立後丸 5年たったところ。諸戸は、昭和 5年 12 月 16 日よ

り、神奈川・静岡・山梨へ出張しており、富士演習林に関わる何らかの業務で訪問した

ものと思われる。 

                                       （鈴木雅一） 
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第三回荒廃地復旧技術講習会 大正 10（1921）年 
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第四回荒廃地復旧技術講習会 大正 11（1922）年 
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第八回荒廃地復旧技術講習会 大正 15（1926）年 

第七回荒廃地復旧技術講習会 大正 14（1925）年 
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第九回荒廃地復旧技術講習会 昭和 2（1927）年 
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の別称。風景がヨーロッパ中部を流れるライン川に似ていることから、志賀重昂によって命名された。

全長 13kmにわたって「渓流の美しさを味わいながら、約 1時間半の川下り遊覧（「日本ライン下り」）

ができる」とされている。                            （鈴木雅一）
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朝鮮 

 

1289 1288

12871286

227



朝鮮 

1294

1292 1293

12911290

1295 

228



朝鮮 

1297

1300

1299 

1298

1296

229



朝鮮 

 

1306

13051304

130313021301 

1306

1305

230



朝鮮 

演習林 

 

13121311

13101309

1308 1307

231



朝鮮 

 

1317 1318

1316
1315

1313 1314 

232



朝鮮 

 

1321
1322 

1323
1324

1325 1326 

233



朝鮮 

 

1330

1328 
1327

1329

1331

1332

234



朝鮮 

 

 

1419 1420

1421

1418

1420

235



朝鮮 

308 

309

313

312

311310

236



朝鮮 

314 315 

316

318

317 319

237



朝鮮 

324 

325 

322 323 

320 
321

238



朝鮮 

327

328

326 

331

329 

330

239



朝鮮 

 

333 

332 

334

335

240





 
 
 
 
 
 
 
 

5.森林林業 





森林・林業 

千葉県 

1080

1093
1092

10911090

10891088

1081

241



森林・林業 

長野県

352351

350349

353 354

242



森林・林業 

355 356

357

360

358

359

243



森林・林業 

363

362

361

365

364

374

244



森林・林業 

379

375

380

382

381

376

245



森林・林業 

 

384

385

383

386

533 

532

246



森林・林業 

岐阜県

387 388

389 390

391

247



森林・林業 

愛知県

345344

342 343

340 341

248



森林・林業 

348

347346

368367

370369

249



森林・林業 

京都府 

 
394

395

393

250



森林・林業 

 

539 538

672

670

540

奈良県 

251





 
 
 
 
 
 
 
 

6.人物 

 
  

 

写真の内容や記載以外に、アルバムでの写真の前後関係から、県別に整理した。

このため、写真が実際の撮影場所と異なる県に区分されている可能性がある。 





 人物 

青森県 

 

 

 

 

 

 

福島県 

1355

475 

458 472

252



 人物 

東京都 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県 

 

 

 

 

 

 

1371 

520

1370

253



 人物 

神奈川県 

1334 1335

1339

1363

1368

1422

1333 1334

1367

1362

1421

254



 人物 

 

 

 

 

 

 

 

1341 1342 

1362

1365 

1370

1343

1361
1369

1364

255



 人物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

956 

860

954

862

972 

1424 1425

256



 人物 

長野県 

277

276

278

285

257



 人物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

288

286

258



 人物 

富山県 

 

 

1345 1346

275

1344 1345

259



 人物 

 

 

 

 

 

 

 

1430 1431

1426

1427

1428

1429

静岡県 

1429 1430

1423

1426

1427

1428

260



 人物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

845 962

918917

970928

961

261



 人物 

 

 

 

 

 

岐阜県 

 

 

 

589 

977

849 

262



 人物 

三重県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1356

1360 

1402 

1405 

1404 

1361

1359

1401

1360

1403

263



 人物 

1407

1403 

150 159

1406

1402

264



 人物 

滋賀県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

590 

621 

557554

265



 人物 

京都府 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

623 

610 

266



 人物 

奈良県 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県 

293

1406 

180

1405

267



 人物 

県名不明 

 

 

148 145 

165 

268





 

 

 

 

 

 

 

 

7.文化 

写真の内容や記載以外に、アルバムでの写真の前後関係から、県別に整理した。

このため、写真が実際の撮影場所と異なる県に区分されている可能性がある。 





文化 

福島県 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

478 480 479 

483 

469 

269



文化 

埼玉県 

645 

644 

647 

270



文化 

千葉県 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  1068 

1069 

1070 

1067 

1076 

271



文化 

1071 

1073 

1072 

1077 

1075 

 

272



文化 

1079 

1087 1085 

1083 
1084 

1082 

273



文化 

東京都 

634 

637 

636 

635 696 

274



文化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新潟県 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1369 

1372 

484 
494 

1368

1371

275



文化 

神奈川県 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

781 782 

819 
821 

823 

276



文化 

 

長野県

212 

371 
372 

373 

277



文化 

静岡県 

984 

402 

278



文化 

788 

873 

867 

866 

279



文化 

613 

403 

280



文化 

愛知県 

 

 

 

 

 

 
 

滋賀県 

 

366 

583 

614 

597 

281



文化 

京都府 

 

 

 
 

592 591 

593 

604 

607 

560 

282



文化 

 

545 

543 

542 

541 

546 

544 

兵庫県 

大正 （ ）年 月 日 午前 時 分発生

北但馬地震 による被災写真と思われる。

283



文化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 548 

547 

284



文化 

宮崎県 
 
 

289 

292 291 

285



文化 

県名不明

552 

827 

826 825 

286



文化 

 

1034 

241 

244 

287
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D
B
 
 

1



ア
ル

バ
ム

名
ペ

ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

外
国

第
一

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
一

号
至

十
四

第
一

中
心

Ö
st

e
rr

e
ic

h
O

be
rö

st
e
rr

e
ic

h
上

墺
邦

「
ゴ

ザ
ウ

」
主

渓
第

一
号

石
堰

堤
上

墺
邦

「
ゴ

ザ
ウ

」
主

渓
第

一
号

石
堰

堤
　

G
o
sa

u
 H

au
pt

ba
c
h
 S

pe
rr

e
 1

○
外

国
第

一
集

　
墺

國
砂

防
工

冩
真

　
自

一
号

至
十

四
第

二
中

心
Ö

st
e
rr

e
ic

h
O

be
rö

st
e
rr

e
ic

h
上

墺
邦

「
ゴ

ザ
ウ

」
主

渓
第

二
号

石
堰

堤
上

墺
邦

「
ゴ

ザ
ウ

」
主

渓
第

二
号

石
堰

堤
　

G
o
sa

u
 H

au
pt

ba
c
h
 S

pe
rr

e
 2

○

外
国

第
一

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
一

号
至

十
四

第
三

中
心

Ö
st

e
rr

e
ic

h
O

be
rö

st
e
rr

e
ic

h
上

墺
邦

「
ゴ

ザ
ウ

」
渓

ノ
階

段
工

事
上

墺
邦

「
ゴ

ザ
ウ

」
渓

ノ
階

段
工

事
　

G
o
sa

u
 A

bt
re

pp
u
n
g 

im
 h

in
te

re
n

○

外
国

第
一

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
一

号
至

十
四

第
四

中
心

Ö
st

e
rr

e
ic

h
O

be
rö

st
e
rr

e
ic

h
　

G
im

ba
c
h

上
墺

邦
「
ギ

ム
」
渓

砂
防

設
備

以
前

ノ
情

態
上

墺
邦

「
ギ

ム
」
渓

砂
防

設
備

以
前

ノ
情

態
　

G
im

ba
c
h
 v

o
r 

de
r

○
外

国
第

一
集

　
墺

國
砂

防
工

冩
真

　
自

一
号

至
十

四
第

五
中

心
Ö

st
e
rr

e
ic

h
O

be
rö

st
e
rr

e
ic

h
　

G
im

ba
c
h

上
墺

邦
「
ギ

ム
」
渓

第
十

号
石

堰
堤

ノ
築

設
中

上
墺

邦
「
ギ

ム
」
渓

第
十

号
石

堰
堤

ノ
築

設
中

　
G

im
ba

c
h
 S

pe
rr

e
 1

0
 i
n

○

外
国

第
一

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
一

号
至

十
四

第
六

中
心

Ö
st

e
rr

e
ic

h
O

be
rö

st
e
rr

e
ic

h
上

墺
邦

「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
河

ノ
治

水
及

「
ウ

ュ
ル

ツ
ミ

ュ
ー

レ
ル

」
堤

L
an

gb
at

h
ba

c
h
 R

e
gu

lie
ru

n
g 

m
it
 W

ir
ts

m
ü
lle

rw
e
h
r

上
墺

邦
「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
河

ノ
治

水
及

「
ウ

ュ
ル

ツ
ミ

ュ
ー

レ
ル

」
堤

L
an

gb
at

h
ba

c
h
 R

e
gu

lie
ru

n
g 

m
it
 W

ir
ts

m
ü
lle

rw
e
h
r

○

外
国

第
一

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
一

号
至

十
四

第
七

中
心

Ö
st

e
rr

e
ic

h
O

be
rö

st
e
rr

e
ic

h
上

墺
邦

「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
河

ノ
「
サ

リ
ー

子
ン

」
堤

上
墺

邦
「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
河

ノ
「
サ

リ
ー

子
ン

」
堤

　
L
an

gb
at

h
ba

c
h

○

外
国

第
一

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
一

号
至

十
四

第
八

中
心

Ö
st

e
rr

e
ic

h
O

be
rö

st
e
rr

e
ic

h
上

墺
邦

「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
河

千
九

百
年

ニ
於

ケ
ル

旧
「
ウ

ュ
ル

ツ
ミ

ュ
ー

レ
ル

」
堤

上
墺

邦
「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
河

千
九

百
年

ニ
於

ケ
ル

旧
「
ウ

ュ
ル

ツ
ミ

ュ
ー

レ
ル

」
堤

　
L
an

gb
at

h
ba

c
h

○

外
国

第
一

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
一

号
至

十
四

第
九

中
心

Ö
st

e
rr

e
ic

h
  

O
be

rö
st

e
rr

e
ic

h
上

墺
邦

「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
河

千
九

百
一

年
新

築
ノ

第
二

「
ウ

ュ
ル

ツ
ミ

ュ
ー

レ
ル

」
堤

L
an

gb
at

h
ba

c
h
 n

e
u
e
s 

W
ir
ts

m
ü
lle

rw
e
h
r 

1
9
0
1

上
墺

邦
「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
河

千
九

百
一

年
新

築
ノ

第
二

「
ウ

ュ
ル

ツ
ミ

ュ
ー

レ
ル

」
堤

　
L
an

gb
at

h
ba

c
h
 n

e
u
e
s 

W
ir
ts

m
ü
lle

rw
e
h
r 

1
9
0
1

○

外
国

第
一

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
一

号
至

十
四

第
十

中
心

Ö
st

e
rr

e
ic

h
  

「
ス

タ
イ

エ
ル

マ
ル

ク
」
邦

「
リ

ヒ
ト

メ
ス

」
渓

階
段

工
事

「
ス

タ
イ

エ
ル

マ
ル

ク
」
邦

「
リ

ヒ
ト

メ
ス

」
渓

階
段

工
事

　
S
te

ie
rm

ar
k,

○

外
国

第
一

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
一

号
至

十
四

第
十

一
中

心
Ö

st
e
rr

e
ic

h
S
al

zb
u
rg

　
S
c
h
m

it
te

n
ba

c
h

「
ザ

ル
ツ

ブ
ル

ク
」
州

「
シ

ュ
ミ

ッ
テ

ン
」
渓

砂
防

設
備

起
工

時
ノ

情
態

「
ザ

ル
ツ

ブ
ル

ク
」
州

「
シ

ュ
ミ

ッ
テ

ン
」
渓

砂
防

設
備

起
工

時
ノ

情
態

○

外
国

第
一

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
一

号
至

十
四

第
十

二
中

心
Ö

st
e
rr

e
ic

h
  

S
al

zb
u
rg

　
S
c
h
m

it
te

n
ba

c
h

「
ザ

ル
ツ

ブ
ル

ク
」
邦

「
シ

ュ
ミ

ッ
テ

ン
」
渓

ノ
砂

防
工

事
「
ザ

ル
ツ

ブ
ル

ク
」
邦

「
シ

ュ
ミ

ッ
テ

ン
」
渓

ノ
砂

防
工

事
　

S
c
h
m

it
te

n
ba

c
h

○
外

国
第

一
集

　
墺

國
砂

防
工

冩
真

　
自

一
号

至
十

四
第

十
三

中
心

Ö
st

e
rr

e
ic

h
  

S
al

zb
u
rg

　
S
c
h
m

it
te

n
ba

c
h

「
ザ

ル
ツ

ブ
ル

ク
」
邦

「
シ

ュ
ミ

ッ
テ

ン
」
渓

ノ
堰

堤
「
ザ

ル
ツ

ブ
ル

ク
」
邦

「
シ

ュ
ミ

ッ
テ

ン
」
渓

ノ
堰

堤
　

S
c
h
m

it
te

n
ba

c
h

○

外
国

第
一

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
一

号
至

十
四

第
十

四
中

心
Ö

st
e
rr

e
ic

h
  

S
al

zb
u
rg

　
O

be
rs

u
lz

ba
c
h

「
ザ

ル
ツ

ブ
ル

ク
」
邦

「
オ

ー
ベ

ル
ス

ル
ツ

」
渓

「
ノ

ュ
ス

ス
ペ

ー
ー

ン
」
堰

の
築

造
中

「
ザ

ル
ツ

ブ
ル

ク
」
邦

「
オ

ー
ベ

ル
ス

ル
ツ

」
渓

「
ノ

ュ
ス

ス
ペ

ー
ー

ン
」
堰

の
築

造
中

　
O

be
rs

u
lz

ba
c
h

○

外
国

第
二

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
十

五
至

三
十

二
第

一
中

心
Ö

st
e
rr

e
ic

h
  

O
be

rö
st

e
rr

e
ic

h
　

A
lm

ba
c
h

上
墺

州
「
グ

リ
ュ

ー
子

ル
」
附

近
「
ア

ル
ム

」
渓

ノ
治

水
工

事
G

rü
n
au

 A
lm

ba
c
h

上
墺

州
「
グ

リ
ュ

ー
子

ル
」
附

近
「
ア

ル
ム

」
渓

ノ
治

水
工

事
　

G
rü

n
au

○

外
国

第
二

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
十

五
至

三
十

二
第

二
中

心
Ö

st
e
rr

e
ic

h
  

O
be

rö
st

e
rr

e
ic

h
上

墺
州

「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
渓

千
八

百
九

十
九

年
ノ

洪
水

後
ノ

景
上

墺
州

「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
渓

千
八

百
九

十
九

年
ノ

洪
水

後
ノ

景
○

外
国

第
二

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
十

五
至

三
十

二
第

三
中

心
Ö

st
e
rr

e
ic

h
O

be
rö

st
e
rr

e
ic

h
上

墺
州

「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
渓

沿
岸

「
エ

ー
ペ

ン
ゼ

ー
」
ニ

於
ケ

ル
千

八
百

九
十

九
年

ニ
テ

家
屋

ノ
破

壊
上

墺
州

「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
渓

沿
岸

「
エ

ー
ペ

ン
ゼ

ー
」
ニ

於
ケ

ル
千

八
百

九
十

九
年

ニ
テ

家
屋

ノ
破

壊
　

L
an

gb
at

h
ba

c
h

○

外
国

第
二

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
十

五
至

三
十

二
第

四
中

心
Ö

st
e
rr

e
ic

h
O

be
rö

st
e
rr

e
ic

h
上

墺
州

「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
渓

沿
岸

「
エ

ー
ペ

ン
ゼ

ー
」
ニ

於
ケ

ル
千

八
百

九
十

九
年

ニ
テ

家
屋

ノ
破

壊
上

墺
州

「
ラ

ン
グ

バ
ー

ド
」
渓

沿
岸

「
エ

ー
ペ

ン
ゼ

ー
」
ニ

於
ケ

ル
千

八
百

九
十

九
年

ニ
テ

家
屋

ノ
破

壊
　

L
an

gb
at

h
ba
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滞
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域

ニ
於

ケ
ル

草
堰

堤
工

　
D

al
m

at
ie

n
 W

ild
ba

c
h
 "

M
ah

n
it
as

"
第

十
九

～
第

二
十

一
は

同
じ

台
紙

○

外
国

第
四

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
五

十
四

至
七

十
四

第
二

十
中

心
D

al
m

at
ie

n
　

M
ah

n
it
as

「
ベ

ト
リ

子
」
域

ニ
於

ケ
ル

草
護

岸
工

「
ベ

ト
リ

子
」
域

ニ
於

ケ
ル

草
護

岸
工

　
D

al
m

at
ie

n
 W

ild
ba

c
h
 "

M
ah

n
it
as

"
第

十
九

～
第

二
十

一
は

同
じ

台
紙

○

外
国

第
四

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
五

十
四

至
七

十
四

第
二

十
一

中
心

「
ツ

ブ
ィ

ロ
ン

ヤ
リ

」
渓

石
堰

堤
「
ツ

ブ
ィ

ロ
ン

ヤ
リ

」
渓

石
堰

堤
　

B
e
to

ri
n
e
 r

e
gi

o
n
 (

?)
, 
Z
vi

rn
ja

ka
第

十
九

～
第

二
十

一
は

同
じ

台
紙

○

外
国

第
六

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
八

十
九

至
九

十
六

第
一

中
心

G
al

iz
ie

n
　

D
n
ie

st
e
r

「
セ

イ
リ

ン
グ

」
氏

水
制

ノ
杭

堰
堤

「
セ

イ
リ

ン
グ

」
氏

水
制

ノ
杭

堰
堤

　
G

al
iz

ie
n
/
 W

ild
ba

c
h
ge

bi
e
th

G
al

iz
ie

n
：
ガ

リ
チ

ヤ
。

ポ
ー

ラ
ン

ド
南

東
部

か
ら

ウ
ク

ラ
イ

ナ
北

部
に

わ
た

る
地

方
○

外
国

第
六

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
八

十
九

至
九

十
六

第
二

中
心

G
al

iz
ie

n
　

G
lin

sk
o

「
ル

ン
セ

ン
」
域

造
林

地
固

工
事

「
ル

ン
セ

ン
」
域

造
林

地
固

工
事

　
G

al
iz

ie
n
/
 R

u
n
se

n
ge

bi
e
th

 "
G

lin
sk

o
"

G
al

iz
ie

n
：
ガ

リ
チ

ヤ
。

ポ
ー

ラ
ン

ド
南

東
部

か
ら

ウ
ク

ラ
イ

ナ
北

部
に

わ
た

る
地

方
○

外
国

第
六

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
八

十
九

至
九

十
六

第
三

中
心

G
al

iz
ie

n
　

G
lis

n
ko

「
ル

ン
セ

ン
」
域

造
林

地
固

工
事

「
ル

ン
セ

ン
」
域

造
林

地
固

工
事

　
G

al
iz

ie
n
/
 R

u
n
se

n
ge

bi
e
th

 "
G

lin
sk

o
"

G
al

iz
ie

n
：
ガ

リ
チ

ヤ
。

ポ
ー

ラ
ン

ド
南

東
部

か
ら

ウ
ク

ラ
イ

ナ
北

部
に

わ
た

る
地

方
○

外
国

第
六

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
八

十
九

至
九

十
六

第
四

中
心

G
al

iz
ie

n
　

G
lin

sk
o

「
ル

ン
セ

ン
」
域

造
林

地
固

工
事

「
ル

ン
セ

ン
」
域

造
林

地
固

工
事

　
G

al
iz

ie
n
/
 R

u
n
se

n
ge

bi
e
th

 "
G

lin
sk

o
"

G
al

iz
ie

n
：
ガ

リ
チ

ヤ
。

ポ
ー

ラ
ン

ド
南

東
部

か
ら

ウ
ク

ラ
イ

ナ
北

部
に

わ
た

る
地

方
○

外
国

第
六

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
八

十
九

至
九

十
六

第
五

中
心

G
al

iz
ie

n
　

S
ka

w
a

底
杭

ニ
依

ル
治

水
工

底
杭

ニ
依

ル
治

水
工

　
G

al
iz

ie
n
/
 W

ild
ba

c
h
ge

bi
e
th

 "
S
ka

w
a"

G
al

iz
ie

n
：
ガ

リ
チ

ヤ
。

ポ
ー

ラ
ン

ド
南

東
部

か
ら

ウ
ク

ラ
イ

ナ
北

部
に

わ
た

る
地

方
○

外
国

第
六

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
八

十
九

至
九

十
六

第
六

中
心

G
al

iz
ie

n
　

B
is

tr
a

「
ビ

ス
ト

ラ
」
渓

底
張

石
工

事
「
ビ

ス
ト

ラ
」
渓

底
張

石
工

事
　

G
al

iz
ie

n
/
 W

ild
ba

c
h
ge

bi
e
t 

"
Z
ak

o
pa

n
e
"

G
al

iz
ie

n
：
ガ

リ
チ

ヤ
。

ポ
ー

ラ
ン

ド
南

東
部

か
ら

ウ
ク

ラ
イ

ナ
北

部
に

わ
た

る
地

方
○

外
国

第
六

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
八

十
九

至
九

十
六

第
七

中
心

G
al

iz
ie

n
　

B
is

tr
a

「
ビ

ス
ト

ラ
」
渓

底
張

石
工

事
「
ビ

ス
ト

ラ
」
渓

底
張

石
工

事
　

G
al

iz
ie

n
/
 W

ild
ba

c
h
ge

bi
e
t 

"
Z
ak

o
pa

n
e
"

G
al

iz
ie

n
：
ガ

リ
チ

ヤ
。

ポ
ー

ラ
ン

ド
南

東
部

か
ら

ウ
ク

ラ
イ

ナ
北

部
に

わ
た

る
地

方
○

外
国

第
六

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
八

十
九

至
九

十
六

第
八

中
心

G
al

iz
ie

n
　

B
is

tr
a

「
ビ

ス
ト

ラ
」
渓

底
張

石
工

事
「
ビ

ス
ト

ラ
」
渓

底
張

石
工

事
　

G
al

iz
ie

n
/
 W

ild
ba

c
h
ge

bi
e
t 

"
Z
ak

o
pa

n
e
"

G
al

iz
ie

n
：
ガ

リ
チ

ヤ
。

ポ
ー

ラ
ン

ド
南

東
部

か
ら

ウ
ク

ラ
イ

ナ
北

部
に

わ
た

る
地

方
○

外
国

第
七

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
九

十
七

至
百

○
三

第
一

中
心

「
ラ

コ
ニ

ッ
チ

ェ
ル

」
渓

域
「
セ

ノ
マ

ー
ト

」
第

一
号

支
渓

工
事

竣
工

後
一

年
目

の
景

「
ラ

コ
ニ

ッ
チ

ェ
ル

」
渓

域
「
セ

ノ
マ

ー
ト

」
第

一
号

支
渓

工
事

竣
工

後
一

年
目

の
景

　
R

u
n
se

 N
r.
 1

 b
e
i 
S
e
n
o
m

at
 (

G
e
bi

e
t 

de
s 

R
ak

o
n
it
ze

r 
B

ac
h
e
s)

全
て

の
台

紙
裏

面
に

、

K
gl

. 
W

e
in

b
e
rg

e
.　

の
ス

タ
ン

プ
風

文
字

有
り

○

外
国

第
七

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
九

十
七

至
百

○
三

第
二

中
心

「
ラ

コ
ニ

ッ
チ

ェ
ル

」
渓

域
「
セ

ノ
マ

ー
ト

」
第

一
号

支
渓

右
方

分
派

二
年

目
の

景
「
ラ

コ
ニ

ッ
チ

ェ
ル

」
渓

域
「
セ

ノ
マ

ー
ト

」
第

一
号

支
渓

右
方

分
派

二
年

目
の

景
　

R
e
c
h
ts

e
it
ig

e
r 

A
rm

 d
e
r 

R
u
n
se

 N
r.
 1

 b
e
i 
S
e
n
o
m

at
 m

it

全
て

の
台

紙
裏

面
に

、

K
gl

. 
W

e
in

b
e
rg

e
.　

の
ス

タ
ン

プ
風

文
字

○

外
国

第
七

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
九

十
七

至
百

○
三

第
三

中
心

「
ラ

コ
ニ

ッ
チ

ェ
ル

」
渓

域
「
セ

ノ
マ

ー
ト

」
第

一
号

支
渓

右
方

分
派

二
年

目
の

景
「
ラ

コ
ニ

ッ
チ

ェ
ル

」
渓

域
「
セ

ノ
マ

ー
ト

」
第

一
号

支
渓

右
方

分
派

二
年

目
の

景
　

R
u
n
se

 N
r.
 1

 b
e
i 
S
e
n
o
m

at
 2

.B
au

ja
h
r

全
て

の
台

紙
裏

面
に

、

K
gl

. 
W

e
in

b
e
rg

e
.　

の
ス

タ
ン

プ
風

文
字

○

外
国

第
七

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
九

十
七

至
百

○
三

第
四

中
心

「
ラ

コ
ニ

ッ
チ

ェ
ル

」
渓

域
「
セ

ノ
マ

ー
ト

」
第

一
号

支
渓

右
方

分
派

四
年

目
の

景
「
ラ

コ
ニ

ッ
チ

ェ
ル

」
渓

域
「
セ

ノ
マ

ー
ト

」
第

一
号

支
渓

右
方

分
派

四
年

目
の

景
　

R
u
n
se

 N
r.
 1

 B
e
i 
S
e
n
o
m

at
 4

. 
B

au
ja

h
r

全
て

の
台

紙
裏

面
に

、

K
gl

. 
W

e
in

b
e
rg

e
.　

の
ス

タ
ン

プ
風

文
字

○

外
国

第
七

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
九

十
七

至
百

○
三

第
五

中
心

B
är

e
n
gr

ab
e
n

「
エ

ル
ベ

」
河

左
方

ノ
支

流
「
ベ

ー
レ

ン
」
渓

工
事

前
の

景
B

är
e
n
gr

ab
e
n
; 
lin

ks
se

it
ig

e
r 

Z
u
fl
u
ss

 d
e
r 

E
lb

e
; 
im

 u
n
ve

rb
au

te
m

「
エ

ル
ベ

」
河

左
方

ノ
支

流
「
ベ

ー
レ

ン
」
渓

工
事

前
の

景
　

B
är

e
n
gr

ab
e
n
;

全
て

の
台

紙
裏

面
に

、

K
gl

. 
W

e
in

b
e
rg

e
.　

の
ス

タ
ン

プ
風

文
字

○

外
国

第
七

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
九

十
七

至
百

○
三

第
六

中
心

B
är

e
n
gr

ab
e
n

「
エ

ル
ベ

」
河

左
方

ノ
支

流
「
ベ

ー
レ

ン
」
渓

工
事

竣
工

後
中

流
の

景
B

är
e
n
gr

ab
e
n
; 
ve

rb
au

te
 M

it
te

lla
u
fs

tr
e
c
ke

; 
m

it
 d

e
r

「
エ

ル
ベ

」
河

左
方

ノ
支

流
「
ベ

ー
レ

ン
」
渓

工
事

竣
工

後
中

流
の

景
　

B
ä

全
て

の
台

紙
裏

面
に

、

K
gl

. 
W

e
in

b
e
rg

e
.　

の
ス

タ
ン

プ
風

文
字

○

3



ア
ル

バ
ム

名
ペ

ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真

集
改

訂
版

掲
載

ペ
ー

ジ

国
名

都
道

府
県

名
地

名
・
渓

流
名

諸
戸

北
郎

博
士

ア
ル

バ
ム

撮
影

年
①

撮
影

年
②

写
真

コ
メ

ン
ト

写
真

コ
メ

ン
ト

2
（
写

真
裏

側
）

写
真

コ
メ

ン
ト

統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

外
国

第
七

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
九

十
七

至
百

○
三

第
七

中
心

B
är

e
n
gr

ab
e
n

「
エ

ル
ベ

」
河

左
方

ノ
支

流
「
ベ

ー
レ

ン
」
渓

工
事

竣
工

後
下

流
流

の
景

B
är

e
n
gr

ab
e
n
; 
ve

rb
au

te
 U

n
te

rl
au

fs
tr

e
c
ke

「
エ

ル
ベ

」
河

左
方

ノ
支

流
「
ベ

ー
レ

ン
」
渓

工
事

竣
工

後
下

流
流

の
景

　
B

ä
全

て
の

台
紙

裏
面

に
、

K
gl

. 
W

e
in

b
e
rg

e
.　

の
ス

タ
ン

プ
風

文
字

○

外
国

第
九

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
百

○
八

至
百

十
八

第
一

中
心

Ö
st

e
rr

e
ic

h
  

V
o
ra

rl
be

rg
　

S
c
h
e
sa

to
be

l
「
フ

ォ
ラ

ー
ル

ベ
ル

グ
」
邦

「
セ

サ
」
ノ

砂
防

工
「
フ

ォ
ラ

ー
ル

ベ
ル

グ
」
邦

「
セ

サ
」
ノ

砂
防

工
　

V
e
rb

au
u
n
g 

de
r 

S
c
h
e
sa

○
外

国
第

九
集

　
墺

國
砂

防
工

冩
真

　
自

百
○

八
至

百
十

八
第

二
中

心
S
ü
dt

ir
o
l　

G
e
to

ri
o

「
チ

ロ
ー

ル
」
邦

「
ゲ

ト
リ

オ
」
渓

ノ
砂

防
工

「
チ

ロ
ー

ル
」
邦

「
ゲ

ト
リ

オ
」
渓

ノ
砂

防
工

　
G

e
to

ri
o
-
W

ild
ba

c
h
. 
T
ir
o
l

○
外

国
第

九
集

　
墺

國
砂

防
工

冩
真

　
自

百
○

八
至

百
十

八
第

三
中

心
S
ü
dt

ir
o
l　

G
e
to

ri
o

「
チ

ロ
ー

ル
」
邦

「
ゲ

ト
リ

オ
」
渓

ノ
砂

防
工

「
チ

ロ
ー

ル
」
邦

「
ゲ

ト
リ

オ
」
渓

ノ
砂

防
工

　
G

e
to

ri
o
-
W

ild
ba

c
h
. 
T
ir
o
l

○
外

国
第

九
集

　
墺

國
砂

防
工

冩
真

　
自

百
○

八
至

百
十

八
第

四
中

心
S
ü
dt

ir
o
l　

G
e
to

ri
o

「
チ

ロ
ー

ル
」
邦

「
ゲ

ト
リ

オ
」
渓

ノ
砂

防
工

「
チ

ロ
ー

ル
」
邦

「
ゲ

ト
リ

オ
」
渓

ノ
砂

防
工

　
G

e
to

ri
o
-
W

ild
ba

c
h
. 
T
ir
o
l

○
外

国
第

九
集

　
墺

國
砂

防
工

冩
真

　
自

百
○

八
至

百
十

八
第

五
中

心
S
ü
dt

ir
o
l

「
チ

ロ
ー

ル
」
邦

ノ
荒

渓
「
チ

ロ
ー

ル
」
邦

ノ
荒

渓
　

T
ir
o
l

○
外

国
第

九
集

　
墺

國
砂

防
工

冩
真

　
自

百
○

八
至

百
十

八
第

六
中

心
S
ü
dt

ir
o
l

「
チ

ロ
ー

ル
」
邦

ノ
荒

渓
「
チ

ロ
ー

ル
」
邦

ノ
荒

渓
　

T
ir
o
l

○

外
国

第
九

集
　

墺
國

砂
防

工
冩

真
　

自
百

○
八

至
百

十
八

第
七

中
心

「
ダ

ル
マ

チ
ク

エ
ン

」
邦

「
ク

リ
マ

ル
ユ

」
渓

砂
防

設
備

以
前

ノ
景

D
al

m
at

ie
n
. 
W

ild
ba

c
h
 "

K
ri
m

al
j"

, 
O

be
rl
au

f 
be

i 
de

r 
ö
st

e
rr

-
「
ダ

ル
マ

チ
ク

エ
ン

」
邦

「
ク

リ
マ

ル
ユ

」
渓

砂
防

設
備
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r 

di
e
 g

e
fü

rs
te

te
 G

ra
fs

c
h
af

t 
G

ö
rz

 u
n
d 

G
ra

di
sc

a;

げ
る

つ
及

ぐ
ら

じ
す

の
地

方
か

る
す

と
造

林
、

三
十

年
生

ノ
人

工
造

林
地

K
ar

st
au

ff
o
rs

tu
n
gs

 -
 C

o
m

m
is

si
o
n
 f

ü
r 

di
e
 g

e
fü

rs
te

te
 G

ra
fs

c
h
af

t 
G

ö
rz

 u
n
d 

G
ra

di
sc

a;

第
十

一
集

の
背

表
紙

は
「
墺

国
「
カ

ル
ス

ト
」
造

林
写

真
○

外
国

第
十

集
墺

國
「
カ

ル
ス

ト
」
造

林
冩

真
自

百
四

十
四

至
百

五
十

一
中

心
と

り
え

す
と

地
方

か
る

す
と

協
会

造
林

地
と

り
え

す
と

地
方

か
る

す
と

協
会

造
林

地
第

十
集

の
背

表
紙

は
「
墺

国
「
カ

ル
ス

ト
」

造
林

写
真

○

外
国

第
十

集
墺

國
「
カ

ル
ス

ト
」
造

林
冩

真
自

百
四

十
四

至
百

五
十

一
中

心
か

る
す

と
協

会
造

林
地

（
と

り
え

す
と

地
方

）
か

る
す

と
協

会
造

林
地

（
と

り
え

す
と

地
方

）
第

十
集

の
背

表
紙

は
「
墺

国
「
カ

ル
ス

ト
」

造
林

写
真

○

外
国

第
十

集
墺

國
「
カ

ル
ス

ト
」
造

林
冩

真
自

百
四

十
四

至
百

五
十

一
中

心
か

る
す

と
協

会
造

林
地

（
と

り
え

す
と

地
方

）
か

る
す

と
協

会
造

林
地

（
と

り
え

す
と

地
方

）
第

十
集

の
背

表
紙

は
「
墺

国
「
カ

ル
ス

ト
」

造
林

写
真

○

外
国

第
十

集
墺

國
「
カ

ル
ス

ト
」
造

林
冩

真
自

百
四

十
四

至
百

五
十

一
中

心
と

り
え

す
と

地
方

か
る

す
と

協
会

造
林

地
と

り
え

す
と

地
方

か
る

す
と

協
会

造
林

地
第

十
集

の
背

表
紙

は
「
墺

国
「
カ

ル
ス

ト
」

造
林

写
真

○

外
国

第
十

集
墺

國
「
カ

ル
ス

ト
」
造

林
冩

真
自

百
四

十
四

至
百

五
十

一
中

心
と

り
え

す
と

地
方

か
る

す
と

協
会

造
林

地
と

り
え

す
と

地
方

か
る

す
と

協
会

造
林

地
第

十
集

の
背

表
紙

は
「
墺

国
「
カ

ル
ス

ト
」

造
林

写
真

○

外
国

第
十

集
墺

國
「
カ

ル
ス

ト
」
造

林
冩

真
自

百
四

十
四

至
百

五
十

一
中

心
と

り
え

す
と

地
方

か
る

す
と

協
会

造
林

地
と

り
え

す
と

地
方

か
る

す
と

協
会

造
林

地
第

十
集

の
背

表
紙

は
「
墺

国
「
カ

ル
ス

ト
」

造
林

写
真

○

外
国

第
十

集
墺

國
「
カ

ル
ス

ト
」
造

林
冩

真
自

百
四

十
四

至
百

五
十

一
中

心
と

り
え

す
と

地
方

か
る

す
と

協
会

造
林

地
と

り
え

す
と

地
方

か
る

す
と

協
会

造
林

地
第

十
集

の
背

表
紙

は
「
墺

国
「
カ

ル
ス

ト
」

造
林

写
真

○

外
国

第
十

集
墺

國
「
カ

ル
ス

ト
」
造

林
冩

真
自

百
四

十
四

至
百

五
十

一
中

心
と

り
え

す
と

地
方

か
る

す
と

協
会

造
林

地
と

り
え

す
と

地
方

か
る

す
と

協
会

造
林

地
第

十
集

の
背

表
紙

は
「
墺

国
「
カ

ル
ス

ト
」

造
林

写
真

○

府
県

東
京

中
心

東
京

都
(大

正
七

年
度

○
○

○
原

山
○

柵
及

柳
○

工
)

(大
正

七
年

度
○

○
○

原
山

○
柵

及
柳

○
工

)
○

府
県

東
京

中
心

東
京

都
○

会
金

場
沢

大
正

6
年

8
月

1
5
日

1
9
1
7
年

8
月

1
5
日

○
会

金
場

沢
工

事
中

ノ
石

堰
堤

（
大

正
六

年
八

月
十

五
日

）
○

会
金

場
沢

工
事

中
ノ

石
堰

堤
（
大

正
六

年
八

月
十

五
日

）
○

府
県

東
京

中
心

東
京

都
小

河
沢

天
神

山
小

河
沢

天
神

山
護

岸
工

事
（
4
0
○

）
小

河
沢

天
神

山
護

岸
工

事
（
4
0
○

）
○

府
県

東
京

中
心

東
京

都
丹

波
山

く
ろ

沢
大

正
6
年

8
月

1
5
日

1
9
1
7
年

8
月

1
5
日

丹
波

山
く
ろ

沢
砂

礫
円

錐
（
大

正
六

年
八

月
十

五
日

）
丹

波
山

く
ろ

沢
砂

礫
円

錐
（
大

正
六

年
八

月
十

五
日

）
○

府
県

東
京

中
心

東
京

都
東

京
市

水
源

林
峰

川
か

ま
つ

ち
大

正
5
年

8
月

2
0
日

1
9
1
6
年

8
月

2
0
日

東
京

市
水

源
林

峰
川

か
ま

つ
ち

谷
（
5
.8

.2
0
）

東
京

市
水

源
林

峰
川

か
ま

つ
ち

谷
（
5
.8

.2
0
）

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

峰
川

あ
り

さ
め

大
正

5
年

8
月

2
1
日

1
9
1
6
年

8
月

2
1
日

峰
川

あ
り

さ
め

大
正

五
年

八
月

二
十

一
日

峰
川

あ
り

さ
め

大
正

五
年

八
月

二
十

一
日

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

小
河

内
村

((
小

河
内

村
新

○
○

ひ
の

き
の

康
市

有
林

))
((

小
河

内
村

新
○

○
ひ

の
き

の
康

市
有

林
))

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

あ
り

さ
め

市
大

正
5
年

8
月

2
1
日

1
9
1
6
年

8
月

2
1
日

あ
り

さ
め

市
有

林
崩

壊
地

々
上

部
亀

裂
地

（
5
.8

.2
1
）

あ
り

さ
め

市
有

林
崩

壊
地

々
上

部
亀

裂
地

（
5
.8

.2
1
）

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

竃
土

谷
大

正
5
年

8
月

2
1
日

1
9
1
6
年

8
月

2
1
日

竃
土

谷
（
大

正
五

年
八

月
二

十
一

日
）

竃
土

谷
（
大

正
五

年
八

月
二

十
一

日
）

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

小
河

内
天

神
山

大
正

5
年

1
9
1
6
年

小
河

内
天

神
山

(大
正

五
年

)
小

河
内

天
神

山
(大

正
五

年
)

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

峰
川

あ
り

さ
め

市
大

正
5
年

8
月

2
0
日

1
9
1
6
年

8
月

2
0
日

峰
川

あ
り

さ
め

市
有

林
崩

壊
地

（
大

正
五

年
八

月
二

十
日

）
峰

川
あ

り
さ

め
市

有
林

崩
壊

地
（
大

正
五

年
八

月
二

十
日

）
○

府
県

東
京

中
心

東
京

都
東

京
市

水
源

林
雨

東
京

市
水

源
林

雨
○

堰
東

京
市

水
源

林
雨

○
堰

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

峰
川

上
流

峰
川

上
流

ア
リ

サ
メ

ヒ
ヤ

マ
ゴ

崩
壊

地
峰

川
上

流
ア

リ
サ

メ
ヒ

ヤ
マ

ゴ
崩

壊
地

○

府
県

東
京

中
心

東
京

都
東

京
市

大
正

5
年

8
月

1
8
日

1
9
1
6
年

8
月

1
8
日

東
京

市
水

源
林

雨
○

堰
ひ

の
き

及
ま

つ
造

林
地

(○
○

四
十

四
年

春
)

(大
正

五
年

八
月

十
八

日
)

東
京

市
水

源
林

雨
○

堰
ひ

の
き

及
ま

つ
造

林
地

(○
○

四
十

四
年

春
)

(大
正

五
年

八
月

十
八

日
)

○

府
県

東
京

中
心

東
京

都
犬

切
峠

犬
切

峠
犬

切
峠

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

高
橋

村
((

高
橋

村
鶏

冠
神

社
鳥

居
))

((
高

橋
村

鶏
冠

神
社

鳥
居

))
○

府
県

東
京

中
心

東
京

都
○

○
上

絶
○

○
○

上
絶

○
○

○
上

絶
○

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

黒
川

((
黒

川
金

坑
))

((
黒

川
金

坑
))

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

黒
川

大
正

5
年

8
月

8
日

1
9
1
6
年

8
月

8
日

黒
川

三
角

点
(大

正
五

年
八

月
八

日
)

黒
川

三
角

点
(大

正
五

年
八

月
八

日
)

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

市
ノ

○
重

金
鉱

山
大

正
5
年

8
月

7
日

1
9
1
6
年

8
月

7
日

市
ノ

○
重

金
鉱

山
水

○
設

置
(大

正
五

年
八

月
七

日
)

市
ノ

○
重

金
鉱

山
水

○
設

置
(大

正
五

年
八

月
七

日
)

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

○
沢

峠
大

正
5
年

8
月

8
日

1
9
1
6
年

8
月

8
日

○
沢

峠
（
大

正
五

年
八

月
八

日
）

○
沢

峠
（
大

正
五

年
八

月
八

日
）

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

市
ノ

○
市

ノ
○

重
金

属
坑

市
ノ

○
重

金
属

坑
○

府
県

東
京

中
心

東
京

都
崖

谷
沢

大
正

5
年

7
月

1
9
1
6
年

7
月

1
日

崖
谷

沢
(大

正
八

年
七

月
)

崖
谷

沢
(大

正
八

年
七

月
)

○
府

県
東

京
中

心
東

京
都

萩
原

山
葉

廣
沢

萩
原

山
葉

廣
沢

空
積

石
堰

堤
（
大

正
五

年
度

○
○

）
萩

原
山

葉
廣

沢
空

積
石

堰
堤

（
大

正
五

年
度

○
○

）
○

4



ア
ル
バ
ム
名

ペ
ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真
集

改
訂
版

掲
載

ペ
ー
ジ

国
名

都
道
府
県
名

地
名
・
渓
流
名

諸
戸
北
郎
博
士
ア
ル
バ
ム

撮
影
年
①

撮
影
年
②

写
真
コ
メ
ン
ト

写
真
コ
メ
ン
ト
2

（
写
真
裏
側
）

写
真
コ
メ
ン
ト
統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
三
重
県

記
載
な
し

　
退
色
し
て
お
り
不
明
瞭
。
山
頂
の
写
真
？

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
三
重
県

宇
治
山
田

((
宇
治
山
田
))

((
宇
治
山
田
))

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
記
載
な
し

　
前
ペ
ー
ジ
の
宇
治
山
日
と
同
背
景

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
記
載
な
し

　
斜
面
に
人
が
並
ん
で
撮
影
さ
れ
た
も
の

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
三
重
県

神
路
山

大
正
8
年
8
月
2
8
日

1
9
1
9
年
8
月
2
8
日

神
路
山
（
大
正
八
年
八
月
廿
八
年
）

神
路
山
（
大
正
八
年
八
月
廿
八
年
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
康
曲
川

大
正
8
年
6
月
8
日

1
9
1
9
年
6
月
8
日

康
曲
川
（
大
正
八
年
六
月
八
日
）

康
曲
川
（
大
正
八
年
六
月
八
日
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
静
岡
県

智
者
山

大
正
8
年
8
月
1
4
日

1
9
1
9
年
8
月
1
4
日

智
者
山
（
大
正
四
年
四
月
植
栽
杉
）
（
八
年
八
月
廿
四
日
）

智
者
山
（
大
正
四
年
四
月
植
栽
杉
）
（
八
年
八
月
廿
四
日
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
三
重
県

伊
勢
　
神
路
山

大
正
8
年
8
月
2
1
日

1
9
1
9
年
8
月
2
1
日

伊
勢
　
神
路
山
（
大
正
八
年
八
月
二
十
一
日
）

伊
勢
　
神
路
山
（
大
正
八
年
八
月
二
十
一
日
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
三
重
県

記
載
な
し

　
建
物
前
で
撮
影
さ
れ
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
三
重
県

伊
勢
島
路
山

大
正
8
年
8
月
2
1
日

1
9
1
9
年
8
月
2
1
日

伊
勢
島
路
山
（
8
.8
.2
1
）

伊
勢
島
路
山
（
8
.8
.2
1
）

写
真
に
島
路
山
御
料
地
…
の
文
字
有

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
奈
良
県

十
津
川

（
（
十
津
川
）
）

（
（
十
津
川
）
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
静
岡
県

大
井
川
智
者
山

大
正
8
年
8
月
2
5
日

1
9
1
9
年
8
月
2
5
日

（
（
大
井
川
）
）
智
者
山
ヨ
リ
望
ム
　
八
.八
.二
五

（
（
大
井
川
）
）
智
者
山
ヨ
リ
望
ム
　
八
.八
.二
五

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
三
重
県

朝
熊
山

大
正
8
年
8
月
2
日

1
9
1
9
年
8
月
2
日

朝
熊
山
ヨ
リ
五
十
鈴
川
下
流
ヲ
望
ム
（
8
．
8
．
2
）

朝
熊
山
ヨ
リ
五
十
鈴
川
下
流
ヲ
望
ム
（
8
．
8
．
2
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
奈
良
県

十
津
川
支
流
（
中
津
川
）

奈
良
縣
十
津
川
支
流
（
中
津
川
）
8
．
8
．
2

奈
良
縣
十
津
川
支
流
（
中
津
川
）
8
．
8
．
2

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
島
路
山
磯
部
峠

（
（
島
路
山
磯
部
峠
ヨ
リ
海
ヲ
望
ム
）
）

（
（
島
路
山
磯
部
峠
ヨ
リ
海
ヲ
望
ム
）
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
奈
良
県

十
津
川

（
（
十
津
川
）
）

（
（
十
津
川
）
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
三
重
県

山
田
駅

山
田
駅
（
8
．
8
．
2
3
）

山
田
駅
（
8
．
8
．
2
3
）

駅
で
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
奈
良
県

中
津
川
（
十
津
川
支
流
）

大
正
8
年
8
月
2
日

1
9
1
9
年
8
月
2
日

中
津
川
（
八
．
八
．
二
）

中
津
川
（
八
．
八
．
二
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
三
重
県

宇
治
山
田
市
五
ヶ
所
路

大
正
8
年
8
月
2
1
日

1
9
1
9
年
8
月
2
1
日

（
宇
治
山
田
市
五
ヶ
所
路
　
8
．
8
．
2
1
）

（
宇
治
山
田
市
五
ヶ
所
路
　
8
．
8
．
2
1
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
奈
良
県

十
津
川

（
十
津
川
）

（
十
津
川
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
三
重
県

宇
治
山
田
神
路
山

大
正
8
年
8
月
2
1
日

1
9
1
9
年
8
月
2
1
日

（
宇
治
山
田
神
路
山
　
八
．
八
．
二
一
）

（
宇
治
山
田
神
路
山
　
八
．
八
．
二
一
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
三
重
県

宇
治
鮎
久
ノ
裏

（
宇
治
鮎
久
ノ
裏
）

（
宇
治
鮎
久
ノ
裏
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
記
載
な
し

　
藤
棚
？
の
前
で
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
瀞

（
（
瀞
）
）

（
（
瀞
）
）

渓
流

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
奈
良
県

十
津
川

（
（
十
津
川
）
）

（
（
十
津
川
）
）

尾
根

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
奈
良
県

記
載
な
し

　
尾
根

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
静
岡
県

大
井
川

大
正
8
年
8
月
2
5
日

1
9
1
9
年
8
月
2
5
日

（
大
井
川
日
英
水
電
取
入
口
　
八
・
八
・
二
五
）

（
大
井
川
日
英
水
電
取
入
口
　
八
・
八
・
二
五
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
島
路
山

大
正
8
年
8
月
2
0
日

1
9
1
9
年
8
月
2
0
日

（
島
路
山
疎
伐
試
験
地
　
八
・
八
・
二
○
）

（
島
路
山
疎
伐
試
験
地
　
八
・
八
・
二
○
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
三
重
県

宇
治
山
田
五
ヶ
所
峠

（
宇
治
山
田
五
ヶ
所
峠
ヨ
リ
海
ヲ
望
ム
）

（
宇
治
山
田
五
ヶ
所
峠
ヨ
リ
海
ヲ
望
ム
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
三
重
県

朝
熊
山

（
朝
熊
山
ヨ
リ
神
路
山
ヲ
望
ム
）

（
朝
熊
山
ヨ
リ
神
路
山
ヲ
望
ム
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
記
載
な
し

　
尾
根

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
静
岡
県

大
井
川
　
智
者
山

（
大
井
川
　
智
者
山
）

（
大
井
川
　
智
者
山
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
三
重
県

宇
治
山
田
市

（
宇
治
山
田
市
）

（
宇
治
山
田
市
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
記
載
な
し

　
岩
盤
斜
面

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
三
重
県

朝
熊
山

（
朝
熊
山
ヨ
リ
神
路
山
ヲ
望
ム
）

（
朝
熊
山
ヨ
リ
神
路
山
ヲ
望
ム
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
三
重
県

朝
熊
山

（
朝
熊
山
ヨ
リ
神
路
山
ヲ
望
ム
）

（
朝
熊
山
ヨ
リ
神
路
山
ヲ
望
ム
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
三
重
県

宇
治
山
田
五
日
所
路

大
正
8
年
8
月
2
2
日

1
9
1
9
年
8
月
2
2
日

（
宇
治
山
田
五
日
所
路
　
八
・
八
・
二
二
）

（
宇
治
山
田
五
日
所
路
　
八
・
八
・
二
二
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
奈
良
県

十
津
川
　
辻
堂

大
正
8
年
8
月
1
日

1
9
1
9
年
8
月
1
日

（
十
津
川
　
辻
堂
　
八
・
八
・
一
）

（
十
津
川
　
辻
堂
　
八
・
八
・
一
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
奈
良
県

十
津
川

大
正
8
年
7
月
3
1
日

1
9
1
9
年
7
月
3
1
日

（
十
津
川
阪
本
旅
館
ヨ
リ
裏
　
八
・
七
・
三
一
）

（
十
津
川
阪
本
旅
館
ヨ
リ
裏
　
八
・
七
・
三
一
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
奈
良
県

十
津
川

大
正
8
年
7
月
3
1
日

1
9
1
9
年
7
月
3
1
日

（
十
津
川
阪
本
旅
館
ヨ
リ
裏
　
八
・
七
・
三
一
）

（
十
津
川
阪
本
旅
館
ヨ
リ
裏
　
八
・
七
・
三
一
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
奈
良
県

十
津
川
支
流
中
津
川

大
正
8
年
8
月
2
日

1
9
1
9
年
8
月
2
日

（
十
津
川
支
流
中
津
川
　
八
・
八
・
二
）

（
十
津
川
支
流
中
津
川
　
八
・
八
・
二
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
東
京
都

西
多
摩
郡
氷
川
村

大
正
8
年
1
0
月
8
日

1
9
1
9
年
1
0
月
8
日

（
西
多
摩
郡
氷
川
村
寺
地
　
八
・
十
・
八
）

（
西
多
摩
郡
氷
川
村
寺
地
　
八
・
十
・
八
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
東
京
都

氷
川
村
寺
地

（
氷
川
村
寺
地
）

（
氷
川
村
寺
地
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
東
京
都

氷
川
村
寺
地

（
氷
川
村
寺
地
峯
畑
崩
壊
地
）

（
氷
川
村
寺
地
峯
畑
崩
壊
地
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
東
京
都

釜
土
谷

大
正
8
年
1
0
月
6
日

1
9
1
9
年
1
0
月
6
日

（
釜
土
谷
　
八
・
十
・
六
）

（
釜
土
谷
　
八
・
十
・
六
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
東
京
都

小
河
内
村

大
正
8
年
1
0
月
5
日

1
9
1
9
年
1
0
月
5
日

（
小
河
内
村
あ
り
さ
め
　
８
・
1
0
・
5
）

（
小
河
内
村
あ
り
さ
め
　
８
・
1
0
・
5
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
東
京
都

氷
川

（
氷
川
お
梅
寄
）

（
氷
川
お
梅
寄
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
東
京
都

あ
り
さ
め

（
あ
り
さ
め
）

（
あ
り
さ
め
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
東
京
都

小
河
内
村
釜
土
谷

大
正
8
年
1
0
月
6
日

1
9
1
9
年
1
0
月
6
日

（
小
河
内
村
釜
土
谷
　
八
・
十
・
六
）

（
小
河
内
村
釜
土
谷
　
八
・
十
・
六
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
東
京
都

氷
川
村
寺
地

（
氷
川
村
寺
地
）

（
氷
川
村
寺
地
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
東
京
都

氷
川
村
寺
地

（
氷
川
村
寺
地
）

（
氷
川
村
寺
地
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
東
京
都

氷
川
村
寺
地

（
氷
川
村
寺
地
）

（
氷
川
村
寺
地
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

左
東
京
都

氷
川
村
寺
地

（
氷
川
村
寺
地
）

（
氷
川
村
寺
地
）

○
府
県

智
者
山
及
東
京
府

右
東
京
都

氷
川
村
寺
地

（
氷
川
村
寺
地
）

（
氷
川
村
寺
地
）

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
長
野
県

中
房
川

(中
房
川
第
五
一
堰
堤
(谷
止
め
ノ
台
木
出
ズ
)

(中
房
川
第
五
一
堰
堤
(谷
止
め
ノ
台
木
出
ズ
)

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
長
野
県

中
房
川

(中
房
川
)

(中
房
川
)

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
長
野
県

中
支
谷
○
沢

中
支
(谷
○
沢
)

中
支
(谷
○
沢
)

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
長
野
県

中
房

(中
房
)

(中
房
)

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
長
野
県

濁
沢

((
濁
沢
破
壊
谷
止
))

((
濁
沢
破
壊
谷
止
))

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
長
野
県

濁
沢

(濁
沢
)

(濁
沢
)

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
長
野
県

濁
沢

濁
沢
破
壊
谷
止
(二
十
四
本
)

濁
沢
破
壊
谷
止
(二
十
四
本
)

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
長
野
県

濁
沢
ノ
中

(濁
沢
ノ
中
)

(濁
沢
ノ
中
)

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
長
野
県

梓
川
岩
窟

(梓
川
岩
窟
)（
破
壊
編
柵
）

(梓
川
岩
窟
)（
破
壊
編
柵
）

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
長
野
県

島
々
川

((
島
々
川
))

((
島
々
川
))

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
長
野
県

島
々
川

((
島
々
川
))

((
島
々
川
))

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
長
野
県

高
瀬
川

((
高
瀬
川
))

((
高
瀬
川
))

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
長
野
県

高
瀬
川

((
高
瀬
川
))

((
高
瀬
川
))

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
長
野
県

信
州
北
条

((
信
州
北
条
))

((
信
州
北
条
))

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
長
野
県

高
瀬
川

((
高
瀬
川
破
壊
堰
堤
))

((
高
瀬
川
破
壊
堰
堤
))

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
長
野
県

白
骨
温
泉

((
白
骨
温
泉
))

((
白
骨
温
泉
))

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
長
野
県

七
倉
澤

((
七
倉
澤
))

((
七
倉
澤
))

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
カ
ス
ミ
沢
第
四
○
○

カ
ス
ミ
沢
第
四
○
○

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
記
載
か
す
れ

記
載
か
す
れ

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
記
載
な
し

　
木
の
堰
堤

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
記
載
な
し

　
木
の
堰
堤

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
記
載
な
し

　
上
高
大
正
3
年
以
降

○
府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

左
記
載
な
し

　
○

府
県

島
々
川
及
中
房
川

右
記
載
な
し

　
○

5



ア
ル

バ
ム

名
ペ

ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真

集
改

訂
版

掲
載

ペ
ー

ジ

国
名

都
道

府
県

名
地

名
・
渓

流
名

諸
戸

北
郎

博
士

ア
ル

バ
ム

撮
影

年
①

撮
影

年
②

写
真

コ
メ

ン
ト

写
真

コ
メ

ン
ト

2
（
写

真
裏

側
）

写
真

コ
メ

ン
ト

統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

府
県

島
々

川
及

中
房

川
左

記
載

な
し

　
○

府
県

島
々

川
及

中
房

川
右

記
載

な
し

　
○

府
県

島
々

川
及

中
房

川
左

記
載

な
し

　
○

府
県

島
々

川
及

中
房

川
右

記
載

な
し

　
○

府
県

島
々

川
及

中
房

川
左

記
載

な
し

　
○

府
県

島
々

川
及

中
房

川
右

記
載

な
し

　
○

府
県

島
々

川
及

中
房

川
左

記
載

な
し

　
○

府
県

島
々

川
及

中
房

川
右

記
載

な
し

　
○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
常

願
寺

川
大

日
橋

大
正

1
1
年

8
月

3
1
日

1
9
2
2
年

8
月

3
1
日

記
載

な
し

常
願

寺
川

大
日

橋
　

八
月

三
十

一
日

　
　

常
願

寺
川

大
日

橋
　

八
月

三
十

一
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
富

山
県

常
西

合
口

大
正

1
1
年

8
月

3
1
日

1
9
2
2
年

8
月

3
1
日

記
載

な
し

富
山

県
常

西
合

口
用

水
路

　
日

罜
橋

　
大

正
十

一
年

八
月

三
十

一
日

　
　

富
山

県
常

西
合

口
用

水
路

　
日

罜
橋

　
大

正
十

一
年

八
月

三
十

一
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
上

滝
西

入
口

大
正

1
1
年

9
月

1
日

1
9
2
2
年

9
月

1
日

記
載

な
し

上
滝

西
入

口
　

九
月

一
日

　
　

上
滝

西
入

口
　

九
月

一
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
常

西
合

口
大

正
1
1
年

8
月

3
1
日

1
9
2
2
年

8
月

3
1
日

記
載

な
し

常
西

合
口

用
水

水
利

○
合

　
柳

水
口

　
八

月
三

十
一

日
　

　
常

西
合

口
用

水
水

利
○

合
　

柳
水

口
　

八
月

三
十

一
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
○

○
谷

ノ
大

正
1
1
年

9
月

2
日

1
9
2
2
年

9
月

2
日

記
載

な
し

○
○

谷
ノ

土
石

流
　

九
月

二
日

　
　

○
○

谷
ノ

土
石

流
　

九
月

二
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
上

滝
大

正
1
1
年

9
月

1
日

1
9
2
2
年

9
月

1
日

記
載

な
し

上
滝

用
水

取
入

口
ノ

土
砂

堆
積

　
九

月
一

日
　

　
上

滝
用

水
取

入
口

ノ
土

砂
堆

積
　

九
月

一
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
西

ノ
谷

大
正

1
1
年

9
月

2
日

1
9
2
2
年

9
月

2
日

記
載

な
し

西
ノ

谷
全

景
九

月
二

日
　

　
西

ノ
谷

全
景

九
月

二
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
出

原
池

大
正

1
1
年

9
月

2
日

1
9
2
2
年

9
月

2
日

記
載

な
し

出
原

池
水

路
ノ

崩
壊

地
　

九
月

二
日

　
　

出
原

池
水

路
ノ

崩
壊

地
　

九
月

二
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
出

原
池

大
正

1
1
年

9
月

2
日

1
9
2
2
年

9
月

2
日

記
載

な
し

出
原

池
　

九
月

二
日

　
　

出
原

池
　

九
月

二
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
出

原
谷

中
谷

大
正

1
1
年

9
月

2
日

1
9
2
2
年

9
月

2
日

記
載

な
し

出
原

谷
中

谷
全

景
　

九
月

二
日

　
　

出
原

谷
中

谷
全

景
　

九
月

二
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
西

ノ
谷

第
二

谷
大

正
1
1
年

9
月

2
日

1
9
2
2
年

9
月

2
日

記
載

な
し

西
ノ

谷
第

二
谷

　
九

月
二

日
　

　
西

ノ
谷

第
二

谷
　

九
月

二
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
西

ノ
谷

大
正

1
1
年

9
月

2
日

1
9
2
2
年

9
月

2
日

記
載

な
し

西
ノ

谷
ヨ

リ
見

下
ス

　
九

月
二

日
　

　
西

ノ
谷

ヨ
リ

見
下

ス
　

九
月

二
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
中

ノ
谷

大
正

1
1
年

9
月

3
日

1
9
2
2
年

9
月

3
日

記
載

な
し

中
ノ

谷
　

九
月

三
日

　
　

中
ノ

谷
　

九
月

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
大

鳶
山

ヨ
リ

出
原

池
大

正
1
1
年

9
月

3
日

1
9
2
2
年

9
月

3
日

記
載

な
し

大
鳶

山
ヨ

リ
出

原
池

　
九

月
三

日
　

　
大

鳶
山

ヨ
リ

出
原

池
　

九
月

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
大

鳶
山

中
ノ

沢
大

正
1
1
年

9
月

3
日

1
9
2
2
年

9
月

3
日

記
載

な
し

大
鳶

山
中

ノ
沢

　
九

月
三

日
　

　
大

鳶
山

中
ノ

沢
　

九
月

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
大

鳶
山

大
正

1
1
年

9
月

3
日

1
9
2
2
年

9
月

3
日

記
載

な
し

大
鳶

山
ヨ

リ
見

下
ス

　
九

月
三

日
　

　
大

鳶
山

ヨ
リ

見
下

ス
　

九
月

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
大

鳶
ヨ

リ
立

山
温

泉
大

正
1
1
年

9
月

3
日

1
9
2
2
年

9
月

3
日

記
載

な
し

大
鳶

ヨ
リ

立
山

温
泉

ヲ
見

ル
　

九
月

三
日

　
　

大
鳶

ヨ
リ

立
山

温
泉

ヲ
見

ル
　

九
月

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
大

鳶
ヨ

リ
立

山
温

泉
大

正
1
1
年

9
月

3
日

1
9
2
2
年

9
月

3
日

記
載

な
し

大
鳶

ヨ
リ

立
山

温
泉

ヲ
見

ル
　

九
月

三
日

　
　

大
鳶

ヨ
リ

立
山

温
泉

ヲ
見

ル
　

九
月

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
出

原
第

二
谷

大
正

1
1
年

9
月

3
日

1
9
2
2
年

9
月

3
日

記
載

な
し

出
原

第
二

谷
ヨ

リ
西

ノ
沢

中
ノ

沢
ヲ

見
ル

　
九

月
三

日
　

　
出

原
第

二
谷

ヨ
リ

西
ノ

沢
中

ノ
沢

ヲ
見

ル
　

九
月

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
大

鳶
山

出
原

谷
ノ

頂
上

大
正

1
1
年

9
月

3
日

1
9
2
2
年

9
月

3
日

記
載

な
し

大
鳶

山
出

原
谷

ノ
頂

上
　

九
月

三
日

　
　

大
鳶

山
出

原
谷

ノ
頂

上
　

九
月

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
五

色
原

ヨ
リ

奥
立

山
大

正
1
1
年

9
月

4
日

1
9
2
2
年

9
月

4
日

記
載

な
し

五
色

原
ヨ

リ
奥

立
山

　
九

月
四

日
　

　
五

色
原

ヨ
リ

奥
立

山
　

九
月

四
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
泥

谷
ヨ

リ
　

西
ノ

沢
　

中
ノ

沢
大

正
1
1
年

9
月

3
日

1
9
2
2
年

9
月

3
日

記
載

な
し

泥
谷

ヨ
リ

　
西

ノ
沢

　
中

ノ
沢

ヲ
見

ル
　

九
月

三
日

　
　

泥
谷

ヨ
リ

　
西

ノ
沢

　
中

ノ
沢

ヲ
見

ル
　

九
月

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
第

一
号

堰
堤

ノ
破

壊
跡

大
正

1
1
年

9
月

5
日

1
9
2
2
年

9
月

5
日

記
載

な
し

第
一

号
堰

堤
ノ

破
壊

跡
上

流
ヨ

リ
　

九
月

五
日

　
　

第
一

号
堰

堤
ノ

破
壊

跡
上

流
ヨ

リ
　

九
月

五
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
出

原
池

大
正

1
1
年

9
月

5
日

1
9
2
2
年

9
月

5
日

記
載

な
し

出
原

池
ヨ

リ
土

砂
ノ

出
ヲ

　
九

月
五

日
　

　
出

原
池

ヨ
リ

土
砂

ノ
出

ヲ
　

九
月

五
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
立

山
砂

防
大

正
1
1
年

9
月

5
日

1
9
2
2
年

9
月

5
日

記
載

な
し

立
山

砂
防

第
一

号
堰

堤
大

正
十

一
年

七
月

五
日

破
壊

ス
　

　
立

山
砂

防
第

一
号

堰
堤

大
正

十
一

年
七

月
五

日
破

壊
ス

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
第

一
号

堰
堤

ノ
破

壊
跡

大
正

1
1
年

9
月

5
日

1
9
2
2
年

9
月

5
日

記
載

な
し

第
一

号
堰

堤
ノ

破
壊

跡
下

流
ヨ

リ
　

九
月

五
日

　
　

第
一

号
堰

堤
ノ

破
壊

跡
下

流
ヨ

リ
　

九
月

五
日

○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
○

岩
氷

見
郡

八
代

○
　

国
見

地
辷

地
大

正
1
1
年

6
月

6
日

1
9
2
2
年

6
月

6
日

記
載

な
し

大
正

十
一

年
六

月
六

日
○

岩
氷

見
郡

八
代

○
　

国
見

地
辷

地
　

　
大

正
十

一
年

六
月

六
日

○
岩

氷
見

郡
八

代
○

　
国

見
地

辷
地

○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
第

一
号

堰
堤

ノ
下

流
大

正
1
1
年

6
月

6
日

1
9
2
2
年

6
月

6
日

記
載

な
し

第
一

号
堰

堤
ノ

下
流

二
於

テ
泥

鰌
ノ

出
○

○
処

　
九

月
五

日
　

　
第

一
号

堰
堤

ノ
下

流
二

於
テ

泥
鰌

ノ
出

○
○

処
　

九
月

五
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

国
見

村
地

辷
地

大
正

1
1
年

9
月

6
日

1
9
2
2
年

9
月

6
日

記
載

な
し

国
見

村
地

辷
地

　
大

正
十

一
年

六
月

六
日

　
　

国
見

村
地

辷
地

　
大

正
十

一
年

六
月

六
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

長
野

県
木

曽
谷

　
○

○
村

大
正

1
1
年

6
月

1
1
日

1
9
2
2
年

6
月

1
1
日

記
載

な
し

木
曽

谷
　

○
○

村
　

大
正

十
一

年
六

月
十

一
日

　
　

木
曽

谷
　

○
○

村
　

大
正

十
一

年
六

月
十

一
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

長
野

県
氷

見
郡

八
代

村
国

見
村

道
大

正
1
1
年

6
月

6
日

1
9
2
2
年

6
月

6
日

記
載

な
し

氷
見

郡
八

代
村

国
見

村
道

　
大

正
十

一
年

六
月

六
日

　
　

氷
見

郡
八

代
村

国
見

村
道

　
大

正
十

一
年

六
月

六
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

長
野

県
氷

見
郡

八
代

村
国

見
ノ

大
地

大
正

1
1
年

6
月

6
日

1
9
2
2
年

6
月

6
日

記
載

な
し

氷
見

郡
八

代
村

国
見

ノ
大

地
　

大
正

十
一

年
六

月
六

日
　

　
氷

見
郡

八
代

村
国

見
ノ

大
地

　
大

正
十

一
年

六
月

六
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

長
野

県
福

島
ヶ

記
念

林
大

正
1
1
年

6
月

1
2
日

1
9
2
2
年

6
月

1
2
日

記
載

な
し

福
島

ヶ
記

念
林

　
大

正
十

一
年

六
月

十
二

日
　

　
福

島
ヶ

記
念

林
　

大
正

十
一

年
六

月
十

二
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

長
野

県
福

島
ヶ

記
念

林
大

正
1
1
年

6
月

1
2
日

1
9
2
2
年

6
月

1
2
日

記
載

な
し

福
島

ヶ
記

念
林

　
大

正
十

一
年

六
月

十
二

日
　

　
福

島
ヶ

記
念

林
　

大
正

十
一

年
六

月
十

二
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

長
野

県
沸

田
大

正
1
1
年

6
月

7
日

1
9
2
2
年

6
月

7
日

記
載

な
し

沸
田

　
大

正
十

一
年

六
月

七
日

　
　

沸
田

　
大

正
十

一
年

六
月

七
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

長
野

県
福

島
ヶ

恩
賜

記
念

林
大

正
1
1
年

6
月

1
2
日

1
9
2
2
年

6
月

1
2
日

記
載

な
し

福
島

ヶ
恩

賜
記

念
林

　
大

正
十

一
年

六
月

十
二

日
　

　
福

島
ヶ

恩
賜

記
念

林
　

大
正

十
一

年
六

月
十

二
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

沸
田

大
正

1
1
年

6
月

7
日

1
9
2
2
年

6
月

7
日

記
載

な
し

沸
田

　
大

正
十

一
年

六
月

七
日

　
　

沸
田

　
大

正
十

一
年

六
月

七
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

富
山

県
○

○
谷

　
氷

見
郡

碁
石

村
大

正
1
1
年

6
月

8
日

1
9
2
2
年

6
月

8
日

記
載

な
し

○
○

谷
　

氷
見

郡
碁

石
村

　
大

正
十

一
年

六
月

八
日

　
　

○
○

谷
　

氷
見

郡
碁

石
村

　
大

正
十

一
年

六
月

八
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

富
山

県
碁

石
村

大
正

1
1
年

6
月

8
日

1
9
2
2
年

6
月

8
日

記
載

な
し

碁
石

村
　

大
正

十
一

年
六

月
八

日
　

　
碁

石
村

　
大

正
十

一
年

六
月

八
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

長
野

県
木

祖
村

大
正

1
1
年

6
月

1
3
日

1
9
2
2
年

6
月

1
3
日

記
載

な
し

木
祖

村
　

大
正

十
一

年
六

月
十

三
日

　
　

木
祖

村
　

大
正

十
一

年
六

月
十

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

長
野

県
木

曽
谷

　
木

祖
村

　
記

念
林

大
正

1
1
年

6
月

1
3
日

1
9
2
2
年

6
月

1
3
日

記
載

な
し

木
曽

谷
　

木
祖

村
　

記
念

林
　

大
正

十
一

年
六

月
十

三
日

　
　

木
曽

谷
　

木
祖

村
　

記
念

林
　

大
正

十
一

年
六

月
十

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

長
野

県
木

曽
　

吾
妻

村
大

正
1
1
年

6
月

1
4
日

1
9
2
2
年

6
月

1
4
日

記
載

な
し

木
曽

　
吾

妻
村

　
大

正
十

一
年

六
月

十
四

日
　

　
木

曽
　

吾
妻

村
　

大
正

十
一

年
六

月
十

四
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

長
野

県
木

曽
　

妻
籠

　
大

同
記

載
な

し
木

曽
　

妻
籠

　
大

同
発

電
所

　
　

木
曽

　
妻

籠
　

大
同

発
電

所
○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
上

長
野

県
木

曽
　

○
○

村
記

念
林

大
正

1
1
年

6
月

1
2
日

1
9
2
2
年

6
月

1
2
日

記
載

な
し

木
曽

　
○

○
村

記
念

林
　

大
正

十
一

年
六

月
十

二
日

　
　

木
曽

　
○

○
村

記
念

林
　

大
正

十
一

年
六

月
十

二
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

宮
崎

県
高

千
穂

大
正

1
2
年

7
月

4
日

1
9
2
3
年

7
月

4
日

記
載

な
し

高
千

穂
　

大
正

十
二

年
七

月
四

日
　

　
高

千
穂

　
大

正
十

二
年

七
月

四
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

宮
崎

県
小

林
町

大
正

1
2
年

7
月

4
日

1
9
2
3
年

7
月

4
日

記
載

な
し

小
林

町
　

大
正

十
二

年
七

月
四

日
　

　
小

林
町

　
大

正
十

二
年

七
月

四
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

大
正

1
2
年

7
月

2
8
日

1
9
2
3
年

7
月

2
8
日

記
載

な
し

大
正

十
二

年
七

月
二

十
八

日
　

　
大

正
十

二
年

七
月

二
十

八
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

記
載

な
し

記
載

な
し

記
載

な
し

　
○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
下

鹿
児

島
県

桜
島

　
諸

戸
記

大
正

1
2
年

7
月

6
日

1
9
2
3
年

7
月

6
日

記
載

な
し

桜
島

　
諸

戸
記

　
大

正
十

二
年

七
月

六
日

　
　

桜
島

　
諸

戸
記

　
大

正
十

二
年

七
月

六
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

宮
崎

県
御

池
大

正
1
2
年

7
月

3
日

1
9
2
3
年

7
月

3
日

記
載

な
し

御
池

　
大

正
十

二
年

七
月

三
日

　
　

御
池

　
大

正
十

二
年

七
月

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

宮
崎

県
宮

崎
村

　
青

嶋
大

正
1
2
年

6
月

3
0
日

1
9
2
3
年

6
月

3
0
日

記
載

な
し

宮
崎

村
　

青
嶋

　
大

正
十

二
年

六
月

三
十

日
　

　
宮

崎
村

　
青

嶋
　

大
正

十
二

年
六

月
三

十
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

宮
崎

県
大

正
1
2
年

7
月

1
日

1
9
2
3
年

7
月

1
日

記
載

な
し

大
正

十
二

年
七

月
一

日
　

　
大

正
十

二
年

七
月

一
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

宮
崎

県
重

岡
延

岡
間

大
正

1
2
年

7
月

1
日

1
9
2
3
年

7
月

1
日

記
載

な
し

重
岡

延
岡

間
の

崩
壊

地
　

大
正

十
二

年
七

月
一

日
　

　
重

岡
延

岡
間

の
崩

壊
地

　
大

正
十

二
年

七
月

一
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

鹿
児

島
県

桜
嶋

大
正

1
2
年

7
月

6
日

1
9
2
3
年

7
月

6
日

記
載

な
し

桜
嶋

　
大

正
十

二
年

七
月

六
日

　
　

桜
嶋

　
大

正
十

二
年

七
月

六
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

鹿
児

島
県

桜
島

大
正

1
2
年

7
月

6
日

1
9
2
3
年

7
月

6
日

記
載

な
し

桜
島

　
大

正
十

二
年

七
月

六
日

　
　

桜
島

　
大

正
十

二
年

七
月

六
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
左

1
長

野
県

上
高

地
上

高
地

上
高

地
○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
左

2
長

野
県

徳
本

峠
徳

本
峠

ヨ
リ

ホ
タ

カ
を

眺
ム

ル
徳

本
峠

ヨ
リ

ホ
タ

カ
を

眺
ム

ル
○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
左

3
長

野
県

上
高

地
上

高
地

よ
り

ホ
タ

カ
岳

上
高

地
よ

り
ホ

タ
カ

岳
○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
左

4
長

野
県

奥
ホ

タ
カ

ノ
奥

ホ
タ

カ
ノ

 O
ve

rl
aw

in
e
n

奥
ホ

タ
カ

ノ
 O

ve
rl
aw

in
e
n

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
右

1
長

野
県

明
神

岳
明

神
岳

ヨ
リ

乗
鞍

岳
明

神
岳

ヨ
リ

乗
鞍

岳
○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
右

2
長

野
県

西
ホ

タ
カ

岳
西

ホ
タ

カ
岳

西
ホ

タ
カ

岳
○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
右

3
長

野
県

岳
川

岳
川

ノ
D

ib
ri
s

岳
川

ノ
D

ib
ri
s

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
右

4
長

野
県

白
沢

白
沢

雪
渓

日
射

ニ
ヨ

ル
変

化
白

沢
雪

渓
日

射
ニ

ヨ
ル

変
化

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

水
堈

面
事

々
所

大
正

1
1
年

1
0
月

2
2
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
2
日

記
載

な
し

水
堈

面
事

々
所

附
近

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

二
日

　
　

水
堈

面
事

々
所

附
近

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

二
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

立
少

称
附

近
　

三
情

洞
大

正
1
1
年

1
0
月

1
9
日

1
9
2
2
年

1
0
月

1
9
日

記
載

な
し

立
少

称
附

近
　

三
情

洞
　

大
正

十
一

年
十

月
十

九
日

　
　

立
少

称
附

近
　

三
情

洞
　

大
正

十
一

年
十

月
十

九
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

姑
味

称
里

　
火

田
大

正
1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

姑
味

称
里

　
火

田
　

大
正

十
一

年
十

月
二

十
三

日
　

　
姑

味
称

里
　

火
田

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

姑
味

称
里

　
天

○
王

大
正

1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

姑
味

称
里

　
天

○
王

赤
松

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

　
　

姑
味

称
里

　
天

○
王

赤
松

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

姑
味

称
里

　
独

乙
大

正
1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

姑
味

称
里

　
独

乙
赤

松
造

林
地

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

　
　

姑
味

称
里

　
独

乙
赤

松
造

林
地

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

姑
味

称
里

　
独

乙
大

正
1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

姑
味

称
里

　
独

乙
赤

松
　

カ
ラ

マ
ツ

　
大

正
六

年
托

裁
　

大
正

十
一

年
十

月
二

十
三

日
　

　
姑

味
称

里
　

独
乙

赤
松

　
カ

ラ
マ

ツ
　

大
正

六
年

托
裁

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

姑
味

称
里

大
正

1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

姑
味

称
里

　
け

や
き

造
林

地
　

大
正

六
年

托
裁

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

　
　

姑
味

称
里

　
け

や
き

造
林

地
　

大
正

六
年

托
裁

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

姑
味

称
里

大
正

1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

姑
味

称
里

　
く
り

の
造

林
地

　
天

○
○

赤
松

二
○

セ
ラ

ル
ル

処
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

　
　

姑
味

称
里

　
く
り

の
造

林
地

　
天

○
○

赤
松

二
○

セ
ラ

ル
ル

処
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

下
刈

ノ
○

処
姑

津
称

里
大

正
1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

下
刈

ノ
○

処
　

下
刈

セ
○

処
　

姑
津

称
里

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

　
　

下
刈

ノ
○

処
　

下
刈

セ
○

処
　

姑
津

称
里

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

姑
味

称
里

大
正

1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

姑
味

称
里

　
赤

松
林

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

　
　

姑
味

称
里

　
赤

松
林

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

姑
味

称
里

大
正

1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

姑
味

称
里

　
栗

造
林

地
　

大
正

十
一

年
十

月
二

十
三

日
　

　
姑

味
称

里
　

栗
造

林
地

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

姑
味

称
里

大
正

1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

姑
味

城
里

　
事

務
所

　
　

姑
味

城
里

　
事

務
所

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

姑
味

称
里

大
正

1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

姑
味

城
里

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

　
　

姑
味

城
里

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

姑
味

称
里

大
正

1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

對
岸

ノ
杉

林
　

姑
味

称
里

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

　
　

對
岸

ノ
杉

林
　

姑
味

称
里

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

姑
味

称
里

大
正

1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

獐
頂

谷
ノ

杉
林

　
姑

味
称

里
　

大
正

十
一

年
十

月
二

十
三

日
　

　
獐

頂
谷

ノ
杉

林
　

姑
味

称
里

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

頭
宅

山
登

ノ
途

中
発

信
峰

ノ
○

松
大

正
1
1
年

1
0
月

2
4
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
4
日

記
載

な
し

頭
宅

山
登

ノ
途

中
発

信
峰

ノ
○

松
　

大
正

十
一

年
十

月
二

十
四

日
　

　
頭

宅
山

登
ノ

途
中

発
信

峰
ノ

○
松

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

四
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

姑
味

称
里

大
正

1
1
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
3
日

記
載

な
し

流
材

　
姑

味
称

里
　

大
正

十
一

年
十

月
二

十
三

日
　

　
流

材
　

姑
味

称
里

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

三
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

頭
宅

山
大

正
1
1
年

1
0
月

2
4
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
4
日

記
載

な
し

頭
宅

山
○

山
○

林
相

　
ヤ

マ
ナ

ラ
シ

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

四
日

　
　

頭
宅

山
○

山
○

林
相

　
ヤ

マ
ナ

ラ
シ

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

四
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

姑
味

称
　

頭
宅

山
大

正
1
1
年

1
0
月

2
4
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
4
日

記
載

な
し

姑
味

称
　

頭
宅

山
　

ナ
ラ

林
　

大
正

十
一

年
十

月
二

十
四

日
　

　
姑

味
称

　
頭

宅
山

　
ナ

ラ
林

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

四
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

高
城

赤
壁

大
正

1
1
年

1
0
月

2
5
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
5
日

記
載

な
し

高
城

赤
壁

　
　

高
城

赤
壁

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

杉
村

度
合

ヨ
リ

赤
壁

大
正

1
1
年

1
0
月

2
6
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
6
日

記
載

な
し

杉
村

度
合

ヨ
リ

赤
壁

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

六
日

　
　

杉
村

度
合

ヨ
リ

赤
壁

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

六
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

○
涼

朝
鮮

林
業

試
験

場
大

正
1
1
年

1
0
月

2
8
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
8
日

記
載

な
し

○
涼

朝
鮮

林
業

試
験

場
　

大
正

十
一

年
十

月
二

十
八

日
　

　
○

涼
朝

鮮
林

業
試

験
場

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

八
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

○
涼

朝
鮮

林
業

試
験

場
記

載
な

し
○

涼
朝

鮮
林

業
試

験
場

　
　

○
涼

朝
鮮

林
業

試
験

場
○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

毒
縣

島
支

場
記

載
な

し
毒

縣
島

支
場

　
ヤ

マ
ナ

ラ
シ

　
h
=
7
0
　

d
=
3

　
　

毒
縣

島
支

場
　

ヤ
マ

ナ
ラ

シ
　

h
=
7
0
　

d
=
3

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

毒
縣

島
支

場
大

正
1
1
年

1
0
月

2
8
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
8
日

記
載

な
し

毒
縣

島
支

場
　

リ
ン

ゴ
四

万
個

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

八
日

　
　

毒
縣

島
支

場
　

リ
ン

ゴ
四

万
個

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

八
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
下

朝
鮮

毒
縣

島
記

載
な

し
毒

縣
島

支
場

所
　

　
毒

縣
島

支
場

所
○

府
県

→
木

曽
・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

阜
○

ホ
テ

ル
大

正
1
1
年

1
0
月

2
9
日

1
9
2
2
年

1
0
月

2
9
日

記
載

な
し

阜
○

ホ
テ

ル
ヨ

リ
　

大
正

十
一

年
十

月
二

十
九

日
　

　
阜

○
ホ

テ
ル

ヨ
リ

　
大

正
十

一
年

十
月

二
十

九
日

○
府

県
→

木
曽

・
富

山
　

←
朝

鮮
上

朝
鮮

仁
旺

山
記

載
な

し
仁

旺
山

砂
防

造
林

地
（
施

工
後

五
年

目
）
ノ

景
　

　
仁

旺
山

砂
防

造
林

地
（
施

工
後

五
年

目
）
ノ

景
○

府
県

不
明

（
表

紙
等

に
記

載
な

し
）

中
心

記
載

な
し

　
○
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ア
ル
バ
ム
名

ペ
ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真
集

改
訂
版

掲
載

ペ
ー
ジ

国
名

都
道
府
県
名

地
名
・
渓
流
名

諸
戸
北
郎
博
士
ア
ル
バ
ム

撮
影
年
①

撮
影
年
②

写
真
コ
メ
ン
ト

写
真
コ
メ
ン
ト
2

（
写
真
裏
側
）

写
真
コ
メ
ン
ト
統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

愛
知
県

白
鳥

白
鳥
貯
材
死
構
内
造
材
枡
積

白
鳥
貯
材
死
構
内
造
材
枡
積

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

愛
知
県

白
鳥

白
鳥
貯
材
死
構
内
及
堀
川
筋
貯
材

白
鳥
貯
材
死
構
内
及
堀
川
筋
貯
材

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

愛
知
県

名
古
屋
市

名
古
屋
市
堀
川
堀
民
材
枡
積

名
古
屋
市
堀
川
堀
民
材
枡
積

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

岐
阜
県

農
州
各
務
郡

農
州
各
務
郡
鵜
桴
継
立
○

農
州
各
務
郡
鵜
桴
継
立
○

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

岐
阜
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

岐
阜
県

農
州
各
務
郡

農
州
各
務
郡
鵜
桴
継
立
○

農
州
各
務
郡
鵜
桴
継
立
○

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

岐
阜
県

錦
織

（
一
其
）
内
構
○
網
織
錦
　
錦
織
網
○

（
一
其
）
内
構
○
網
織
錦
　
錦
織
網
○

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

岐
阜
県

錦
織

（
二
其
）
内
構
○
網
織
錦

（
二
其
）
内
構
○
網
織
錦

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

岐
阜
県

錦
織

（
三
其
）
内
構
○
網
織
錦

（
三
其
）
内
構
○
網
織
錦

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

所
業
事
木
伐
林
料
御
寺
阿
曽
木

所
業
事
木
伐
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

下
釣
材
造
林
料
御
寺
阿
曽
木

下
釣
材
造
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

屋
小
雇
日
及
出
堰
谷
小
林
造
林
料
御
寺
阿
曽
木

屋
小
雇
日
及
出
堰
谷
小
林
造
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

手
浅
波
丹
用
材
運
林
料
御
寺
阿
曽
木

手
浅
波
丹
用
材
運
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

面
前
手
浅
良
野
用
材
運
林
料
御
寺
阿
曽
木

面
前
手
浅
良
野
用
材
運
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

路
山
林
造
寺
阿
曽
木

路
山
林
造
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

屋
小
雇
日
及
出
堰
谷
小
林
造
林
料
御
寺
阿
曽
木

屋
小
雇
日
及
出
堰
谷
小
林
造
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

○
淄
木
及
向
横
手
浅
良
野
用
材
運
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
淄
木
及
向
横
手
浅
良
野
用
材
運
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

屋
小
雇
日
及
羅
修
出
堰
舎
小
林
造
林
料
御
寺
阿
曽
木

屋
小
雇
日
及
羅
修
出
堰
舎
小
林
造
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

臼
及
手
浅
用
材
運
林
料
御
寺
阿
曽
木

臼
及
手
浅
用
材
運
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

○
淄
材
運
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
淄
材
運
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

路
山
林
造
及
採
伐
木
立
林
料
御
寺
阿
曽
木

路
山
林
造
及
採
伐
木
立
林
料
御
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

林
料
御
寺
阿
曽
木

林
料
御
寺
阿
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
上
松

ム
望
ヲ
林
料
御
傍
近
リ
ヨ
醒
寢
字
松
上
曽
木

ム
望
ヲ
林
料
御
傍
近
リ
ヨ
醒
寢
字
松
上
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
上
松

ム
望
ヲ
林
料
御
リ
ヨ
○
見
遠
川
小
字
松
上
曽
木

ム
望
ヲ
林
料
御
リ
ヨ
○
見
遠
川
小
字
松
上
曽
木

○
府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

中
心

長
野
県

木
曽
大
瀧
村
字
鰔
川

林
料
御
川
鰔
字
村
瀧
王
曽
木

林
料
御
川
鰔
字
村
瀧
王
曽
木

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

愛
知
県

尾
張
國
熱
田
町

愛
知
縣
尾
張
國
熱
田
町
熱
田
神
社

愛
知
縣
尾
張
國
熱
田
町
熱
田
神
社

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

愛
知
県

名
古
御
料
局
支
鷹
熱
田
白
鳥

名
古
御
料
局
支
鷹
熱
田
白
鳥
出
張
所

名
古
御
料
局
支
鷹
熱
田
白
鳥
出
張
所

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

愛
知
県

尾
張
國
熱
田
白
鳥

尾
張
國
熱
田
白
鳥
貯
木
塲
内
積
材

尾
張
國
熱
田
白
鳥
貯
木
塲
内
積
材

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

愛
知
県

尾
張
國
熱
田
白
鳥

尾
張
國
熱
田
白
鳥
貯
木
塲
内
積
材

尾
張
國
熱
田
白
鳥
貯
木
塲
内
積
材

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

愛
知
県

尾
張
國
熱
田
白
鳥

尾
張
國
熱
田
白
鳥
貯
木
塲
内
積
材

尾
張
國
熱
田
白
鳥
貯
木
塲
内
積
材

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

西
筑
摩
郡
大
桑
村
木
曽
川

信
州
西
筑
摩
郡
大
桑
村
木
曽
川
の
吊
籠
渡
し

信
州
西
筑
摩
郡
大
桑
村
木
曽
川
の
吊
籠
渡
し

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

西
筑
摩
郡
大
桑
村
木
曽
川

信
州
西
筑
摩
郡
大
桑
村
木
曽
川
の
吊
籠
渡
し

信
州
西
筑
摩
郡
大
桑
村
木
曽
川
の
吊
籠
渡
し

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

西
筑
摩
郡
大
桑
村
木
曽
川

信
州
西
筑
摩
郡
大
桑
村
木
曽
川
の
吊
籠
渡
し

信
州
西
筑
摩
郡
大
桑
村
木
曽
川
の
吊
籠
渡
し

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

西
筑
摩
郡
大
桑
村
大
字
阿
寺
入

信
州
西
筑
摩
郡
大
桑
村
大
字
阿
寺
入
大
留
め

信
州
西
筑
摩
郡
大
桑
村
大
字
阿
寺
入
大
留
め

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

「
で
さ
ら
の
」
澤
ケ
樽
字
入
寺
阿
曾
木
州
信

「
で
さ
ら
の
」
澤
ケ
樽
字
入
寺
阿
曾
木
州
信

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

「
で
さ
ら
の
」
澤
ケ
樽
字
入
寺
阿
曾
木
州
信

「
で
さ
ら
の
」
澤
ケ
樽
字
入
寺
阿
曾
木
州
信

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

「
で
さ
ら
の
」
澤
ケ
樽
字
入
寺
阿
曾
木
州
信

「
で
さ
ら
の
」
澤
ケ
樽
字
入
寺
阿
曾
木
州
信

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

し
出
釣
材
木
山
平
川
字
小
澤
北
入
寺
阿
曾
木

し
出
釣
材
木
山
平
川
字
小
澤
北
入
寺
阿
曾
木

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

木
曽
阿
寺

「
ら
ゆ
し
」
澤
ケ
樽
字
入
寺
阿
曾
木
州
信

「
ら
ゆ
し
」
澤
ケ
樽
字
入
寺
阿
曾
木
州
信

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

駒
ヶ
根
村
小
川
入
山
字
中
根
澤

「
で
さ
波
丹
」
澤
根
中
字
山
入
川
小
村
根
ヶ
駒
州
信

「
で
さ
波
丹
」
澤
根
中
字
山
入
川
小
村
根
ヶ
駒
州
信

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

駒
ヶ
根
村
小
川
入
山
字
中
根
澤

「
で
さ
波
丹
」
澤
根
中
字
山
入
川
小
村
根
ヶ
駒
州
信

「
で
さ
波
丹
」
澤
根
中
字
山
入
川
小
村
根
ヶ
駒
州
信

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

駒
ヶ
根
村
小
川
入
山
字
中
根
澤

「
で
さ
波
丹
」
澤
根
中
字
山
入
川
小
村
根
ヶ
駒
州
信

「
で
さ
波
丹
」
澤
根
中
字
山
入
川
小
村
根
ヶ
駒
州
信

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

駒
ヶ
根
村
小
川
入
山
字
中
根
澤

材
積
澤
根
中
字
山
入
川
小
村
根
ヶ
駒
州
信

材
積
澤
根
中
字
山
入
川
小
村
根
ヶ
駒
州
信

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

王
滝
村
字
瀨
戸
川
入
天
明
渡

林
新
更
然
天
檜
渡
明
天
入
川
戸
瀨
字
村
瀧
王

林
新
更
然
天
檜
渡
明
天
入
川
戸
瀨
字
村
瀧
王

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

王
滝
村
字
瀨
戸
川
入
天
明
渡

林
新
更
然
天
檜
渡
明
天
入
川
戸
瀨
字
村
瀧
王

林
新
更
然
天
檜
渡
明
天
入
川
戸
瀨
字
村
瀧
王

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

長
野
県

王
滝
村
字
瀨
戸
川
入
天
明
渡

林
新
更
然
天
檜
渡
明
天
入
川
戸
瀨
字
村
瀧
王

林
新
更
然
天
檜
渡
明
天
入
川
戸
瀨
字
村
瀧
王

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

岐
阜
県

可
兒
郡
錦
津
村

（
壹
其
）
場
網
織
錦
村
津
錦
郡
兒
可
縣
阜
岐

（
壹
其
）
場
網
織
錦
村
津
錦
郡
兒
可
縣
阜
岐

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

岐
阜
県

可
兒
郡
錦
津
村

（
貳
其
）
場
網
織
錦
村
津
錦
郡
兒
可
縣
阜
岐

（
貳
其
）
場
網
織
錦
村
津
錦
郡
兒
可
縣
阜
岐

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

岐
阜
県

可
兒
郡
錦
津
村

（
参
其
）
場
網
織
錦
村
津
錦
郡
兒
可
縣
阜
岐

（
参
其
）
場
網
織
錦
村
津
錦
郡
兒
可
縣
阜
岐

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

岐
阜
県

可
兒
郡
錦
津
村

（
四
其
）
塲
網
織
錦
村
津
錦
郡
兒
可
縣
阜
岐

（
四
其
）
塲
網
織
錦
村
津
錦
郡
兒
可
縣
阜
岐

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

岐
阜
県

可
兒
郡
錦
津
村

（
四
其
）
塲
網
織
錦
村
津
錦
郡
兒
可
縣
阜
岐

（
四
其
）
塲
網
織
錦
村
津
錦
郡
兒
可
縣
阜
岐

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

滋
賀
県

近
江
國
甲
賀
郡
岩
根
村
字
苔

事
工
防
砂
寺
堤
苔
字
村
根
岩
郡
賀
甲
國
江
近

事
工
防
砂
寺
堤
苔
字
村
根
岩
郡
賀
甲
國
江
近

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

京
都
府

山
城
國
葛
野
郡
中
川
村

杉
壹
村
川
中
郡
野
葛
國
城
山
府
都
京

杉
壹
村
川
中
郡
野
葛
國
城
山
府
都
京

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

京
都
府

山
城
國
葛
野
郡
中
川
村

（
壹
其
）
搬
運
太
丸
山
北
郡
野
葛
下
府
都
京

（
壹
其
）
搬
運
太
丸
山
北
郡
野
葛
下
府
都
京

○
府
県

木
曽
み
や
げ

中
心

京
都
府

山
城
國
葛
野
郡
中
川
村

（
貳
其
）
搬
運
太
丸
山
北
郡
野
葛
下
府
都
京

（
貳
其
）
搬
運
太
丸
山
北
郡
野
葛
下
府
都
京

○
府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

箱
根
町

大
正
1
3
年
1
0
月
2
6
日

1
9
2
4
年
1
0
月
2
6
日

箱
根
町
ヲ
望
ム
　
大
正
十
三
年
十
月
二
十
六
日

箱
根
町
ヲ
望
ム
　
大
正
十
三
年
十
月
二
十
六
日

○
府
県

静
岡
縣

中
静
岡
県

十
國
峠

大
正
1
3
年
1
0
月
2
6
日

1
9
2
4
年
1
0
月
2
6
日

十
國
峠
ヨ
リ
　
大
正
十
三
年
十
月
二
十
六
日

十
國
峠
ヨ
リ
　
大
正
十
三
年
十
月
二
十
六
日

○
府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

十
國
峠

大
正
1
3
年
1
0
月
2
6
日

1
9
2
4
年
1
0
月
2
6
日

十
國
峠
ヨ
リ
　
大
正
十
三
年
十
月
二
十
六
日

十
國
峠
ヨ
リ
　
大
正
十
三
年
十
月
二
十
六
日

○
府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

十
國
峠

大
正
1
3
年
1
0
月
2
6
日

1
9
2
4
年
1
0
月
2
6
日

十
國
峠
ヨ
リ
　
大
正
十
三
年
十
月
二
十
六
日

十
國
峠
ヨ
リ
　
大
正
十
三
年
十
月
二
十
六
日

○
府
県

静
岡
縣

右
上

静
岡
県

新
居
関

大
正
1
3
年
1
0
月
2
6
日

1
9
2
4
年
1
0
月
2
6
日

静
岡
縣
新
居
関
　
大
正
十
四
年
五
月
十
七
日
撮

静
岡
縣
新
居
関
　
大
正
十
四
年
五
月
十
七
日
撮

○
府
県

静
岡
縣

右
下

静
岡
県

新
居
町

大
正
1
4
年
5
月
1
7
日

1
9
2
5
年
5
月
1
7
日

静
岡
縣
新
居
町
役
場
　
大
正
十
四
年
五
月
十
七
日
撮

静
岡
縣
新
居
町
役
場
　
大
正
十
四
年
五
月
十
七
日
撮

○
府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

弁
天
島

大
正
1
4
年
5
月
1
7
日

1
9
2
5
年
5
月
1
7
日

弁
天
島
　
大
正
十
四
年
五
月
十
七
日

弁
天
島
　
大
正
十
四
年
五
月
十
七
日

○
府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

弁
天
島

大
正
1
4
年
5
月
1
7
日

1
9
2
5
年
5
月
1
7
日

弁
天
島
ヨ
リ
舞
坂
ヲ
望
ム
　
大
正
十
四
年
五
月
十
七
日
撮

弁
天
島
ヨ
リ
舞
坂
ヲ
望
ム
　
大
正
十
四
年
五
月
十
七
日
撮

○
府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

弁
天
島

大
正
1
4
年
5
月
1
7
日

1
9
2
5
年
5
月
1
7
日

弁
天
島
　
大
正
十
四
年
五
月
十
七
日

弁
天
島
　
大
正
十
四
年
五
月
十
七
日

○
府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

田
方
郡
軌
海
町
伊
豆
山

静
岡
縣
田
方
郡
軌
海
町
伊
豆
山
○
司
獄
　
大
正
1
3
年
1
4
年
○
施
行

静
岡
縣
田
方
郡
軌
海
町
伊
豆
山
○
司
獄
　
大
正
1
3
年
1
4
年
○
施
行

○

府
県

静
岡
縣

中
心

静
岡
県

駿
東
郡
小
山
町
大
字
湯
弁

大
正
1
4
年
9
月
1
5
日

1
9
2
5
年
9
月
1
5
日

静
岡
縣
駿
東
郡
小
山
町
大
字
湯
弁
（
湯
弁
沢
施
行
者
内
務
省

影
堤
手
技
井
三
日
五
十
月
九
年
四
十
正
大

静
岡
縣
駿
東
郡
小
山
町
大
字
湯
弁
（
湯
弁
沢
施
行
者
内
務
省

影
堤
手
技
井
三
日
五
十
月
九
年
四
十
正
大

堤
→
撮
？

○

府
県

静
岡
縣

中
心

静
岡
県

駿
東
郡
小
山
町
大
字
湯
舟
浅
川

大
正
1
4
年
9
月
1
9
日

1
9
2
5
年
9
月
1
9
日

施
行
者
静
岡
縣
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
三
井
技
手
堤
影

域
流
川
浅
舟
湯
字
大
町
山
小
郡
東
駿
縣
岡
静

施
行
者
静
岡
縣
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
三
井
技
手
堤
影

域
流
川
浅
舟
湯
字
大
町
山
小
郡
東
駿
縣
岡
静

堤
→
撮
？

○

府
県

静
岡
縣

上
静
岡
県

小
山
町
縣
工
事

大
正
1
4
年
9
月
1
9
日

1
9
2
5
年
9
月
1
9
日

静
岡
縣
小
山
町
縣
工
事
　
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
撮

静
岡
縣
小
山
町
縣
工
事
　
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
撮

○

府
県

静
岡
縣

下
静
岡
県

富
士
川
右
岸
　
西
島
村

大
正
1
4
年
9
月
1
9
日

1
9
2
5
年
9
月
1
9
日

静
岡
縣
富
士
川
右
岸
　
西
島
村
　
砂
防
講
習
生
視
察
旅
行

大
正
十
四
年
九
月
十
九
日

静
岡
縣
富
士
川
右
岸
　
西
島
村
　
砂
防
講
習
生
視
察
旅
行

大
正
十
四
年
九
月
十
九
日

○

府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

力
山
町

大
正
1
4
年
9
月
1
9
日

1
9
2
5
年
9
月
1
9
日

静
岡
縣
力
山
町
　
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
撮

静
岡
縣
力
山
町
　
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
撮

○
府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

力
山
町

大
正
1
4
年
9
月
1
9
日

1
9
2
5
年
9
月
1
9
日

静
岡
縣
力
山
町
御
料
工
事
　
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
撮

静
岡
縣
力
山
町
御
料
工
事
　
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
撮

○
府
県

静
岡
縣

上
静
岡
県

御
殿
場

大
正
1
4
年
9
月
1
9
日

1
9
2
5
年
9
月
1
9
日

静
岡
縣
御
殿
場
ヨ
リ
富
士
山
ヲ
望
ム
　
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日

静
岡
縣
御
殿
場
ヨ
リ
富
士
山
ヲ
望
ム
　
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日

○
府
県

静
岡
縣

下
静
岡
県

小
川
町

大
正
1
4
年
9
月
1
9
日

1
9
2
5
年
9
月
1
9
日

静
岡
縣
小
川
町
内
務
省
工
事
　
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日

静
岡
縣
小
川
町
内
務
省
工
事
　
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日

○
府
県

静
岡
縣

中
心

静
岡
県

庵
原
郡
由
比
町
大
字
西
山
寺

静
岡
縣
庵
原
郡
由
比
町
大
字
西
山
寺

静
岡
縣
庵
原
郡
由
比
町
大
字
西
山
寺

○
府
県

静
岡
縣

中
心

静
岡
県

庵
原
郡
由
比
町
大
字
西
山
寺

静
岡
縣
庵
原
郡
由
比
町
大
字
西
山
寺

静
岡
縣
庵
原
郡
由
比
町
大
字
西
山
寺

○
府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

庵
原
郡
由
比
町
大
字
西
山
寺

静
岡
縣
庵
原
郡
由
比
町
大
字
西
山
寺

静
岡
縣
庵
原
郡
由
比
町
大
字
西
山
寺

○
府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

峯
坂
澤

大
正
1
5
年
秋

1
9
2
6
年
秋

明
神
峠
事
業
区
　
峯
坂
澤
　
第
四
号
堰
堤
　
十
五
年
度
施
行
　
大
正
十
五
年
秋

明
神
峠
事
業
区
　
峯
坂
澤
　
第
四
号
堰
堤
　
十
五
年
度
施
行
　
大
正
十
五
年
秋

○

府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

峯
坂
澤

大
正
1
5
年
秋

1
9
2
6
年
秋

明
神
峠
事
業
区
　
峯
坂
澤
　
第
二
、
三
号
堰
堤
　
並
二
　
山
腹
石
積
工

大
正
十
五
年
度
施
行
　
大
正
十
五
年
秋
撮

明
神
峠
事
業
区
　
峯
坂
澤
　
第
二
、
三
号
堰
堤
　
並
二
　
山
腹
石
積
工

大
正
十
五
年
度
施
行
　
大
正
十
五
年
秋
撮

○

府
県

静
岡
縣

右
上

静
岡
県

峯
坂
澤

大
正
1
5
年
秋

1
9
2
6
年
秋

明
神
峠
事
業
区
　
峯
坂
澤
　
第
三
号
堰
堤
護
岸
及
谷
止
石
積
工

大
正
十
五
年
度
施
行
　
十
五
年
秋
撮

明
神
峠
事
業
区
　
峯
坂
澤
　
第
三
号
堰
堤
護
岸
及
谷
止
石
積
工

大
正
十
五
年
度
施
行
　
十
五
年
秋
撮

○

府
県

静
岡
縣

右
下

静
岡
県

峯
坂
澤

大
正
1
5
年
秋

1
9
2
6
年
秋

明
神
峠
事
業
区
　
峯
坂
澤
　
第
三
号
堰
堤
　
大
正
十
五
年
度
施
行

大
正
十
五
年
秋
撮

明
神
峠
事
業
区
　
峯
坂
澤
　
第
三
号
堰
堤
　
大
正
十
五
年
度
施
行

大
正
十
五
年
秋
撮

○

府
県

静
岡
縣

左
上

静
岡
県

由
比
町
和
瀬
川

大
正
1
5
年
9
月
1
9
日

1
9
2
6
年
9
月
1
9
日

1
9
　
静
岡
縣
由
比
町
和
瀬
川
　
第
三
号
堰
堤
ト
諸
戸
教
授

大
正
十
五
年
九
月
十
九
日

1
9
　
静
岡
縣
由
比
町
和
瀬
川
　
第
三
号
堰
堤
ト
諸
戸
教
授

大
正
十
五
年
九
月
十
九
日

○

府
県

静
岡
縣

左
下

静
岡
県

由
比
町
西
山
寺
字
土
術
和
瀬
川

大
正
1
5
年
9
月
1
9
日

1
9
2
6
年
9
月
1
9
日

2
0
　
由
比
町
西
山
寺
字
土
術
和
瀬
川
　
大
正
十
二
年
度
施
行
第
四
号
石
堰
堤

大
正
十
五
年
九
月
十
九
日

2
0
　
由
比
町
西
山
寺
字
土
術
和
瀬
川
　
大
正
十
二
年
度
施
行
第
四
号
石
堰
堤

大
正
十
五
年
九
月
十
九
日

○

府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

由
比
町
横
壓

大
正
1
5
年
9
月
1
9
日

1
9
2
6
年
9
月
1
9
日

2
1
　
静
岡
縣
由
比
町
横
壓
　
大
正
十
五
年
九
月
十
九
日

2
1
　
静
岡
縣
由
比
町
横
壓
　
大
正
十
五
年
九
月
十
九
日

○
府
県

静
岡
縣

左
神
奈
川
県

箱
根

大
正
1
5
年
9
月
9
日

1
9
2
6
年
9
月
9
日

2
2
　
箱
根
　
大
平
台
停
留
所
附
近
ヨ
リ
　
大
正
十
五
年
九
月
九
日
撮

2
2
　
箱
根
　
大
平
台
停
留
所
附
近
ヨ
リ
　
大
正
十
五
年
九
月
九
日
撮

○

府
県

静
岡
縣

中
静
岡
県

湯
舟
出
澤

大
正
1
5
年
9
月
2
0
日

1
9
2
6
年
9
月
2
0
日

2
3
　
帝
室
林
野
局
並
堂
　
湯
舟
出
澤
第
一
号
堰
堤
ヨ
リ
大
正
十
四
年
度
施
行
工

山
腹
筋
工
ヲ
望
ム
大
正
十
五
年
九
月
二
十
日
撮

2
3
　
帝
室
林
野
局
並
堂
　
湯
舟
出
澤
第
一
号
堰
堤
ヨ
リ
大
正
十
四
年
度
施
行
工

山
腹
筋
工
ヲ
望
ム
大
正
十
五
年
九
月
二
十
日
撮

○

府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

小
堅
物
沢

大
正
1
5
年
9
月
2
0
日

1
9
2
6
年
9
月
2
0
日

2
4
　
帝
室
林
野
局
並
堂
　
小
堅
物
沢
第
一
号
第
二
号
堰
堤
1
1
年
度

大
正
十
五
年
九
月
二
十
日
撮

2
4
　
帝
室
林
野
局
並
堂
　
小
堅
物
沢
第
一
号
第
二
号
堰
堤
1
1
年
度

大
正
十
五
年
九
月
二
十
日
撮

○

府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

小
山
町
湯
舟
字
中
平
　
鮎
澤
川

支
流

湯
舟
沢
小
支
流
浅
川

大
正
1
5
年
9
月
2
0
日

1
9
2
6
年
9
月
2
0
日

2
5
　
小
山
町
湯
舟
字
中
平
　
鮎
澤
川
支
流
　
湯
舟
沢
小
支
流
浅
川

大
正
十
四
年
度
施
工
　
萱
筋
工

大
正
十
五
年
九
月
二
十
日
撮

2
5
　
小
山
町
湯
舟
字
中
平
　
鮎
澤
川
支
流
　
湯
舟
沢
小
支
流
浅
川

大
正
十
四
年
度
施
工
　
萱
筋
工

大
正
十
五
年
九
月
二
十
日
撮

○

7



ア
ル
バ
ム
名

ペ
ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真
集

改
訂
版

掲
載

ペ
ー
ジ

国
名

都
道
府
県
名

地
名
・
渓
流
名

諸
戸
北
郎
博
士
ア
ル
バ
ム

撮
影
年
①

撮
影
年
②

写
真
コ
メ
ン
ト

写
真
コ
メ
ン
ト
2

（
写
真
裏
側
）

写
真
コ
メ
ン
ト
統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

湯
舟

大
正
1
5
年
9
月
2
0
日

1
9
2
6
年
9
月
2
0
日

2
6
　
帝
林
道
　
湯
舟
　
第
一
第
二
堰
堤
（
大
正
十
三
年
度
）

大
正
十
五
年
九
月
二
十
日
撮

2
6
　
帝
林
道
　
湯
舟
　
第
一
第
二
堰
堤
（
大
正
十
三
年
度
）

大
正
十
五
年
九
月
二
十
日
撮

○

府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

小
野
沢

大
正
1
5
年
9
月
2
0
日

1
9
2
6
年
9
月
2
0
日

2
7
　
帝
林
道
　
小
野
沢
山
腹
施
工
（
大
正
十
五
年
度
施
工
）

大
正
十
五
年
九
月
二
十
日
撮

2
7
　
帝
林
道
　
小
野
沢
山
腹
施
工
（
大
正
十
五
年
度
施
工
）

大
正
十
五
年
九
月
二
十
日
撮

○

府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

○
○
○

大
正
1
5
年
9
月
2
0
日

1
9
2
6
年
9
月
2
0
日

2
8
　
帝
林
道
　
○
○
○
山
腹
施
工
（
大
正
1
5
年
施
工
　
大
正
十
五
年
九
月
二
十
日

2
8
　
帝
林
道
　
○
○
○
山
腹
施
工
（
大
正
1
5
年
施
工
　
大
正
十
五
年
九
月
二
十
日

○

府
県

静
岡
縣

中
心

静
岡
県

田
方
郡
熱
海
町
伊
豆
山

大
正
1
5
年
9
月
2
1
日

1
9
2
6
年
9
月
2
1
日

静
岡
縣
田
方
郡
熱
海
町
伊
豆
山
大
正
十
五
年
度
施
工
堰
堤

大
正
十
五
年
九
月
二
十
一
日
撮
影

静
岡
縣
田
方
郡
熱
海
町
伊
豆
山
大
正
十
五
年
度
施
工
堰
堤

大
正
十
五
年
九
月
二
十
一
日
撮
影

○

府
県

静
岡
縣

中
心

静
岡
県

田
方
郡
熱
海
町
伊
豆
山

大
正
1
5
年
9
月
2
1
日

1
9
2
6
年
9
月
2
1
日

静
岡
縣
田
方
郡
熱
海
町
伊
豆
山
大
正
十
五
年
度
施
工
堰
堤

大
正
十
五
年
九
月
二
十
一
日
撮
影

静
岡
縣
田
方
郡
熱
海
町
伊
豆
山
大
正
十
五
年
度
施
工
堰
堤

大
正
十
五
年
九
月
二
十
一
日
撮
影

○

府
県

静
岡
縣

中
心

静
岡
県

田
方
郡
熱
海
町
伊
豆
山

大
正
1
5
年
9
月
2
1
日

1
9
2
6
年
9
月
2
1
日

静
岡
縣
田
方
郡
熱
海
町
伊
豆
山
大
正
十
五
年
度
施
工
堰
堤

大
正
十
五
年
九
月
二
十
一
日
撮
影

静
岡
縣
田
方
郡
熱
海
町
伊
豆
山
大
正
十
五
年
度
施
工
堰
堤

大
正
十
五
年
九
月
二
十
一
日
撮
影

○

府
県

静
岡
縣

中
心

静
岡
県

小
山
町

大
正
1
5
年
9
月
2
2
日

1
9
2
6
年
9
月
2
2
日

小
山
町
内
務
省
堰
堤
昭
和
二
年
二
月
二
十
二
日
　
4
7

小
山
町
内
務
省
堰
堤
昭
和
二
年
二
月
二
十
二
日
　
4
7

○
府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

小
山
町

大
正
1
5
年
9
月
2
2
日

1
9
2
6
年
9
月
2
2
日

小
山
町
内
務
省
堰
堤
昭
和
二
年
二
月
二
十
二
日
　
4
8

小
山
町
内
務
省
堰
堤
昭
和
二
年
二
月
二
十
二
日
　
4
8

○
府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

小
山
町

大
正
1
5
年
9
月
2
2
日

1
9
2
6
年
9
月
2
2
日

小
山
町
内
務
省
堰
堤
昭
和
二
年
二
月
二
十
二
日
　
4
9

小
山
町
内
務
省
堰
堤
昭
和
二
年
二
月
二
十
二
日
　
4
9

○
府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

世
附
事
業
區
　
水
ノ
木
澤

昭
和
2
年

1
9
2
7
年

卋
附
事
業
區
　
水
ノ
木
澤
第
一
号
練
積
石
堰
堤
　
高
サ
四
米
　
昭
和
二
年

卋
附
事
業
區
　
水
ノ
木
澤
第
一
号
練
積
石
堰
堤
　
高
サ
四
米
　
昭
和
二
年

○
府
県

静
岡
縣

右
上

静
岡
県

世
附
事
業
區
　
水
ノ
木
澤

昭
和
2
年

1
9
2
7
年

卋
附
事
業
區
　
水
ノ
木
澤
第
二
号
練
積
石
堰
堤
　
高
サ
五
米
　
昭
和
二
年

卋
附
事
業
區
　
水
ノ
木
澤
第
二
号
練
積
石
堰
堤
　
高
サ
五
米
　
昭
和
二
年

○
府
県

静
岡
縣

右
下

静
岡
県

世
附
事
業
區
　
水
ノ
木
澤

昭
和
2
年

1
9
2
7
年

世
附
事
業
區
　
水
ノ
木
澤
第
三
号
練
積
石
堰
堤
　
高
サ
五
米
　
昭
和
二
年

世
附
事
業
區
　
水
ノ
木
澤
第
三
号
練
積
石
堰
堤
　
高
サ
五
米
　
昭
和
二
年

○
府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

世
附
事
業
區
　
金
山
沢

昭
和
2
年

1
9
2
7
年

世
附
事
業
區
　
金
山
沢
第
四
号
練
積
石
堰
堤
　
高
四
米
　
昭
和
二
年

世
附
事
業
區
　
金
山
沢
第
四
号
練
積
石
堰
堤
　
高
四
米
　
昭
和
二
年

○
府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

世
附
事
業
區
　
金
山
沢

昭
和
2
年

1
9
2
7
年

世
附
事
業
區
　
金
山
沢
第
六
号
空
積
石
堰
堤
　
高
サ
四
米
　
昭
和
二
年

世
附
事
業
區
　
金
山
沢
第
六
号
空
積
石
堰
堤
　
高
サ
四
米
　
昭
和
二
年

○
府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

世
附
事
業
區

昭
和
2
年

1
9
2
7
年

世
附
事
業
區
　
張
石
水
路
、
山
腹
石
積
、
山
腹
編
柵
工
　
昭
和
二
年

世
附
事
業
區
　
張
石
水
路
、
山
腹
石
積
、
山
腹
編
柵
工
　
昭
和
二
年

○
府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

世
附
事
業
區

昭
和
2
年

1
9
2
7
年

世
附
事
業
區
　
胴
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
　
谷
止
（
床
固
）
石
積
工
　
昭
和
二
年

世
附
事
業
區
　
胴
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
　
谷
止
（
床
固
）
石
積
工
　
昭
和
二
年

○
府
県

静
岡
縣

左
静
岡
県

世
附
事
業
區

昭
和
2
年

1
9
2
7
年

世
附
事
業
區
　
谷
止
（
床
固
）
石
積
工
　
昭
和
二
年

世
附
事
業
區
　
谷
止
（
床
固
）
石
積
工
　
昭
和
二
年

○
府
県

静
岡
縣

右
上

静
岡
県

弁
才
天
川
口

昭
和
4
年
6
月
1
日

1
9
2
9
年
6
月
1
日

弁
才
天
川
口
　
昭
和
四
年
六
月
一
日

弁
才
天
川
口
　
昭
和
四
年
六
月
一
日

○
府
県

静
岡
縣

右
下

静
岡
県

弁
才
天
川
口

昭
和
4
年
6
月
1
日

1
9
2
9
年
6
月
1
日

弁
才
天
川
口
　
砂
丘
遠
望
　
昭
和
四
年
六
月
一
日

弁
才
天
川
口
　
砂
丘
遠
望
　
昭
和
四
年
六
月
一
日

○

府
県

静
岡
縣

左
上

静
岡
県

弁
才
天
川
口

昭
和
4
年
6
月
1
日

1
9
2
9
年
6
月
1
日

弁
才
天
川
口
　
黒
キ
所
ハ
あ
き
ぐ
み
ヲ
混
植
大
方
ノ
黒
松
点
生
セ
ル
ハ

あ
き
ぐ
み
ヲ
混
ゼ
サ
リ
シ
所
　
四
年
六
月
一
日

弁
才
天
川
口
　
黒
キ
所
ハ
あ
き
ぐ
み
ヲ
混
植
大
方
ノ
黒
松
点
生
セ
ル
ハ

あ
き
ぐ
み
ヲ
混
ゼ
サ
リ
シ
所
　
四
年
六
月
一
日

○

府
県

静
岡
縣

中
上

静
岡
県

弁
才
天
川
口

昭
和
4
年
6
月
1
日

1
9
2
9
年
6
月
1
日

弁
才
天
川
口
　
砂
丘
突
端
　
四
年
六
月
一
日

弁
才
天
川
口
　
砂
丘
突
端
　
四
年
六
月
一
日

○
府
県

静
岡
縣

右
上

静
岡
県

弁
才
天
川
口

昭
和
4
年
6
月
1
日

1
9
2
9
年
6
月
1
日

弁
才
天
川
口
　
昭
和
四
年
六
月
一
日

弁
才
天
川
口
　
昭
和
四
年
六
月
一
日

○
府
県

静
岡
縣

左
下

静
岡
県

弁
才
天
川
口

昭
和
4
年
6
月
1
日

1
9
2
9
年
6
月
1
日

弁
才
天
川
口
　
あ
き
ぐ
み
、
植
付
後
一
年
目
　
四
年
六
月
一
日

弁
才
天
川
口
　
あ
き
ぐ
み
、
植
付
後
一
年
目
　
四
年
六
月
一
日

○

府
県

静
岡
縣

中
下

静
岡
県

弁
才
天
川
口

弁
才
天
川
口
　
右
ヨ
リ
小
厳
升
太
郎
、
岡
本
一
衷
○
羽
村
長
、
諸
戸
博
士
、

大
沢
静
岡
縣
技
術
手
岡
本
担
当
人

弁
才
天
川
口
　
右
ヨ
リ
小
厳
升
太
郎
、
岡
本
一
衷
○
羽
村
長
、
諸
戸
博
士
、

大
沢
静
岡
縣
技
術
手
岡
本
担
当
人

○

府
県

静
岡
縣

右
下

静
岡
県

弁
才
天
川
口

昭
和
4
年
6
月
1
日

1
9
2
9
年
6
月
1
日

弁
才
天
川
口
　
昭
和
四
年
六
月
一
日

弁
才
天
川
口
　
昭
和
四
年
六
月
一
日

○
府
県

静
岡
縣

左
上

神
奈
川
県

横
須
賀

昭
和
4
年
6
月
1
日

1
9
2
9
年
6
月
1
日

あ
き
ぐ
み
　
植
付
后
二
年
目
　
横
須
賀
　
4
.6
.1

あ
き
ぐ
み
　
植
付
后
二
年
目
　
横
須
賀
　
4
.6
.1

○
府
県

静
岡
縣

左
下

神
奈
川
県

横
須
賀
町

昭
和
4
年
6
月
1
日

1
9
2
9
年
6
月
1
日

横
須
賀
町
　
昭
和
四
年
六
月
一
日

横
須
賀
町
　
昭
和
四
年
六
月
一
日

○
府
県

静
岡
縣

右
静
岡
県

弁
才
天
川
口

昭
和
4
年
6
月
1
日

1
9
2
9
年
6
月
1
日

弁
才
天
川
口
　
く
ろ
ま
つ
ノ
根
　
大
沢
技
手
　
4
.6
.1

弁
才
天
川
口
　
く
ろ
ま
つ
ノ
根
　
大
沢
技
手
　
4
.6
.1

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
福
島
県

東
白
川
郡
高
城
村
大
字
台
宿
字

北
原

大
正
1
4
年
7
月
2
1
日

1
9
2
5
年
7
月
2
1
日

福
島
縣
東
白
川
郡
高
城
村
大
字
台
宿
字
北
原
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
一
日

福
島
縣
東
白
川
郡
高
城
村
大
字
台
宿
字
北
原
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
一
日

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

中
福
島
県

東
白
川
郡
高
城
村
大
字
伊
香
字

小
赤
澤

大
正
1
4
年
7
月
2
1
日

1
9
2
5
年
7
月
2
1
日

福
島
縣
東
白
川
郡
高
城
村
大
字
伊
香
字
小
赤
澤
大
正
十
四
年

大
正
十
四
年
七
月
二
十
一
日

福
島
縣
東
白
川
郡
高
城
村
大
字
伊
香
字
小
赤
澤
大
正
十
四
年

大
正
十
四
年
七
月
二
十
一
日

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
福
島
県

信
夫
郡
佐
倉
村

大
正
1
4
年
7
月
2
2
日

1
9
2
5
年
7
月
2
2
日

福
島
縣
信
夫
郡
佐
倉
村
　
内
務
省
　
河
川
工
事
々
務
○

大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

福
島
縣
信
夫
郡
佐
倉
村
　
内
務
省
　
河
川
工
事
々
務
○

大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
福
島
県

信
夫
郡
佐
倉
村

大
正
1
4
年
7
月
2
2
日

1
9
2
5
年
7
月
2
2
日

福
島
縣
信
夫
郡
佐
倉
村
　
内
務
省
　
河
川
工
事

大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

福
島
縣
信
夫
郡
佐
倉
村
　
内
務
省
　
河
川
工
事

大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

中
福
島
県

信
夫
郡
佐
倉
村

大
正
1
4
年
7
月
2
2
日

1
9
2
5
年
7
月
2
2
日

福
島
縣
信
夫
郡
佐
倉
村
　
内
務
省
　
河
川
工
事

大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

福
島
縣
信
夫
郡
佐
倉
村
　
内
務
省
　
河
川
工
事

大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
福
島
県

信
夫
郡
佐
倉
、
荒
井
村

大
正
1
4
年
7
月
2
2
日

1
9
2
5
年
7
月
2
2
日

福
島
縣
信
夫
郡
佐
倉
、
荒
井
村
　
内
務
省
　
河
川
工
事

大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

福
島
縣
信
夫
郡
佐
倉
、
荒
井
村
　
内
務
省
　
河
川
工
事

大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
福
島
県

信
夫
郡
佐
倉
村

大
正
1
4
年
7
月
2
2
日

1
9
2
5
年
7
月
2
2
日

福
島
縣
信
夫
郡
佐
倉
村
　
内
務
省
　
河
川
工
事
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日
撮

福
島
縣
信
夫
郡
佐
倉
村
　
内
務
省
　
河
川
工
事
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日
撮

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

中
福
島
県

信
夫
郡
佐
倉
、
荒
井
村

大
正
1
4
年
7
月
2
2
日

1
9
2
5
年
7
月
2
2
日

福
島
縣
信
夫
郡
佐
倉
、
荒
井
村
　
内
務
省
　
河
川
工
事

大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

福
島
縣
信
夫
郡
佐
倉
、
荒
井
村
　
内
務
省
　
河
川
工
事

大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
福
島
県

信
夫
郡
　
土
湯
村
○
鳥
川

大
正
1
4
年
7
月
2
2
日

1
9
2
5
年
7
月
2
2
日

福
島
縣
信
夫
郡
　
土
湯
村
○
鳥
川
　
砂
防
工
事
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

福
島
縣
信
夫
郡
　
土
湯
村
○
鳥
川
　
砂
防
工
事
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

○
府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
上

福
島
県

信
夫
郡
　
土
湯
村

大
正
1
4
年
7
月
2
2
日

1
9
2
5
年
7
月
2
2
日

福
島
縣
信
夫
郡
　
土
湯
村
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日
撮

福
島
縣
信
夫
郡
　
土
湯
村
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日
撮

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
下

福
島
県

伊
達
郡
半
田
村
大
字
少
半
田
字

○
沼

大
正
1
4
年
7
月
2
2
日

1
9
2
5
年
7
月
2
2
日

福
島
縣
伊
達
郡
　
半
田
村
大
字
少
半
田
字
○
沼
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日
撮

福
島
縣
伊
達
郡
　
半
田
村
大
字
少
半
田
字
○
沼
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
二
日

撮
○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
福
島
県

伊
達
郡
　
半
田
村
大
字
南
半
田

字
黒
石

大
正
1
4
年
7
月
2
3
日

1
9
2
5
年
7
月
2
3
日

福
島
縣
伊
達
郡
　
半
田
村
大
字
南
半
田
字
黒
石
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
三
日
撮

福
島
縣
伊
達
郡
　
半
田
村
大
字
南
半
田
字
黒
石
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
三
日

撮
○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
上

福
島
県

双
葉
郡
　
廣
野
村
大
字
上
浅
見

川
字
狼
山

大
正
1
4
年
7
月
2
4
日

1
9
2
5
年
7
月
2
4
日

福
島
縣
双
葉
郡
　
廣
野
村
大
字
上
浅
見
川
字
狼
山
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
四
日

福
島
縣
双
葉
郡
　
廣
野
村
大
字
上
浅
見
川
字
狼
山
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
四

日
○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
下

福
島
県

双
葉
郡
　
廣
野
村
大
字
浅
見
川

字
狼
山

大
正
1
4
年
7
月
2
4
日

1
9
2
5
年
7
月
2
4
日

福
島
縣
双
葉
郡
　
廣
野
村
大
字
浅
見
川
字
狼
山
ノ
山
小
屋

大
正
十
四
年
七
月
二
十
四
日

福
島
縣
双
葉
郡
　
廣
野
村
大
字
浅
見
川
字
狼
山
ノ
山
小
屋

大
正
十
四
年
七
月
二
十
四
日

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
福
島
県

双
葉
郡
　
廣
野
村
大
字
浅
見
川

字
狼
山

大
正
1
4
年
7
月
2
4
日

1
9
2
5
年
7
月
2
4
日

福
島
縣
双
葉
郡
　
廣
野
村
大
字
浅
見
川
字
狼
山
　
大
正
十
四
年
七
月
弐
拾
四
日

福
島
縣
双
葉
郡
　
廣
野
村
大
字
浅
見
川
字
狼
山
　
大
正
十
四
年
七
月
弐
拾
四
日

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
福
島
県

双
葉
郡
　
廣
野
村
大
字
上
浅
見

川
字
狼
山

大
正
1
4
年
7
月
2
4
日

1
9
2
5
年
7
月
2
4
日

福
島
縣
双
葉
郡
　
廣
野
村
大
字
上
浅
見
川
字
狼
山
一
行
ノ
乗
馬
　
七
月
二
十
四
日

福
島
縣
双
葉
郡
　
廣
野
村
大
字
上
浅
見
川
字
狼
山
一
行
ノ
乗
馬
　
七
月
二
十
四

日
○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

中
福
島
県

双
葉
郡
　
大
久
村

大
正
1
4
年
7
月
2
5
日

1
9
2
5
年
7
月
2
5
日

福
島
縣
双
葉
郡
　
大
久
村
役
場
前
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
五
日
撮
影

福
島
縣
双
葉
郡
　
大
久
村
役
場
前
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
五
日
撮
影

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
福
島
県

双
葉
郡
　
大
久
村
大
字
大
久
字

寺
ノ
作

大
正
1
4
年
7
月
2
6
日

1
9
2
5
年
7
月
2
6
日

福
島
縣
双
葉
郡
　
大
久
村
大
字
大
久
字
寺
ノ
作
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
五
日
撮

福
島
縣
双
葉
郡
　
大
久
村
大
字
大
久
字
寺
ノ
作
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
五
日

撮
○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
福
島
県

石
城
郡
　
赤
井
村
大
字
赤
井
字

畑
子
澤

大
正
1
4
年
7
月
2
6
日

1
9
2
5
年
7
月
2
6
日

福
島
縣
石
城
郡
　
赤
井
村
大
字
赤
井
字
畑
子
澤
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
六
日

福
島
縣
石
城
郡
　
赤
井
村
大
字
赤
井
字
畑
子
澤
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
六
日

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

中
福
島
県

石
城
郡
　
赤
井
村

大
正
1
4
年
7
月
2
6
日

1
9
2
5
年
7
月
2
6
日

福
島
縣
石
城
郡
　
赤
井
村
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
六
日
撮
影

福
島
縣
石
城
郡
　
赤
井
村
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
六
日
撮
影

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
福
島
県

石
城
郡
　
赤
井
村
大
字
赤
井
字

北
茨
、
南
茨

大
正
1
4
年
7
月
2
6
日

1
9
2
5
年
7
月
2
6
日

福
島
縣
石
城
郡
　
赤
井
村
大
字
赤
井
字
北
茨
、
南
茨
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
六
日

福
島
縣
石
城
郡
　
赤
井
村
大
字
赤
井
字
北
茨
、
南
茨
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
六

日
○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
福
島
県

石
城
郡
　
赤
井
村
大
字
赤
井
字

大
正
1
4
年
7
月
2
6
日

1
9
2
5
年
7
月
2
6
日

福
島
縣
石
城
郡
　
赤
井
村
大
字
赤
井
字
崩
壊
状
況
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
六
日

福
島
縣
石
城
郡
　
赤
井
村
大
字
赤
井
字
崩
壊
状
況
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
六

○
府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
福
島
県

石
城
郡
　
好
間
大
崎
炭
鉱

大
正
1
4
年
7
月
2
6
日

1
9
2
5
年
7
月
2
6
日

福
島
縣
石
城
郡
　
好
間
大
崎
炭
鉱
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
六
日
撮

福
島
縣
石
城
郡
　
好
間
大
崎
炭
鉱
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
六
日
撮

○
府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
福
島
県

東
山
温
泉

大
正
1
4
年
7
月
2
8
日

1
9
2
5
年
7
月
2
8
日

福
島
縣
東
山
温
泉
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
八
日

福
島
縣
東
山
温
泉
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
八
日

○
府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

中
福
島
県

東
山
温
泉
新
滝

大
正
1
4
年
7
月
2
8
日

1
9
2
5
年
7
月
2
8
日

福
島
縣
東
山
温
泉
新
滝
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
八
日

福
島
縣
東
山
温
泉
新
滝
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
八
日

○
府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
福
島
県

慶
○
村
大
字
豊
岡
字
蛇
崩

大
正
1
4
年
7
月
2
8
日

1
9
2
5
年
7
月
2
8
日

福
島
縣
慶
○
村
大
字
豊
岡
字
蛇
崩
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
八
日

福
島
縣
慶
○
村
大
字
豊
岡
字
蛇
崩
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
八
日

○
府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
福
島
県

耶
府
郡
慶
徳
村
大
字
豊
岡
字
蛇

大
正
1
4
年
7
月
2
8
日

1
9
2
5
年
7
月
2
8
日

福
島
縣
耶
府
郡
慶
徳
村
大
字
豊
岡
字
蛇
崩
山
崩
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
八
日

福
島
縣
耶
府
郡
慶
徳
村
大
字
豊
岡
字
蛇
崩
山
崩
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
八
日

○
府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
福
島
県

熱
塩
温
泉

大
正
1
4
年
7
月
2
9
日

1
9
2
5
年
7
月
2
9
日

福
島
縣
熱
塩
温
泉
笹
屋
旅
館
前
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
九
日

福
島
縣
熱
塩
温
泉
笹
屋
旅
館
前
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
九
日

○
府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
新
潟
県

古
志
郡
入
東
谷
村
大
字
松
尾

大
正
1
4
年
7
月
3
1
日

1
9
2
5
年
7
月
3
1
日

新
潟
縣
古
志
郡
入
東
谷
村
大
字
松
尾
木
間
豊
治
氏
住
宅
　
大
正
1
4
年
7
月
3
1
日

新
潟
縣
古
志
郡
入
東
谷
村
大
字
松
尾
木
間
豊
治
氏
住
宅
　
大
正
1
4
年
7
月
3
1
日

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
新
潟
県

古
志
郡
入
東
谷
村
大
字
松
尾

大
正
1
4
年
7
月
3
1
日

1
9
2
5
年
7
月
3
1
日

新
潟
縣
古
志
郡
入
東
谷
村
大
字
松
尾
縣
営
復
旧
工
事
山
腹
編
棚
あ
か
し
や
植
栽
地

大
正
十
四
年
七
月
三
十
一
日
撮

新
潟
縣
古
志
郡
入
東
谷
村
大
字
松
尾
縣
営
復
旧
工
事
山
腹
編
棚
あ
か
し
や
植
栽

地
○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

上
新
潟
県

南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
小
栗
山

字
宮
田

大
正
1
4
年
8
月
1
日

1
9
2
5
年
8
月
1
日

新
潟
縣
南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
小
栗
山
字
宮
田

第
四
五
三
番
縣
営
復
旧
工
事
土
堰
堤
　
十
四
、
八
、
一
、
撮

新
潟
縣
南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
小
栗
山
字
宮
田

第
四
五
三
番
縣
営
復
旧
工
事
土
堰
堤
　
十
四
、
八
、
一
、
撮

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

下
新
潟
県

南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
欠
ノ
上

字
澤
山

大
正
1
4
年
8
月
1
日

1
9
2
5
年
8
月
1
日

新
潟
縣
南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
欠
ノ
上
字
澤
山

第
八
二
六
番
ノ
一
縣
営
復
旧
工
事
第
三
号
石
堰
堤
　
十
四
、
八
、
一
、

新
潟
縣
南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
欠
ノ
上
字
澤
山

第
八
二
六
番
ノ
一
縣
営
復
旧
工
事
第
三
号
石
堰
堤
　
十
四
、
八
、
一
、

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
上

新
潟
県

南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
小
栗
山

字
宮
田

大
正
1
4
年
8
月
1
日

1
9
2
5
年
8
月
1
日

新
潟
縣
南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
小
栗
山
字
宮
田
縣
営
復
旧
工
事
第
五
号
木
堰
堤

大
正
十
四
年
八
月
一
日
撮

新
潟
縣
南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字
小
栗
山
字
宮
田
縣
営
復
旧
工
事
第
五
号
木
堰
堤

大
正
十
四
年
八
月
一
日
撮

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
下

新
潟
県

中
魚
沼
郡
川
治
村
大
字
八
箇
字

日
向

大
正
1
4
年
8
月
1
日

1
9
2
5
年
8
月
1
日

新
潟
縣
中
魚
沼
郡
川
治
村
大
字
八
箇
字
日
向
　
大
正
十
四
年
八
月
一
日
撮

新
潟
縣
中
魚
沼
郡
川
治
村
大
字
八
箇
字
日
向
　
大
正
十
四
年
八
月
一
日
撮

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
新
潟
県

中
魚
沼
郡
川
治
村
大
字
八
箇
字

日
向

大
正
1
4
年
8
月
1
日

1
9
2
5
年
8
月
1
日

新
潟
縣
中
魚
沼
郡
川
治
村
大
字
八
箇
字
日
向
　
縣
営
復
旧
工
事
第
二
号
石
堰
堤

大
正
十
四
年
八
月
一
日
撮

新
潟
縣
中
魚
沼
郡
川
治
村
大
字
八
箇
字
日
向
　
縣
営
復
旧
工
事
第
二
号
石
堰
堤

大
正
十
四
年
八
月
一
日
撮

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
新
潟
県

中
魚
沼
郡
川
治
村
大
字
八
箇
字

日
向

大
正
1
4
年
8
月
1
日

1
9
2
5
年
8
月
1
日

新
潟
縣
中
魚
沼
郡
川
治
村
大
字
八
箇
字
日
向
　
大
正
十
四
年
八
月
一
日
撮

新
潟
縣
中
魚
沼
郡
川
治
村
大
字
八
箇
字
日
向
　
大
正
十
四
年
八
月
一
日
撮

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
上

新
潟
県

中
魚
沼
郡
田
澤
村
車
田
尻
荒
廃

大
正
1
4
年
8
月
1
日

1
9
2
5
年
8
月
1
日

新
潟
縣
中
魚
沼
郡
田
澤
村
車
田
尻
荒
廃
地
　
大
正
十
四
年
八
月
二
日
撮

新
潟
縣
中
魚
沼
郡
田
澤
村
車
田
尻
荒
廃
地
　
大
正
十
四
年
八
月
二
日
撮

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
下

新
潟
県

中
魚
沼
郡
田
沢
村
字
宇
田
沼
口

大
正
1
4
年
8
月
2
日

1
9
2
5
年
8
月
2
日

新
潟
縣
中
魚
沼
郡
田
沢
村
字
宇
田
沼
口
第
三
九
四
九

大
正
十
五
年
度
施
工
予
定
地
　
大
正
十
四
年
八
月
二
日
撮

新
潟
縣
中
魚
沼
郡
田
沢
村
字
宇
田
沼
口
第
三
九
四
九

大
正
十
五
年
度
施
工
予
定
地
　
大
正
十
四
年
八
月
二
日
撮

新
潟
縣
中
魚
沼
郡
田
沢
村
字
宇
田
沼
口
第
三
九
四
九

大
正
十
五
年
度
施
工
予
定
地
　
大
正
十
四
年
八
月
二
日
撮
　
新
潟
縣
中
魚
沼
郡

田
沢
村
字
宇
田
沼
口
第
三
九
四
九

大
正
十
五
年
度
施
工
予
定
地
　
大
正
十
四
年
八
月
二
日
撮

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

左
新
潟
県

東
頚
城
郡
松
之
山
村
大
字

大
正
1
4
年
8
月
3
日

1
9
2
5
年
8
月
3
日

新
潟
縣
東
頚
城
郡
松
之
山
村
大
字
湯
本
神
社
境
内
　
大
正
十
四
年
八
月
三
日
撮

新
潟
縣
東
頚
城
郡
松
之
山
村
大
字
湯
本
神
社
境
内
　
大
正
十
四
年
八
月
三
日
撮

○

府
県

福
島
縣
、
新
潟
縣
地
方

右
新
潟
県

東
頚
城
郡
松
之
山
村
大
字
湯
本

字
宝
ノ
下

大
正
1
4
年
8
月
3
日

1
9
2
5
年
8
月
3
日

新
潟
縣
東
頚
城
郡
松
之
山
村
大
字
湯
本
字
宝
ノ
下
縣
営
復
旧
工
事
水
路
土

大
正
十
四
年
八
月
三
日
撮

新
潟
縣
東
頚
城
郡
松
之
山
村
大
字
湯
本
字
宝
ノ
下
縣
営
復
旧
工
事
水
路
土

大
正
十
四
年
八
月
三
日
撮

○
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ア
ル

バ
ム

名
ペ

ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真

集
改

訂
版

掲
載

ペ
ー

ジ

国
名

都
道

府
県

名
地

名
・
渓

流
名

諸
戸

北
郎

博
士

ア
ル

バ
ム

撮
影

年
①

撮
影

年
②

写
真

コ
メ

ン
ト

写
真

コ
メ

ン
ト

2
（
写

真
裏

側
）

写
真

コ
メ

ン
ト

統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
左

新
潟

県
東

頚
城

郡
松

之
山

村
大

字
湯

本
大

正
1
4
年

8
月

3
日

1
9
2
5
年

8
月

3
日

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
大

字
湯

本
温

泉
地

全
景

大
正

十
四

年
八

月
三

日
撮

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
大

字
湯

本
温

泉
地

全
景

大
正

十
四

年
八

月
三

日
撮

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
右

上
新

潟
県

東
頚

城
郡

松
之

山
村

大
字

湯
本

大
正

1
4
年

8
月

3
日

1
9
2
5
年

8
月

3
日

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
大

字
湯

本
ヨ

リ
大

字
両

水
島

二
望

ム
大

正
十

四
年

八
月

三
日

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
大

字
湯

本
ヨ

リ
大

字
両

水
島

二
望

ム
大

正
十

四
年

八
月

三
日

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
右

下
新

潟
県

中
頚

城
郡

名
香

山
村

大
字

一
本

木
新

田
大

正
1
4
年

8
月

4
日

1
9
2
5
年

8
月

4
日

新
潟

縣
中

頚
城

郡
名

香
山

村
大

字
一

本
木

新
田

赤
倉

温
泉

大
正

十
四

年
八

月
四

日
撮

新
潟

縣
中

頚
城

郡
名

香
山

村
大

字
一

本
木

新
田

赤
倉

温
泉

大
正

十
四

年
八

月
四

日
撮

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
左

新
潟

県
赤

倉
温

泉
及

好
高

山
大

正
1
4
年

8
月

5
日

1
9
2
5
年

8
月

5
日

新
潟

縣
赤

倉
温

泉
及

好
高

山
　

大
正

十
四

年
八

月
五

日
撮

新
潟

縣
赤

倉
温

泉
及

好
高

山
　

大
正

十
四

年
八

月
五

日
撮

○
府

県
福

島
縣

、
新

潟
縣

地
方

右
新

潟
県

赤
倉

温
泉

及
好

高
山

大
正

1
4
年

8
月

5
日

1
9
2
5
年

8
月

5
日

新
潟

縣
赤

倉
温

泉
及

好
高

山
　

大
正

十
四

年
八

月
五

日
撮

新
潟

縣
赤

倉
温

泉
及

好
高

山
　

大
正

十
四

年
八

月
五

日
撮

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
新

潟
県

中
魚

郡
川

沼
村

関
根

大
正

1
4
年

8
月

1
日

1
9
2
5
年

8
月

1
日

新
潟

縣
中

魚
郡

川
沼

村
関

根
　

大
正

1
3
年

施
工

新
潟

縣
々

営
荒

廃
地

復
旧

工
事

地
、

地
滑

り
ノ

為
メ

縣
道

一
部

変
更

　
路

上
ノ

一
行

、
　

大
正

十
四

年
八

月
一

日
撮

新
潟

縣
中

魚
郡

川
沼

村
関

根
　

大
正

1
3
年

施
工

新
潟

縣
々

営
荒

廃
地

復
旧

工
事

地
、

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
新

潟
県

中
魚

沼
郡

川
沼

村
八

箇
関

根
大

正
1
4
年

8
月

1
日

1
9
2
5
年

8
月

1
日

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
川

沼
村

八
箇

関
根

　
第

一
号

石
堰

堤
シ

視
ラ

ル
一

行
大

正
1
4
年

8
月

1
日

撮
影

新
潟

縣
々

営
荒

廃
地

復
旧

工
事

　
　

1
3
年

度
施

工

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
川

沼
村

八
箇

関
根

　
第

一
号

石
堰

堤
シ

視
ラ

ル
一

行
大

正
1
4
年

8
月

1
日

撮
影

新
潟

縣
々

営
荒

廃
地

復
旧

工
事

　
　

1
3
年

度
施

工
○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
新

潟
県

中
魚

沼
郡

川
沼

村
八

箇
関

根
大

正
1
4
年

8
月

1
日

1
9
2
5
年

8
月

1
日

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
川

沼
村

八
箇

関
根

　
新

潟
縣

々
営

荒
廃

地
復

旧
工

事
1
3
年

施
工

第
二

号
石

堰
堤

ヲ
瞰

下
シ

テ
　

大
正

1
4
年

8
月

1
日

撮
影

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
川

沼
村

八
箇

関
根

　
新

潟
縣

々
営

荒
廃

地
復

旧
工

事
1
3
年

施
工

第
二

号
石

堰
堤

ヲ
瞰

下
シ

テ
　

大
正

1
4
年

8
月

1
日

撮
影

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
新

潟
県

中
魚

沼
郡

田
澤

村
清

津
橋

畔
大

正
1
4
年

8
月

2
日

1
9
2
5
年

8
月

2
日

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
田

澤
村

清
津

橋
畔

　
高

橋
幸

治
氏

邸
前

ニ
テ

大
正

1
4
年

　
2
日

撮
影

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
田

澤
村

清
津

橋
畔

　
高

橋
幸

治
氏

邸
前

ニ
テ

大
正

1
4
年

　
2
日

撮
影

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
左

上
新

潟
県

古
志

郡
松

尾
古

志
郡

松
尾

ノ
縣

営
工

事
　

岩
本

技
師

撮
古

志
郡

松
尾

ノ
縣

営
工

事
　

岩
本

技
師

撮
○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
左

下
新

潟
県

古
志

郡
松

尾
古

志
郡

松
尾

ノ
縣

営
工

事
　

岩
本

技
師

撮
古

志
郡

松
尾

ノ
縣

営
工

事
　

岩
本

技
師

撮
○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
右

新
潟

県
古

志
郡

入
来

谷
松

尾
古

志
郡

入
来

谷
松

尾
ノ

縣
営

荒
廃

地
工

事
　

大
正

十
三

年
度

施
工

？
岩

本
技

師
撮

古
志

郡
入

来
谷

松
尾

ノ
縣

営
荒

廃
地

工
事

　
大

正
十

三
年

度
施

工
？

岩
本

技
師

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
左

上
新

潟
県

東
頚

城
郡

松
之

山
村

大
正

1
4
年

8
月

3
日

1
9
2
5
年

8
月

3
日

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
　

大
正

十
二

年
施

工
水

路
上

ニ
於

け
る

一
行

　
大

正
十

四
年

八
月

三
日

撮
影

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
　

大
正

十
二

年
施

工
水

路
上

ニ
於

け
る

一
行

　
大

正
十

四
年

八
月

三
日

撮
影

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

上
新

潟
県

東
頚

城
郡

松
之

山
村

大
正

1
4
年

8
月

3
日

1
9
2
5
年

8
月

3
日

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
温

沼
駅

ヲ
撮

ラ
ン

ト
ス

ル
　

大
正

1
4
年

8
月

3
日

撮
影

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
温

沼
駅

ヲ
撮

ラ
ン

ト
ス

ル
　

大
正

1
4
年

8
月

3
日

撮
影

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
右

上
新

潟
県

東
頚

城
郡

松
之

山
村

温
山

大
正

1
4
年

8
月

3
日

1
9
2
5
年

8
月

3
日

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
温

山
ヨ

リ
松

ノ
山

温
東

宿
駅

ヲ
見

ツ
ヽ

下
ル

途
上

　
大

正
1
4
年

8
月

3
日

撮
影

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
温

山
ヨ

リ
松

ノ
山

温
東

宿
駅

ヲ
見

ツ
ヽ

下
ル

途
上

　
大

正
1
4
年

8
月

3
日

撮
影

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
左

下
新

潟
県

東
頚

城
郡

松
之

山
村

大
正

1
4
年

8
月

3
日

1
9
2
5
年

8
月

3
日

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
　

大
正

十
二

年
旅

行
温

山
ヨ

リ
ノ

水
路

大
正

十
四

年
八

月
三

日
撮

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
　

大
正

十
二

年
旅

行
温

山
ヨ

リ
ノ

水
路

大
正

十
四

年
八

月
三

日
撮

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

下
新

潟
県

東
頚

城
郡

松
ノ

山
温

沼
大

正
1
4
年

8
月

3
日

1
9
2
5
年

8
月

3
日

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

ノ
山

温
沼

宿
ヲ

撮
ル

ト
コ

ロ
　

大
正

1
4
年

8
月

3
日

撮
新

潟
縣

東
頚

城
郡

松
ノ

山
温

沼
宿

ヲ
撮

ル
ト

コ
ロ

　
大

正
1
4
年

8
月

3
日

撮
○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
右

下
新

潟
県

東
頚

城
郡

松
ノ

山
温

沼
大

正
1
4
年

8
月

3
日

1
9
2
5
年

8
月

3
日

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

ノ
山

温
沼

ヨ
リ

湯
東

ニ
下

ル
一

行
　

大
正

1
4
年

8
月

3
日

撮
新

潟
縣

東
頚

城
郡

松
ノ

山
温

沼
ヨ

リ
湯

東
ニ

下
ル

一
行

　
大

正
1
4
年

8
月

3
日

撮
○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
新

潟
県

中
魚

沼
郡

田
澤

村
東

田
尻

田
澤

大
正

1
4
年

8
月

2
日

1
9
2
5
年

8
月

2
日

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
田

澤
村

東
田

尻
田

澤
水

利
組

合
水

路
取

入
口

杖
固

メ
ノ

堰
堤

上
ニ

於
ケ

ル
一

行
大

正
十

四
年

八
月

二
日

撮
影

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
田

澤
村

東
田

尻
田

澤
水

利
組

合
水

路
取

入
口

杖
固

メ
ノ

堰
堤

上
ニ

於
ケ

ル
一

行
大

正
十

四
年

八
月

二
日

撮
影

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
新

潟
県

中
魚

沼
郡

田
澤

村
　

清
津

川
浴

桶
瀬

戸
大

正
1
4
年

8
月

2
日

1
9
2
5
年

8
月

2
日

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
田

澤
村

　
清

津
川

浴
桶

瀬
戸

（
上

流
ニ

向
イ

テ
）

縣
道

大
割

野
湯

澤
線

途
上

隧
道

大
正

十
五

年
度

施
工

ハ
此

ヨ
リ

下
流

　
大

正
十

四
年

八
月

二
日

撮

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
田

澤
村

　
清

津
川

浴
桶

瀬
戸

（
上

流
ニ

向
イ

テ
）

縣
道

大
割

野
湯

澤
線

途
上

隧
道

大
正

十
五

年
度

施
工

ハ
此

ヨ
リ

下
流

　
大

正
十

四
年

八
月

二
日

撮
○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
新

潟
県

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
田

澤
村

大
正

1
4
年

8
月

2
日

1
9
2
5
年

8
月

2
日

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
田

澤
村

　
東

田
尻

　
幸

原
氏

ニ
テ

　
大

正
十

四
年

八
月

二
日

撮
影

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
田

澤
村

　
東

田
尻

　
幸

原
氏

ニ
テ

　
大

正
十

四
年

八
月

二
日

撮
台

紙
に

コ
メ

ン
ト

の
み

写
真

不
明

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
新

潟
県

中
魚

沼
郡

田
澤

村
東

田
尻

大
正

1
4
年

8
月

2
日

1
9
2
5
年

8
月

2
日

新
潟

縣
中

魚
沼

郡
田

澤
村

東
田

尻
　

田
澤

水
利

組
合

水
路

取
入

口
地

滑
リ

場
所

大
正

十
五

年
施

工
予

定
地

　
大

正
十

四
年

八
月

二
日

撮
新

潟
縣

中
魚

沼
郡

田
澤

村
東

田
尻

　
田

澤
水

利
組

合
水

路
取

入
口

地
滑

リ
場

所
大

正
十

五
年

施
工

予
定

地
　

大
正

十
四

年
八

月
二

日
撮

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
新

潟
県

東
預

城
郡

松
之

山
村

大
正

1
4
年

8
月

3
日

1
9
2
5
年

8
月

3
日

新
潟

縣
東

預
城

郡
松

之
山

村
　

大
正

十
二

年
施

工
、

新
潟

縣
々

営
荒

廃
地

復
旧

工
事

地
水

路
大

正
十

四
年

八
月

三
日

撮
影

新
潟

縣
東

預
城

郡
松

之
山

村
　

大
正

十
二

年
施

工
、

新
潟

縣
々

営
荒

廃
地

復
旧

工
事

地
水

路
大

正
十

四
年

八
月

三
日

撮
影

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
新

潟
県

東
預

城
郡

松
之

山
村

温
泉

坊
臭

大
正

1
4
年

8
月

3
日

1
9
2
5
年

8
月

3
日

新
潟

縣
東

預
城

郡
松

之
山

村
温

泉
坊

臭
　

大
正

十
二

年
施

工
、

新
潟

縣
々

営
荒

廃
地

復
旧

工
事

堰
堤

大
正

十
四

年
八

月
三

日
撮

影

新
潟

縣
東

預
城

郡
松

之
山

村
温

泉
坊

臭
　

大
正

十
二

年
施

工
、

新
潟

縣
々

営
荒

廃
地

復
旧

工
事

堰
堤

大
正

十
四

年
八

月
三

日
撮

影
○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
新

潟
県

東
頚

城
郡

松
之

山
村

温
臭

坊
大

正
1
4
年

8
月

4
日

1
9
2
5
年

8
月

4
日

新
潟

縣
東

頚
城

郡
松

之
山

村
温

臭
坊

出
発

ノ
時

　
大

正
十

四
年

八
月

四
日

朝
撮

影
新

潟
縣

東
頚

城
郡

松
之

山
村

温
臭

坊
出

発
ノ

時
　

大
正

十
四

年
八

月
四

日
朝

撮
○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
大

正
1
4
年

5
月

7
日

1
9
2
5
年

5
月

7
日

大
正

十
三

年
施

行
　

縣
営

荒
廃

地
復

旧
工

事
第

二
号

石
堰

堤
大

正
十

四
年

五
月

七
日

岩
本

氏
来

植
ノ

前
撮

大
正

十
三

年
施

行
　

縣
営

荒
廃

地
復

旧
工

事
第

二
号

石
堰

堤
大

正
十

四
年

五
月

七
日

岩
本

氏
来

植
ノ

前
撮

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
大

正
1
3
年

1
2
月

1
0
日

1
9
2
4
年

1
2
月

1
0
日

故
水

管
多

郎
平

氏
ノ

偉
業

ノ
一

部
「
ま

ぶ
」
ノ

上
口

(左
）
下

口
（
右

）
大

正
十

三
年

十
二

月
十

日
故

水
管

多
郎

平
氏

ノ
偉

業
ノ

一
部

「
ま

ぶ
」
ノ

上
口

(左
）
下

口
（
右

）
大

正
十

三
年

十
二

月
十

日
○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
池

壁
尻

沢
大

正
1
4
年

5
月

2
2
日

1
9
2
5
年

5
月

2
2
日

大
正

十
三

年
施

行
　

縣
営

池
壁

尻
沢

編
柵

大
正

十
四

年
五

月
二

十
二

日
 修

繕
工

事
ニ

小
松

氏
来

植
ノ

前
大

正
十

三
年

施
行

　
縣

営
池

壁
尻

沢
編

柵
大

正
十

四
年

五
月

二
十

二
日

 修
繕

工
事

ニ
小

松
氏

来
植

ノ
前

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
大

正
1
4
年

5
月

7
日

1
9
2
5
年

5
月

7
日

大
正

十
三

年
施

行
　

縣
営

　
第

一
号

堰
堤

　
大

正
十

四
年

五
月

七
日

撮
　

岩
本

技
師

大
正

十
三

年
施

行
　

縣
営

　
第

一
号

堰
堤

　
大

正
十

四
年

五
月

七
日

撮
　

岩
本

技
○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
中

心
大

正
1
4
年

5
月

2
2
日

1
9
2
5
年

5
月

2
2
日

大
正

十
二

年
施

行
　

縣
営

　
第

三
号

堰
堤

　
大

正
十

四
年

五
月

二
十

二
日

小
松

氏
来

植
修

繕
工

事
ノ

前
大

正
十

二
年

施
行

　
縣

営
　

第
三

号
堰

堤
　

大
正

十
四

年
五

月
二

十
二

日
小

松
氏

来
植

修
繕

工
事

ノ
前

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
左

新
潟

県
西

頚
城

郡
根

知
○

地
内

　
縣

営
荒

廃
地

大
正

1
5
年

9
月

1
9
2
6
年

9
月

新
潟

縣
西

頚
城

郡
根

知
○

地
内

　
縣

営
荒

廃
地

復
旧

工
事

堰
堤

床
堀

状
況

大
正

十
五

年
九

月
撮

影
新

潟
縣

西
頚

城
郡

根
知

○
地

内
　

縣
営

荒
廃

地
復

旧
工

事
堰

堤
床

堀
状

況
大

正
十

五
年

九
月

撮
影

○

府
県

福
島

縣
、

新
潟

縣
地

方
右

上
新

潟
県

西
頚

城
郡

西
海

村
中

條
新

潟
縣

西
頚

城
郡

西
海

村
中

條
　

縣
復

旧
工

事
々

務
所

（
植

野
技

手
寄

贈
）

新
潟

縣
西

頚
城

郡
西

海
村

中
條

　
縣

復
旧

工
事

々
務

所
（
植

野
技

手
寄

贈
）

○
府

県
福

島
縣

、
新

潟
縣

地
方

右
下

記
載

な
し

　
○

府
県

中
部

及
関

西
地

方
左

長
野

県
小

諸
城

内
の

老
○

大
正

1
4
年

7
月

3
日

1
9
2
5
年

7
月

3
日

小
諸

城
内

の
老

○
　

1
4
.7

.3
撮

小
諸

城
内

の
老

○
　

1
4
.7

.3
撮

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

中
長

野
県

小
諸

城
大

正
1
4
年

7
月

3
日

1
9
2
5
年

7
月

3
日

小
諸

城
崩

壊
ヲ

望
ム

　
1
4
.7

.3
撮

小
諸

城
崩

壊
ヲ

望
ム

　
1
4
.7

.3
撮

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

右
長

野
県

木
曽

小
瀬

川
大

正
1
4
年

7
月

4
日

1
9
2
5
年

7
月

4
日

木
曽

小
瀬

川
ノ

伐
木

集
材

ノ
景

　
1
4
.7

.4
撮

木
曽

小
瀬

川
ノ

伐
木

集
材

ノ
景

　
1
4
.7

.4
撮

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

左
上

長
野

県
木

曽
小

瀬
川

大
正

1
4
年

7
月

4
日

1
9
2
5
年

7
月

4
日

木
曽

小
瀬

川
　

伐
木

集
材

ノ
景

　
十

四
年

七
月

四
日

木
曽

小
瀬

川
　

伐
木

集
材

ノ
景

　
十

四
年

七
月

四
日

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

左
下

長
野

県
木

曽
大

瀧
大

正
1
4
年

7
月

5
日

1
9
2
5
年

7
月

5
日

木
曽

大
瀧

　
瀧

旅
館

ニ
テ

十
四

年
七

月
五

日
木

曽
大

瀧
　

瀧
旅

館
ニ

テ
十

四
年

七
月

五
日

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

右
長

野
県

木
曽

氷
ヶ

瀬
橋

大
正

1
4
年

7
月

5
日

1
9
2
5
年

7
月

5
日

木
曽

氷
ヶ

瀬
橋

ニ
テ

　
大

正
1
4
年

7
月

5
日

撮
木

曽
氷

ヶ
瀬

橋
ニ

テ
　

大
正

1
4
年

7
月

5
日

撮
○

府
県

中
部

及
関

西
地

方
左

長
野

県
木

曽
氷

ヶ
瀬

橋
大

正
1
4
年

7
月

5
日

1
9
2
5
年

7
月

5
日

木
曽

氷
ヶ

瀬
橋

ニ
テ

　
大

正
1
4
年

7
月

5
日

撮
木

曽
氷

ヶ
瀬

橋
ニ

テ
　

大
正

1
4
年

7
月

5
日

撮
○

府
県

中
部

及
関

西
地

方
右

上
長

野
県

記
載

な
し

　
○

府
県

中
部

及
関

西
地

方
右

下
長

野
県

記
載

な
し

　
○

府
県

中
部

及
関

西
地

方
左

奈
良

県
吉

野
上

市
大

正
1
4
年

7
月

7
日

1
9
2
5
年

7
月

7
日

吉
野

上
市

ニ
於

ケ
ル

筏
流

路
　

大
正

1
4
年

7
月

7
日

撮
影

吉
野

上
市

ニ
於

ケ
ル

筏
流

路
　

大
正

1
4
年

7
月

7
日

撮
影

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

中
奈

良
県

吉
野

上
市

大
正

1
4
年

7
月

7
日

1
9
2
5
年

7
月

7
日

吉
野

上
市

ニ
於

ケ
ル

筏
流

路
　

大
正

1
4
年

7
月

7
日

撮
影

吉
野

上
市

ニ
於

ケ
ル

筏
流

路
　

大
正

1
4
年

7
月

7
日

撮
影

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

右
奈

良
県

吉
野

上
○

在
大

正
1
4
年

7
月

7
日

1
9
2
5
年

7
月

7
日

吉
野

上
○

在
ノ

間
伐

　
大

正
1
4
年

7
月

7
日

撮
吉

野
上

○
在

ノ
間

伐
　

大
正

1
4
年

7
月

7
日

撮
○

府
県

中
部

及
関

西
地

方
左

兵
庫

県
豊

岡
市

大
正

1
4
年

7
月

1
0
日

1
9
2
5
年

7
月

1
0
日

豊
岡

市
・
震

災
　

大
正

十
四

年
七

月
十

日
撮

豊
岡

市
・
震

災
　

大
正

十
四

年
七

月
十

日
撮

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

右
上

兵
庫

県
豊

岡
市

大
正

1
4
年

7
月

1
0
日

1
9
2
5
年

7
月

1
0
日

豊
岡

市
震

災
ニ

於
ケ

ル
防

火
樹

　
大

正
十

四
年

七
月

十
日

豊
岡

市
震

災
ニ

於
ケ

ル
防

火
樹

　
大

正
十

四
年

七
月

十
日

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

右
下

兵
庫

県
豊

岡
市

大
正

1
4
年

7
月

1
0
日

1
9
2
5
年

7
月

1
0
日

豊
岡

市
震

災
ニ

於
ケ

ル
防

火
樹

　
大

正
十

四
年

七
月

十
日

豊
岡

市
震

災
ニ

於
ケ

ル
防

火
樹

　
大

正
十

四
年

七
月

十
日

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

左
兵

庫
県

豊
岡

市
大

正
1
4
年

7
月

1
0
日

1
9
2
5
年

7
月

1
0
日

豊
岡

市
震

災
ニ

於
ケ

ル
防

火
樹

　
大

正
十

四
年

七
月

十
日

豊
岡

市
震

災
ニ

於
ケ

ル
防

火
樹

　
大

正
十

四
年

七
月

十
日

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

右
上

兵
庫

県
豊

岡
市

大
正

1
4
年

7
月

1
0
日

1
9
2
5
年

7
月

1
0
日

豊
岡

市
震

災
　

大
正

十
四

年
七

月
十

日
豊

岡
市

震
災

　
大

正
十

四
年

七
月

十
日

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

右
下

兵
庫

県
城

ノ
崎

驛
大

正
1
4
年

7
月

1
0
日

1
9
2
5
年

7
月

1
0
日

城
ノ

崎
驛

ニ
テ

　
大

正
十

四
年

七
月

十
日

城
ノ

崎
驛

ニ
テ

　
大

正
十

四
年

七
月

十
日

○

府
県

中
部

及
関

西
地

方
左

兵
庫

県
佃

馬
ノ

玄
武

洞
大

正
1
4
年

7
月

1
0
日

1
9
2
5
年

7
月

1
0
日

佃
馬

ノ
玄

武
洞

　
大

正
1
4
年

5
月

大
地

震
ニ

於
テ

一
部

崩
壊

セ
ル

状
大

正
十

四
年

七
月

十
日

撮
佃

馬
ノ

玄
武

洞
　

大
正

1
4
年

5
月

大
地

震
ニ

於
テ

一
部

崩
壊

セ
ル

状
大

正
十

四
年

七
月

十
日

撮
○

府
県

中
部

及
関

西
地

方
中

兵
庫

県
佃

馬
・
玄

武
洞

大
正

1
4
年

7
月

1
0
日

1
9
2
5
年

7
月

1
0
日

佃
馬

・
玄

武
洞

　
大

正
十

四
年

七
月

十
日

撮
佃

馬
・
玄

武
洞

　
大

正
十

四
年

七
月

十
日

撮
○

府
県

中
部

及
関

西
地

方
右

神
奈

川
県

津
久

井
村

津
久

井
村

シ
海

岸
ヨ

リ
望

ム
所

々
ニ

山
ノ

崩
壊

セ
ル

ハ
十

四
年

五
月

大
震

災
ノ

為
響

ハ
レ

シ
モ

ノ
ナ

リ
津

久
井

村
シ

海
岸

ヨ
リ

望
ム

所
々

ニ
山

ノ
崩

壊
セ

ル
ハ

十
四

年
五

月
大

震
災

ノ
為

響
ハ

レ
シ

モ
ノ

ナ
リ

○

府
県

中
部

及
関

西
地

方
左

神
奈

川
県

津
久

井
村

大
正

1
4
年

7
月

1
0
日

1
9
2
5
年

7
月

1
0
日

海
岸

ヨ
リ

津
久

井
村

を
望

ム
　

大
正

十
四

年
七

月
十

日
撮

海
岸

ヨ
リ

津
久

井
村

を
望

ム
　

大
正

十
四

年
七

月
十

日
撮

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

中
兵

庫
県

生
野

銀
山

ヲ
望

ム
大

正
1
4
年

7
月

1
1
日

1
9
2
5
年

7
月

1
1
日

兵
庫

縣
生

野
銀

山
ヲ

望
ム

　
大

正
十

四
年

七
月

十
一

日
撮

兵
庫

縣
生

野
銀

山
ヲ

望
ム

　
大

正
十

四
年

七
月

十
一

日
撮

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

右
兵

庫
県

生
野

銀
山

ヲ
望

ム
大

正
1
4
年

7
月

1
1
日

1
9
2
5
年

7
月

1
1
日

生
野

銀
山

ヲ
望

ム
　

大
正

十
四

年
七

月
十

一
日

撮
生

野
銀

山
ヲ

望
ム

　
大

正
十

四
年

七
月

十
一

日
撮

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

左
兵

庫
県

生
野

町
大

正
1
4
年

7
月

1
1
日

1
9
2
5
年

7
月

1
1
日

兵
庫

縣
生

野
町

ニ
於

テ
　

大
正

十
四

年
七

月
十

一
日

撮
兵

庫
縣

生
野

町
ニ

於
テ

　
大

正
十

四
年

七
月

十
一

日
撮

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

中
滋

賀
県

野
測

川
大

正
1
4
年

7
月

1
1
日

1
9
2
5
年

7
月

1
1
日

滋
賀

縣
野

測
川

大
正

十
三

年
一

月
十

五
日

撮
滋

賀
縣

野
測

川
大

正
十

三
年

一
月

十
五

日
撮

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

右
京

都
府

松
尾

大
正

1
3
年

1
月

1
5
日

1
9
2
4
年

1
月

1
5
日

京
都

府
松

尾
　

大
正

十
三

年
一

月
十

五
日

撮
京

都
府

松
尾

　
大

正
十

三
年

一
月

十
五

日
撮

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

左
上

京
都

府
松

尾
村

大
正

1
3
年

1
月

1
6
日

1
9
2
4
年

1
月

1
6
日

京
都

府
松

尾
村

　
大

正
十

三
年

一
月

十
六

日
京

都
府

松
尾

村
　

大
正

十
三

年
一

月
十

六
日

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

左
下

滋
賀

県
滋

賀
縣

大
正

1
1
年

1
2
月

1
9
2
2
年

1
2
月

滋
賀

縣
　

十
一

年
十

二
月

滋
賀

縣
　

十
一

年
十

二
月

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

右
滋

賀
県

滋
賀

縣
大

正
1
1
年

1
2
月

1
9
2
2
年

1
2
月

滋
賀

縣
　

十
一

年
十

二
月

滋
賀

縣
　

十
一

年
十

二
月

○
府

県
中

部
及

関
西

地
方

左
上

滋
賀

県
滋

賀
縣

大
正

1
1
年

1
2
月

1
9
2
2
年

1
2
月

滋
賀

縣
　

1
1
年

1
2
月

滋
賀

縣
　

1
1
年

1
2
月

○
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ア
ル
バ
ム
名

ペ
ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真
集

改
訂
版

掲
載

ペ
ー
ジ

国
名

都
道
府
県
名

地
名
・
渓
流
名

諸
戸
北
郎
博
士
ア
ル
バ
ム

撮
影
年
①

撮
影
年
②

写
真
コ
メ
ン
ト

写
真
コ
メ
ン
ト
2

（
写
真
裏
側
）

写
真
コ
メ
ン
ト
統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
下

滋
賀
県

滋
賀
縣

大
正
1
1
年
1
2
月

1
9
2
2
年
1
2
月

滋
賀
縣
　
1
1
年
1
2
月

滋
賀
縣
　
1
1
年
1
2
月

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
上

滋
賀
県

滋
賀
縣

大
正
1
1
年
1
2
月

1
9
2
2
年
1
2
月

滋
賀
縣
　
1
1
年
1
2
月

滋
賀
縣
　
1
1
年
1
2
月

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
下

京
都
府

宇
治

大
正
1
1
年
1
2
月

1
9
2
2
年
1
2
月

宇
治
水
道
工
事
　
1
1
年
1
2
月

宇
治
水
道
工
事
　
1
1
年
1
2
月

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
上

京
都
府

宇
治
平
等
院

大
正
1
1
年
1
2
月

1
9
2
2
年
1
2
月

宇
治
平
等
院
　
十
一
年
十
二
月

宇
治
平
等
院
　
十
一
年
十
二
月

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
下

京
都
府

青
谷
川

大
正
1
1
年
1
2
月

1
9
2
2
年
1
2
月

京
都
府
青
谷
川
　
十
一
年
十
二
月

京
都
府
青
谷
川
　
十
一
年
十
二
月

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
上

兵
庫
県

賽
塚

賽
塚
千
石
ズ
リ

賽
塚
千
石
ズ
リ

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
下

兵
庫
県

賽
塚

賽
塚
千
石
ズ
リ

賽
塚
千
石
ズ
リ

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
兵
庫
県

賽
塚

大
正
1
1
年
1
2
月

1
9
2
2
年
1
2
月

賽
塚
千
石
ズ
リ
　
十
一
年
十
二
月
撮

賽
塚
千
石
ズ
リ
　
十
一
年
十
二
月
撮

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
和
歌
山
県

和
歌
山
縣
　
瀞
峡
小
陰
洞

和
歌
山
縣
　
瀞
峡
小
陰
洞
附
近
　
田
端
氏
送
附
ノ
モ
ノ

和
歌
山
縣
　
瀞
峡
小
陰
洞
附
近
　
田
端
氏
送
附
ノ
モ
ノ

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
和
歌
山
県

和
歌
山
縣
　
瀞
峡
仙
遊
潭

和
歌
山
縣
　
瀞
峡
仙
遊
潭
　
田
端
氏
送
附
ノ
モ
ノ

和
歌
山
縣
　
瀞
峡
仙
遊
潭
　
田
端
氏
送
附
ノ
モ
ノ

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
記
載
な
し

　
○

府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
記
載
な
し

　
○

府
県

中
部
及
関
西
地
方

中
記
載
な
し

　
○

府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
記
載
な
し

　
○

府
県

中
部
及
関
西
地
方

中
心

京
都
府

旭
村

京
都
　
旭
村

京
都
　
旭
村

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
京
都
府

京
都

京
都

京
都

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
広
島
県

廣
嶋

廣
嶋

廣
嶋

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
広
島
県

廣
嶋
　
二
枚
共

廣
嶋
　
二
枚
共

廣
嶋
　
二
枚
共

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
広
島
県

廣
嶋
　
二
枚
共

廣
嶋
　
二
枚
共

廣
嶋
　
二
枚
共

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
広
島
県

廣
嶋

廣
嶋

廣
嶋

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
広
島
県

廣
嶋

廣
嶋

廣
嶋

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
愛
知
県

長
久
手
村

昭
和
2
年
1
2
月
2
0
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
0
日

(上
下
)愛
知
縣
長
久
手
村
　
昭
和
二
年
十
二
月
　
廿
日

(上
下
)愛
知
縣
長
久
手
村
　
昭
和
二
年
十
二
月
　
廿
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
愛
知
県

長
久
手
村

昭
和
2
年
1
2
月
2
0
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
0
日

(上
下
)愛
知
縣
長
久
手
村
　
昭
和
二
年
十
二
月
　
廿
日

(上
下
)愛
知
縣
長
久
手
村
　
昭
和
二
年
十
二
月
　
廿
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
愛
知
県

長
久
手
村

昭
和
2
年
1
2
月

1
9
2
7
年
1
2
月

愛
知
縣
長
久
手
村
　
　
昭
和
二
年
十
二
月

愛
知
縣
長
久
手
村
　
　
昭
和
二
年
十
二
月

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
愛
知
県

高
蔵
寺
村

昭
和
2
年
1
2
月
2
1
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
1
日

愛
知
縣
高
蔵
寺
村
　
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
一
日

愛
知
縣
高
蔵
寺
村
　
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
一
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
愛
知
県

高
蔵
寺
村

昭
和
2
年
1
2
月
2
1
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
1
日

愛
知
縣
高
蔵
寺
村
　
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
一
日

愛
知
縣
高
蔵
寺
村
　
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
一
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
岐
阜
県

鵜
沼
村

昭
和
2
年
1
2
月
2
4
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
4
日

岐
阜
縣
鵜
沼
村
　
昭
和
二
年
十
二
月
廿
四
日

岐
阜
縣
鵜
沼
村
　
昭
和
二
年
十
二
月
廿
四
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
岐
阜
県

下
多
度
村

昭
和
2
年
1
2
月
2
5
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
5
日

岐
阜
縣
下
多
度
村
（
上
下
）
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

岐
阜
縣
下
多
度
村
（
上
下
）
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
岐
阜
県

下
多
度
村

昭
和
2
年
1
2
月
2
5
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
5
日

岐
阜
縣
下
多
度
村
（
上
下
）
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

岐
阜
縣
下
多
度
村
（
上
下
）
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
岐
阜
県

赤
坂
駅

昭
和
2
年
1
2
月
2
5
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
5
日

岐
阜
縣
赤
坂
駅
　
昭
和
二
年
十
二
月
廿
五
日

岐
阜
縣
赤
坂
駅
　
昭
和
二
年
十
二
月
廿
五
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
滋
賀
県

瀨
田
唐
橋

昭
和
2
年
1
2
月
2
6
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
6
日

滋
賀
縣
瀨
田
唐
橋
　
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
六
日

滋
賀
縣
瀨
田
唐
橋
　
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
六
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
京
都
府

旭
村

昭
和
2
年
1
2
月
2
7
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
7
日

京
都
府
旭
村
　
昭
和
三
年
十
二
月
廿
七
日

京
都
府
旭
村
　
昭
和
三
年
十
二
月
廿
七
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
京
都
府

旭
村

昭
和
2
年
1
2
月
2
7
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
7
日

京
都
府
旭
村
役
場
　
昭
和
二
年
十
二
月
廿
七
京
都
附

京
都
府
旭
村
役
場
　
昭
和
二
年
十
二
月
廿
七
京
都
附

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
京
都
府

千
歳
村

昭
和
2
年
1
2
月

1
9
2
7
年
1
2
月

京
都
府
千
歳
村
役
場
　
昭
和
二
年
十
二
月

京
都
府
千
歳
村
役
場
　
昭
和
二
年
十
二
月

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
京
都
府

旭
村

昭
和
2
年
1
2
月
2
7
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
7
日

京
都
府
旭
村
　
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
七
日

京
都
府
旭
村
　
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
七
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
上

愛
知
県

高
蔵
寺

昭
和
2
年
1
2
月
2
1
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
1
日

愛
知
縣
高
蔵
寺
砂
防
　
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
一
日

愛
知
縣
高
蔵
寺
砂
防
　
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
一
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

左
下

岐
阜
県

養
老
（
下
多
度
村
）

昭
和
2
年
1
2
月
2
5
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
5
日

養
老
（
下
多
度
村
）
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

養
老
（
下
多
度
村
）
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
上

滋
賀
県

石
山
　
南
郷
ピ
ー
ヤ

昭
和
2
年
1
2
月
2
6
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
6
日

滋
賀
縣
石
山
　
南
郷
ピ
ー
ヤ
　
二
年
十
二
月
二
十
六
日

滋
賀
縣
石
山
　
南
郷
ピ
ー
ヤ
　
二
年
十
二
月
二
十
六
日

○
府
県

中
部
及
関
西
地
方

右
下

岐
阜
県

養
老
（
下
多
度
村
）

昭
和
2
年
1
2
月
2
5
日

1
9
2
7
年
1
2
月
2
5
日

養
老
（
下
多
度
村
）
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

養
老
（
下
多
度
村
）
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

○
府
県

関
西
地
方

上
京
都
府

○
○
村
　
美
和

大
正
1
0
年
1
2
月
2
3
日

1
9
2
1
年
1
2
月
2
3
日

記
載
な
し

○
○
村
　
美
和
　
大
正
十
年
十
二
月
二
十
三
日

　
　
○
○
村
　
美
和
　
大
正
十
年
十
二
月
二
十
三
日

○
府
県

関
西
地
方

下
京
都
府

京
都
府
　
南
○
郡
　
吉
○
村

大
正
1
0
年
1
2
月
1
4
日

1
9
2
1
年
1
2
月
1
4
日

記
載
な
し

京
都
府
　
南
○
郡
　
吉
○
村
荒
廃
地
復
旧
　
大
正
十
年
十
二
月
二
十
四
号

　
　
京
都
府
　
南
○
郡
　
吉
○
村
荒
廃
地
復
旧
　
大
正
十
年
十
二
月
二
十
四
号

○
府
県

関
西
地
方

上
兵
庫
県

有
馬

大
正
1
0
年
1
2
月
2
6
日

1
9
2
1
年
1
2
月
2
6
日

記
載
な
し

有
馬
　
大
正
十
年
十
二
月
二
十
六
日

　
　
有
馬
　
大
正
十
年
十
二
月
二
十
六
日

○
府
県

関
西
地
方

下
兵
庫
県

有
馬

大
正
1
0
年
1
2
月
2
6
日

1
9
2
1
年
1
2
月
2
6
日

記
載
な
し

有
馬
　
大
正
十
年
十
二
月
二
十
六
日

　
　
有
馬
　
大
正
十
年
十
二
月
二
十
六
日

○
府
県

関
西
地
方

上
兵
庫
県

○
○
村

大
正
1
0
年
1
2
月

1
9
2
1
年
1
2
月
2
6
日

記
載
な
し

○
○
村
　
千
石
ズ
リ
　
大
正
十
年
十
二
月

　
　
○
○
村
　
千
石
ズ
リ
　
大
正
十
年
十
二
月

○
府
県

関
西
地
方

下
京
都
府

宇
治

大
正
1
1
年
1
2
月

1
9
2
2
年
1
2
月

記
載
な
し

宇
治
水
電
ニ
テ
　
大
正
十
一
年
十
二
月

　
　
宇
治
水
電
ニ
テ
　
大
正
十
一
年
十
二
月

○
府
県

関
西
地
方

上
滋
賀
県

滋
賀
村

大
正
1
1
年
1
2
月

1
9
2
2
年
1
2
月

記
載
な
し

滋
賀
村
　
大
正
十
一
年
十
二
月

　
　
滋
賀
村
　
大
正
十
一
年
十
二
月

○
府
県

関
西
地
方

下
兵
庫
県

宝
塚

大
正
1
1
年
1
2
月

1
9
2
2
年
1
2
月

記
載
な
し

宝
塚
　
千
石
ズ
リ
　
大
正
十
一
年
十
二
月

　
　
宝
塚
　
千
石
ズ
リ
　
大
正
十
一
年
十
二
月

○
府
県

関
西
地
方

上
京
都
府

宇
治

大
正
1
1
年
1
2
月
2
2
日

1
9
2
2
年
1
2
月
2
2
日

記
載
な
し

宇
治
水
電
ニ
テ
　
大
正
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日

　
　
宇
治
水
電
ニ
テ
　
大
正
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日

○
府
県

関
西
地
方

下
兵
庫
県

甲
陽
公
園

大
正
1
0
年
1
2
月
2
5
日

1
9
2
1
年
1
2
月
2
5
日

記
載
な
し

甲
陽
公
園
　
大
正
十
年
十
二
月
二
十
五
日

　
　
甲
陽
公
園
　
大
正
十
年
十
二
月
二
十
五
日

○
府
県

関
西
地
方

上
滋
賀
県

岩
北
村
　
野
州
川

大
正
1
0
年
1
2
月
2
3
日

1
9
2
1
年
1
2
月
2
3
日

記
載
な
し

岩
北
村
　
野
州
川
　
井
上
君
　
共
村
君
　
大
正
十
年
十
二
月
二
十
三
日

　
　
岩
北
村
　
野
州
川
　
井
上
君
　
共
村
君
　
大
正
十
年
十
二
月
二
十
三
日

○
府
県

関
西
地
方

下
兵
庫
県

甲
陽
土
地
様
式
会
社
　
西
宅

大
正
9
年
7
月
4
日

1
9
2
0
年
7
月
4
日

記
載
な
し

甲
陽
土
地
様
式
会
社
　
西
宅
　
大
正
九
年
七
月
四
日

　
　
甲
陽
土
地
様
式
会
社
　
西
宅
　
大
正
九
年
七
月
四
日

○
府
県

関
西
地
方

上
兵
庫
県

甲
陽
園

大
正
1
3
年
1
1
月
1
3
日

1
9
2
4
年
1
1
月
1
3
日

記
載
な
し

甲
陽
園
　
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
三
日

　
　
甲
陽
園
　
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
三
日

○
府
県

関
西
地
方

下
兵
庫
県

○
○
村
　
甲
陽
園

大
正
1
3
年
1
1
月
1
3
日

1
9
2
4
年
1
1
月
1
3
日

記
載
な
し

○
○
村
　
甲
陽
園
　
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
三
日

　
　
○
○
村
　
甲
陽
園
　
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
三
日

○
府
県

関
西
地
方

上
静
岡
県

大
井
町

大
正
1
3
年
1
1
月
8
日

1
9
2
4
年
1
1
月
8
日

大
井
町
大
堰
堤
　
1
3
.1
1
.8

大
井
町
　
第
四
号
堰
堤
　
大
正
十
三
年
十
一
月
八
日

大
井
町
大
堰
堤
　
1
3
.1
1
.8
　
大
井
町
　
第
四
号
堰
堤
　
大
正
十
三
年
十
一
月
八
日

○

府
県

関
西
地
方

下
滋
賀
県

甲
賀
郡
南
杣
村

大
正
1
3
年
1
1
月
1
0
日

1
9
2
4
年
1
1
月
1
0
日

庚
申
堂
　
滋
賀
縣
甲
賀
郡
南
杣
村
　
真
鍮
ノ
神
社
　
1
3
.1
1
.1
0

廣
申
堂
　
滋
賀
村
甲
賀
郡
　
南
沙
村
　
楽
鍮
ノ
神
社
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
日

庚
申
堂
　
滋
賀
縣
甲
賀
郡
南
杣
村
　
真
鍮
ノ
神
社
　
1
3
.1
1
.1
0
　
廣
申
堂
　
滋
賀
村

甲
賀
郡
　
南
沙
村
　
楽
鍮
ノ
神
社
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
日

○

府
県

関
西
地
方

上
京
都
府

旭
村

大
正
1
3
年
1
1
月
1
1
日

1
9
2
4
年
1
1
月
1
1
日

京
都
府
旭
村
　
1
3
.1
1
.1
1

京
都
府
旭
村
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
一
日

京
都
府
旭
村
　
1
3
.1
1
.1
1
　
京
都
府
旭
村
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
一
日

○
府
県

関
西
地
方

下
京
都
府

千
歳
村

大
正
1
3
年
1
1
月
1
1
日

1
9
2
4
年
1
1
月
1
1
日

京
都
府
千
歳
村
　
1
3
.1
1
.1
1

京
都
府
千
歳
村
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
一
日

京
都
府
千
歳
村
　
1
3
.1
1
.1
1
　
京
都
府
千
歳
村
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
一
日

○

府
県

関
西
地
方

上
京
都
府

旭
村

大
正
1
3
年
1
1
月
1
1
日

1
9
2
4
年
1
1
月
1
1
日

京
都
府
旭
村
　
租
染
伏
工
　
1
3
.1
1
.1
1

京
都
府
旭
村
○
○
伏
工
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
一
日

京
都
府
旭
村
　
租
染
伏
工
　
1
3
.1
1
.1
1
　
京
都
府
旭
村
○
○
伏
工
　
大
正
十
三
年

十
一
月
十
一
日

○

府
県

関
西
地
方

下
兵
庫
県

兵
庫
縣

大
正
1
3
年
1
1
月
1
2
日

1
9
2
4
年
1
1
月
1
2
日

兵
庫
縣
千
石
ズ
リ
　
1
3
.1
1
.1
2

呉
庫
村
　
千
石
ズ
リ
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
二
日

兵
庫
縣
千
石
ズ
リ
　
1
3
.1
1
.1
2
　
呉
庫
村
　
千
石
ズ
リ
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
二

○

府
県

関
西
地
方

上
兵
庫
県

兵
庫
縣

大
正
1
3
年
1
1
月
1
2
日

1
9
2
4
年
1
1
月
1
2
日

兵
庫
縣
千
石
ズ
リ
破
壊
堰
堤
　
1
3
.1
1
.1
2

破
壊
堰
堤
　
呉
庫
村
　
千
石
ズ
リ
　
大
正
十
三
年
十
一
月
十
二
日

兵
庫
縣
千
石
ズ
リ
破
壊
堰
堤
　
1
3
.1
1
.1
2
　
破
壊
堰
堤
　
呉
庫
村
　
千
石
ズ
リ
　
大

正
十
三
年
十
一
月
十
二
日

○

府
県

関
西
地
方

下
滋
賀
県

下
田
上
村

大
正
1
4
年
1
1
月
2
5
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
5
日

滋
賀
縣
下
田
上
村
　
大
正
1
4
年
1
1
月
2
5
日
撮

滋
賀
村
下
田
上
村
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日

滋
賀
縣
下
田
上
村
　
大
正
1
4
年
1
1
月
2
5
日
撮
　
滋
賀
村
下
田
上
村
　
大
正
十
四
年

十
一
月
二
十
五
日

○

府
県

関
西
地
方

上
滋
賀
県

下
田
上
村
龍
ノ
口

大
正
1
4
年
1
1
月
2
5
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
5
日

滋
賀
縣
下
田
上
村
龍
ノ
口
　
大
正
1
4
年
1
1
月
2
5
日
撮

滋
賀
村
下
田
上
村
　
龍
ノ
口
　
大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

滋
賀
縣
下
田
上
村
龍
ノ
口
　
大
正
1
4
年
1
1
月
2
5
日
撮
　
滋
賀
村
下
田
上
村
　
龍
ノ

口
　
大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

○

府
県

関
西
地
方

下
京
都
府

千
歳
村

大
正
1
4
年
1
1
月
2
6
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
6
日

京
都
府
千
歳
村
　
大
正
1
4
年
1
1
月
2
6
日
撮

京
都
府
千
歳
村
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
六
日

京
都
府
千
歳
村
　
大
正
1
4
年
1
1
月
2
6
日
撮
　
京
都
府
千
歳
村
　
大
正
十
四
年
十
一

月
二
十
六
日

○

府
県

関
西
地
方

上
京
都
府

千
歳
村
紋
場

大
正
1
4
年
1
1
月
2
6
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
6
日

京
都
府
千
歳
村
紋
場
　
大
正
1
4
年
1
1
月
2
6
日
撮
影

京
都
府
千
歳
村
役
場
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
六
日

京
都
府
千
歳
村
紋
場
　
大
正
1
4
年
1
1
月
2
6
日
撮
影
　
京
都
府
千
歳
村
役
場
　
大
正

十
四
年
十
一
月
二
十
六
日

○

府
県

関
西
地
方

下
京
都
府

千
歳
村
七
谷
川

大
正
1
4
年
1
1
月
2
6
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
6
日

京
都
府
千
歳
村
七
谷
川
　
大
正
1
4
年
1
1
月
2
6
日
撮
影

京
都
府
千
歳
村
七
谷
川
　
大
正
十
四
年
十
一
月
三
十
六
日

京
都
府
千
歳
村
七
谷
川
　
大
正
1
4
年
1
1
月
2
6
日
撮
影
　
京
都
府
千
歳
村
七
谷
川

大
正
十
四
年
十
一
月
三
十
六
日

○

府
県

関
西
地
方

上
兵
庫
県

賽
塚

大
正
1
4
年
1
1
月
2
7
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
7
日

兵
庫
縣
賽
塚
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
撮

宝
塚
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日

兵
庫
縣
賽
塚
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
撮
　
宝
塚
　
大
正
十
四
年
十
一
月

二
十
七
日

○

府
県

関
西
地
方

下
兵
庫
県

賽
塚

大
正
1
4
年
1
1
月
2
3
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
3
日

兵
庫
縣
賽
塚
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
撮

宝
塚
　
大
正
十
四
年
十
一
月

兵
庫
縣
賽
塚
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
撮
　
宝
塚
　
大
正
十
四
年
十
一
月

○

府
県

関
西
地
方

上
兵
庫
県

賽
塚

大
正
1
4
年
1
1
月
2
7
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
7
日

兵
庫
縣
賽
塚
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
撮

呉
庫
村
　
宝
塚
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日

兵
庫
縣
賽
塚
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
撮
　
呉
庫
村
　
宝
塚
　
大
正
十
四

年
十
一
月
二
十
七
日

○

府
県

関
西
地
方

下
京
都
府

旭
村

大
正
1
4
年
1
1
月
2
7
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
7
日

京
都
府
旭
村
　
大
正
十
四
年
十
一
月
廿
六
日
撮

京
都
府
旭
村
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
六
日

京
都
府
旭
村
　
大
正
十
四
年
十
一
月
廿
六
日
撮
　
京
都
府
旭
村
　
大
正
十
四
年
十

一
月
二
十
六
日

○

府
県

関
西
地
方

上
京
都
府

千
歳
村

大
正
1
4
年
1
1
月
2
6
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
6
日

京
都
府
千
歳
村
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
六
日
撮

京
都
府
　
千
歳
村
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
六
日

京
都
府
千
歳
村
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
六
日
撮
　
京
都
府
　
千
歳
村
　
大
正
十

五
年
十
二
月
十
六
日

○

府
県

関
西
地
方

下
岐
阜
県

養
老

大
正
1
4
年
1
1
月
2
8
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
8
日

岐
阜
縣
養
老
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
八
日
撮

岐
阜
養
老
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
八
日

岐
阜
縣
養
老
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
八
日
撮
　
岐
阜
養
老
　
大
正
十
五
年
十
二

月
十
八
日

○

府
県

関
西
地
方

上
岐
阜
県

養
老

大
正
1
4
年
1
1
月
2
8
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
8
日

岐
阜
縣
養
老
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
八
日
撮

岐
阜
養
老
　
十
二
月
十
八
日

岐
阜
縣
養
老
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
八
日
撮
　
岐
阜
養
老
　
十
二
月
十
八
日

○
府
県

関
西
地
方

下
岐
阜
県

養
老

大
正
1
4
年
1
1
月
2
8
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
8
日

岐
阜
縣
養
老
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
八
日
撮

岐
阜
養
老
　
十
二
月
十
八
日

岐
阜
縣
養
老
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
八
日
撮
　
岐
阜
養
老
　
十
二
月
十
八
日

○
府
県

関
西
地
方

上
岐
阜
県

養
老

大
正
1
4
年
1
1
月
2
8
日

1
9
2
5
年
1
1
月
2
8
日

岐
阜
縣
養
老
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
八
日
撮

岐
阜
養
老
　
十
二
月
十
八
日

岐
阜
縣
養
老
　
大
正
十
五
年
十
二
月
十
八
日
撮
　
岐
阜
養
老
　
十
二
月
十
八
日

○
府
県

関
西
地
方

左
村
山
貯
水
池

大
正
1
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
3
年
3
月
2
1
日

記
載
な
し

村
山
貯
水
池
二
○
中
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日
○
○
二
年
生
○
○
○

　
　
村
山
貯
水
池
二
○
中
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日
○
○
二
年
生
○
○
○

○
府
県

関
西
地
方

右
村
山
貯
水
池

大
正
1
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
3
年
3
月
2
1
日

記
載
な
し

村
山
貯
水
池
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

　
　
村
山
貯
水
池
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

○
府
県

関
西
地
方

上
村
山
貯
水
池

大
正
1
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
3
年
3
月
2
1
日

記
載
な
し

村
山
貯
水
池
　
二
○
中
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

　
　
村
山
貯
水
池
　
二
○
中
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

○
府
県

関
西
地
方

下
村
山
貯
水
池

大
正
1
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
3
年
3
月
2
1
日

記
載
な
し

村
山
貯
水
池
　
二
○
中
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

　
　
村
山
貯
水
池
　
二
○
中
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

○
府
県

関
西
地
方

上
○
村

大
正
1
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
3
年
3
月
2
1
日

記
載
な
し

ゐ
村
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

　
　
ゐ
村
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

○
府
県

関
西
地
方

下
○
村

大
正
1
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
3
年
3
月
2
1
日

記
載
な
し

ゐ
村
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

　
　
ゐ
村
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

○
府
県

関
西
地
方

上
○
村

大
正
1
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
3
年
3
月
2
1
日

記
載
な
し

ゐ
村
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

　
　
ゐ
村
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

○
府
県

関
西
地
方

下
○
村

大
正
1
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
3
年
3
月
2
1
日

記
載
な
し

ゐ
村
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

　
　
ゐ
村
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
一
日

○
府
県

関
西
地
方

上
寺
地

大
正
1
2
年
3
月
2
0
日

1
9
2
3
年
3
月
2
0
日

記
載
な
し

寺
地
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
日

　
　
寺
地
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
日

○
府
県

関
西
地
方

下
寺
地

大
正
1
2
年
3
月
2
0
日

1
9
2
3
年
3
月
2
0
日

記
載
な
し

寺
地
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
日

　
　
寺
地
　
大
正
十
二
年
三
月
二
十
日

○
府
県

関
西
地
方

上
甲
○
　
○
嶽

大
正
1
0
年
3
月
2
0
日

1
9
2
1
年
3
月
2
0
日

記
載
な
し

甲
府
　
○
嶽
　
大
正
十
年
二
月
二
十
日

　
　
甲
府
　
○
嶽
　
大
正
十
年
二
月
二
十
日

○
府
県

関
西
地
方

下
甲
○
　
○
嶽

大
正
1
0
年
3
月
2
0
日

1
9
2
1
年
3
月
2
0
日

記
載
な
し

甲
府
　
○
嶽
　
大
正
十
年
二
月
二
十
日

　
　
甲
府
　
○
嶽
　
大
正
十
年
二
月
二
十
日

○
府
県

関
西
地
方

上
甲
○
　
○
川

大
正
1
1
年
3
月
2
0
日

1
9
2
2
年
3
月
2
0
日

記
載
な
し

甲
府
　
○
川
　
大
正
十
一
年
二
月
二
十
日

　
　
甲
府
　
○
川
　
大
正
十
一
年
二
月
二
十
日

○

府
県

関
西
地
方

下
匍
匐
岩
村
　
岐
阜
村

甲
府
○
岳
荒
川

大
正
1
0
年
6
月
2
0
日

1
9
2
1
年
6
月
2
0
日

記
載
な
し

匍
匐
岩
村
　
岐
阜
村
平
光
○
君
次
か
青
○
の
中
野
　
栃
木
ノ
○
井
君

大
正
十
年
六
月
二
十
日
　
甲
府
○
岳
荒
川

　
　
匍
匐
岩
村
　
岐
阜
村
平
光
○
君
次
か
青
○
の
中
野
　
栃
木
ノ
○
井
君

大
正
十
年
六
月
二
十
日
　
甲
府
○
岳
荒
川

○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

上
島
根
県

記
載
な
し

　
○

1
0



ア
ル
バ
ム
名

ペ
ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真
集

改
訂
版

掲
載

ペ
ー
ジ

国
名

都
道
府
県
名

地
名
・
渓
流
名

諸
戸
北
郎
博
士
ア
ル
バ
ム

撮
影
年
①

撮
影
年
②

写
真
コ
メ
ン
ト

写
真
コ
メ
ン
ト
2

（
写
真
裏
側
）

写
真
コ
メ
ン
ト
統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

下
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

上
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

下
左

島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

下
右

島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

上
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

下
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

上
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

下
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

上
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

下
左

島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

下
右

島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

上
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

下
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

上
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

下
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

上
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

下
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

上
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

下
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

上
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

不
明
（
表
紙
等
に
記
載
な
し
）

下
島
根
県

記
載
な
し

　
○

府
県

九
州
地
方

左
上

宮
崎
県

挿
穂

挿
穂
　
第
二
号
　
宮
崎
縣

挿
穂
　
第
二
号
　
宮
崎
縣

○
府
県

九
州
地
方

左
下

宮
崎
県

實
生

實
生
　
第
三
号
　
宮
崎
縣

實
生
　
第
三
号
　
宮
崎
縣

○
府
県

九
州
地
方

右
上

宮
崎
県

實
生

實
生
　
第
四
号
　
宮
崎
縣

實
生
　
第
四
号
　
宮
崎
縣

○

府
県

九
州
地
方

中
心

香
川
県

大
川
郡
相
生
村
ニ

大
正
1
4
年
度

1
9
2
5
年
度

香
川
県
　
大
川
郡
相
生
村
ニ
於
ケ
ル
荒
廃
地
用
縣
直
営
苗
團

苗
團
地
々
質
和
泉
砂
岩
ノ
細
粉
質

大
正
十
四
年
度

香
川
県
　
大
川
郡
相
生
村
ニ
於
ケ
ル
荒
廃
地
用
縣
直
営
苗
團

苗
團
地
々
質
和
泉
砂
岩
ノ
細
粉
質

大
正
十
四
年
度

○

府
県

九
州
地
方

中
心

香
川
県

三
富
郡
上
高
瀬
村

大
字
上
高
瀬
字
東
原

大
正
1
4
年
7
月

1
9
2
5
年
7
月

大
正
九
年
度
縣
管
工
事
上
高
瀬
村

所
在
地
　
三
富
郡
　
上
高
瀬
村
大
字
上
高
瀬
字
東
原
五
三
八
八
番
地
ノ
一
三

流
域
　
　
高
瀬
川

新
種
　
　
大
正
十
年
三
月
（
榿
黒
松
交
互
植
栽
ニ
於
ケ
ル
榿
失
敗
ノ
状
況
）

撮
影
　
　
大
正
十
四
年
七
月
（
大
正
十
一
年
三
月
光
生
野
撮
影
ノ
場
所
）

大
正
九
年
度
縣
管
工
事
上
高
瀬
村

所
在
地
　
三
富
郡
　
上
高
瀬
村
大
字
上
高
瀬
字
東
原
五
三
八
八
番
地
ノ
一
三

流
域
　
　
高
瀬
川

新
種
　
　
大
正
十
年
三
月
（
榿
黒
松
交
互
植
栽
ニ
於
ケ
ル
榿
失
敗
ノ
状
況
）

撮
影
　
　
大
正
十
四
年
七
月
（
大
正
十
一
年
三
月
光
生
野
撮
影
ノ
場
所
）

○

府
県

九
州
地
方

中
心

香
川
県

三
豊
郡
此
地
二
村
大
字
此
地
字

中
芝

施
工
面
積
及
工
費
壱
四
八
。
全
九
百
九
拾
三
円
（
純
縣
費
工
事
）
。

施
業
地
ハ
三
豊
郡
此
地
二
村
大
字
此
地
字
中
芝
。
施
業
年
度
ハ
大
正
十
四
年
十
月
。

崩
壊
年
度
ハ
大
正
七
年
九
月
の
水
害
に
依
る
。
原
因
は
造
林
（
朶
地
）
の
地
辷
リ
。

地
質
ハ
凝
灰
岩
ト
其
上
ハ
第
三
系
ノ
礫
層
。

工
種
ハ
岩
盤
ニ
七
段
ノ
石
積
工
ヲ
施
工
シ
其
ノ
上
方
ノ

十
九
段
ノ
藪
生
粗
朶
谷
口
田
○
楽
工
ヲ
行
フ
。

施
工
面
積
及
工
費
壱
四
八
。
全
九
百
九
拾
三
円
（
純
縣
費
工
事
）
。

施
業
地
ハ
三
豊
郡
此
地
二
村
大
字
此
地
字
中
芝
。
施
業
年
度
ハ
大
正
十
四
年
十

月
。
崩
壊
年
度
ハ
大
正
七
年
九
月
の
水
害
に
依
る
。
原
因
は
造
林
（
朶
地
）
の
地

辷
リ
。

地
質
ハ
凝
灰
岩
ト
其
上
ハ
第
三
系
ノ
礫
層
。

工
種
ハ
岩
盤
ニ
七
段
ノ
石
積
工
ヲ
施
工
シ
其
ノ
上
方
ノ

○

府
県

九
州
地
方

中
心

香
川
県

三
豊
郡
　
票
井
村
字
坂
瀬

作
田
川
流
域
　
施
工
年
度
　
大
正
十
四
年
度
縣
直
管
施
業
地

三
豊
郡
　
票
井
村
字
坂
瀬
4
6
5
0
　
4
6
5
6

第
二
号
帍
石
　
工
種
　
抱
石
混
凝
土
（
野
面
石
積
）

作
田
川
流
域
　
施
工
年
度
　
大
正
十
四
年
度
縣
直
管
施
業
地

三
豊
郡
　
票
井
村
字
坂
瀬
4
6
5
0
　
4
6
5
6

第
二
号
帍
石
　
工
種
　
抱
石
混
凝
土
（
野
面
石
積
）

○

府
県

九
州
地
方

中
心

香
川
県

仲
多
度
郡
吉
野
村
字
宇
戸
山

第
二
号
帍
　
所
在
地
　
仲
多
度
郡
吉
野
村
字
宇
戸
山
3
9
5
6
番
地

土
地
所
有
者
　
全
郡
満
濃
池
普
通
水
利
組
合

撮
影
　
大
正
十
四
年
七
月

流
域
　
金
倉
川

第
二
号
帍
　
所
在
地
　
仲
多
度
郡
吉
野
村
字
宇
戸
山
3
9
5
6
番
地

土
地
所
有
者
　
全
郡
満
濃
池
普
通
水
利
組
合

撮
影
　
大
正
十
四
年
七
月

流
域
　
金
倉
川

○

府
県

九
州
地
方

中
心

香
川
県

大
川
郡
鴨
部
村
郷
社
鴨
部

大
正
1
4
年
8
月

1
9
2
5
年
8
月

地
盤
保
護
工
事
成
積
（
純
縣
費
工
事
）

大
川
郡
鴨
部
村
郷
社
鴨
部
神
社

葭
生
粗
○
谷
苗
毛
虫
包
柴
工
萌
目
ノ
状
況

対
象
十
四
年
八
月
撮
影

地
盤
保
護
工
事
成
積
（
純
縣
費
工
事
）

大
川
郡
鴨
部
村
郷
社
鴨
部
神
社

葭
生
粗
○
谷
苗
毛
虫
包
柴
工
萌
目
ノ
状
況

対
象
十
四
年
八
月
撮
影

○

府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

宮
ノ
下

昭
和
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
7
年
3
月
2
1
日

宮
ノ
下
ヨ
リ
足
柄
山
ヲ
見
ル
（
昭
和
二
年
三
月
二
十
一
日
）

宮
ノ
下
ヨ
リ
足
柄
山
ヲ
見
ル
（
昭
和
二
年
三
月
二
十
一
日
）

○
府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

金
時
山

昭
和
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
7
年
3
月
2
1
日

金
時
山
　
三
月
ノ
十
一
日

金
時
山
　
三
月
ノ
十
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

大
浦
谷

昭
和
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
7
年
3
月
2
1
日

大
浦
谷
　
昭
和
二
年
三
月
二
十
一
日

大
浦
谷
　
昭
和
二
年
三
月
二
十
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

大
浦
谷

昭
和
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
7
年
3
月
2
1
日

大
浦
谷
　
昭
和
二
年
三
月
廿
一
日

大
浦
谷
　
昭
和
二
年
三
月
廿
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

尼
酒
屋

昭
和
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
7
年
3
月
2
1
日

尼
酒
屋
　
三
月
二
十
一
日

尼
酒
屋
　
三
月
二
十
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

箱
根
須
雲
川

昭
和
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
7
年
3
月
2
1
日

箱
根
須
雲
川
　
三
月
二
十
一
日

箱
根
須
雲
川
　
三
月
二
十
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

須
雲
川
花
ノ
木
沢

昭
和
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
7
年
3
月
2
1
日

須
雲
川
花
ノ
木
沢
　
2
．
2
．
2
1

須
雲
川
花
ノ
木
沢
　
2
．
2
．
2
1

○
府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

須
雲
川
花
ノ
木
沢

昭
和
2
年
3
月
2
1
日

1
9
2
7
年
3
月
2
1
日

須
雲
川
花
ノ
木
沢
　
昭
和
二
年
三
月
廿
一
日

須
雲
川
花
ノ
木
沢
　
昭
和
二
年
三
月
廿
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

吉
濱
村

昭
和
2
年
3
月
2
2
日

1
9
2
7
年
3
月
2
2
日

吉
濱
村
　
昭
和
二
年
三
月
廿
二
日

吉
濱
村
　
昭
和
二
年
三
月
廿
二
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

吉
濱
村

昭
和
2
年
3
月
2
2
日

1
9
2
7
年
3
月
2
2
日

吉
濱
村
　
昭
和
二
年
三
月
廿
二
日

吉
濱
村
　
昭
和
二
年
三
月
廿
二
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

吉
濱
村

吉
濱
村

吉
濱
村

○
府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

吉
濱
細
澤

昭
和
2
年
3
月
2
2
日

1
9
2
7
年
3
月
2
2
日

吉
濱
細
澤
工
場
　
昭
和
二
年
二
月
廿
二
日

吉
濱
細
澤
工
場
　
昭
和
二
年
二
月
廿
二
日

○

府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

強
羅
富
士
台
ヨ
リ
足
柄
山
ヲ
見
ル

昭
和
二
年
二
月
廿
二
日

昭
和
2
年
3
月
2
2
日

1
9
2
7
年
3
月
2
2
日

強
羅
富
士
台
ヨ
リ
足
柄
山
ヲ
見
ル
　
昭
和
二
年
二
月
廿
二
日

強
羅
富
士
台
ヨ
リ
足
柄
山
ヲ
見
ル
　
昭
和
二
年
二
月
廿
二
日

○

府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

強
羅
富
士
台

昭
和
2
年
3
月
2
2
日

1
9
2
7
年
3
月
2
2
日

強
羅
富
士
台
ヨ
リ
道
了
山
雲
景
　
昭
和
二
年
二
月
廿
二
日

強
羅
富
士
台
ヨ
リ
道
了
山
雲
景
　
昭
和
二
年
二
月
廿
二
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

大
湧
台

昭
和
2
年
3
月
2
2
日

1
9
2
7
年
3
月
2
2
日

大
湧
台
ヨ
リ
母
老
子
道
雲
　
昭
和
二
年
二
月
廿
二
日

大
湧
台
ヨ
リ
母
老
子
道
雲
　
昭
和
二
年
二
月
廿
二
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

大
湧
谷

昭
和
2
年

1
9
2
7
年

大
湧
谷
ヨ
リ
湖
水
へ
下
ル
道
ノ
付
近
　
昭
和
二

大
湧
谷
ヨ
リ
湖
水
へ
下
ル
道
ノ
付
近
　
昭
和
二

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

大
湧
谷

大
湧
谷
ヨ
リ
左
岸
ノ
山

大
湧
谷
ヨ
リ
左
岸
ノ
山

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

議
事
堂

議
事
堂

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

大
湧
谷
ノ
峠

大
湧
谷
ノ
峠
ヨ
リ
富
士

大
湧
谷
ノ
峠
ヨ
リ
富
士

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

湯
般

湯
般
内
務
省
堰
堤

湯
般
内
務
省
堰
堤

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

上
強
羅

上
強
羅
ヨ
リ
對
岸

上
強
羅
ヨ
リ
對
岸

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

上
強
羅

上
強
羅
ヨ
リ
對
岸

上
強
羅
ヨ
リ
對
岸

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

宮
ノ
下
對
岸

宮
ノ
下
對
岸

宮
ノ
下
對
岸

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

宮
ノ
下
對
岸

宮
ノ
下
對
岸

宮
ノ
下
對
岸

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

堂
ヶ
島

堂
ヶ
島
大
和
館
ヨ
リ
下
流
及
對
岸

堂
ヶ
島
大
和
館
ヨ
リ
下
流
及
對
岸

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

湯
元
花
ノ
木

湯
元
花
ノ
木
ノ
堰
堤

湯
元
花
ノ
木
ノ
堰
堤

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

吉
濱
ノ

吉
濱
ノ

吉
濱
ノ

○
府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

右
上

三
重
県

諸
戸

昭
和
5
年
5
月
2
2
日

1
9
3
0
年
5
月
2
2
日

諸
戸
山
林
内
縣
営
砂
防
工
事
（
山
腹
工
）
破
損
個
所
　
昭
和
五
年
五
月
二
十
二
日
撮

諸
戸
山
林
内
縣
営
砂
防
工
事
（
山
腹
工
）
破
損
個
所
　
昭
和
五
年
五
月
二
十
二
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

三
重
県

諸
戸

昭
和
5
年
5
月
2
2
日

1
9
3
0
年
5
月
2
2
日

諸
戸
山
林
内
縣
営
砂
防
工
事
（
山
腹
工
）
破
損
個
所
　
五
月
二
十
二
日

諸
戸
山
林
内
縣
営
砂
防
工
事
（
山
腹
工
）
破
損
個
所
　
五
月
二
十
二
日

○

府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

丹
沢

昭
和
5
年
5
月
2
2
日

1
9
3
0
年
5
月
2
2
日

丹
沢
事
業
区
、
区
副
班
二
十
五
ニ
於
ケ
ル
山
腹
筋
工
ノ
「
ア
カ
シ
ヤ
」
昭
和
二
年
植
栽
、

高
一
丈
、
径
二
寸
、

昭
和
五
年
五
月
二
十
二
日

丹
沢
事
業
区
、
区
副
班
二
十
五
ニ
於
ケ
ル
山
腹
筋
工
ノ
「
ア
カ
シ
ヤ
」
昭
和
二
年
植

栽
、
高
一
丈
、
径
二
寸
、

昭
和
五
年
五
月
二
十
二
日

○

府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

丹
沢

昭
和
5
年
5
月
2
2
日

1
9
3
0
年
5
月
2
2
日

丹
沢
事
業
区
、
本
谷
川
第
一
号
練
積
石
堰
堤
、
昭
和
元
年
施
行
　
五
月
二
十
二
日

丹
沢
事
業
区
、
本
谷
川
第
一
号
練
積
石
堰
堤
、
昭
和
元
年
施
行
　
五
月
二
十
二
日

○

府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

丹
沢

昭
和
5
年
5
月
2
3
日

1
9
3
0
年
5
月
2
3
日

丹
沢
事
業
区
、
本
谷
径
路
五
割
班
二
十
四
、
二
十
五
ヲ
望
む

昭
和
五
年
五
月
二
十
三
日

丹
沢
事
業
区
、
本
谷
径
路
五
割
班
二
十
四
、
二
十
五
ヲ
望
む

昭
和
五
年
五
月
二
十
三
日

○

府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

丹
沢

昭
和
5
年
5
月
2
3
日

1
9
3
0
年
5
月
2
3
日

丹
沢
事
業
区
、
区
割
班
二
十
五
（
塔
ヶ
岳
経
路
）
ヨ
リ
諸
戸
山
林
ヲ
望
ム

五
月
二
十
三
日

丹
沢
事
業
区
、
区
割
班
二
十
五
（
塔
ヶ
岳
経
路
）
ヨ
リ
諸
戸
山
林
ヲ
望
ム

五
月
二
十
三
日

○

府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

丹
沢

昭
和
5
年
5
月
2
3
日

1
9
3
0
年
5
月
2
3
日

丹
沢
事
業
区
、
区
割
班
二
十
四
（
塔
ヶ
岳
経
路
）
ヨ
リ
丹
沢
山
ヲ
望
ム
　
五
月
二
十
三
日

丹
沢
事
業
区
、
区
割
班
二
十
四
（
塔
ヶ
岳
経
路
）
ヨ
リ
丹
沢
山
ヲ
望
ム
　
五
月
二
十

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

丹
沢

昭
和
5
年
5
月
2
3
日

1
9
3
0
年
5
月
2
3
日

丹
沢
事
業
区
、
区
割
班
二
十
四
（
塔
ヶ
岳
経
路
）
ヨ
リ
丹
沢
山
ヲ
望
ム
　
五
月
二
十
三
日

丹
沢
事
業
区
、
区
割
班
二
十
四
（
塔
ヶ
岳
経
路
）
ヨ
リ
丹
沢
山
ヲ
望
ム
　
五
月
二
十

○

府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

丹
沢

昭
和
5
年
5
月
2
3
日

1
9
3
0
年
5
月
2
3
日

丹
沢
事
業
区
、
区
割
班
二
十
二
（
塔
ヶ
岳
経
路
）
ヨ
リ
区
割
班
二
十
一
の

山
腹
工
被
害
地
を
撮
ル
　
二
十
三
日

丹
沢
事
業
区
、
区
割
班
二
十
二
（
塔
ヶ
岳
経
路
）
ヨ
リ
区
割
班
二
十
一
の

山
腹
工
被
害
地
を
撮
ル
　
二
十
三
日

○

府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

塔
ヶ
岳

昭
和
5
年
5
月
2
3
日

1
9
3
0
年
5
月
2
3
日

塔
ヶ
岳
ニ
テ
一
行
　
一
四
九
一
、
九
年
　
五
月
二
十
三
日

塔
ヶ
岳
ニ
テ
一
行
　
一
四
九
一
、
九
年
　
五
月
二
十
三
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

小
金
沢
ヨ
リ
對
岸
気
明
沢

昭
和
5
年
5
月
2
3
日

1
9
3
0
年
5
月
2
3
日

中
川
事
業
区
　
小
金
沢
ヨ
リ
對
岸
気
明
沢
一
帯
ノ
崩
壊
地
ヲ
在
セ
ル
　
五
月
二
十
三
日

中
川
事
業
区
　
小
金
沢
ヨ
リ
對
岸
気
明
沢
一
帯
ノ
崩
壊
地
ヲ
在
セ
ル
　
五
月
二
十

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

小
金
沢
口

昭
和
5
年
5
月
2
3
日

1
9
3
0
年
5
月
2
3
日

小
金
沢
口
ヨ
リ
上
流
崩
壊
状
況
ヲ
望
ム
　
五
月
二
十
三
日

小
金
沢
口
ヨ
リ
上
流
崩
壊
状
況
ヲ
望
ム
　
五
月
二
十
三
日

○

1
1



ア
ル
バ
ム
名

ペ
ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真
集

改
訂
版

掲
載

ペ
ー
ジ

国
名

都
道
府
県
名

地
名
・
渓
流
名

諸
戸
北
郎
博
士
ア
ル
バ
ム

撮
影
年
①

撮
影
年
②

写
真
コ
メ
ン
ト

写
真
コ
メ
ン
ト
2

（
写
真
裏
側
）

写
真
コ
メ
ン
ト
統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

帰
杉
沢

昭
和
5
年
5
月
2
3
日

1
9
3
0
年
5
月
2
3
日

帰
杉
沢
ヨ
リ
右
峯
（
区
割
班
）
五
十
九
「
﨔
ノ
根
」
五
月
二
十
三
日

帰
杉
沢
ヨ
リ
右
峯
（
区
割
班
）
五
十
九
「
﨔
ノ
根
」
五
月
二
十
三
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

区
割
四
十
八

昭
和
5
年
5
月
2
3
日

1
9
3
0
年
5
月
2
3
日

区
割
四
十
八
に
於
け
る
﨔
の
稚
樹
　
五
月
二
十
三
日

区
割
四
十
八
に
於
け
る
﨔
の
稚
樹
　
五
月
二
十
三
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

諸
子
平

昭
和
5
年
5
月
2
4
日

1
9
3
0
年
5
月
2
4
日

中
川
事
業
区
諸
子
平
杉
根
株
　
五
月
二
十
四
日

中
川
事
業
区
諸
子
平
杉
根
株
　
五
月
二
十
四
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

諸
子
平

昭
和
5
年
5
月
2
4
日

1
9
3
0
年
5
月
2
4
日

中
川
事
業
区
諸
子
平
杉
根
株
　
五
月
二
十
四
日

中
川
事
業
区
諸
子
平
杉
根
株
　
五
月
二
十
四
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

玄
倉
山

昭
和
5
年
5
月
2
4
日

1
9
3
0
年
5
月
2
4
日

玄
倉
山
ノ
神
経
路
ヨ
リ
對
岸
縣
営
山
腹
工
　
五
月
廿
四
日

玄
倉
山
ノ
神
経
路
ヨ
リ
對
岸
縣
営
山
腹
工
　
五
月
廿
四
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

玄
倉
山

昭
和
5
年
5
月
2
4
日

1
9
3
0
年
5
月
2
4
日

玄
倉
山
ノ
神
経
路
ヨ
リ
對
岸
縣
営
山
腹
工
　
五
月
二
十
四
日

玄
倉
山
ノ
神
経
路
ヨ
リ
對
岸
縣
営
山
腹
工
　
五
月
二
十
四
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

玄
倉
立
間

昭
和
5
年
5
月
2
4
日

1
9
3
0
年
5
月
2
4
日

玄
倉
立
間
　
内
務
省
　
施
工
堰
堤
　
五
月
二
十
四
日

玄
倉
立
間
　
内
務
省
　
施
工
堰
堤
　
五
月
二
十
四
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

小
川

昭
和
5
年
5
月
2
4
日

1
9
3
0
年
5
月
2
4
日

小
川
内
務
省
堰
堤
　
五
月
二
十
四
日

小
川
内
務
省
堰
堤
　
五
月
二
十
四
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

小
川

昭
和
5
年
5
月
2
4
日

1
9
3
0
年
5
月
2
4
日

小
川
流
域
山
腹
工
（
実
行
中
）
五
月
廿
四
日

小
川
流
域
山
腹
工
（
実
行
中
）
五
月
廿
四
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

小
川
流
域

昭
和
5
年
5
月
2
5
日

1
9
3
0
年
5
月
2
5
日

中
川
事
業
区
　
小
川
流
域
　
区
割
班
　
二
十
六
　
実
行
中
ノ
山
腹
工
　
五
月
二
十
五
日

中
川
事
業
区
　
小
川
流
域
　
区
割
班
　
二
十
六
　
実
行
中
ノ
山
腹
工
　
五
月
二
十
五

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

仲
ノ
沢

昭
和
5
年
5
月
2
5
日

1
9
3
0
年
5
月
2
5
日

仲
ノ
沢
休
泊
所
　
五
月
廿
五
日

仲
ノ
沢
休
泊
所
　
五
月
廿
五
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

押
出
沢

昭
和
5
年
5
月
2
5
日

1
9
3
0
年
5
月
2
5
日

中
川
事
業
区
押
出
沢
ヨ
リ
箒
杉
ヲ
見
ル
　
五
月
廿
五
日

中
川
事
業
区
押
出
沢
ヨ
リ
箒
杉
ヲ
見
ル
　
五
月
廿
五
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

向
岡
田

昭
和
5
年
5
月
2
5
日

1
9
3
0
年
5
月
2
5
日

箒
杉
幹
部
撮
影
高
二
十
四
向
岡
田
三
五
三
　
五
月
二
十
五
日

箒
杉
幹
部
撮
影
高
二
十
四
向
岡
田
三
五
三
　
五
月
二
十
五
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

卋
附
事
業
区
　
大
又
沢
区

昭
和
5
年
5
月
2
6
日

1
9
3
0
年
5
月
2
6
日

卋
附
事
業
区
　
け
や
き
ノ
稚
樹
　
大
又
沢
区
割
班
三
十
　
﨔
ノ
稚
樹
　
五
月
二
十
六
日

卋
附
事
業
区
　
け
や
き
ノ
稚
樹
　
大
又
沢
区
割
班
三
十
　
﨔
ノ
稚
樹
　
五
月
二
十
六

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

卋
附
事
業
区
　
大
又
沢

昭
和
5
年
5
月
2
6
日

1
9
3
0
年
5
月
2
6
日

卋
附
事
業
区
　
け
や
き
ノ
稚
樹
　
大
又
沢
区
割
班
三
十
　
﨔
ノ
稚
樹
　
五
月
二
十
六
日

卋
附
事
業
区
　
け
や
き
ノ
稚
樹
　
大
又
沢
区
割
班
三
十
　
﨔
ノ
稚
樹
　
五
月
二
十
六

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

對
岸

昭
和
5
年
5
月
2
6
日

1
9
3
0
年
5
月
2
6
日

阹
行
径
路
ヨ
リ
對
岸
（
区
割
班
四
十
一
）
崩
壊
地
ヲ
望
ム
　
五
月
二
十
六
日

阹
行
径
路
ヨ
リ
對
岸
（
区
割
班
四
十
一
）
崩
壊
地
ヲ
望
ム
　
五
月
二
十
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

對
岸

昭
和
5
年
5
月
2
6
日

1
9
3
0
年
5
月
2
6
日

阹
行
径
路
ヨ
リ
對
岸
区
割
班
二
十
九
イ
崩
壊
地
ヲ
望
ム
　
五
月
二
十
六
日

阹
行
径
路
ヨ
リ
對
岸
区
割
班
二
十
九
イ
崩
壊
地
ヲ
望
ム
　
五
月
二
十
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

織
戸
経
路

昭
和
5
年
5
月
2
6
日

1
9
3
0
年
5
月
2
6
日

織
戸
経
路
ヨ
リ
對
岸
山
腹
工
（
昭
和
二
年
施
工
）
ヲ
望
ム
　
五
月
十
二
六
日

織
戸
経
路
ヨ
リ
對
岸
山
腹
工
（
昭
和
二
年
施
工
）
ヲ
望
ム
　
五
月
十
二
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

水
ノ
木

昭
和
5
年
5
月
2
6
日

1
9
3
0
年
5
月
2
6
日

水
ノ
木
第
一
桝
練
積
石
堰
堤
（
昭
和
二
年
施
工
）
　
五
月
二
十
六
日

水
ノ
木
第
一
桝
練
積
石
堰
堤
（
昭
和
二
年
施
工
）
　
五
月
二
十
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

水
ノ
木

昭
和
5
年
5
月
2
6
日

1
9
3
0
年
5
月
2
6
日

水
ノ
木
第
一
桝
練
積
石
堰
堤
（
昭
和
二
年
施
工
）
　
五
月
二
十
六
日

水
ノ
木
第
一
桝
練
積
石
堰
堤
（
昭
和
二
年
施
工
）
　
五
月
二
十
六
日

○

府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

水
ノ
木

昭
和
5
年
5
月
2
6
日

1
9
3
0
年
5
月
2
6
日

水
ノ
木
第
二
桝
練
積
石
堰
堤
上
ヨ
リ
上
流
復
旧
地
ヲ
望
ム
（
昭
和
二
年
施
工
）

五
月
二
十
六
日

水
ノ
木
第
二
桝
練
積
石
堰
堤
上
ヨ
リ
上
流
復
旧
地
ヲ
望
ム
（
昭
和
二
年
施
工
）

五
月
二
十
六
日

○

府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

水
ノ
木
沢
口

昭
和
5
年
5
月
2
6
日

1
9
3
0
年
5
月
2
6
日

水
ノ
木
沢
口
ヨ
リ
区
割
班
十
五
天
然
林
を
観
ル
　
五
月
二
十
六
日

水
ノ
木
沢
口
ヨ
リ
区
割
班
十
五
天
然
林
を
観
ル
　
五
月
二
十
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

水
ノ
木
沢
口

昭
和
5
年
5
月
2
6
日

1
9
3
0
年
5
月
2
6
日

水
ノ
木
沢
口
ヨ
リ
区
割
班
十
五
及
二
十
四
、
天
然
林
ヲ
望
む
　
五
月
二
十
六
日

水
ノ
木
沢
口
ヨ
リ
区
割
班
十
五
及
二
十
四
、
天
然
林
ヲ
望
む
　
五
月
二
十
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

卋
附
事
業
区
　
金
山
経
路
峠

昭
和
5
年
5
月
2
7
日

1
9
3
0
年
5
月
2
7
日

卋
附
事
業
区
　
金
山
経
路
峠
ヨ
リ
金
山
沢
山
腹
工
ヲ
望
ム
　
五
月
廿
七
日

卋
附
事
業
区
　
金
山
経
路
峠
ヨ
リ
金
山
沢
山
腹
工
ヲ
望
ム
　
五
月
廿
七
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

卋
附
事
業
区
　
二
ノ
沢

昭
和
5
年
5
月
2
8
日

1
9
3
0
年
5
月
2
8
日

卋
附
事
業
区
　
二
ノ
沢
休
泊
所
ノ
﨔
　
記
念
植
樹
　
五
月
廿
八
日

卋
附
事
業
区
　
二
ノ
沢
休
泊
所
ノ
﨔
　
記
念
植
樹
　
五
月
廿
八
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

明
神
峠

昭
和
5
年
5
月
2
8
日

1
9
3
0
年
5
月
2
8
日

明
神
峠
ニ
テ
一
行
　
五
月
二
十
八
日

明
神
峠
ニ
テ
一
行
　
五
月
二
十
八
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

明
神
峠

明
神
峠
事
業
区
　
湯
船
沢
第
一
　
練
積
石
堰
堤

明
神
峠
事
業
区
　
湯
船
沢
第
一
　
練
積
石
堰
堤

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

湯
船
沢

昭
和
5
年
5
月
2
8
日

1
9
3
0
年
5
月
2
8
日

湯
船
沢
　
内
務
省
　
上
流
堰
堤
及
料
地
第
一
練
積
石
堰
堤
ヲ
観
ル
　
五
月
二
十
八
日

湯
船
沢
　
内
務
省
　
上
流
堰
堤
及
料
地
第
一
練
積
石
堰
堤
ヲ
観
ル
　
五
月
二
十
八

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

湯
船
沢

昭
和
5
年
5
月
2
8
日

1
9
3
0
年
5
月
2
8
日

内
務
省
湯
船
沢
上
流
堰
堤
　
五
月
二
十
八
日

内
務
省
湯
船
沢
上
流
堰
堤
　
五
月
二
十
八
日

○

府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

明
神
峠
事
業
区
湯
船
沢

昭
和
5
年
5
月
2
8
日

1
9
3
0
年
5
月
2
8
日

明
神
峠
事
業
区
湯
船
沢
第
一
　
練
積
石
堰
堤
ニ
テ
　
阿
部
、
関
口
、
川
崎
、
井
口
、

1
4
K
、
2
K
、
1
.1
K
　
五
月
廿
八
日

明
神
峠
事
業
区
湯
船
沢
第
一
　
練
積
石
堰
堤
ニ
テ
　
阿
部
、
関
口
、
川
崎
、
井
口
、

1
4
K
、
2
K
、
1
.1
K
　
五
月
廿
八
日

○

府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

明
神
峠
事
業
区
湯
船
沢

昭
和
5
年
5
月
2
8
日

1
9
3
0
年
5
月
2
8
日

明
神
峠
事
業
区
湯
船
沢
第
一
　
練
石
積
石
堰
堤
ニ
テ
、

諸
戸
、
関
口
、
川
崎
、
井
口
、
3
9
0
0
円
　
五
月
廿
八
日
　
十
三
年
度
工
事

明
神
峠
事
業
区
湯
船
沢
第
一
　
練
石
積
石
堰
堤
ニ
テ
、

諸
戸
、
関
口
、
川
崎
、
井
口
、
3
9
0
0
円
　
五
月
廿
八
日
　
十
三
年
度
工
事

○

府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

神
奈
川
縣
湯
本
花
ノ
木
澤

昭
和
3
年
2
月
1
0
日

1
9
2
8
年
2
月
1
0
日

神
奈
川
縣
湯
本
花
ノ
木
澤
　
昭
和
三
年
二
月
十
日

神
奈
川
縣
湯
本
花
ノ
木
澤
　
昭
和
三
年
二
月
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

神
奈
川
縣
湯
本
花
ノ
木
澤

昭
和
3
年
2
月
1
0
日

1
9
2
8
年
2
月
1
0
日

神
奈
川
縣
湯
本
花
ノ
木
澤
　
昭
和
三
年
二
月
十
日

神
奈
川
縣
湯
本
花
ノ
木
澤
　
昭
和
三
年
二
月
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

神
奈
川
縣
湯
本
花
ノ
木

昭
和
3
年
2
月
1
0
日

1
9
2
8
年
2
月
1
0
日

神
奈
川
縣
湯
本
花
ノ
木
　
昭
和
三
年
二
月
十
日

神
奈
川
縣
湯
本
花
ノ
木
　
昭
和
三
年
二
月
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
静
岡
県

三
嶋
神
社

昭
和
3
年
2
月

1
9
2
8
年
2
月

三
嶋
神
社
　
昭
和
三
年
二
月

三
嶋
神
社
　
昭
和
三
年
二
月

○
府
県

神
奈
川
縣

左
静
岡
県

静
岡
縣
小
山
町

昭
和
3
年
2
月

1
9
2
8
年
2
月

静
岡
縣
小
山
町
　
昭
和
三
年
二
月

静
岡
縣
小
山
町
　
昭
和
三
年
二
月

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

湯
本
花
ノ
木
沢

昭
和
3
年
3
月
2
8
日

1
9
2
8
年
3
月
2
8
日

湯
本
花
ノ
木
沢
　
昭
和
三
年
三
月
二
十
八
日

湯
本
花
ノ
木
沢
　
昭
和
三
年
三
月
二
十
八
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

○
言
沢

○
言
沢

○
言
沢

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

大
平
台

大
平
台

大
平
台

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

強
羅

強
羅
縣
有
林
事
務
所

強
羅
縣
有
林
事
務
所

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

強
羅

強
羅

強
羅

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

久
米
寺

久
米
寺

久
米
寺

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

大
桶
谷
ノ
頂
上

大
桶
谷
ノ
頂
上

大
桶
谷
ノ
頂
上

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

甘
○
○

甘
○
○

甘
○
○

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

鍛
冶
○
沢

昭
和
3
年
3
月
3
0
日

1
9
2
8
年
3
月
3
0
日

鍛
冶
○
沢
　
昭
和
三
年
三
月
三
十
日

鍛
冶
○
沢
　
昭
和
三
年
三
月
三
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

記
載
な
し

　
○

府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

大
桶
谷

昭
和
4
年
2
月
1
5
日

1
9
2
9
年
2
月
1
5
日

N
o
1
　
大
桶
谷
　
昭
和
四
年
二
月
十
五
日

N
o
1
　
大
桶
谷
　
昭
和
四
年
二
月
十
五
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

湯
本
駅

昭
和
4
年
2
月
1
6
日

1
9
2
9
年
2
月
1
6
日

N
o
2
　
湯
本
駅
　
　
昭
和
四
年
二
月
十
六
日

N
o
2
　
湯
本
駅
　
　
昭
和
四
年
二
月
十
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

湯
本
駅

昭
和
4
年
2
月
1
6
日

1
9
2
9
年
2
月
1
6
日

N
o
3
　
湯
本
駅
　
　
昭
和
四
年
二
月
十
六
日

N
o
3
　
湯
本
駅
　
　
昭
和
四
年
二
月
十
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

鍛
冶
屋
澤

昭
和
4
年
2
月
1
6
日

1
9
2
9
年
2
月
1
6
日

N
o
4
　
鍛
冶
屋
澤
　
昭
和
四
年
二
月
十
六
日

N
o
4
　
鍛
冶
屋
澤
　
昭
和
四
年
二
月
十
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

鍛
冶
屋
澤

昭
和
4
年
2
月
1
6
日

1
9
2
9
年
2
月
1
6
日

N
o
5
　
鍛
冶
屋
澤
　
昭
和
四
年
二
月
十
六
日

N
o
5
　
鍛
冶
屋
澤
　
昭
和
四
年
二
月
十
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

鍛
冶
屋
澤

昭
和
4
年
2
月
1
6
日

1
9
2
9
年
2
月
1
6
日

N
o
6
　
鍛
冶
屋
澤
　
昭
和
四
年
二
月
十
六
日

N
o
6
　
鍛
冶
屋
澤
　
昭
和
四
年
二
月
十
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

静
岡
県

伊
藤
町
小
川

昭
和
4
年
2
月
1
7
日

1
9
2
9
年
2
月
1
7
日

N
o
7
　
伊
藤
町
小
川
　
昭
和
四
年
二
月
十
七
日

N
o
7
　
伊
藤
町
小
川
　
昭
和
四
年
二
月
十
七
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

静
岡
県

伊
藤
町

昭
和
4
年
2
月
1
7
日

1
9
2
9
年
2
月
1
7
日

N
o
8
　
伊
藤
町
　
昭
和
四
年
弐
月
十
七
日

N
o
8
　
伊
藤
町
　
昭
和
四
年
弐
月
十
七
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

伊
藤
町

昭
和
4
年
2
月
1
7
日

1
9
2
9
年
2
月
1
7
日

N
o
9
　
伊
藤
町
　
湯
気
館
　
昭
和
四
年
二
月
十
七
日

N
o
9
　
伊
藤
町
　
湯
気
館
　
昭
和
四
年
二
月
十
七
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

静
岡
県

玄
倉

昭
和
4
年
3
月
2
6
日

1
9
2
9
年
3
月
2
6
日

N
o
1
　
玄
倉
内
務
省
堰
堤
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
六
日

N
o
1
　
玄
倉
内
務
省
堰
堤
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

静
岡
県

大
又
澤

昭
和
4
年
3
月
2
7
日

1
9
2
9
年
3
月
2
7
日

N
o
2
　
大
又
澤
　
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
七
日

N
o
2
　
大
又
澤
　
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
七
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

大
又
澤

昭
和
4
年
3
月
2
7
日

1
9
2
9
年
3
月
2
7
日

N
o
3
　
大
又
澤
　
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
七
日

N
o
3
　
大
又
澤
　
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
七
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

静
岡
県

世
附
川

昭
和
4
年
3
月
2
7
日

1
9
2
9
年
3
月
2
7
日

N
o
4
　
世
附
川
　
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
七
日

N
o
4
　
世
附
川
　
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
七
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
静
岡
県

世
附
川

昭
和
4
年
3
月
2
7
日

1
9
2
9
年
3
月
2
7
日

N
o
5
　
世
附
川
　
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
七
日

N
o
5
　
世
附
川
　
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
七
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

三
保
村
落
合

昭
和
4
年
3
月
2
7
日

1
9
2
9
年
3
月
2
7
日

N
o
6
　
三
保
村
落
合
　
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
七
日

N
o
6
　
三
保
村
落
合
　
　
昭
和
四
年
三
月
二
十
七
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

三
保
村

N
o
7
　
三
保
村

N
o
7
　
三
保
村

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

小
山
町

昭
和
4
年
3
月
2
8
日

1
9
2
9
年
3
月
2
8
日

N
o
1
　
小
山
町
　
昭
和
四
年
三
月
廿
八
日

N
o
1
　
小
山
町
　
昭
和
四
年
三
月
廿
八
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

静
岡
県

小
山
町

昭
和
4
年
3
月
2
8
日

1
9
2
9
年
3
月
2
8
日

N
o
2
　
小
山
町
　
昭
和
四
年
三
月
廿
八
日

N
o
2
　
小
山
町
　
昭
和
四
年
三
月
廿
八
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

湯
ヶ
原

昭
和
4
年
3
月
3
0
日

1
9
2
9
年
3
月
3
0
日

N
o
3
　
湯
ヶ
原
　
三
月
三
十
日

N
o
3
　
湯
ヶ
原
　
三
月
三
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

吉
濱
村

昭
和
4
年
3
月
3
0
日

1
9
2
9
年
3
月
3
0
日

N
o
4
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

N
o
5
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

N
o
4
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日
　
N
o
5
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

吉
濱
村

昭
和
4
年
3
月
3
0
日

1
9
2
9
年
3
月
3
0
日

N
o
5
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

N
o
5
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

吉
濱
村

昭
和
4
年
3
月
3
0
日

1
9
2
9
年
3
月
3
0
日

N
o
6
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

N
o
6
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

吉
濱
村

昭
和
4
年
3
月
3
0
日

1
9
2
9
年
3
月
3
0
日

N
o
7
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

N
o
7
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

吉
濱
村

昭
和
4
年
3
月
3
0
日

1
9
2
9
年
3
月
3
0
日

N
o
8
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

N
o
8
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

吉
濱
村

昭
和
4
年
3
月
3
0
日

1
9
2
9
年
3
月
3
0
日

N
o
9
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

N
o
9
　
吉
濱
村
　
三
月
三
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

静
岡
県

伊
東
町

昭
和
4
年
3
月
3
1
日

1
9
2
9
年
3
月
3
1
日

N
o
1
0
　
伊
東
町
　
昭
和
四
年
三
月
三
十
一
日

N
o
1
0
　
伊
東
町
　
昭
和
四
年
三
月
三
十
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

伊
東
町

昭
和
4
年
3
月
3
1
日

1
9
2
9
年
3
月
3
1
日

N
o
1
1
　
伊
東
町
　
昭
和
四
年
三
月
三
十
一
日

N
o
1
1
　
伊
東
町
　
昭
和
四
年
三
月
三
十
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

静
岡
県

伊
東
町

昭
和
4
年
3
月
3
1
日

1
9
2
9
年
3
月
3
1
日

N
o
1
2
　
伊
東
町
　
昭
和
四
年
三
月
三
十
一
日

N
o
1
2
　
伊
東
町
　
昭
和
四
年
三
月
三
十
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

三
保
村
　
落
合

昭
和
4
年
4
月

1
9
2
9
年
4
月

神
奈
川
三
保
村
　
落
合
　
昭
和
四
年
四
月

神
奈
川
三
保
村
　
落
合
　
昭
和
四
年
四
月

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

三
保
村
　
落
合

昭
和
4
年
4
月

1
9
2
9
年
4
月

神
奈
川
三
保
村
　
落
合
　
昭
和
四
年
四
月

神
奈
川
三
保
村
　
落
合
　
昭
和
四
年
四
月

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

三
保
村
　
落
合

昭
和
4
年
4
月

1
9
2
9
年
4
月

神
奈
川
縣
三
保
村
　
落
合
　
昭
和
四
年
四
月

神
奈
川
縣
三
保
村
　
落
合
　
昭
和
四
年
四
月

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

細
沢
に
て

昭
和
4
年
3
月
3
0
日

1
9
2
9
年
3
月
3
0
日

細
沢
に
て
　
昭
和
四
年
三
月
三
十
日
　
本
科
三
年
内
寿
進
氏
贈

細
沢
に
て
　
昭
和
四
年
三
月
三
十
日
　
本
科
三
年
内
寿
進
氏
贈

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

湯
河
原

昭
和
4
年
3
月
3
0
日

1
9
2
9
年
3
月
3
0
日

湯
河
原
静
光
園
に
て
　
昭
和
四
年
三
月
三
十
日
　
本
科
三
年
内
寿
進
氏
寄
贈

湯
河
原
静
光
園
に
て
　
昭
和
四
年
三
月
三
十
日
　
本
科
三
年
内
寿
進
氏
寄
贈

○
府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

湯
船
澤

昭
和
4
年
3
月
2
8
日

1
9
2
9
年
3
月
2
8
日

湯
船
澤
の
大
堰
堤
全
景
　
其
一
　
昭
和
四
年
三
月
廿
八
日
　
内
寿
進
氏
寄
贈

湯
船
澤
の
大
堰
堤
全
景
　
其
一
　
昭
和
四
年
三
月
廿
八
日
　
内
寿
進
氏
寄
贈

○
府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

湯
船
澤

昭
和
4
年
3
月
2
8
日

1
9
2
9
年
3
月
2
8
日

湯
船
澤
の
大
堰
堤
近
景
　
其
二
　
昭
和
四
年
三
月
廿
八
日
　
内
寿
進
氏
寄
贈

湯
船
澤
の
大
堰
堤
近
景
　
其
二
　
昭
和
四
年
三
月
廿
八
日
　
内
寿
進
氏
寄
贈

○

府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

花
の
木
澤

昭
和
4
年
3
月
2
9
日

1
9
2
9
年
3
月
2
9
日

花
の
木
澤
の
堰
堤
（
石
塊
の
押
し
出
さ
れ
て
散
在
す
る
有
様
を
見
る
）

昭
和
四
年
三
月
二
十
九
日

花
の
木
澤
の
堰
堤
（
石
塊
の
押
し
出
さ
れ
て
散
在
す
る
有
様
を
見
る
）

昭
和
四
年
三
月
二
十
九
日

○

府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

細
沢

昭
和
4
年
3
月
3
0
日

1
9
2
9
年
3
月
3
0
日

細
沢
の
山
腹
工
　
4
．
3
．
3
0

細
沢
の
山
腹
工
　
4
．
3
．
3
0

○
府
県

神
奈
川
縣

左
神
奈
川
県

湯
河
原

昭
和
4
年
3
月
3
0
日

1
9
2
9
年
3
月
3
0
日

湯
河
原
に
て
谷
留
工
の
上
部
に
鉄
線
蛇
籠
を
用
い
し
も
の
　
4
.3
.3
0

湯
河
原
に
て
谷
留
工
の
上
部
に
鉄
線
蛇
籠
を
用
い
し
も
の
　
4
.3
.3
0

○
府
県

神
奈
川
縣

右
神
奈
川
県

湯
河
原

昭
和
4
年
3
月
3
0
日

1
9
2
9
年
3
月
3
0
日

湯
河
原
に
て
谷
留
に
應
用
さ
れ
た
る
鉄
線
蛇
籠
工
　
4
.3
.3
0
　
内
寿
進
氏
よ
り
寄
贈

湯
河
原
に
て
谷
留
に
應
用
さ
れ
た
る
鉄
線
蛇
籠
工
　
4
.3
.3
0
　
内
寿
進
氏
よ
り
寄
贈

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

大
涌
谷

昭
和
4
年
1
2
月
1
日

1
9
2
9
年
1
2
月
1
日

N
o
1
　
大
涌
谷
　
昭
和
四
年
十
二
月
一
日

N
o
1
　
大
涌
谷
　
昭
和
四
年
十
二
月
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

箱
根
関
所

昭
和
4
年
1
2
月
1
日

1
9
2
9
年
1
2
月
1
日

N
o
3
　
箱
根
関
所
　
昭
和
四
年
十
二
月
一
日

N
o
3
　
箱
根
関
所
　
昭
和
四
年
十
二
月
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

○

1
2



ア
ル
バ
ム
名

ペ
ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真
集

改
訂
版

掲
載

ペ
ー
ジ

国
名

都
道
府
県
名

地
名
・
渓
流
名

諸
戸
北
郎
博
士
ア
ル
バ
ム

撮
影
年
①

撮
影
年
②

写
真
コ
メ
ン
ト

写
真
コ
メ
ン
ト
2

（
写
真
裏
側
）

写
真
コ
メ
ン
ト
統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

吉
濱

昭
和
4
年
1
2
月
2
日

1
9
2
9
年
1
2
月
2
日

N
o
1
1
　
吉
濱
　
昭
和
四
年
十
二
月
二
日

N
o
1
1
　
吉
濱
　
昭
和
四
年
十
二
月
二
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

吉
濱

昭
和
4
年
1
2
月
2
日

1
9
2
9
年
1
2
月
2
日

N
o
1
4
　
吉
濱
　
昭
和
四
年
十
二
月
二
日

N
o
1
4
　
吉
濱
　
昭
和
四
年
十
二
月
二
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

静
岡
県

伊
東
町
　
一
碧
湖

昭
和
4
年
1
2
月
3
日

1
9
2
9
年
1
2
月
3
日

N
o
1
7
　
伊
東
町
　
一
碧
湖
　
昭
和
四
年
十
二
月
三
日

N
o
1
7
　
伊
東
町
　
一
碧
湖
　
昭
和
四
年
十
二
月
三
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

静
岡
県

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

日
向

昭
和
5
年
2
月
8
日

1
9
3
0
年
2
月
8
日

N
o
1
　
日
向
　
五
、
二
、
八

N
o
1
　
日
向
　
五
、
二
、
八

日
向
は
伊
勢
原
市

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
下

神
奈
川
県

日
向
工
場

昭
和
5
年
2
月
8
日

1
9
3
0
年
2
月
8
日

N
o
2
　
日
向
工
場
　
五
、
二
、
八

N
o
2
　
日
向
工
場
　
五
、
二
、
八

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
下

神
奈
川
県

細
澤

昭
和
5
年
2
月
1
0
日

1
9
3
0
年
2
月
1
0
日

N
o
3
　
細
澤
　
5
.2
.1
0

N
o
3
　
細
澤
　
5
.2
.1
0

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

細
澤

昭
和
5
年
2
月
1
0
日

1
9
3
0
年
2
月
1
0
日

N
o
4
　
細
澤
　
五
．
二
．
一
○

N
o
4
　
細
澤
　
五
．
二
．
一
○

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

細
澤

昭
和
5
年
2
月
1
0
日

1
9
3
0
年
2
月
1
0
日

N
o
5
　
細
澤
　
五
．
二
．
一
○

N
o
5
　
細
澤
　
五
．
二
．
一
○

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

吉
濱
村
　
細
澤

昭
和
5
年
2
月
1
0
日

1
9
3
0
年
2
月
1
0
日

N
o
6
　
吉
濱
村
　
細
澤
　
五
．
二
．
一
○

N
o
6
　
吉
濱
村
　
細
澤
　
五
．
二
．
一
○

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

静
岡
県

伊
東

昭
和
5
年
2
月
1
1
日

1
9
3
0
年
2
月
1
1
日

N
o
7
　
伊
東
　
5
.2
.1
1

N
o
7
　
伊
東
　
5
.2
.1
1

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
下

静
岡
県

伊
東

昭
和
5
年
2
月
1
1
日

1
9
3
0
年
2
月
1
1
日

N
o
8
　
伊
東
　
五
．
二
．
一
一

N
o
8
　
伊
東
　
五
．
二
．
一
一

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
下

静
岡
県

伊
東
　
一
碧
湖

昭
和
5
年
2
月
1
1
日

1
9
3
0
年
2
月
1
1
日

N
o
9
　
伊
東
　
一
碧
湖
　
五
．
二
．
一
一

N
o
9
　
伊
東
　
一
碧
湖
　
五
．
二
．
一
一

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

一
碧
湖

昭
和
5
年
2
月
1
1
日

1
9
3
0
年
2
月
1
1
日

N
o
1
0
　
一
碧
湖
　
五
．
二
．
一
一

N
o
1
0
　
一
碧
湖
　
五
．
二
．
一
一

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
上

静
岡
県

一
碧
湖

昭
和
5
年
2
月
1
1
日

1
9
3
0
年
2
月
1
1
日

N
o
1
1
　
一
碧
湖
　
五
．
二
．
一
一

N
o
1
1
　
一
碧
湖
　
五
．
二
．
一
一

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
上

静
岡
県

熱
海
駅

昭
和
5
年
2
月
1
1
日

1
9
3
0
年
2
月
1
1
日

N
o
1
2
　
熱
海
駅
　
五
．
二
．
一
一

N
o
1
2
　
熱
海
駅
　
五
．
二
．
一
一

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

湯
本
　
須
雲
川

昭
和
5
年
1
0
月
1
0
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
0
日

（
1
）
湯
本
　
須
雲
川
ノ
渓
床
ノ
け
や
き
　
昭
和
五
年
十
月
十
日

（
1
）
湯
本
　
須
雲
川
ノ
渓
床
ノ
け
や
き
　
昭
和
五
年
十
月
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

湯
本
　
須
雲
川

昭
和
5
年
1
0
月
1
0
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
0
日

（
2
）
湯
本
　
須
雲
川
ノ
け
や
き
　
十
月
十
日

（
2
）
湯
本
　
須
雲
川
ノ
け
や
き
　
十
月
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

須
雲
川

昭
和
5
年
1
0
月
1
0
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
0
日

（
3
）
須
雲
川
　
内
務
省
ノ
堰
堤
　
昭
和
五
年
十
月
十
日

（
3
）
須
雲
川
　
内
務
省
ノ
堰
堤
　
昭
和
五
年
十
月
十
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
下

神
奈
川
県

（
4
）

（
4
）

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
下

神
奈
川
県

須
雲
川

（
5
）
須
雲
川
　
内
務
省
堰
堤

（
5
）
須
雲
川
　
内
務
省
堰
堤

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

須
雲
川

（
6
）
須
雲
川
　
内
務
省
堰
堤

（
6
）
須
雲
川
　
内
務
省
堰
堤

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

早
雲
山

（
7
）
早
雲
山

（
7
）
早
雲
山

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
上

神
奈
川
県

大
涌
谷

昭
和
5
年
1
0
月
1
1
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
1
日

（
8
）
大
涌
谷
ヨ
リ
富
士
山
ヲ
望
ム
　
十
月
十
一
日

（
8
）
大
涌
谷
ヨ
リ
富
士
山
ヲ
望
ム
　
十
月
十
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
上

神
奈
川
県

大
涌
谷

昭
和
5
年
1
0
月
1
1
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
1
日

（
9
）
大
涌
谷
ヨ
リ
富
士
山
ヲ
望
ム
　
十
月
十
一
日

（
9
）
大
涌
谷
ヨ
リ
富
士
山
ヲ
望
ム
　
十
月
十
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

大
涌
谷

昭
和
5
年
1
0
月
1
1
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
1
日

（
1
0
）
大
涌
谷
ヨ
リ
富
士
山
ヲ
望
ム
　
十
月
十
一
日

（
1
0
）
大
涌
谷
ヨ
リ
富
士
山
ヲ
望
ム
　
十
月
十
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

元
箱
根
橋
本
屋

昭
和
5
年
1
0
月
1
1
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
1
日

（
1
1
）
元
箱
根
橋
本
屋
　
昭
和
五
年
十
月
十
一
日

（
1
1
）
元
箱
根
橋
本
屋
　
昭
和
五
年
十
月
十
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
下

神
奈
川
県

湯
河
原

昭
和
5
年
1
0
月
1
1
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
1
日

（
1
2
）
湯
河
原
峠
ヨ
リ
富
峯
ヲ
望
ム
　
十
月
十
一
日

（
1
2
）
湯
河
原
峠
ヨ
リ
富
峯
ヲ
望
ム
　
十
月
十
一
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
下

神
奈
川
県

湯
河
原

昭
和
5
年
1
0
月
1
2
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
2
日

（
1
3
）
湯
河
原
清
香
園
　
十
月
十
二
日

（
1
3
）
湯
河
原
清
香
園
　
十
月
十
二
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

鍛
冶
屋
沢

昭
和
5
年
1
0
月
1
2
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
2
日

（
1
4
）
鍛
冶
屋
沢
　
十
月
十
二
日

（
1
5
）
鍛
冶
屋
沢
　
十
月
十
二
日

（
1
4
）
鍛
冶
屋
沢
　
十
月
十
二
日
　
（
1
5
）
鍛
冶
屋
沢
　
十
月
十
二
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

鍛
冶
屋
沢

昭
和
5
年
1
0
月
1
2
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
2
日

（
1
5
）
鍛
冶
屋
沢
　
十
月
十
二
日

（
1
5
）
鍛
冶
屋
沢
　
十
月
十
二
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
上

神
奈
川
県

鍛
冶
屋
沢

昭
和
5
年
1
0
月
1
2
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
2
日

（
1
6
）
鍛
冶
屋
沢
　
十
月
十
二
日

（
1
6
）
鍛
冶
屋
沢
　
十
月
十
二
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
上

静
岡
県

伊
東
町

昭
和
5
年
1
0
月
1
3
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
3
日

（
1
7
）
伊
東
町
　
猪
戸
館
　
十
月
十
三
日

（
1
7
）
伊
東
町
　
猪
戸
館
　
十
月
十
三
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

静
岡
県

伊
東
町

昭
和
5
年
1
0
月
1
3
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
3
日

（
1
8
）
伊
東
町
　
十
月
十
三
日

（
1
8
）
伊
東
町
　
十
月
十
三
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

静
岡
県

伊
東
町

昭
和
5
年
1
0
月
1
3
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
3
日

（
1
9
）
伊
東
町
　
十
月
十
三
日

（
1
9
）
伊
東
町
　
十
月
十
三
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
下

静
岡
県

伊
東
町

昭
和
5
年
1
0
月
1
3
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
3
日

（
2
0
）
伊
東
町
　
十
月
十
三
日

（
2
0
）
伊
東
町
　
十
月
十
三
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
下

静
岡
県

一
碧
湖

昭
和
5
年
1
0
月
1
3
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
3
日

（
2
1
）
一
碧
湖
　
十
月
十
三
日

（
2
1
）
一
碧
湖
　
十
月
十
三
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

静
岡
県

一
碧
湖

昭
和
5
年
1
0
月
1
3
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
3
日

（
2
2
）
一
碧
湖
　
十
月
十
三
日

（
2
2
）
一
碧
湖
　
十
月
十
三
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

熱
海

昭
和
5
年
1
0
月
1
3
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
3
日

（
2
3
）
熱
海
駅
前
　
十
月
十
三
日

（
2
3
）
熱
海
駅
前
　
十
月
十
三
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
上

静
岡
県

熱
海

昭
和
5
年
1
0
月
1
3
日

1
9
3
0
年
1
0
月
1
3
日

（
2
4
）
熱
海
駅
前
　
十
月
十
三
日

（
2
4
）
熱
海
駅
前
　
十
月
十
三
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2
．
城
　
六
．
二
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

静
岡
県

城
昭
和
6
年
2
月
9
日

1
9
3
1
年
2
月
9
日

3
．
城
　
六
．
二
．
九

3
．
城
　
六
．
二
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

城
昭
和
6
年
2
月
9
日

1
9
3
1
年
2
月
9
日

4
．
城
　
六
．
二
．
九

4
．
城
　
六
．
二
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
上

静
岡
県

城
昭
和
6
年
2
月
9
日

1
9
3
1
年
2
月
9
日

5
．
城
　
六
．
二
．
九

5
．
城
　
六
．
二
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
上

静
岡
県

城
昭
和
6
年
2
月
9
日

1
9
3
1
年
2
月
9
日

6
．
城
　
六
．
二
．
九

6
．
城
　
六
．
二
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

静
岡
県

城
昭
和
6
年
2
月
9
日

1
9
3
1
年
2
月
9
日

7
．
城
　
六
．
二
．
九

7
．
城
　
六
．
二
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

静
岡
県

梶
山

昭
和
6
年
2
月
9
日

1
9
3
1
年
2
月
9
日

8
．
梶
山
　
六
．
二
．
九

8
．
梶
山
　
六
．
二
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
下

静
岡
県

梶
山

昭
和
6
年
2
月
9
日

1
9
3
1
年
2
月
9
日

9
．
梶
山
　
六
．
二
．
九

9
．
梶
山
　
六
．
二
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
下

静
岡
県

梶
山

昭
和
6
年
2
月
9
日

1
9
3
1
年
2
月
9
日

1
0
．
梶
山
　
六
．
二
．
九

1
0
．
梶
山
　
六
．
二
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

静
岡
県

三
島
駅

昭
和
6
年
2
月
9
日

1
9
3
1
年
2
月
9
日

1
1
．
三
島
駅
　
六
．
二
．
九

1
1
．
三
島
駅
　
六
．
二
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

白
水
沢

昭
和
7
年
5
月
9
日

1
9
3
2
年
5
月
9
日

1
．
白
水
沢
一
号
　
七
．
五
．
九

1
．
白
水
沢
一
号
　
七
．
五
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

静
岡
県

白
水
沢

昭
和
7
年
5
月
9
日

1
9
3
2
年
5
月
9
日

2
．
白
水
沢
一
号
、
三
号
　
七
．
五
．
九

2
．
白
水
沢
一
号
、
三
号
　
七
．
五
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

静
岡
県

白
水
沢

昭
和
7
年
5
月
9
日

1
9
3
2
年
5
月
9
日

3
．
白
水
沢
一
号
、
三
号
　
七
．
五
．
九

3
．
白
水
沢
一
号
、
三
号
　
七
．
五
．
九

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

静
岡
県

浅
野

昭
和
7
年
5
月
1
0
日

1
9
3
2
年
5
月
1
0
日

5
．
浅
野
水
力
堰
堤
ノ
後
方
土
砂
堆
積
　
七
．
五
．
一
○

5
．
浅
野
水
力
堰
堤
ノ
後
方
土
砂
堆
積
　
七
．
五
．
一
○

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

静
岡
県

浅
野

昭
和
7
年
5
月
1
0
日

1
9
3
2
年
5
月
1
0
日

6
．
浅
野
水
力
堰
堤
ノ
後
方
土
砂
堆
積
　
七
．
五
．
一
○

6
．
浅
野
水
力
堰
堤
ノ
後
方
土
砂
堆
積
　
七
．
五
．
一
○

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

静
岡
県

浅
野

昭
和
7
年
5
月
1
0
日

1
9
3
2
年
5
月
1
0
日

浅
野
堰
堤
　
7
.5
.1
0

浅
野
堰
堤
　
7
.5
.1
0

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

水
ノ
木
沢

昭
和
7
年
5
月
1
0
日

1
9
3
2
年
5
月
1
0
日

7
．
水
ノ
木
沢
け
や
き
記
念
樹
　
七
．
五
．
一
○

7
．
水
ノ
木
沢
け
や
き
記
念
樹
　
七
．
五
．
一
○

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

静
岡
県

卋
付
金
山
沢

昭
和
7
年
5
月
1
0
日

1
9
3
2
年
5
月
1
0
日

8
．
卋
付
金
山
沢
中
流
十
六
○
連
胴
　
七
．
五
．
一
○

8
．
卋
付
金
山
沢
中
流
十
六
○
連
胴
　
七
．
五
．
一
○

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

静
岡
県

卋
付
金
山
沢

昭
和
7
年
5
月
1
0
日

1
9
3
2
年
5
月
1
0
日

9
．
卋
付
金
山
沢
崩
壊
地
　
七
．
五
．
一
○

9
．
卋
付
金
山
沢
崩
壊
地
　
七
．
五
．
一
○

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

静
岡
県

金
山
沢

昭
和
7
年
5
月
1
0
日

1
9
3
2
年
5
月
1
0
日

1
0
．
金
山
沢
支
流
石
ノ
堰
堤
昭
二
堰
堤
四
号
　
七
．
五
．
一
○

1
0
．
金
山
沢
支
流
石
ノ
堰
堤
昭
二
堰
堤
四
号
　
七
．
五
．
一
○

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
下

静
岡
県

金
山
沢

昭
和
7
年
5
月
1
0
日

1
9
3
2
年
5
月
1
0
日

1
1
．
金
山
沢
支
流
石
ノ
堰
堤
昭
二
堰
堤
三
号
　
七
．
五
．
一
○

1
1
．
金
山
沢
支
流
石
ノ
堰
堤
昭
二
堰
堤
三
号
　
七
．
五
．
一
○

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
下

静
岡
県

卋
付
御
○
芥
大
棚
切
通

昭
和
7
年
5
月
1
0
日

1
9
3
2
年
5
月
1
0
日

1
2
．
卋
付
御
○
芥
大
棚
切
通
　
七
．
五
．
一
○

1
2
．
卋
付
御
○
芥
大
棚
切
通
　
七
．
五
．
一
○

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

静
岡
県

卋
付
二
ノ
沢

昭
和
7
年
5
月
1
1
日

1
9
3
2
年
5
月
1
1
日

1
3
．
卋
付
二
ノ
沢
　
七
．
五
．
十
一

1
3
．
卋
付
二
ノ
沢
　
七
．
五
．
十
一

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

明
神
峠

昭
和
7
年
5
月
1
1
日

1
9
3
2
年
5
月
1
1
日

1
4
．
明
神
峠
　
七
．
五
．
十
一

1
4
．
明
神
峠
　
七
．
五
．
十
一

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
上

静
岡
県

明
神
峠

昭
和
7
年
5
月
1
1
日

1
9
3
2
年
5
月
1
1
日

1
5
．
明
神
峠
ヨ
リ
富
士
ヲ
望
ム
　
七
．
五
．
十
一

1
5
．
明
神
峠
ヨ
リ
富
士
ヲ
望
ム
　
七
．
五
．
十
一

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
上

静
岡
県

静
岡
縣

昭
和
7
年
5
月
1
1
日

1
9
3
2
年
5
月
1
1
日

1
6
．
静
岡
縣
　
砂
防
工
事
堰
堤
三
基
　
七
．
五
．
十
一

1
6
．
静
岡
縣
　
砂
防
工
事
堰
堤
三
基
　
七
．
五
．
十
一

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

静
岡
県

天
○
○
橋
○
○
ム
ビ
ナ
ク
ボ

昭
和
7
年
5
月
1
3
日

1
9
3
2
年
5
月
1
3
日

1
7
．
天
○
○
橋
○
○
ム
ビ
ナ
ク
ボ
崩
壊
地
　
七
．
五
．
十
三

1
7
．
天
○
○
橋
○
○
ム
ビ
ナ
ク
ボ
崩
壊
地
　
七
．
五
．
十
三

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

静
岡
県

橋
○
○
○
阿
○
○

昭
和
7
年
5
月
1
3
日

1
9
3
2
年
5
月
1
3
日

1
8
．
橋
○
○
○
阿
○
○
ヲ
ミ
ル
ヒ
メ
マ
ス
二
十
三
匹
　
七
．
五
．
十
三

1
8
．
橋
○
○
○
阿
○
○
ヲ
ミ
ル
ヒ
メ
マ
ス
二
十
三
匹
　
七
．
五
．
十
三

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

1
9
．
箱
根
芦
ノ
湖

昭
和
7
年
5
月
1
3
日

1
9
3
2
年
5
月
1
3
日

1
9
．
箱
根
芦
ノ
湖
畔
ヨ
リ
富
士
ヲ
見
ル
　
七
．
五
．
十
三

1
9
．
箱
根
芦
ノ
湖
畔
ヨ
リ
富
士
ヲ
見
ル
　
七
．
五
．
十
三

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
下

神
奈
川
県

須
雲
川

昭
和
7
年
1
0
月
5
日

1
9
3
2
年
1
0
月
5
日

1
．
須
雲
川
荒
廃
地
事
務
所
　
七
．
十
．
五

1
．
須
雲
川
荒
廃
地
事
務
所
　
七
．
十
．
五

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
下

神
奈
川
県

花
ノ
木
澤

昭
和
7
年
1
0
月
5
日

1
9
3
2
年
1
0
月
5
日

2
．
花
ノ
木
澤
第
二
堰
堤
　
七
．
十
．
五

2
．
花
ノ
木
澤
第
二
堰
堤
　
七
．
十
．
五

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

花
ノ
木
澤

昭
和
7
年
1
0
月
5
日

1
9
3
2
年
1
0
月
5
日

3
．
花
ノ
木
澤
第
二
堰
堤
　
七
．
十
．
五

3
．
花
ノ
木
澤
第
二
堰
堤
　
七
．
十
．
五

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

箱
根
出
山

昭
和
7
年
1
0
月
6
日

1
9
3
2
年
1
0
月
6
日

4
．
箱
根
出
山
附
近
ノ
山
腹
工
事
　
七
．
十
．
六

4
．
箱
根
出
山
附
近
ノ
山
腹
工
事
　
七
．
十
．
六

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

仙
石
原
村
仙
郷
櫻
ノ
庭

昭
和
7
年
1
0
月
6
日

1
9
3
2
年
1
0
月
6
日

5
．
仙
石
原
村
仙
郷
櫻
ノ
庭
　
七
．
十
．
六

5
．
仙
石
原
村
仙
郷
櫻
ノ
庭
　
七
．
十
．
六

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

仙
石
原
村
仙
郷
櫻
ノ
庭

昭
和
7
年
1
0
月
6
日

1
9
3
2
年
1
0
月
6
日

6
．
仙
石
原
村
仙
郷
櫻
ノ
庭
　
七
．
十
．
六

6
．
仙
石
原
村
仙
郷
櫻
ノ
庭
　
七
．
十
．
六

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
下

神
奈
川
県

湖
尻
船

昭
和
7
年
1
0
月
6
日

1
9
3
2
年
1
0
月
6
日

7
．
湖
尻
船
　
七
．
十
．
六

7
．
湖
尻
船
　
七
．
十
．
六

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
下

神
奈
川
県

芦
ノ
湖

昭
和
7
年
1
0
月
6
日

1
9
3
2
年
1
0
月
6
日

8
．
芦
ノ
湖
ヨ
リ
御
料
林
崩
壊
地
ヲ
見
ル
　
七
．
十
．
六

8
．
芦
ノ
湖
ヨ
リ
御
料
林
崩
壊
地
ヲ
見
ル
　
七
．
十
．
六

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

箱
根
権
現

昭
和
7
年
1
0
月
6
日

1
9
3
2
年
1
0
月
6
日

9
．
箱
根
権
現
　
七
．
十
．
六

9
．
箱
根
権
現
　
七
．
十
．
六

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

廣
河
原

昭
和
7
年
1
0
月
6
日

1
9
3
2
年
1
0
月
6
日

1
0
．
廣
河
原
　
七
．
十
．
六

1
0
．
廣
河
原
　
七
．
十
．
六

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

神
奈
川
県

吉
浜
村
　
細
澤

昭
和
7
年
1
0
月
7
日

1
9
3
2
年
1
0
月
7
日

1
1
．
吉
浜
村
　
細
澤
　
七
．
十
．
七

1
1
．
吉
浜
村
　
細
澤
　
七
．
十
．
七

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

吉
浜
村
　
細
澤

昭
和
7
年
1
0
月
7
日

1
9
3
2
年
1
0
月
7
日

1
2
．
吉
浜
村
　
細
澤
　
七
．
十
．
七

1
2
．
吉
浜
村
　
細
澤
　
七
．
十
．
七

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

吉
浜
村
　
細
澤

昭
和
7
年
1
0
月
7
日

1
9
3
2
年
1
0
月
7
日

1
3
．
吉
浜
村
　
細
澤
　
七
．
十
．
七

1
3
．
吉
浜
村
　
細
澤
　
七
．
十
．
七

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

静
岡
県

熱
海

昭
和
7
年
1
0
月
7
日

1
9
3
2
年
1
0
月
7
日

1
4
．
熱
海
ト
ン
ネ
ル
工
事
　
七
．
十
．
七

1
4
．
熱
海
ト
ン
ネ
ル
工
事
　
七
．
十
．
七

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

静
岡
県

伊
東
町
猪
戸
館

昭
和
7
年
1
0
月
8
日

1
9
3
2
年
1
0
月
8
日

1
5
．
伊
東
町
猪
戸
館
　
七
．
十
．
八

1
5
．
伊
東
町
猪
戸
館
　
七
．
十
．
八

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

中
大
見
村
城

昭
和
7
年
1
0
月
8
日

1
9
3
2
年
1
0
月
8
日

1
6
．
中
大
見
村
城
　
七
．
十
．
八

1
6
．
中
大
見
村
城
　
七
．
十
．
八

○
府
県

神
奈
川
縣

中
左
上

静
岡
県

中
大
見
村
城

昭
和
7
年
1
0
月
8
日

1
9
3
2
年
1
0
月
8
日

1
7
．
中
大
見
村
城
　
耕
地
ノ
護
岸
　
七
．
十
．
八

1
7
．
中
大
見
村
城
　
耕
地
ノ
護
岸
　
七
．
十
．
八

○
府
県

神
奈
川
縣

中
右
上

静
岡
県

中
大
見
村
城

昭
和
7
年
1
0
月
8
日

1
9
3
2
年
1
0
月
8
日

1
8
．
中
大
見
村
城
　
橋
ノ
破
壊
　
七
．
十
．
八

1
8
．
中
大
見
村
城
　
橋
ノ
破
壊
　
七
．
十
．
八

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

静
岡
県

中
大
見
村
城

昭
和
7
年
1
0
月
8
日

1
9
3
2
年
1
0
月
8
日

1
9
．
中
大
見
村
城
　
陥
没
地
ノ
工
事
　
七
．
十
．
八

1
9
．
中
大
見
村
城
　
陥
没
地
ノ
工
事
　
七
．
十
．
八

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

静
岡
県

中
狩
野
村
梶
山

昭
和
7
年
1
0
月
8
日

1
9
3
2
年
1
0
月
8
日

2
0
．
中
狩
野
村
梶
山
砂
防
工
事
実
況
　
七
．
十
．
八

2
0
．
中
狩
野
村
梶
山
砂
防
工
事
実
況
　
七
．
十
．
八

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

静
岡
県

中
狩
野
村
梶
山

昭
和
7
年
1
0
月
8
日

1
9
3
2
年
1
0
月
8
日

2
1
．
中
狩
野
村
梶
山
土
石
流
ノ
跡
　
七
．
十
．
八

2
1
．
中
狩
野
村
梶
山
土
石
流
ノ
跡
　
七
．
十
．
八

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

中
狩
野
村
雲
金

昭
和
7
年
1
0
月
8
日

1
9
3
2
年
1
0
月
8
日

2
2
．
中
狩
野
村
雲
金
ノ
工
事
　
七
．
十
．
八

2
2
．
中
狩
野
村
雲
金
ノ
工
事
　
七
．
十
．
八

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

静
岡
県

中
狩
野
村
雲
金

昭
和
7
年
1
0
月
8
日

1
9
3
2
年
1
0
月
8
日

2
3
．
中
狩
野
村
雲
金
ノ
工
事
ノ
見
張
場
　
七
．
十
．
八

2
3
．
中
狩
野
村
雲
金
ノ
工
事
ノ
見
張
場
　
七
．
十
．
八

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

湯
夲
花
ノ
木
沢

昭
和
8
年
2
月
3
日

1
9
3
3
年
2
月
3
日

N
o
1
　
湯
夲
花
ノ
木
沢
　
昭
和
八
年
二
月
三
日

N
o
1
　
湯
夲
花
ノ
木
沢
　
昭
和
八
年
二
月
三
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

神
奈
川
県

仙
郷
櫻

昭
和
8
年
2
月
4
日

1
9
3
3
年
2
月
4
日

N
o
2
　
仙
郷
櫻
　
二
月
四
日

N
o
2
　
仙
郷
櫻
　
二
月
四
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

神
奈
川
県

箱
根
芦
ノ
湖

昭
和
8
年
2
月
4
日

1
9
3
3
年
2
月
4
日

N
o
3
　
箱
根
芦
ノ
湖
　
二
月
四
日

N
o
3
　
箱
根
芦
ノ
湖
　
二
月
四
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

神
奈
川
県

箱
根
町

昭
和
8
年
2
月
4
日

1
9
3
3
年
2
月
4
日

N
o
4
　
箱
根
町
　
二
月
四
日

N
o
4
　
箱
根
町
　
二
月
四
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

神
奈
川
県

箱
根
町

昭
和
8
年
2
月
4
日

1
9
3
3
年
2
月
4
日

N
o
5
　
箱
根
町
　
二
月
四
日

N
o
5
　
箱
根
町
　
二
月
四
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

神
奈
川
県

細
沢

昭
和
8
年
2
月
5
日

1
9
3
3
年
2
月
5
日

N
o
6
　
細
沢
　
二
月
五
日

N
o
6
　
細
沢
　
二
月
五
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

静
岡
県

熱
海
町
海
園

昭
和
8
年
2
月
6
日

1
9
3
3
年
2
月
6
日

N
o
7
　
熱
海
町
海
園
　
二
月
五
日

N
o
7
　
熱
海
町
海
園
　
二
月
五
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

静
岡
県

城
ノ
陥
没
地

昭
和
8
年
2
月
6
日

1
9
3
3
年
2
月
6
日

N
o
8
　
城
ノ
陥
没
地
　
二
月
六
日

N
o
8
　
城
ノ
陥
没
地
　
二
月
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
下

静
岡
県

城
ノ
起
隆
地

昭
和
8
年
2
月
6
日

1
9
3
3
年
2
月
6
日

N
o
9
　
城
ノ
起
隆
地
　
二
月
六
日

N
o
9
　
城
ノ
起
隆
地
　
二
月
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
下

静
岡
県

城
昭
和
8
年
2
月
6
日

1
9
3
3
年
2
月
6
日

N
o
1
0
　
城
　
二
月
六
日

N
o
1
0
　
城
　
二
月
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
下

静
岡
県

伊
豆
梶
山

昭
和
8
年
2
月
6
日

1
9
3
3
年
2
月
6
日

N
o
1
1
　
伊
豆
梶
山
　
二
月
六
日

N
o
1
1
　
伊
豆
梶
山
　
二
月
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

左
上

静
岡
県

伊
豆
梶
山

昭
和
8
年
2
月
6
日

1
9
3
3
年
2
月
6
日

N
o
1
2
　
伊
豆
梶
山
　
二
月
六
日

N
o
1
2
　
伊
豆
梶
山
　
二
月
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

中
上

静
岡
県

伊
豆
梶
山

昭
和
8
年
2
月
6
日

1
9
3
3
年
2
月
6
日

N
o
1
3
　
伊
豆
梶
山
　
二
月
六
日

N
o
1
3
　
伊
豆
梶
山
　
二
月
六
日

○
府
県

神
奈
川
縣

右
上

静
岡
県

三
嶋
駅

昭
和
8
年
2
月
6
日

1
9
3
3
年
2
月
6
日

N
o
1
4
　
三
嶋
駅
　
二
月
六
日

N
o
1
4
　
三
嶋
駅
　
二
月
六
日

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

市
ノ
瀬
犬
切
峠

市
ノ
瀬
犬
切
峠
　
海
抜
4
8
0
0
尺

市
ノ
瀬
犬
切
峠
　
海
抜
4
8
0
0
尺

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

山
梨
県

奈
山
梨
郡
神
金
村
落
合

大
正
5
年
8
月
1
1
日

1
9
1
6
年
8
月
1
1
日

山
梨
縣
奈
山
梨
郡
神
金
村
落
合
量
水
装
置
（
大
正
五
年
八
月
十
一
日
雨
天
）

山
梨
縣
奈
山
梨
郡
神
金
村
落
合
量
水
装
置
（
大
正
五
年
八
月
十
一
日
雨
天
）

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

市
ノ
瀬

大
正
9
年
8
月
7
日

1
9
2
0
年
8
月
7
日

市
ノ
瀬
重
金
鑛
ノ
鉱
坑
（
大
正
九
年
八
月
七
日
）

市
ノ
瀬
重
金
鑛
ノ
鉱
坑
（
大
正
九
年
八
月
七
日
）

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

市
ノ
瀬

大
正
9
年
8
月
7
日

1
9
2
0
年
8
月
7
日

市
ノ
瀬
重
金
鑛
水
選
装
置
（
大
正
九
年
八
月
七
日
）

市
ノ
瀬
重
金
鑛
水
選
装
置
（
大
正
九
年
八
月
七
日
）

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

青
○
○
水
○
林
○
○
前

青
○
○
水
○
林
○
○
前

青
○
○
水
○
林
○
○
前

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

金
堪
沢

金
堪
沢
空
積
堰
堤

金
堪
沢
空
積
堰
堤

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

金
場
堪
沢

金
場
堪
沢
量
水
装
置

金
場
堪
沢
量
水
装
置

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

金
堪
澤

大
正
7
年
9
月
2
日

1
9
1
8
年
9
月
2
日

金
堪
澤
二
於
け
る
水
量
測
定
大
正
七
年
九
月
二
日

金
堪
澤
二
於
け
る
水
量
測
定
大
正
七
年
九
月
二
日

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

萩
原
山
片
尾
澤

萩
原
山
片
尾
澤
石
堰
堤
　
大
正
七
年
度
施
行

萩
原
山
片
尾
澤
石
堰
堤
　
大
正
七
年
度
施
行

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

萩
原
山
片
尾
澤

萩
原
山
片
尾
澤
石
堰
堤
　
大
正
七
年
度
施
行

萩
原
山
片
尾
澤
石
堰
堤
　
大
正
七
年
度
施
行

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

長
尾
澤

大
正
7
年
9
月
3
日

1
9
1
8
年
9
月
3
日

長
尾
澤
　
大
正
七
年
九
月
三
日

長
尾
澤
　
大
正
七
年
九
月
三
日

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

長
尾
澤

大
正
7
年
9
月
3
日

1
9
1
8
年
9
月
3
日

長
尾
澤
　
大
正
七
年
九
月
三
日

長
尾
澤
　
大
正
七
年
九
月
三
日

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

金
堪
沢

大
正
7
年
9
月
3
日

1
9
1
8
年
9
月
3
日

金
堪
沢
　
大
正
七
年
九
月
三
日

金
堪
沢
　
大
正
七
年
九
月
三
日

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

金
堪
沢
　
檜
尾

大
正
7
年
9
月
3
日

1
9
1
8
年
9
月
3
日

金
堪
沢
　
檜
尾
　
大
正
七
年
九
月
三
日

金
堪
沢
　
檜
尾
　
大
正
七
年
九
月
三
日

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

多
摩
川
水
湧
地

大
正
6
年
1
1
月
2
8
日

1
9
1
7
年
1
1
月
2
8
日

多
摩
川
水
湧
地
　
地
○
　
大
正
六
年
十
一
月
二
十
八
日

多
摩
川
水
湧
地
　
地
○
　
大
正
六
年
十
一
月
二
十
八
日

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

多
摩
川
水
源
地

大
正
6
年
1
1
月
2
2
日

1
9
1
7
年
1
1
月
2
2
日

多
摩
川
水
源
地
○
柵
　
大
正
六
年
十
一
月
二
十
二
日

多
摩
川
水
源
地
○
柵
　
大
正
六
年
十
一
月
二
十
二
日

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

多
摩
川
水
源
地

大
正
6
年
1
1
月
2
7
日

1
9
1
7
年
1
1
月
2
7
日

多
摩
川
水
源
地
　
大
正
六
年
十
一
月
二
十
七
日

多
摩
川
水
源
地
　
大
正
六
年
十
一
月
二
十
七
日

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

多
摩
川
水
源
地

大
正
6
年
1
1
月
2
7
日

1
9
1
7
年
1
1
月
2
7
日

多
摩
川
水
源
地
　
大
正
六
年
十
一
月
二
十
七
日

多
摩
川
水
源
地
　
大
正
六
年
十
一
月
二
十
七
日

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

高
橋
川

大
正
6
年
1
1
月
2
6
日

1
9
1
7
年
1
1
月
2
6
日

高
橋
川
量
水
堰
堤
　
大
正
六
年
十
一
月
二
十
六
日

高
橋
川
量
水
堰
堤
　
大
正
六
年
十
一
月
二
十
六
日

○
府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

多
摩
川
立
流
高
橋
川

大
正
6
年
1
1
月
2
7
日

1
9
1
7
年
1
1
月
2
7
日

多
摩
川
立
流
高
橋
川
量
水
堰
堤
　
大
正
六
年
十
一
月
二
十
七
日

多
摩
川
立
流
高
橋
川
量
水
堰
堤
　
大
正
六
年
十
一
月
二
十
七
日

○

府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

乗
廣
沢

乗
廣
沢
　
立
年
度
工
事
　
東
京
府
多
摩
川
流
域
（
ア
ル
バ
ム
の
表
書
）

第
三
十
九
頁
二
昭
和
二
年
度
撮
影
ノ
写
真
ア
リ

乗
廣
沢
　
立
年
度
工
事
　
東
京
府
多
摩
川
流
域
（
ア
ル
バ
ム
の
表
書
）

第
三
十
九
頁
二
昭
和
二
年
度
撮
影
ノ
写
真
ア
リ

○

府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

金
堪
沢

大
正
6
年
1
1
月
2
8
日

1
9
1
7
年
1
1
月
2
8
日

金
堪
沢
　
量
水
装
置
　
水
位
三
寸
巾
二
尺
　
流
域
面
積

百
六
十
町
　
大
正
六
年
十
一
月
廿
八
日

金
堪
沢
　
量
水
装
置
　
水
位
三
寸
巾
二
尺
　
流
域
面
積

百
六
十
町
　
大
正
六
年
十
一
月
廿
八
日

○

府
県

東
京
市
水
源
林

中
心

東
京
都

金
堪
沢

金
堪
沢
　
量
水
装
置

大
正
六
年
九
月
廿
日
　
大
雨
1
7
2
ミ
リ
　
水
位
一
尺
六
寸

大
正
六
年
十
一
月
廿
七
日
　
水
位
一
寸
　
流
域
面
積
　
五
十
八
町

金
堪
沢
　
量
水
装
置

大
正
六
年
九
月
廿
日
　
大
雨
1
7
2
ミ
リ
　
水
位
一
尺
六
寸

大
正
六
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源

林
中

心
東

京
都

天
神

山
大

正
1
5
年

1
0
月

1
9
日

1
9
2
6
年

1
0
月

1
9
日

天
神

山
砂

防
　

大
正

十
五

年
十

月
十

九
日

天
神

山
砂

防
　

大
正

十
五

年
十

月
十

九
日

○
府

県
東

京
市

水
源

林
中

心
○

○
○

　
○

○
○

○
○

○
　

○
○

○
○

府
県

東
京

市
水

源
林

中
心

東
京

都
金

場
澤

大
正

1
5
年

1
0
月

5
日

1
9
2
6
年

1
0
月

5
日

金
場

澤
谷

止
工

事
　

大
正

十
五

年
十

月
五

日
金

場
澤

谷
止

工
事

　
大

正
十

五
年

十
月

五
日

○
府

県
東

京
市

水
源

林
中

心
東

京
都

金
場

澤
大

正
1
5
年

1
0
月

5
日

1
9
2
6
年

1
0
月

5
日

金
場

澤
谷

止
　

大
正

十
五

年
十

月
五

日
金

場
澤

谷
止

　
大

正
十

五
年

十
月

五
日

○
府

県
東

京
市

水
源

林
中

心
東

京
都

犬
切

澤
大

正
1
5
年

1
0
月

1
7
日

1
9
2
6
年

1
0
月

1
7
日

犬
切

澤
崩

壊
地

　
大

正
十

五
年

十
月

十
七

日
犬

切
澤

崩
壊

地
　

大
正

十
五

年
十

月
十

七
日

○
府

県
東

京
市

水
源

林
中

心
東

京
都

犬
切

大
正

1
5
年

1
0
月

1
7
日

1
9
2
6
年

1
0
月

1
7
日

犬
切

ヨ
リ

見
タ

ル
三

ノ
瀬

方
面

崩
壊

地
　

1
5
、

1
0
、

1
7

犬
切

ヨ
リ

見
タ

ル
三

ノ
瀬

方
面

崩
壊

地
　

1
5
、

1
0
、

1
7

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

千
葉

県
下

東
京

農
科

大
学

演
習

林
千

葉
縣

下
東

京
農

科
大

学
演

習
林

ニ
テ

三
角

測
量

ノ
基

線
測

量
千

葉
縣

下
東

京
農

科
大

学
演

習
林

ニ
テ

三
角

測
量

ノ
基

線
測

量
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
千

葉
県

下
清

澄
演

習
林

千
葉

縣
下

清
澄

演
習

林
二

テ
農

科
大

学
林

学
科

学
生

測
量

実
習

○
千

葉
縣

下
清

澄
演

習
林

二
テ

農
科

大
学

林
学

科
学

生
測

量
実

習
○

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
写

真
内

柱
に

「
東

京
帝

国
大

学
農

耕
大

学
千

葉
県

下
演

習
林

派
出

所
」
の

文
字

有
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

雪
上

を
ソ

リ
で

木
材

運
搬

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
雪

上
を

ソ
リ

で
木

材
運

搬
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○
府

県
千

葉
縣

中
心

記
載

な
し

　
○

府
県

千
葉

縣
中

心
記

載
な

し
　

○

兵
庫

縣
武

庫
郡

良
元

村
砂

防
工

事
着

工
前

中
心

兵
庫

県
弐

庫
郡

良
元

村
明

治
4
3
年

4
月

1
9
1
0
年

4
月

兵
庫

県
弐

庫
郡

良
元

村
砂

防
工

事
着

手
前

兵
庫

県
弐

庫
川

流
域

迸
瀬

川
支

流
弐

庫
郡

良
元

村
ノ

内
小

林
村

字
千

石
ヅ

リ
砂

防
工

事
着

手
前

實
況

  
明

治
四

十
三

年
四

月
撮

影

兵
庫

県
弐

庫
郡

良
元

村
砂

防
工

事
着

手
前

　
兵

庫
県

弐
庫

川
流

域
迸

瀬
川

支
流

弐
庫

郡
良

元
村

ノ
内

小
林

村
字

千
石

ヅ
リ

砂
防

工
事

着
手

前
實

況
明

治
四

十
三

年
四

月
撮

影

○

兵
庫

縣
武

庫
郡

良
元

村
砂

防
工

事
竣

工
後

中
心

兵
庫

県
弐

庫
郡

良
元

村
大

正
3
年

7
月

1
9
1
4
年

7
月

兵
庫

県
弐

庫
郡

良
元

村
砂

防
工

事
竣

工
後

兵
庫

県
弐

庫
川

流
域

迸
瀬

川
支

流
弐

庫
郡

良
元

村
ノ

内
小

林
村

字
千

石
ヅ

リ
砂

防
工

事
竣

工
後

實
況

  
大

正
三

年
七

月
撮

影

兵
庫

県
弐

庫
郡

良
元

村
砂

防
工

事
竣

工
後

　
兵

庫
県

弐
庫

川
流

域
迸

瀬
川

支
流

弐
庫

郡
良

元
村

ノ
内

小
林

村
字

千
石

ヅ
リ

砂
防

工
事

竣
工

後
實

況
大

正
三

年
七

月
撮

影

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

中
心

朝
鮮

大
正

1
2
年

6
月

中
旬

1
9
2
3
年

6
月

中
旬

全
羅

南
道

砂
防

工
事

　
工

事
施

工
後

満
一

年
経

過
（
大

正
十

二
年

六
月

中
旬

撮
影

）
全

羅
南

道
砂

防
工

事
　

工
事

施
工

後
満

一
年

経
過

（
大

正
十

二
年

六
月

中
旬

撮
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

中
心

朝
鮮

大
正

1
2
年

6
月

中
旬

1
9
2
3
年

6
月

中
旬

全
羅

南
道

砂
防

工
事

（
大

正
十

二
年

六
月

中
旬

撮
影

）
工

事
施

工
後

満
一

ヶ
年

撮
影

○
吋

大
降

両
水

面
二

満
水

セ
ル

景
ナ

リ
堰

堤
ノ

大
サ

長
サ

五
間

半
高

サ
一

間
半

放
水

路
大

サ
底

中
九

尺
深

サ
一

尺
五

寸
集

水
面

積
三

十
町

の
余

全
羅

南
道

砂
防

工
事

（
大

正
十

二
年

六
月

中
旬

撮
影

）
工

事
施

工
後

満
一

ヶ
年

撮
影

○
吋

大
降

両
水

面
二

満
水

セ
ル

景
ナ

リ
堰

堤
ノ

大
サ

長
サ

五
間

半
高

サ
一

間
半

放
水

路
大

サ
底

中
九

尺
深

サ
一

尺
五

寸
集

水
面

積
三

十
町

の
余

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
8
年

6
月

1
9
1
9
年

6
月

大
橋

里
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
林

況
　

大
正

八
年

六
月

撮
影

大
　

丈
　

二
十

八
尺

八
寸

　
目

通
廻

　
一

尺
三

寸
中

　
丈

　
二

十
三

尺
一

寸
　

　
　

〃
　

　
九

寸
二

分
小

　
丈

　
十

七
尺

九
寸

　
　

　
　

〃
　

　
七

寸
五

分

大
橋

里
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
林

況
　

大
正

八
年

六
月

撮
影

大
　

丈
　

二
十

八
尺

八
寸

　
目

通
廻

　
一

尺
三

寸
中

　
丈

　
二

十
三

尺
一

寸
　

　
　

〃
　

　
九

寸
二

分
小

　
丈

　
十

七
尺

九
寸

　
　

　
　

〃
　

　
七

寸
五

分

○

1
5



ア
ル

バ
ム

名
ペ

ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真

集
改

訂
版

掲
載

ペ
ー

ジ

国
名

都
道

府
県

名
地

名
・
渓

流
名

諸
戸

北
郎

博
士

ア
ル

バ
ム

撮
影

年
①

撮
影

年
②

写
真

コ
メ

ン
ト

写
真

コ
メ

ン
ト

2
（
写

真
裏

側
）

写
真

コ
メ

ン
ト

統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
8
年

6
月

現
況

1
9
1
9
年

6
月

現
況

廣
澤

文
庫

落
葉

松
造

林
地

　
中

南
○

岐
郡

東
面

台
内

　
面

積
十

四
町

六
反

歩
明

治
四

十
年

中
植

付
本

数
　

一
万

本
　

〃
 四

十
一

年
中

　
 ○

上
　

　
 四

万
六

千
本

　
〃

 四
十

二
年

中
　

 ○
上

　
　

 四
千

本
　

〃
 四

十
三

年
中

　
 ○

上
　

　
 一

万
本

　
　

　
　

　
合

計
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
七

万
本

大
正

八
年

六
月

現
況

最
大

目
通

囲
　

二
尺

　
　

〃
　

高
サ

　
四

十
八

尺
中

目
通

囲
　

　
 一

尺
　

　
〃

　
高

サ
　

二
十

尺

廣
澤

文
庫

落
葉

松
造

林
地

　
中

南
○

岐
郡

東
面

台
内

　
面

積
十

四
町

六
反

歩
明

治
四

十
年

中
植

付
本

数
　

一
万

本
　

〃
 四

十
一

年
中

　
 ○

上
　

　
 四

万
六

千
本

　
〃

 四
十

二
年

中
　

 ○
上

　
　

 四
千

本
　

〃
 四

十
三

年
中

　
 ○

上
　

　
 一

万
本

　
　

　
　

　
合

計
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
七

万
本

大
正

八
年

六
月

現
況

最
大

目
通

囲
　

二
尺

　
　

〃
　

高
サ

　
四

十
八

尺
中

目
通

囲
　

　
 一

尺
　

　
〃

　
高

サ
　

二
十

尺

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮

柱
南

燕
岐

郡
西

面
月

河
里

8
0
4
、

季
客

○
四

十
九

年
。

○
大

正
三

年
東

京
ニ

テ
開

催
セ

ル
○

覧
会

ヲ
観

て
全

会
場

内
に

あ
る

模
型

ノ
砂

防
の

造
林

ヲ
実

見
シ

大
二

感
ス

ル
処

ア
リ

大
正

四
年

四
月

月
河

里
荒

廃
地

（
竹

林
）
面

積
約

二
町

歩
（
実

際
は

一
町

歩
内

外
ト

認
ム

）
二

左
記

樹
木

ヲ
造

林
シ

己
二

砂
防

ノ
目

的
ヲ

達
シ

タ
ル

モ
ノ

ト
認

メ
ラ

ル
。

ク
ヌ

ギ
二

千
本

、
マ

ツ
二

千
本

、
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
七

百
五

十
本

、
ク

リ
百

本

柱
南

燕
岐

郡
西

面
月

河
里

8
0
4
、

季
客

○
四

十
九

年
。

○
大

正
三

年
東

京
ニ

テ
開

催
セ

ル
○

覧
会

ヲ
観

て
全

会
場

内
に

あ
る

模
型

ノ
砂

防
の

造
林

ヲ
実

見
シ

大
二

感
ス

ル
処

ア
リ

大
正

四
年

四
月

月
河

里
荒

廃
地

（
竹

林
）
面

積
約

二
町

歩
（
実

際
は

一
町

歩
内

外
ト

認
ム

）
二

左
記

樹
木

ヲ
造

林
シ

己
二

砂
防

ノ
目

的
ヲ

達
シ

タ
ル

モ
ノ

ト
認

メ
ラ

ル
。

ク
ヌ

ギ
二

千
本

、
マ

ツ
二

千
本

、
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
七

百
五

十
本

、
ク

リ
百

本

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
忠

南
燕

岐
郡

西
面

月
河

里
　

季
客

○
　

砂
防

造
林

地
ノ

一
部

忠
南

燕
岐

郡
西

面
月

河
里

　
季

客
○

　
砂

防
造

林
地

ノ
一

部
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
8
年

6
月

1
9
1
9
年

6
月

忠
南

燕
岐

郡
　

長
岐

面
　

大
橋

里
　

地
方

費
模

範
林

　
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
植

栽
地

大
正

八
年

六
月

撮
影

忠
南

燕
岐

郡
　

長
岐

面
　

大
橋

里
　

地
方

費
模

範
林

　
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
植

栽
地

大
正

八
年

六
月

撮
影

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
8
年

6
月

1
9
1
9
年

6
月

忠
南

燕
岐

郡
　

長
岐

面
　

大
橋

里
　

地
方

費
模

範
林

　
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
植

栽
地

大
正

八
年

六
月

撮
影

忠
南

燕
岐

郡
　

長
岐

面
　

大
橋

里
　

地
方

費
模

範
林

　
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
植

栽
地

大
正

八
年

六
月

撮
影

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
8
年

６
月

1
9
1
9
年

6
月

京
畿

道
始

○
郡

　
蚕

室
里

　
河

岸
造

林
地

ポ
プ

ラ
林

　
大

正
八

年
六

月
撮

影
京

畿
道

始
○

郡
　

蚕
室

里
　

河
岸

造
林

地
ポ

プ
ラ

林
　

大
正

八
年

六
月

撮
影

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

8
年

６
月

1
9
1
9
年

6
月

忠
清

南
道

公
州

郡
　

長
岐

面
大

橋
里

　
荒

廃
地

ニ
テ

大
正

八
年

六
月

撮
影

忠
清

南
道

公
州

郡
　

長
岐

面
大

橋
里

　
荒

廃
地

ニ
テ

大
正

八
年

六
月

撮
影

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

　
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
十

二
年

施
行

工
物

　
空

積
石

堰
堤

　
全

南
　

Ｎ
ｏ
1

大
正

十
二

年
施

行
工

物
　

空
積

石
堰

堤
　

全
南

　
Ｎ

ｏ
1

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
2
年

度
施

行
工

事
　

Ｎ
ｏ
2

大
正

1
2
年

度
施

行
工

事
　

Ｎ
ｏ
2

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
3
年

2
月

1
9
2
4
年

２
月

大
正

十
二

年
度

施
工

物
　

空
積

石
堰

堤
　

Ｎ
ｏ
1
○

ノ
最

上
ノ

堰
堤

大
正

十
三

年
二

月
撮

影
大

正
十

二
年

度
施

工
物

　
空

積
石

堰
堤

　
Ｎ

ｏ
1
○

ノ
最

上
ノ

堰
堤

大
正

十
三

年
二

月
撮

影
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
3
年

6
月

1
9
2
4
年

6
月

大
正

十
一

年
度

砂
防

工
事

施
工

地
植

栽
後

満
一

ヶ
年

経
過

大
正

十
二

年
三

月
植

栽
地

　
大

正
十

三
年

六
月

撮
影

　
一

大
正

十
一

年
度

砂
防

工
事

施
工

地
植

栽
後

満
一

ヶ
年

経
過

大
正

十
二

年
三

月
植

栽
地

　
大

正
十

三
年

六
月

撮
影

　
一

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
3
年

6
月

1
9
2
4
年

6
月

大
正

十
一

年
度

砂
防

工
事

施
工

地
　

大
正

十
二

年
三

月
植

栽
地

大
正

十
三

年
六

月
撮

影
　

植
栽

後
満

一
ヶ

年
経

過
　

二
大

正
十

一
年

度
砂

防
工

事
施

工
地

　
大

正
十

二
年

三
月

植
栽

地
大

正
十

三
年

六
月

撮
影

　
植

栽
後

満
一

ヶ
年

経
過

　
二

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
3
年

6
月

1
9
2
4
年

6
月

大
正

十
一

年
度

砂
防

工
事

施
工

地
　

大
正

十
二

年
三

月
植

栽
地

大
正

十
三

年
六

月
撮

影
　

植
栽

後
満

一
ヶ

年
経

過
　

三
大

正
十

一
年

度
砂

防
工

事
施

工
地

　
大

正
十

二
年

三
月

植
栽

地
大

正
十

三
年

六
月

撮
影

　
植

栽
後

満
一

ヶ
年

経
過

　
三

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
1
年

1
9
2
2
年

Ｎ
ｏ
1
　

大
正

1
1
年

度
施

行
当

時
の

状
況

Ｎ
ｏ
1
　

大
正

1
1
年

度
施

行
当

時
の

状
況

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

上
朝

鮮
大

正
1
1
年

1
9
2
2
年

Ｎ
ｏ
2
　

大
正

1
1
年

度
施

行
当

時
の

状
況

Ｎ
ｏ
2
　

大
正

1
1
年

度
施

行
当

時
の

状
況

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

下
朝

鮮
大

正
1
1
年

1
9
2
2
年

Ｎ
ｏ
3
　

大
正

1
1
年

度
施

行
当

時
の

状
況

Ｎ
ｏ
3
　

大
正

1
1
年

度
施

行
当

時
の

状
況

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

1
1
年

9
月

1
9
2
2
年

9
月

大
正

1
1
年

度
起

工
最

初
ノ

山
　

○
年

9
月

7
日

撮
影

大
正

1
1
年

度
起

工
最

初
ノ

山
　

○
年

9
月

7
日

撮
影

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
1
年

9
月

1
7
日

1
9
2
2
年

9
月

1
7
日

大
正

1
1
年

度
段

切
後

ノ
状

況
　

大
正

1
1
年

9
月

1
7
日

撮
影

大
正

1
1
年

度
段

切
後

ノ
状

況
　

大
正

1
1
年

9
月

1
7
日

撮
影

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
1
年

9
月

1
9
2
2
年

9
月

大
正

1
1
年

度
施

行
地

施
工

前
ノ

状
況

　
1
1
年

9
月

撮
影

大
正

1
1
年

度
施

行
地

施
工

前
ノ

状
況

　
1
1
年

9
月

撮
影

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

施
行

植
栽

後
満

一
ヶ

年
後

ノ
状

況
施

行
植

栽
後

満
一

ヶ
年

後
ノ

状
況

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

砂
防

植
栽

前
清

雲
洞

砂
防

造
林

地
砂

防
植

栽
前

清
雲

洞
砂

防
造

林
地

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

明
治

4
0
年

1
9
0
7
年

砂
防

植
栽

施
行

当
年

明
治

四
拾

年
砂

防
植

栽
施

行
当

年
明

治
四

拾
年

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

明
治

4
1
年

1
9
0
8
年

砂
防

植
栽

施
行

二
年

目
明

治
四

十
一

年
砂

防
植

栽
施

行
二

年
目

明
治

四
十

一
年

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

明
治

4
2
年

1
9
0
9
年

砂
防

植
栽

施
行

三
年

目
明

治
四

十
二

年
砂

防
植

栽
施

行
三

年
目

明
治

四
十

二
年

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

明
治

4
3
年

1
9
1
0
年

砂
防

植
栽

施
行

四
年

目
明

治
四

十
三

年
砂

防
植

栽
施

行
四

年
目

明
治

四
十

三
年

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

明
治

4
4
年

1
9
1
1
年

砂
防

植
栽

施
行

五
年

目
明

治
四

十
四

年
砂

防
植

栽
施

行
五

年
目

明
治

四
十

四
年

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

明
治

4
5
年

1
9
1
2
年

砂
防

植
栽

施
行

六
年

目
明

治
四

十
五

年
砂

防
植

栽
施

行
六

年
目

明
治

四
十

五
年

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

2
年

1
9
1
3
年

砂
防

植
栽

施
行

七
年

目
大

正
二

年
砂

防
植

栽
施

行
七

年
目

大
正

二
年

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

3
年

1
9
1
4
年

砂
防

植
栽

施
行

八
年

目
大

正
三

年
砂

防
植

栽
施

行
八

年
目

大
正

三
年

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

4
年

1
9
1
5
年

砂
防

植
栽

施
行

九
年

目
大

正
四

年
砂

防
植

栽
施

行
九

年
目

大
正

四
年

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
中

心
朝

鮮
大

正
1
4
年

6
月

2
7
日

1
9
2
5
年

6
月

2
7
日

曲
線

堰
堤

　
六

月
二

十
七

日
ノ

豪
雨

中
撮

影
ス

曲
線

堰
堤

　
六

月
二

十
七

日
ノ

豪
雨

中
撮

影
ス

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
4
年

6
月

2
7
日

1
9
2
5
年

6
月

2
7
日

曲
線

堰
堤

練
込

終
了

ノ
景

　
大

正
1
4
年

6
月

2
7
日

ノ
豪

雨
中

撮
影

ス
曲

線
堰

堤
練

込
終

了
ノ

景
　

大
正

1
4
年

6
月

2
7
日

ノ
豪

雨
中

撮
影

ス
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
4
年

1
9
2
5
年

朝
鮮

全
南

○
○

郡
端

坊
面

三
角

里
工

事
前

ノ
光

景
　

大
正

十
四

年
朝

鮮
全

南
○

○
郡

端
坊

面
三

角
里

工
事

前
ノ

光
景

　
大

正
十

四
年

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

中
心

朝
鮮

全
羅

南
道

光
州

郡
端

坊
面

三
角

里
　

大
正

1
1
年

度
工

事
地

　
1
2
年

3
月

植
栽

植
栽

後
一

ヶ
年

目
二

撮
影

ス
全

羅
南

道
光

州
郡

端
坊

面
三

角
里

　
大

正
1
1
年

度
工

事
地

　
1
2
年

3
月

植
栽

植
栽

後
一

ヶ
年

目
二

撮
影

ス
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
全

羅
南

道
光

○
郡

端
坊

面
三

角
里

　
大

正
十

一
年

度
工

事
　

1
2
年

3
月

植
栽

全
羅

南
道

光
○

郡
端

坊
面

三
角

里
　

大
正

十
一

年
度

工
事

　
1
2
年

3
月

植
栽

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

全
羅

南
道

光
州

郡
端

坊
面

三
角

里
　

大
正

十
一

年
度

○
設

石
堰

堤
全

羅
南

道
光

州
郡

端
坊

面
三

角
里

　
大

正
十

一
年

度
○

設
石

堰
堤

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

1
5
日

1
9
2
5
年

1
0
月

1
5
日

林
道

ヨ
リ

○
ン

ダ
所

　
動

物
　

番
犬

デ
ス

　
大

正
十

四
年

十
月

十
五

日
林

道
ヨ

リ
○

ン
ダ

所
　

動
物

　
番

犬
デ

ス
　

大
正

十
四

年
十

月
十

五
日

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

記
載

な
し

記
載

な
し

記
載

な
し

　
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
4
年

1
0
月

2
2
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
2
日

温
井

里
、

萬
龍

閣
前

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
二

日
字

温
井

里
、

萬
龍

閣
前

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
二

日
字

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
2
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
2
日

温
井

里
、

萬
龍

閣
前

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
二

日
字

温
井

里
、

萬
龍

閣
前

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
二

日
字

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
2
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
2
日

温
井

里
、

萬
龍

閣
前

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
二

日
字

温
井

里
、

萬
龍

閣
前

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
二

日
字

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
2
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
2
日

海
金

剛
前

ニ
テ

（
江

原
道

演
習

林
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
二

日
字

海
金

剛
前

ニ
テ

（
江

原
道

演
習

林
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
二

日
字

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
3
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
3
日

楸
洞

新
○

里
　

間
○

峰
里

ニ
テ

（
江

演
）
大

正
十

四
年

十
月

二
十

三
日

撮
影

楸
洞

新
○

里
　

間
○

峰
里

ニ
テ

（
江

演
）
大

正
十

四
年

十
月

二
十

三
日

撮
影

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
4
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
4
日

楸
洞

新
○

里
　

作
業

所
前

ニ
テ

（
江

原
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
四

日
字

楸
洞

新
○

里
　

作
業

所
前

ニ
テ

（
江

原
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
四

日
字

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
4
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
4
日

姑
味

城
里

行
途

上
　

○
器

店
河

渡
り

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
四

日
撮

姑
味

城
里

行
途

上
　

○
器

店
河

渡
り

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
四

日
撮

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
6
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
6
日

姑
味

城
里

作
業

所
前

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
六

日
撮

姑
味

城
里

作
業

所
前

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
六

日
撮

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
6
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
6
日

新
○

里
○

上
ニ

テ
（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
六

日
撮

新
○

里
○

上
ニ

テ
（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
六

日
撮

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
6
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
6
日

大
康

里
　

峠
ノ

頂
上

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
六

日
）

大
康

里
　

峠
ノ

頂
上

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
六

日
）

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
7
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
7
日

江
嶺

行
途

上
、

五
湖

里
渡

場
ニ

テ
（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
七

日
撮

江
嶺

行
途

上
、

五
湖

里
渡

場
ニ

テ
（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
七

日
撮

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
7
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
7
日

江
嶺

行
途

上
東

草
里

海
岸

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
七

日
撮

江
嶺

行
途

上
東

草
里

海
岸

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
七

日
撮

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
7
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
7
日

江
嶺

行
途

上
東

草
里

海
岸

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
七

日
撮

江
嶺

行
途

上
東

草
里

海
岸

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
七

日
撮

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
7
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
7
日

江
嶺

行
途

上
東

草
里

海
岸

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
七

日
撮

江
嶺

行
途

上
東

草
里

海
岸

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
七

日
撮

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
7
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
7
日

江
嶺

行
途

上
東

草
里

海
岸

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
七

日
撮

江
嶺

行
途

上
東

草
里

海
岸

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
七

日
撮

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
9
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
9
日

高
城

事
務

所
前

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
九

日
字

高
城

事
務

所
前

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
九

日
字

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
9
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
9
日

温
井

里
、

萬
物

相
ニ

テ
（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
九

日
字

温
井

里
、

萬
物

相
ニ

テ
（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
九

日
字

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

1
4
年

1
0
月

2
9
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
9
日

温
井

里
、

萬
物

相
ニ

テ
（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
九

日
撮

影
温

井
里

、
萬

物
相

ニ
テ

（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
九

日
撮

影
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
4
年

1
0
月

2
9
日

1
9
2
5
年

1
0
月

2
9
日

温
井

里
、

萬
物

相
ニ

テ
（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
九

日
撮

温
井

里
、

萬
物

相
ニ

テ
（
江

演
）
　

大
正

十
四

年
十

月
二

十
九

日
撮

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
8
年

9
月

1
9
1
9
年

9
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
○

原
面

○
里

大
福

山
道

有
林

施
工

工
事

年
月

　
自

大
正

四
年

-
至

大
正

五
年

施
行

植
栽

年
月

　
自

大
正

五
年

三
月

-
至

大
正

六
年

四
月

撮
影

年
月

　
大

正
八

年
九

月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
○

原
面

○
里

大
福

山
道

有
林

施
工

工
事

年
月

　
自

大
正

四
年

-
至

大
正

五
年

施
行

植
栽

年
月

　
自

大
正

五
年

三
月

-
至

大
正

六
年

四
月

撮
影

年
月

　
大

正
八

年
九

月

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
0
年

5
月

1
9
2
1
年

5
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
南

原
○

里
大

福
山

道
有

林
施

行
工

事
年

月
　

大
正

三
年

度
植

栽
年

月
　

大
正

四
年

春
季

植
栽

撮
影

年
月

　
大

正
十

年
五

月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
南

原
○

里
大

福
山

道
有

林
施

行
工

事
年

月
　

大
正

三
年

度
植

栽
年

月
　

大
正

四
年

春
季

植
栽

撮
影

年
月

　
大

正
十

年
五

月

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
0
年

1
0
月

1
9
2
1
年

1
0
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

上
ト

仝
所

施
行

工
事

年
月

　
大

正
四

、
五

年
度

施
行

植
栽

年
月

　
大

正
五

、
六

年
撮

影
年

月
　

大
正

十
年

十
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

上
ト

仝
所

施
行

工
事

年
月

　
大

正
四

、
五

年
度

施
行

植
栽

年
月

　
大

正
五

、
六

年
撮

影
年

月
　

大
正

十
年

十
月

○

1
6



ア
ル

バ
ム

名
ペ

ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真

集
改

訂
版

掲
載

ペ
ー

ジ

国
名

都
道

府
県

名
地

名
・
渓

流
名

諸
戸

北
郎

博
士

ア
ル

バ
ム

撮
影

年
①

撮
影

年
②

写
真

コ
メ

ン
ト

写
真

コ
メ

ン
ト

2
（
写

真
裏

側
）

写
真

コ
メ

ン
ト

統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
3
年

1
月

1
9
2
4
年

1
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
南

原
面

王
○

里
大

福
山

道
有

林
施

工
ハ

　
大

正
四

、
五

年
度

植
栽

ハ
　

大
正

五
、

六
年

三
月

撮
影

ハ
　

大
正

拾
三

年
一

月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
南

原
面

王
○

里
大

福
山

道
有

林
施

工
ハ

　
大

正
四

、
五

年
度

植
栽

ハ
　

大
正

五
、

六
年

三
月

撮
影

ハ
　

大
正

拾
三

年
一

月

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
3
年

1
月

1
9
2
4
年

1
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

広
岐

里
全

景
（
其

ノ
壱

）
施

行
ハ

　
大

正
九

、
十

年
度

植
栽

ハ
　

大
正

拾
年

-
大

正
拾

弐
年

三
月

撮
影

　
大

正
十

三
年

一
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

広
岐

里
全

景
（
其

ノ
壱

）
施

行
ハ

　
大

正
九

、
十

年
度

植
栽

ハ
　

大
正

拾
年

-
大

正
拾

弐
年

三
月

撮
影

　
大

正
十

三
年

一
月

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
0
年

6
月

1
9
2
1
年

6
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

廣
岐

里
面

有
林

　
大

正
九

年
度

施
行

大
正

十
二

年
三

月
植

栽
　

大
正

十
年

六
月

撮
影

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

廣
岐

里
面

有
林

　
大

正
九

年
度

施
行

大
正

十
二

年
三

月
植

栽
　

大
正

十
年

六
月

撮
影

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
3
年

1
月

1
9
2
4
年

1
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

廣
岐

里
（
面

有
林

、
道

有
林

）
施

行
　

大
正

九
年

、
十

一
年

植
栽

　
大

正
十

年
-
大

正
十

二
年

三
月

　
撮

影
　

大
正

十
三

年
一

月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

廣
岐

里
（
面

有
林

、
道

有
林

）
施

行
　

大
正

九
年

、
十

一
年

植
栽

　
大

正
十

年
-
大

正
十

二
年

三
月

　
撮

影
　

大
正

十
三

年
一

月

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
3
年

1
月

1
9
2
4
年

1
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

廣
岐

里
面

有
林

　
施

行
工

事
大

正
九

年
度

、
大

正
十

一
年

度

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

廣
岐

里
面

有
林

　
施

行
工

事
大

正
九

年
度

、
大

正
十

一
年

度
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
3
年

1
月

1
9
2
4
年

1
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

廣
岐

里
面

有
林

　
施

行
工

事
大

正
九

年
度

-
大

正
十

一
年

度

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

廣
岐

里
面

有
林

　
施

行
工

事
大

正
九

年
度

-
大

正
十

一
年

度
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
0
年

6
月

1
9
2
1
年

6
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

内
尺

里
　

施
行

工
事

大
正

九
年

度
-
大

正
十

一
年

度
植

栽
年

月
　

大
正

十
年

三
月

ヨ
リ

大
正

十
一

年
三

月
　

撮
影

大
正

十
年

六
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

内
尺

里
　

施
行

工
事

大
正

九
年

度
-
大

正
十

一
年

度
植

栽
年

月
　

大
正

十
年

三
月

ヨ
リ

大
正

十
一

年
三

月
　

撮
影

大
正

十
年

六
月

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
3
年

6
月

1
9
2
4
年

6
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

内
尺

里
（
地

番
1
7
-
2
6
）
施

行
工

事
大

正
十

二
年

度
植

栽
ハ

　
大

正
十

三
年

三
月

　
撮

影
大

正
十

三
年

六
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
王

岐
面

内
尺

里
（
地

番
1
7
-
2
6
）
施

行
工

事
大

正
十

二
年

度
植

栽
ハ

　
大

正
十

三
年

三
月

　
撮

影
大

正
十

三
年

六
月

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
3
年

1
月

1
9
2
4
年

1
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

○
國

里
（
地

番
1
5
3
-
1
5
9
）
施

行
工

事
大

正
十

二
年

度
植

栽
　

大
正

十
三

年
三

月
植

栽
予

定
地

　
大

正
十

三
年

一
月

撮
ス

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

○
國

里
（
地

番
1
5
3
-
1
5
9
）
施

行
工

事
大

正
十

二
年

度
植

栽
　

大
正

十
三

年
三

月
植

栽
予

定
地

　
大

正
十

三
年

一
月

撮
ス

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
3
年

1
月

1
9
2
4
年

1
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

○
國

里
（
地

番
1
5
3
-
1
5
8
）

施
行

工
事

年
度

ハ
大

正
十

二
年

植
栽

　
大

正
十

三
年

三
月

植
栽

予
定

　
撮

影
ハ

大
正

十
三

年
一

月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

○
國

里
（
地

番
1
5
3
-
1
5
8
）

施
行

工
事

年
度

ハ
大

正
十

二
年

植
栽

　
大

正
十

三
年

三
月

植
栽

予
定

　
撮

影
ハ

大
正

十
三

年
一

月

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
3
年

1
月

1
9
2
4
年

1
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

○
國

里
　

施
行

工
事

大
正

十
二

年
度

植
栽

年
月

　
大

正
十

三
年

三
月

植
栽

予
定

地
　

撮
影

年
月

大
正

十
三

年
一

月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

○
國

里
　

施
行

工
事

大
正

十
二

年
度

植
栽

年
月

　
大

正
十

三
年

三
月

植
栽

予
定

地
　

撮
影

年
月

大
正

十
三

年
一

月
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
0
年

1
0
月

1
9
2
1
年

1
0
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

松
上

里
（
地

番
1
8
4
大

正
十

年
度

施
行

、
1
3
3
大

正
十

一
年

予
定

地
）
工

事
ハ

大
正

十
年

植
栽

　
大

正
十

一
年

三
月

　
　

撮
影

大
正

十
年

十
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

松
上

里
（
地

番
1
8
4
大

正
十

年
度

施
行

、
1
3
3
大

正
十

一
年

予
定

地
）
工

事
ハ

大
正

十
年

植
栽

　
大

正
十

一
年

三
月

　
　

撮
影

大
正

十
年

十
月

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
3
年

1
月

1
9
2
4
年

1
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

松
上

里
　

施
行

工
事

ハ
大

正
九

、
十

一
年

植
栽

大
正

十
年

三
月

-
大

正
十

二
年

三
月

、
撮

影
十

三
年

一
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

松
上

里
　

施
行

工
事

ハ
大

正
九

、
十

一
年

植
栽

大
正

十
年

三
月

-
大

正
十

二
年

三
月

、
撮

影
十

三
年

一
月

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
1
年

6
月

1
9
2
2
年

6
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

松
上

里
（
地

番
1
3
3
、

1
3
4
）
　

施
行

工
事

大
正

十
年

度
施

行
及

十
一

年
度

予
定

地
　

植
栽

大
正

十
一

年
三

月
　

撮
影

十
一

年
六

月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

松
上

里
（
地

番
1
3
3
、

1
3
4
）
　

施
行

工
事

大
正

十
年

度
施

行
及

十
一

年
度

予
定

地
　

植
栽

大
正

十
一

年
三

月
　

撮
影

十
一

年
六

月
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
3
年

1
月

1
9
2
4
年

1
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

松
上

里
　

施
行

工
事

大
正

九
年

-
十

年
植

栽
ハ

　
大

正
十

年
三

月
-
十

一
年

三
月

　
撮

影
大

正
十

三
年

一
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
黒

松
面

松
上

里
　

施
行

工
事

大
正

九
年

-
十

年
植

栽
ハ

　
大

正
十

年
三

月
-
十

一
年

三
月

　
撮

影
大

正
十

三
年

一
月

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
3
年

1
月

1
9
2
4
年

1
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
朱

川
面

漁
峴

・
新

村
里

　
施

行
工

事
大

正
八

年
植

栽
　

大
正

八
年

三
月

-
十

二
年

三
月

　
撮

影
大

正
十

三
年

一
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
朱

川
面

漁
峴

・
新

村
里

　
施

行
工

事
大

正
八

年
植

栽
　

大
正

八
年

三
月

-
十

二
年

三
月

　
撮

影
大

正
十

三
年

一
月

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
0
年

6
月

1
9
2
1
年

6
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
大

山
面

蛟
龍

山
上

ヨ
リ

見
タ

ル
全

景
　

撮
影

年
度

大
正

十
年

六
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
大

山
面

蛟
龍

山
上

ヨ
リ

見
タ

ル
全

景
　

撮
影

年
度

大
正

十
年

六
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
3
年

1
月

1
9
2
4
年

1
月

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
山

岐
面

内
尺

里
　

十
二

年
度

施
行

工
事

植
栽

ハ
大

正
十

三
年

三
月

植
栽

予
定

　
十

三
年

一
月

字
ス

全
羅

北
道

所
在

地
　

南
原

郡
山

岐
面

内
尺

里
　

十
二

年
度

施
行

工
事

植
栽

ハ
大

正
十

三
年

三
月

植
栽

予
定

　
十

三
年

一
月

字
ス

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
2
年

9
月

1
9
2
3
年

9
月

所
在

地
　

黒
松

面
○

国
里

　
大

正
十

二
年

九
月

撮
所

在
地

　
黒

松
面

○
国

里
　

大
正

十
二

年
九

月
撮

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
5
年

8
月

1
2
日

1
9
2
6
年

8
月

1
2
日

朝
鮮

忠
請

南
道

○
山

郡
新

陽
面

　
大

正
十

五
年

七
月

十
二

日
水

害
山

腹
崩

壊
死

者
二

人
　

負
傷

者
一

人
崩

壊
シ

タ
ル

下
ニ

ハ
家

屋
ア

リ
タ

リ
仝

八
月

十
二

日
撮

朝
鮮

忠
請

南
道

○
山

郡
新

陽
面

　
大

正
十

五
年

七
月

十
二

日
水

害
山

腹
崩

壊
死

者
二

人
　

負
傷

者
一

人
崩

壊
シ

タ
ル

下
ニ

ハ
家

屋
ア

リ
タ

リ
仝

八
月

十
二

日
撮

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
5
年

8
月

1
2
日

1
9
2
6
年

8
月

1
2
日

朝
鮮

忠
請

南
道

○
山

郡
新

陽
面

　
大

正
十

五
年

七
月

十
二

日
水

害
仝

年
八

月
十

二
日

撮
影

朝
鮮

忠
請

南
道

○
山

郡
新

陽
面

　
大

正
十

五
年

七
月

十
二

日
水

害
仝

年
八

月
十

二
日

撮
影

左
は

コ
メ

ン
ト

の
み

で
写

真
な

し
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
5
年

8
月

1
3
日

1
9
2
6
年

8
月

1
3
日

朝
鮮

忠
○

南
道

公
州

郡
　

新
上

面
　

大
正

十
五

年
七

月
十

二
日

水
害

（
渓

間
崩

壊
）

八
月

十
三

日
撮

影
朝

鮮
忠

○
南

道
公

州
郡

　
新

上
面

　
大

正
十

五
年

七
月

十
二

日
水

害
（
渓

間
崩

壊
）

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
5
年

8
月

1
3
日

1
9
2
6
年

8
月

1
3
日

朝
鮮

忠
○

南
道

公
州

郡
　

新
上

面
　

大
正

十
五

年
七

月
十

二
日

水
害

（
渓

間
崩

壊
）

八
月

十
三

日
撮

影
朝

鮮
忠

○
南

道
公

州
郡

　
新

上
面

　
大

正
十

五
年

七
月

十
二

日
水

害
（
渓

間
崩

壊
）

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
大

正
1
5
年

8
月

1
3
日

1
9
2
6
年

8
月

1
3
日

朝
鮮

忠
○

南
道

公
州

郡
　

新
上

面
　

大
正

十
五

年
七

月
十

二
日

、
水

害
（
渓

間
崩

流
）
仝

年
八

月
十

三
日

撮
朝

鮮
忠

○
南

道
公

州
郡

　
新

上
面

　
大

正
十

五
年

七
月

十
二

日
、

水
害

（
渓

間
崩

流
）
仝

年
八

月
十

三
日

撮
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
朝

鮮
忠

○
南

道
公

州
郡

　
新

上
面

　
大

正
十

五
年

七
月

十
二

日
、

水
害

山
腹

崩
壊

（
崩

壊
ヶ

所
ハ

畑
、

朝
鮮

忠
○

南
道

公
州

郡
　

新
上

面
　

大
正

十
五

年
七

月
十

二
日

、
水

害
山

腹
崩

壊
（
崩

壊
ヶ

所
ハ

畑
、

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
　

写
真

内
柱

に
「
東

京
帝

国
大

学
農

学
部

付
属

江
原

道
演

習
林

姑
味

城
里

作
業

所
」
の

文
字

有
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
　

写
真

柱
に

「
東

京
帝

国
大

学
農

学
部

付
属

朝
鮮

江
原

道
演

習
林

」
の

文
字

有
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮
江

原
道

演
習

林
ノ

獨
遷

唐
桧

江
原

道
演

習
林

ノ
獨

遷
唐

桧
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
朝

鮮
大

正
1
5
年

8
月

1
5
日

1
9
2
6
年

8
月

1
5
日

仝
演

習
林

タ
ッ

パ
リ

附
近

ノ
小

出
ノ

景
　

大
正

十
五

年
八

月
十

五
日

撮
影

仝
演

習
林

タ
ッ

パ
リ

附
近

ノ
小

出
ノ

景
　

大
正

十
五

年
八

月
十

五
日

撮
影

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

江
原

道
演

習
林

ノ
赤

松
天

然
林

々
相

江
原

道
演

習
林

ノ
赤

松
天

然
林

々
相

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

1
5
年

8
月

1
5
日

1
9
2
6
年

8
月

1
5
日

仝
演

習
林

ノ
唐

松
ノ

人
植

林
　

大
正

十
五

年
八

月
十

五
日

撮
影

仝
演

習
林

ノ
唐

松
ノ

人
植

林
　

大
正

十
五

年
八

月
十

五
日

撮
影

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
5
年

8
月

1
5
日

1
9
2
6
年

8
月

1
5
日

江
原

演
習

林
ノ

ク
リ

造
林

地
　

大
正

十
五

年
八

月
十

五
日

撮
影

江
原

演
習

林
ノ

ク
リ

造
林

地
　

大
正

十
五

年
八

月
十

五
日

撮
影

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

大
正

1
5
年

8
月

1
5
日

1
9
2
6
年

8
月

1
5
日

仝
演

習
林

造
林

地
　

大
正

十
五

年
八

月
十

五
日

撮
影

仝
演

習
林

造
林

地
　

大
正

十
五

年
八

月
十

五
日

撮
影

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

朝
鮮

大
正

1
5
年

8
月

1
5
日

1
9
2
6
年

8
月

1
5
日

江
原

道
　

筏
流

し
　

大
正

十
五

年
八

月
十

五
日

撮
影

江
原

道
　

筏
流

し
　

大
正

十
五

年
八

月
十

五
日

撮
影

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

朝
鮮

燕
岐

郡
南

面
砂

防
工

事
　

工
事

施
工

前
　

施
工

後
三

年
目

 忠
清

南
道

燕
岐

郡
南

面
砂

防
工

事
　

工
事

施
工

前
　

施
工

後
三

年
目

 忠
清

南
道

○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
朝

鮮

京
畿

道
　

砂
防

石
堰

堤
京

城
郊

外
城

北
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○
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o
3
6
谷

城
　

昭
和

五
年

八
月

二
日

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
中

下
朝

鮮
昭

和
5
年

8
月

2
日

1
9
3
0
年

8
月

2
日

N
o
3
7
谷

城
　

昭
和

五
年

八
月

二
日

N
o
3
7
谷

城
　

昭
和

五
年

八
月

二
日

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

上
朝

鮮
昭

和
5
年

8
月

3
日

1
9
3
0
年

8
月

3
日

N
o
3
8
木

浦
　

昭
和

五
年

八
月

三
日

N
o
3
8
木

浦
　

昭
和

五
年

八
月

三
日

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
右

下
朝

鮮
昭

和
5
年

8
月

3
日

1
9
3
0
年

8
月

3
日

N
o
3
9
光

州
　

昭
和

五
年

八
月

三
日

N
o
3
9
光

州
　

昭
和

五
年

八
月

三
日

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

上
朝

鮮
昭

和
5
年

8
月

4
日

1
9
3
0
年

8
月

4
日

N
o
4
0
金

山
　

昭
和

五
年

八
月

四
日

N
o
4
0
金

山
　

昭
和

五
年

八
月

四
日

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
左

下
朝

鮮
昭

和
5
年

8
月

5
日

1
9
3
0
年

8
月

5
日

N
o
4
1
光

陽
　

昭
和

五
年

八
月

五
日

N
o
4
1
光

陽
　

昭
和

五
年

八
月

五
日

○
朝

鮮
朝

鮮
地

方
中

上
朝

鮮
昭

和
5
年

8
月

5
日

1
9
3
0
年

8
月

5
日

N
o
4
2
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
N

o
4
2
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

中
下

朝
鮮

昭
和

5
年

8
月

5
日

1
9
3
0
年

8
月

5
日

N
o
4
3
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
N

o
4
3
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
上

朝
鮮

昭
和

5
年

8
月

5
日

1
9
3
0
年

8
月

5
日

N
o
4
4
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
N

o
4
4
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

右
下

朝
鮮

昭
和

5
年

8
月

5
日

1
9
3
0
年

8
月

5
日

N
o
4
5
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
N

o
4
5
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
上

朝
鮮

昭
和

5
年

8
月

5
日

1
9
3
0
年

8
月

5
日

N
o
4
6
,4

7
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
N

o
4
6
,4

7
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

左
下

朝
鮮

昭
和

5
年

8
月

5
日

1
9
3
0
年

8
月

5
日

N
o
4
8
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
N

o
4
8
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

中
上

朝
鮮

昭
和

5
年

8
月

5
日

1
9
3
0
年

8
月

5
日

N
o
4
9
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
N

o
4
9
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
○

朝
鮮

朝
鮮

地
方

中
下

朝
鮮

昭
和

5
年

8
月

5
日

1
9
3
0
年

8
月

5
日

N
o
5
0
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
N

o
5
0
秋

山
里

　
昭

和
五

年
八

月
五

日
○

朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正

1
4
年

5
月

2
5
日

1
9
2
5
年

5
月

2
5
日

南
江

二
於

ケ
ル

木
材

繋
苗

装
置

及
筏

造
ノ

景
　

江
○

　
十

四
、

五
、

二
十

五
撮

影
南

江
二

於
ケ

ル
木

材
繋

苗
装

置
及

筏
造

ノ
景

　
江

○
　

十
四

、
五

、
二

十
五

撮
影

○
朝

鮮
朝

鮮
中

心
朝

鮮
大

正
1
4
年

6
月

3
0
日

1
9
2
5
年

6
月

3
0
日

高
城

苗
圃

林
業

試
験

○
○

○
○

一
行

　
江

原
演

習
林

　
六

月
三

十
日

撮
高

城
苗

圃
林

業
試

験
○

○
○

○
一

行
　

江
原

演
習

林
　

六
月

三
十

日
撮

○
朝

鮮
朝

鮮
中

心
朝

鮮
大

正
1
4
年

6
月

2
0
日

1
9
2
5
年

6
月

2
0
日

苗
圃

試
験

区
　

江
原

道
演

習
林

　
大

正
十

四
年

六
月

二
十

日
苗

圃
試

験
区

　
江

原
道

演
習

林
　

大
正

十
四

年
六

月
二

十
日

○
朝

鮮
朝

鮮
中

心
朝

鮮
大

正
1
4
年

7
月

1
8
日

1
9
2
5
年

7
月

1
8
日

高
城

区
内

浸
水

ノ
景

　
江

演
　

一
四

、
七

、
一

八
撮

高
城

区
内

浸
水

ノ
景

　
江

演
　

一
四

、
七

、
一

八
撮

○

朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正

1
4
年

7
月

1
8
日

1
9
2
5
年

7
月

1
8
日

高
城

区
ハ

水
二

取
マ

カ
レ

孤
立

シ
マ

シ
タ

町
モ

浸
水

シ
マ

シ
タ

派
出

所
ハ

庭
ノ

中
頃

○
浸

水
シ

危
イ

所
デ

シ
タ

　
一

四
、

七
、

一
八

高
城

区
ハ

水
二

取
マ

カ
レ

孤
立

シ
マ

シ
タ

町
モ

浸
水

シ
マ

シ
タ

派
出

所
ハ

庭
ノ

中
頃

○
浸

水
シ

危
イ

所
デ

シ
タ

　
一

四
、

七
、

一
八

○

朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正

1
4
年

7
月

2
0
日

1
9
2
5
年

7
月

2
0
日

自
六

日
至

十
八

日
大

洪
水

、
浦

外
津

海
岸

漂
着

材
引

揚
作

業
　

江
原

道
演

習
林

一
四

、
七

、
二

○
、

撮
自

六
日

至
十

八
日

大
洪

水
、

浦
外

津
海

岸
漂

着
材

引
揚

作
業

　
江

原
道

演
習

林
一

四
、

七
、

二
○

、
撮

○

朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正

1
4
年

7
月

2
1
日

1
9
2
5
年

7
月

2
1
日

自
六

日
至

十
八

日
大

洪
水

ノ
タ

メ
流

去
セ

シ
木

材
ノ

松
島

津
海

岸
漂

着
ノ

景
。

　
江

演
一

四
、

七
、

二
一

、
撮

自
六

日
至

十
八

日
大

洪
水

ノ
タ

メ
流

去
セ

シ
木

材
ノ

松
島

津
海

岸
漂

着
ノ

景
。

　
江

演
○

1
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ア
ル
バ
ム
名

ペ
ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真
集

改
訂
版

掲
載

ペ
ー
ジ

国
名

都
道
府
県
名

地
名
・
渓
流
名

諸
戸
北
郎
博
士
ア
ル
バ
ム

撮
影
年
①

撮
影
年
②

写
真
コ
メ
ン
ト

写
真
コ
メ
ン
ト
2

（
写
真
裏
側
）

写
真
コ
メ
ン
ト
統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正
1
1
年
9
月

1
9
2
2
年
9
月

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影

○
朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正
1
1
年
9
月

1
9
2
2
年
9
月

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影

○
朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正
1
1
年
9
月

1
9
2
2
年
9
月

大
正
九
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影
（
植
栽
後
一
ヶ
年
五
ケ
月
）

大
正
九
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影
（
植
栽
後
一
ヶ
年
五
ケ
月
）

○
朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正
1
1
年
9
月

1
9
2
2
年
9
月

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影

○
朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正
1
1
年
9
月

1
9
2
2
年
9
月

大
正
七
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影
（
植
栽
後
三
ヶ
年
五
ケ
月
）

大
正
七
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影
（
植
栽
後
三
ヶ
年
五
ケ
月
）

○
朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正
1
1
年
9
月

1
9
2
2
年
9
月

大
正
七
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影
（
植
栽
後
三
ヶ
年
五
ケ
月
）

大
正
七
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影
（
植
栽
後
三
ヶ
年
五
ケ
月
）

○
朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正
1
1
年
9
月

1
9
2
2
年
9
月

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影

○
朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正
1
1
年
9
月

1
9
2
2
年
9
月

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影

○
朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正
1
1
年
9
月

1
9
2
2
年
9
月

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
九
月
撮
影

○
朝
鮮

朝
鮮

中
心

朝
鮮

大
正
1
1
年
3
月

1
9
2
2
年
３
月

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
参
月
実
施
（
土
堰
堤
）

大
正
拾
年
度
施
行
　
大
正
拾
壱
年
参
月
実
施
（
土
堰
堤
）

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

光
陽
郡
玉
龍
面
秋
山
里
秋
山
作
業
所
並
ヒ
ニ
苗
圃
全
景

光
陽
郡
玉
龍
面
秋
山
里
秋
山
作
業
所
並
ヒ
ニ
苗
圃
全
景

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

光
陽
郡
光
陽
面
七
星
里
○
○
並
ヒ
ニ
官
舎
全
景

光
陽
郡
光
陽
面
七
星
里
○
○
並
ヒ
ニ
官
舎
全
景

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

求
禮
郡
土
肯
面
外
谷
里
燕
谷
作
業
所
並
木
炭
置
場
全
景

求
禮
郡
土
肯
面
外
谷
里
燕
谷
作
業
所
並
木
炭
置
場
全
景

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

求
禮
郡
土
肯
面
内
東
里
稷
田
作
業
所
全
景

求
禮
郡
土
肯
面
内
東
里
稷
田
作
業
所
全
景

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

光
陽
郡
玉
龍
面
字
秋
山
植
栽
七
年
目
ノ
黒
松
林
（
大
正
九
年
春
植
栽
）

光
陽
郡
玉
龍
面
字
秋
山
植
栽
七
年
目
ノ
黒
松
林
（
大
正
九
年
春
植
栽
）

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

光
陽
郡
○
鴨
面
字
新
院
里
植
栽
九
年
目
ノ
赤
松
林
（
大
正
七
年
春
植
栽
）

光
陽
郡
○
鴨
面
字
新
院
里
植
栽
九
年
目
ノ
赤
松
林
（
大
正
七
年
春
植
栽
）

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

光
陽
郡
玉
龍
面
字
秋
山
植
栽
九
年
目
ノ
檜
林
（
大
正
七
年
春
植
栽
）

光
陽
郡
玉
龍
面
字
秋
山
植
栽
九
年
目
ノ
檜
林
（
大
正
七
年
春
植
栽
）

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

光
陽
郡
玉
龍
面
字
沓
谷
植
栽
八
年
目
ノ
落
葉
松
林
（
大
正
八
年
春
植
栽
）

光
陽
郡
玉
龍
面
字
沓
谷
植
栽
八
年
目
ノ
落
葉
松
林
（
大
正
八
年
春
植
栽
）

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

光
陽
郡
玉
龍
面
字
熊
洞
植
栽
十
年
目
ノ
杉
林
（
大
正
六
年
春
植
栽
）

光
陽
郡
玉
龍
面
字
熊
洞
植
栽
十
年
目
ノ
杉
林
（
大
正
六
年
春
植
栽
）

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

光
陽
郡
○
鴨
面
字
新
院
里
植
栽
九
年
目
ノ
赤
松
林
内
部

光
陽
郡
○
鴨
面
字
新
院
里
植
栽
九
年
目
ノ
赤
松
林
内
部

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

光
陽
郡
玉
龍
面
字
秋
山
植
栽
七
年
目
ノ
赤
楊
林
（
大
正
九
年
春
植
栽
）

光
陽
郡
玉
龍
面
字
秋
山
植
栽
七
年
目
ノ
赤
楊
林
（
大
正
九
年
春
植
栽
）

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

光
陽
郡
玉
龍
面
字
仙
洞
植
栽
十
年
目
ノ
鬼
胡
桃
林
（
大
正
六
年
春
植
栽
）

光
陽
郡
玉
龍
面
字
仙
洞
植
栽
十
年
目
ノ
鬼
胡
桃
林
（
大
正
六
年
春
植
栽
）

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

求
禮
郡
土
肯
面
字
稷
田
製
炭
窯
場
ノ
状
況

求
禮
郡
土
肯
面
字
稷
田
製
炭
窯
場
ノ
状
況

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

光
陽
郡
○
鴨
面
字
新
院
里
植
栽
九
年
目
ノ
平
壌
く
り
林
（
大
正
七
年
春
植
栽
）

光
陽
郡
○
鴨
面
字
新
院
里
植
栽
九
年
目
ノ
平
壌
く
り
林
（
大
正
七
年
春
植
栽
）

○

朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

求
札
郡
内
山
面
字
深
元
般
若
峯
山
頂
附
近
ノ
天
然
針
葉
樹
林

（
て
う
せ
ん
ま
つ
、
と
う
、
し
ら
べ
、
と
う
む
混
合
林
）

求
札
郡
内
山
面
字
深
元
般
若
峯
山
頂
附
近
ノ
天
然
針
葉
樹
林

（
て
う
せ
ん
ま
つ
、
と
う
、
し
ら
べ
、
と
う
む
混
合
林
）

○

朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

求
禮
郡
土
肯
面
字
稷
田
椎
茸
栽
培
○
木
○
込

求
禮
郡
土
肯
面
字
稷
田
椎
茸
栽
培
○
木
○
込

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

求
禮
郡
稷
田
窯
場
ヨ
リ
同
郡
燕
谷
置
場
マ
デ
木
炭
担
軍
搬
出
ノ
状
況

求
禮
郡
稷
田
窯
場
ヨ
リ
同
郡
燕
谷
置
場
マ
デ
木
炭
担
軍
搬
出
ノ
状
況

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

燕
谷
置
場
二
於
け
る
木
炭
船
積
状
況

燕
谷
置
場
二
於
け
る
木
炭
船
積
状
況

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

求
禮
郡
内
山
面
字
深
元
　
も
ん
ご
り
　
ふ
ら
　
天
然
純
林

求
禮
郡
内
山
面
字
深
元
　
も
ん
ご
り
　
ふ
ら
　
天
然
純
林

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

求
禮
郡
土
肯
面
字
稷
田
椎
茸
栽
培
○
場

求
禮
郡
土
肯
面
字
稷
田
椎
茸
栽
培
○
場

○

朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

白
雲
山
（
1
2
1
7
米
）
山
頂
附
近
ノ
天
然
○
葉
樹
林

（
ふ
ら
、
し
で
、
や
ち
だ
も
、
ひ
め
し
や
ら
、
い
た
や
、
其
他
　
混
清
）

白
雲
山
（
1
2
1
7
米
）
山
頂
附
近
ノ
天
然
○
葉
樹
林

（
ふ
ら
、
し
で
、
や
ち
だ
も
、
ひ
め
し
や
ら
、
い
た
や
、
其
他
　
混
清
）

○

朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

求
禮
郡
土
肯
面
字
稷
田
　
本
演
習
林
現
存
天
然
潤
葉
樹
林
代
表
的
森
林

求
禮
郡
土
肯
面
字
稷
田
　
本
演
習
林
現
存
天
然
潤
葉
樹
林
代
表
的
森
林

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

求
禮
郡
土
肯
面
字
稷
田
　
天
然
的
林
相
、
推
移
状
況
研
究
ス
ベ
キ

求
禮
郡
土
肯
面
字
稷
田
　
天
然
的
林
相
、
推
移
状
況
研
究
ス
ベ
キ

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

南
鮮
ノ
峻
峯

南
鮮
ノ
峻
峯

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

左
朝
鮮

賃
金
支
○
ノ
日
ノ
光
景
（
門
前
ニ
ハ
商
店
出
ズ
）

賃
金
支
○
ノ
日
ノ
光
景
（
門
前
ニ
ハ
商
店
出
ズ
）

○
朝
鮮

朝
鮮
演
習
林

右
朝
鮮

○
人
物

人
物

左
記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

右
記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

左
記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

右
上

記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

右
下

神
奈
川
県

神
奈
川
縣
青
根

大
正
1
5
年
4
月

1
9
2
6
年
4
月

神
奈
川
縣
青
根
音
久
和
工
場
　
大
正
十
五
年
四
月
撮

神
奈
川
縣
青
根
音
久
和
工
場
　
大
正
十
五
年
四
月
撮

○
人
物

人
物

左
上

松
田
町

大
正
1
5
年
4
月

1
9
2
6
年
4
月

松
田
町
・
夜
・
十
五
年
四
月
撮

松
田
町
・
夜
・
十
五
年
四
月
撮

○
人
物

人
物

左
下

松
田
○
根

大
正
1
5
年
4
月

1
9
2
6
年
4
月

松
田
○
根
旅
館
前
　
十
五
年
四
月
撮

松
田
○
根
旅
館
前
　
十
五
年
四
月
撮

○
人
物

人
物

右
記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

左
記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

右
上

記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

右
下

記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

左
上

芦
峅
寺
村

芦
峅
寺
村
　
佐
伯
静
殿
　
玄
関

芦
峅
寺
村
　
佐
伯
静
殿
　
玄
関

○
人
物

人
物

左
下

記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

右
大
正
1
2
年

1
9
2
3
年

1
1
　
溝
○
○
大
正
十
二
年

1
1
　
溝
○
○
大
正
十
二
年

○
人
物

人
物

左
○

人
物

人
物

右
○

人
物

人
物

左
○

人
物

人
物

右
○

人
物

人
物

左
○

人
物

人
物

右
○

人
物

人
物

左
○

人
物

人
物

右
小
山
町
柳
島

大
正
1
5
年
1
1
月
3
1
日

1
9
2
6
年
1
1
月
3
1

大
正
十
五
年
十
一
月
三
十
一
日
小
山
町
柳
島
　
勝
又
乙
吉
氏
方
ニ
テ
撮
影

大
正
十
五
年
十
一
月
三
十
一
日
小
山
町
柳
島
　
勝
又
乙
吉
氏
方
ニ
テ
撮
影

○
人
物

人
物

左
青
森
大
林
区

大
正
1
3
年
7
月

1
9
2
4
年
7
月

大
正
十
三
年
七
月
青
森
大
林
区
署

大
正
十
三
年
七
月
青
森
大
林
区
署

○
人
物

人
物

右
上

愛
知
県

愛
知
縣
演
習
林

大
正
1
5
年
1
1
月

1
9
2
6
年
1
1
月
1
日

愛
知
縣
演
習
林
ニ
テ
本
科
二
年
ノ
砂
防
演
習
（
一
部
分
）
大
正
十
五
年
十
一
月

愛
知
縣
演
習
林
ニ
テ
本
科
二
年
ノ
砂
防
演
習
（
一
部
分
）
大
正
十
五
年
十
一
月

○
人
物

人
物

右
下

岐
阜
県

岐
阜
縣
養
老

大
正
1
5
年
1
2
月
1
8
日

1
9
2
6
年
1
2
月
1
8
日

岐
阜
縣
養
老
大
正
十
五
年
十
二
月
十
八
日
撮
影

岐
阜
縣
養
老
大
正
十
五
年
十
二
月
十
八
日
撮
影

○
人
物

人
物

左
長
久
手
古
戦
場

1
2
月

1
2
月

長
久
手
古
戦
場
（
十
二
月
）
実
二
年

長
久
手
古
戦
場
（
十
二
月
）
実
二
年

○
人
物

人
物

中
山
田
市
神
路
山

山
田
市
神
路
山

山
田
市
神
路
山

○
人
物

人
物

右
三
重
県

三
重
縣
智
者
山

三
重
縣
智
者
山

三
重
縣
智
者
山

○
人
物

人
物

左
上

神
奈
川
県

平
塚
海
岸

大
正
9
年
1
1
月
1
4
日

1
9
2
0
年
1
1
月
1
4
日

平
塚
海
岸
　
大
正
九
年
十
一
月
十
四
日

平
塚
海
岸
　
大
正
九
年
十
一
月
十
四
日

○
人
物

人
物

左
下

大
正
2
年
2
月
2
1
日

1
9
1
3
年
2
月
2
1
日

神
奈
川
県
　
吉
濱
工
場
　
二
年
二
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
　
吉
濱
工
場
　
二
年
二
月
二
十
一
日

○
人
物

人
物

右
上

昭
和
2
年
7
月
1
日

1
9
2
7
年
7
月
1
日

昭
和
二
年
七
月
○
一
日

昭
和
二
年
七
月
○
一
日

○
人
物

人
物

右
下

○
野

昭
和
2
年
7
月
2
6
日

1
9
2
7
年
7
月
2
6
日

○
野
　
昭
和
二
年
七
月
二
十
六
日

○
野
　
昭
和
二
年
七
月
二
十
六
日

○
人
物

人
物

中
心

昭
和
2
年
2
月
8
日

1
9
2
7
年
2
月
8
日

昭
和
二
年
二
月
八
日
　
実
科
二
年
生
実
習

昭
和
二
年
二
月
八
日
　
実
科
二
年
生
実
習

○
人
物

人
物

左
記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

右
記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

左
小
河
内
村

昭
和
2
年
8
月
1
2
日

1
9
2
7
年
8
月
1
2
日

小
河
内
村
　
鶴
屋
旅
館
　
昭
和
二
年
八
月
十
二
日

小
河
内
村
　
鶴
屋
旅
館
　
昭
和
二
年
八
月
十
二
日

○
人
物

人
物

右
○
野
瀧
中
川
方

昭
和
2
年
7
月
1
3
日

1
9
2
7
年
7
月
1
3
日

○
野
瀧
中
川
方
　
昭
和
二
年
七
月
廿
三
日

○
野
瀧
中
川
方
　
昭
和
二
年
七
月
廿
三
日

○
人
物

人
物

左
飛
龍
ノ
禿
岩

昭
和
2
年
8
月
1
0
日

1
9
2
7
年
8
月
1
0
日

飛
龍
ノ
禿
岩
　
昭
和
二
年
八
月
十
日

飛
龍
ノ
禿
岩
　
昭
和
二
年
八
月
十
日

○
人
物

人
物

右
雲
取
山

昭
和
2
年
8
月
1
0
日

1
9
2
7
年
8
月
1
0
日

雲
取
山
ノ
小
屋
　
昭
和
二
年
八
月
十
日
午
前
七
時

雲
取
山
ノ
小
屋
　
昭
和
二
年
八
月
十
日
午
前
七
時

○
人
物

人
物

左
上

愛
知
県

愛
演

昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

左
下

愛
知
県

愛
演

昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

右
上

愛
知
県

愛
演

昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

右
下

愛
知
県

愛
演

昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

左
上

愛
知
県

愛
演

昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
及
見
学
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
及
見
学
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

左
下

愛
知
県

愛
演

昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
及
見
学
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
及
見
学
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

右
上

愛
知
県

愛
演

昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
及
見
学
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
及
見
学
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

右
下

愛
知
県

愛
演

昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
及
見
学
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

砂
防
講
習
生
ノ
実
習
　
及
見
学
　
愛
演
ニ
テ
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

左
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
一
組
　
河
野
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
一
組
　
河
野
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

中
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
二
組
　
持
田
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
二
組
　
持
田
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

右
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
二
組
　
持
田
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
二
組
　
持
田
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

左
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
三
組
　
紫
田
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
三
組
　
紫
田
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

中
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
三
組
　
紫
田
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
三
組
　
紫
田
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

右
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
四
組
　
江
口
氏
組
　
第
八
回
講
習
生
　
昭
和
二
年

第
四
組
　
江
口
氏
組
　
第
八
回
講
習
生
　
昭
和
二
年

○
人
物

人
物

左
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
四
組
　
江
口
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
四
組
　
江
口
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

○

1
9



ア
ル
バ
ム
名

ペ
ー
ジ

写
真

番
号

写
真

位
置

使 用 し な い

備
考

裏
面

種
別

写
真
集

改
訂
版

掲
載

ペ
ー
ジ

国
名

都
道
府
県
名

地
名
・
渓
流
名

諸
戸
北
郎
博
士
ア
ル
バ
ム

撮
影
年
①

撮
影
年
②

写
真
コ
メ
ン
ト

写
真
コ
メ
ン
ト
2

（
写
真
裏
側
）

写
真
コ
メ
ン
ト
統
合

現 場

水 源 林

森 林 ・ 林 業

人 物
文 化

そ の 他

人
物

人
物

中
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
五
組
　
酒
匂
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
五
組
　
酒
匂
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

右
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
五
組
　
酒
匂
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
五
組
　
酒
匂
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

左
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
六
組
　
富
樫
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
六
組
　
富
樫
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

中
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
六
組
　
富
樫
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
六
組
　
富
樫
氏
組
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

右
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
七
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
七
組
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

左
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
八
組
　
朝
鮮
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
八
組
　
朝
鮮
組
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

中
昭
和
2
年
9
月

1
9
2
7
年
9
月

第
八
組
　
朝
鮮
組
　
昭
和
二
年
九
月

第
八
組
　
朝
鮮
組
　
昭
和
二
年
九
月

○
人
物

人
物

右
砂
防
教
室

砂
防
教
室
二
於
テ
　
向
ッ
テ
　
右
　
○
居
町
長
　
左
　
諸
戸
教
授

砂
防
教
室
二
於
テ
　
向
ッ
テ
　
右
　
○
居
町
長
　
左
　
諸
戸
教
授

○
人
物

人
物

中
心

昭
和
2
年
夏

1
9
2
7
年
夏

昭
和
二
年
○
夏

昭
和
二
年
○
夏

○
人
物

人
物

左
上

記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

左
下

記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

中
上

記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

中
下

記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

右
上

記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

右
下

記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

左
上

記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

左
下

智
者
山

智
者
山

智
者
山

○
人
物

人
物

中
上

智
者
山

智
者
山

智
者
山

○
人
物

人
物

中
下

奈
良
県

奈
良

奈
良

奈
良

○
人
物

人
物

右
上

記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

右
下

大
正
1
2
年

1
9
2
3
年

大
正
十
弐
年
分

大
正
十
弐
年
分

○
人
物

人
物

上
記
載
な
し

　
○

人
物

人
物

中
大
正
1
3
年
1
月
1
3
日

1
9
2
4
年
1
月
1
3
日

大
正
十
参
年
壱
月
十
参
日

大
正
十
参
年
壱
月
十
参
日

○
人
物

人
物

下
愛
知
県

愛
演
事
務
所

大
正
1
3
年
1
月
1
3
日

1
9
2
4
年
1
月
1
3
日

愛
演
事
務
所
　
大
正
拾
参
年
一
月
拾
参
日

愛
演
事
務
所
　
大
正
拾
参
年
一
月
拾
参
日

○
人
物

人
物

左
上

屋
上

昭
和
3
年
4
月
下
旬

1
9
2
8
年
4
月
下
旬

屋
上
ニ
テ
昭
和
三
年
四
月
下
旬

屋
上
ニ
テ
昭
和
三
年
四
月
下
旬

○
人
物

人
物

左
下

林
業
教
室
屋
上

昭
和
3
年
3
月
1
5
日

1
9
2
8
年
3
月
1
5
日

林
業
教
室
屋
上
ニ
テ
昭
和
三
年
三
月
十
五
日

林
業
教
室
屋
上
ニ
テ
昭
和
三
年
三
月
十
五
日

○
人
物

人
物

右
上

雲
興
寺
一

昭
和
3
年
5
月
2
1
日

1
9
2
8
年
5
月
2
1
日

雲
興
寺
一
　
瀧
　
3
、
5
、
2
1

雲
興
寺
一
　
瀧
　
3
、
5
、
2
1

○
人
物

人
物

右
下

愛
知
県

愛
知
県
東
山
○
合

昭
和
3
年
5
月
2
0
日

1
9
2
8
年
5
月
2
0
日

愛
知
県
東
山
○
合
　
三
、
五
、
二
○
、

愛
知
県
東
山
○
合
　
三
、
五
、
二
○
、

○

人
物

人
物

左
上

愛
知
県

愛
知
県
東
春
日
村
郡
小
幡

龍
泉
寺
眺
望
台

昭
和
3
年
5
月
1
8
日

1
9
2
8
年
5
月
1
8
日

愛
知
県
東
春
日
村
郡
小
幡
　
龍
泉
寺
眺
望
台
　
庄
内
川
ヲ
見
下
ロ
ス
　
三
、
五
、
一
八

愛
知
県
東
春
日
村
郡
小
幡
　
龍
泉
寺
眺
望
台
　
庄
内
川
ヲ
見
下
ロ
ス
　
三
、
五
、
一

八
○

人
物

人
物

左
下

愛
知
県

愛
知
県
演
習
林
事
務
所

昭
和
3
年
6
月
1
0
日

1
9
2
8
年
6
月
1
0
日

愛
知
県
演
習
林
事
務
所
玄
関
ニ
テ
　
昭
和
三
年
六
月
十
日

愛
知
県
演
習
林
事
務
所
玄
関
ニ
テ
　
昭
和
三
年
六
月
十
日

○
人
物

人
物

右
上

雲
興
寺
　
瀧
ノ
橋

昭
和
3
年
5
月
2
1
日

1
9
2
8
年
5
月
2
1
日

雲
興
寺
　
瀧
ノ
橋
　
三
、
五
、
二
一

雲
興
寺
　
瀧
ノ
橋
　
三
、
五
、
二
一

○
人
物

人
物

右
中

朝
鮮

昭
和
3
年
9
月
2
8
日

1
9
2
8
年
9
月
2
8
日

朝
鮮
　
昭
和
三
年
九
月
二
十
八
日

朝
鮮
　
昭
和
三
年
九
月
二
十
八
日

○
人
物

人
物

右
下

朝
鮮

昭
和
3
年
9
月
2
6
日

1
9
2
8
年
9
月
2
6
日

朝
鮮
　
昭
和
三
年
九
月
二
十
六
日

朝
鮮
　
昭
和
三
年
九
月
二
十
六
日

○
人
物

人
物

左
平
安
北
道
　
義
州
統
軍
亭

昭
和
3
年
1
0
月
3
1
日

1
9
2
8
年
1
0
月
3
1
日

平
安
北
道
　
義
州
統
軍
亭
　
昭
和
三
年
十
月
三
十
一
日

平
安
北
道
　
義
州
統
軍
亭
　
昭
和
三
年
十
月
三
十
一
日

○
人
物

人
物

右
芦
ノ
湖

昭
和
4
年
4
月
1
7
日

1
9
2
9
年
4
月
1
7
日

芦
ノ
湖
　
佐
藤
利
生
撮
　
昭
、
四
、
四
、
一
七

芦
ノ
湖
　
佐
藤
利
生
撮
　
昭
、
四
、
四
、
一
七

○

人
物

人
物

左
上

ラ
イ
ン
の
遊
舟
に

レ
ン
ズ
を
向
け
ら
れ
し
先
生
○
雄

昭
和
4
年
8
月
1
日

1
9
2
9
年
8
月
1
日

ラ
イ
ン
の
遊
舟
に
レ
ン
ズ
を
向
け
ら
れ
し
先
生
○
雄
姿
　
1
9
2
9
、
8
、
1
○

ラ
イ
ン
の
遊
舟
に
レ
ン
ズ
を
向
け
ら
れ
し
先
生
○
雄
姿
　
1
9
2
9
、
8
、
1
○

○

人
物

人
物

左
下

湖
尻
　
長
谷
川
氏

昭
和
4
年
1
2
月
1
日

1
9
2
9
年
1
2
月
1
日

湖
尻
　
長
谷
川
氏
　
昭
和
四
年
十
二
月
一
日

湖
尻
　
長
谷
川
氏
　
昭
和
四
年
十
二
月
一
日

○
人
物

人
物

右
上

鍛
冶
屋
澤

昭
和
4
年
1
2
月
2
日

1
9
2
9
年
1
2
月
2
日

鍛
冶
屋
澤
　
昭
和
四
年
十
二
月
二
日

鍛
冶
屋
澤
　
昭
和
四
年
十
二
月
二
日

○
人
物

人
物

右
下

鍛
冶
屋
澤

昭
和
4
年
1
2
月
2
日

1
9
2
9
年
1
2
月
2
日

鍛
冶
屋
澤
　
昭
和
四
年
十
二
月
二
日

鍛
冶
屋
澤
　
昭
和
四
年
十
二
月
二
日

○
人
物

人
物

左
上

一
碧
湖

昭
和
4
年
1
2
月
3
日

1
9
2
9
年
1
2
月
3
日

一
碧
湖
　
昭
和
四
年
十
二
月
三
日

一
碧
湖
　
昭
和
四
年
十
二
月
三
日

○
人
物

人
物

左
下

一
碧
湖

昭
和
5
年
2
月
1
1
日

1
9
3
0
年
2
月
1
1
日

一
碧
湖
ニ
テ
　
五
年
二
月
十
一
日

一
碧
湖
ニ
テ
　
五
年
二
月
十
一
日

○
人
物

人
物

中
上

湯
気
館

昭
和
4
年
1
2
月
3
日

1
9
2
9
年
1
2
月
3
日

湯
気
館
　
昭
和
四
年
十
二
月
三
日

湯
気
館
　
昭
和
四
年
十
二
月
三
日

○
人
物

人
物

中
下

昭
和
5
年
3
月
7
日

1
9
3
0
年
3
月
7
日

昭
和
五
年
三
月
七
日
　
関
氏
撮
映

昭
和
五
年
三
月
七
日
　
関
氏
撮
映

○
人
物

人
物

右
下

昭
和
5
年
3
月
7
日

1
9
3
0
年
3
月
7
日

昭
和
五
年
三
月
七
日
関
氏
撮
映

昭
和
五
年
三
月
七
日
関
氏
撮
映

○
人
物

人
物

左
上

城
○
村
ニ

昭
和
5
年
1
2
月
2
3
日

1
9
3
0
年
1
2
月
2
3
日

城
○
村
ニ
テ
　
昭
和
五
年
十
二
月
廿
三
日

城
○
村
ニ
テ
　
昭
和
五
年
十
二
月
廿
三
日

○
人
物

人
物

左
下

城
○
村
　
七
目
橋

昭
和
5
年
1
2
月
2
3
日

1
9
3
0
年
1
2
月
2
3
日

城
○
村
　
七
目
橋
　
昭
和
五
年
十
二
月
廿
三
日

城
○
村
　
七
目
橋
　
昭
和
五
年
十
二
月
廿
三
日

○
人
物

人
物

右
上

愛
知
県
演
習
林
事
務
所

昭
和
5
年
1
2
月
1
2
日

1
9
3
0
年
1
2
月
1
2
日

愛
知
県
演
習
林
事
務
所
　
昭
和
五
年
十
二
月
十
二
日

愛
知
県
演
習
林
事
務
所
　
昭
和
五
年
十
二
月
十
二
日

○
人
物

人
物

右
下

愛
知
演
習
林
ニ
テ
実
習

昭
和
5
年
1
2
月

1
9
3
0
年
1
2
月

愛
知
演
習
林
ニ
テ
実
習
　
砂
防
第
六
組
　
昭
和
五
年
十
二
月
撮
影

愛
知
演
習
林
ニ
テ
実
習
　
砂
防
第
六
組
　
昭
和
五
年
十
二
月
撮
影

○
人
物

人
物

左
上

園
ニ
テ
撮
影

昭
和
5
年
1
2
月

1
9
3
0
年
1
2
月

園
ニ
テ
撮
影
　
昭
和
五
年
十
二
月

園
ニ
テ
撮
影
　
昭
和
五
年
十
二
月

○
人
物

人
物

左
下

曽
野

昭
和
5
年
1
2
月

1
9
3
0
年
1
2
月

曽
野
　
昭
和
五
年
十
二
月
撮
影

曽
野
　
昭
和
五
年
十
二
月
撮
影

○
人
物

人
物

右
上

大
井
ダ
ム

昭
和
5
年
1
2
月
2
1
日

1
9
3
0
年
1
2
月
2
1
日

大
井
ダ
ム
　
昭
和
五
年
十
二
月
二
十
一
日

大
井
ダ
ム
　
昭
和
五
年
十
二
月
二
十
一
日

○
人
物

人
物

右
下

昭
和
5
年
1
2
月

1
9
3
0
年
1
2
月

昭
和
五
年
十
二
月
撮
影

昭
和
五
年
十
二
月
撮
影

○
人
物

人
物

上
大
井
ダ
ム

昭
和
5
年
1
2
月
2
1
日

1
9
3
0
年
1
2
月
2
1
日

大
井
ダ
ム
　
昭
和
五
年
十
二
月
廿
一
日

大
井
ダ
ム
　
昭
和
五
年
十
二
月
廿
一
日

○
人
物

人
物

下
昭
和
5
年
1
2
月

1
9
3
0
年
1
2
月

昭
和
五
年
十
二
月
撮
影

昭
和
五
年
十
二
月
撮
影

○
人
物

集
合
写
真
1

中
心

記
載
な
し

謹
呈
　
諸
戸
教
授
閣
下
　
大
正
三
年
度
林
学
○
科
卒
業
生
一
同

　
　
謹
呈
　
諸
戸
教
授
閣
下
　
大
正
三
年
度
林
学
○
科
卒
業
生
一
同

○
人
物

集
合
写
真
2

中
心

記
載
な
し

　
○

人
物

集
合
写
真
3

中
心

記
載
な
し

　
○

人
物

集
合
写
真
4

中
心

記
載
な
し

　
○

人
物

集
合
写
真
5

中
心

記
載
な
し

　
○

人
物

中
心

記
載
な
し

京
都
府
下
熊
野
郡
主
催
荒
廃
地
復
旧
事
業
講
習
會
員
　
八
拾
弐
名

大
正
十
年
九
月
七
日
　
實
地
講
習
光
景

　
　
京
都
府
下
熊
野
郡
主
催
荒
廃
地
復
旧
事
業
講
習
會
員
　
八
拾
弐
名

大
正
十
年
九
月
七
日
　
實
地
講
習
光
景

○

人
物

中
心

第
八
回
荒
廃
地
復
旧
技
術
講
習
會

第
八
回
荒
廃
地
復
旧
技
術
講
習
會

○
人
物

中
心

1
1
月
5
日

第
四
回
荒
廃
地
復
旧
技
術
講
習
会
十
一
年
八
月
五
日
○
○
○
○
撮
影

第
四
回
荒
廃
地
復
旧
技
術
講
習
会
十
一
年
八
月
五
日
○
○
○
○
撮
影

○



   

東
京
大
学
森
林
理
水
及
び
砂
防
工
学
研
究
室
所
蔵
 

諸
戸
北
郎
博
士
収
集
写
真
ア
ル
バ
ム
等
 

カ
ル
テ
 

   

平
成

24
年

12
月

11
日
 

 

諸
戸
北
郎
博
士
砂
防
業
績
研
究
会
 
 

資
料
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2
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2
1

2
1



1

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

外
1 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
第

一
集
 

墺
國

砂
防

工
冩

真
 

自
一
号

至
十
四

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

29
7
㎜
横

24
0
㎜

色
 

深
緑

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

28
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

14
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

24
0
㎜
横

18
8
㎜
、

綴
り
折

（
縦
）

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

 
被

写
体
年

次
 

19
10

年
頃

 
ID

：
1~

14
 

資
料

内
容

 
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

の
砂

防
堰

堤
、

山
腹
崩

壊
写

真
。

 
写

真
裏
面

に
ド

イ
ツ

語
で

注
記

あ
り
。

 
 

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整
理

状
況

 

 
 

 

 
備

考
 

 

2
2

2
2



2

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

外
2 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
第

二
集
 

墺
國

砂
防

工
冩

真
 

自
十
五

至
三
十
二

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

23
3㎜

横
29

7㎜
色

 
深

緑
 

保
存

状
態

 
表

紙
破
損

有
、

台
紙

破
損

有
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

36
 

総
写
真
（

図
面

）
枚

数
 

18
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

18
8
㎜
横

24
0
㎜
、
綴

り
折
（
横
）

被
写

体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

 
被

写
体
年

次
 

19
10

年
頃

 
ID

：
15

~3
2 

資
料

内
容

 
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

の
治

水
工

事
、

砂
防
堰

堤
、

家
屋

被
害

、
山

腹
崩
壊

写
真

。
 

写
真

裏
面

に
ド

イ
ツ

語
で

注
記

あ
り
（

た
だ

し
、

表
記

が
切

れ
て
い

る
も

の
多

）
 

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 

 

 
 

 
 

 

備
考

 
 

 
 

2
3

2
3



3

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

外
3 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
第

三
集
 

墺
國

砂
防

工
冩

真
 

自
三
十

三
至
五
十

一
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

23
3㎜

横
29

7㎜
色

 
深

緑
 

保
存

状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

32
 

総
写
真
（

図
面

）
枚

数
 

19
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

19
3
㎜
横

25
0
㎜
、
綴

り
折
（
横
）

被
写

体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

 
被

写
体
年

次
 

19
10

年
頃

 
ID

：
33

~5
1 

資
料

内
容

 
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

の
砂

防
堰

堤
施

工
前
施

工
後

比
較

写
真

。
 

写
真

裏
面

に
ド

イ
ツ

語
で

注
記

あ
り
。

一
部

台
紙

1
枚
に
写

真
複
数

を
張

り
付

け
た

ペ
ー

ジ
あ
り

。
 

※
第

三
集

は
至

五
十

一
で

あ
る

が
、
第

四
集

は
自

五
十

四
と

な
っ
て

い
る

。
 

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 

 
 

 

備
考

 
 

 
 

2
4

2
4



4

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

外
4 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
第

四
集
 

墺
國

砂
防

工
冩

真
 

自
五
十

四
至

七
十

四
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

23
3
㎜
横

29
7
㎜

色
 

深
緑

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

36
 

総
写
真
（

図
面

）
枚
数

21
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

19
3
㎜
横

25
0
㎜
、
綴

り
折
（
横

）

被
写

体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

 
被

写
体
年

次
 

19
10

年
頃

 
ID

：
52

~7
2 

資
料

内
容

 
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

の
砂

防
堰

堤
施

工
前
施

工
後

比
較

写
真

。
一

部
台
紙

1
枚
に

写
真

複
数
を

張
り
付

け
た

ペ
ー

ジ
あ

り
。

 
写

真
裏
面

に
ド

イ
ツ

語
で

注
記

あ
り
。

 
※

第
三
集

は
至

五
十

一
で

あ
る

が
、
第

四
集

は
自

五
十

四
と

な
っ
て

い
る

。
 

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 

 

 
 

 

 

備
考

 
 

 
 

2
5

2
5



5

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

外
5 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
第

六
集
 

墺
國

砂
防

工
冩

真
 

自
八
十

九
至
九
十

六
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

29
7
㎜
横

24
0
㎜

色
 

深
緑

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

16
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

8 
写

真
数

/１
ｐ

 
1 

写
真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

24
0
㎜
横

18
3
㎜
、

綴
り
折

（
縦
）

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

 
被

写
体
年

次
 

19
10

年
頃

 
ID

：
73

~8
0 

資
料

内
容

 
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

の
砂

防
堰

堤
、

治
水
工

事
写

真
。

 
写

真
裏
面

は
番

号
の

み
記

載
あ

り
。

 
※

第
五
集

は
無

。
 

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 

 

 

 

備
考

 
 

 
 

2
6

2
6



6

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

作
成

日
：
平
成

24
年

11
月

7
日

 
通

番
 

外
6 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
第

七
集
 

墺
國

砂
防

工
冩

真
 

自
九
十

七
至

百
○

三
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

32
5㎜

横
39

0㎜
色

 
深

緑
 

保
存

状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

13
 

総
写
真
（

図
面

）
枚
数

7 
写

真
数

/１
ｐ

 
1 

写
真

・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

24
0㎜

横
18

3㎜
、綴

り
折（

縦
）

被
写

体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

 
被

写
体
年

次
 

19
10

年
頃

 
ID

：
81

~8
7 

資
料

内
容

 
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

の
砂

防
堰

堤
写

真
。
裏

表
紙

に
写

真
あ

り
。

 
写

真
裏
面

に
ド

イ
ツ

語
で

注
記

あ
り
。

 
 

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 

 
 

 

 

 

備
考

 
 

 
 

2
7

2
7



7

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

外
7 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
第

九
集
 

墺
國

砂
防

工
冩

真
 

自
百
○

八
至
百
十

八
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

29
7
㎜
横

24
0
㎜

色
 

深
緑

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

21
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

11
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

23
5
㎜
横

19
0
㎜
、

綴
り
折

（
縦
）

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

 
被

写
体
年

次
 

19
10

年
頃

 
ID

:8
8～

98
 

資
料

内
容

 
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

の
砂

防
堰

堤
写

真
。
裏

表
紙

に
写

真
あ

り
。

 
写

真
裏
面

に
ド

イ
ツ

語
で

注
記

あ
り
。

 
※

第
八
集

は
無

。
 

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 
 

 
  

 

 

備
考

 
 

 

2
8

2
8



8

 諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

外
8 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
第

十
集
墺

國
「

カ
ル

ス
ト

」
造
林

冩
真
 

自
百

四
十

四
至

百
五

十
一

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
 

縦
32

5㎜
横

39
0㎜

色
 

深
緑

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

16
 

総
写
真
（

図
面

）
枚

数
 

8 
写

真
数

/１
ｐ

 
1 

写
真

・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

22
0
㎜
横

30
5
㎜
、

綴
り
折

（
横
）

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

 
被

写
体
年

次
 

19
10

年
頃

 
資

料
内
容

 
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

の
人

工
造

林
地

写
真
。

 
写

真
裏
面

番
号

の
み

記
載

。
 

※
第

十
集

と
十

一
集

は
自

至
番

号
が
前

後
す

る
。

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 

 
 

 

備
考

 
 

 

ID
:1

11
～

11
8 

2
9

2
9



9

 諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

外
9 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
第

十
一
集

墺
國

「
カ

ル
ス

ト
」

造
林
冩

真
 

自
百

二
十

九
至

百
四

十
三

 
形

態
 

ア
ル

バ
ム

 
寸

法
 

縦
32

5㎜
横

39
0㎜

色
 

深
緑

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

24
 

総
写
真
（
図

面
）
枚

数
 

12
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

25
0
㎜
横

30
0
㎜
、

綴
り
折

（
横
）

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

 
被

写
体
年

次
 

19
10

年
頃

 
資

料
内
容

 
 

オ
ー

ス
ト

リ
ア

の
人

工
造

林
地

写
真
。

 
写

真
裏
面

番
号

の
み

記
載

。
 

※
第

十
集

と
十

一
集

は
自

至
番

号
が
前

後
す

る
。

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 

 
 

 

備
考

 
 

 
 

ID
:9

9～
11

0 

3
0

3
0



 10

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

東
京

-1
 

種
別

 
写

真
（
現

場
）
、
写

真
（

ス
ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
東

京
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

15
0
㎜
横

21
0
㎜

色
 

黄
緑

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

24
 

総
写

真
（
図

面
）
枚

数
 

24
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

10
2
㎜
 

横
14

2
㎜

 

被
写

体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
東

京
都

 
被

写
体
年

次
 

大
正

5
年

 
資

料
内
容

 
 

砂
防

堰
堤

、
護

岸
写

真
。

ス
ナ

ッ
プ
写

真
。

 
  

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 
   

 

 

備
考

 
 

 
 

ID
:1

19
～

14
2 

3
1

3
1



 11

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

東
京

-2
 

種
別

 
写

真
（
現

場
）
、
写

真
（

ス
ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
智

者
山
及

東
京

府
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

15
0
㎜
横

21
0
㎜

色
 

黄
緑

 
保

存
状
態

 
写

真
色
褪
せ

 

総
ペ

ー
ジ

数
 

25
 

総
写
真
（

図
面

）
枚

数
 

50
 

写
真

数
/１

ｐ
 

2 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

12
6
㎜
 

横
72

㎜
 

被
写

体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
東

京
都

 
被

写
体
年

次
 

大
正

8
年

 
資

料
内
容

 
 

渓
流

、
河

床
、

山
岳

写
真

。
砂

防
堰
堤

写
真

。
ス

ナ
ッ

プ
写

真
。

 
  

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 

 

 備
考

 
 

 

ID
:1

43
～

19
6 

3
2

3
2



 12

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

長
野
 

 
中
房
川

 
島
々
川

 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
島

々
川
及

中
房

川
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

15
0
㎜
横

21
0

㎜
 

色
 

黄
緑

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

24
 

総
写

真
（
図
面

）
枚

数
 

48
 

写
真

数
/１

ｐ
 

2 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

12
6
㎜
 

横
72

㎜
 

被
写

体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
長

野
県

 
被

写
体
年

次
 

大
正

8
年

 
資

料
内
容

 
 

渓
流

、
河

床
、

砂
防

堰
堤

写
真

。
 

  
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 

 
 備

考
 

 

ID
:1

97
～

24
4 

3
3

3
3



 13

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

富
山

/木
曽

-1
 

種
別

 
写

真
（
現

場
）
、
写

真
（

ス
ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
→

木
曽
・

富
山

 
←

朝
鮮

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

25
0㎜

横
18

0㎜
色

 
薄

茶
 

保
存

状
態

 
切

り
込
み

か
ら

外
れ

た
写

真
あ

り
。
紛

失

注
意

 
総

ペ
ー
ジ

数
 

29
、

15
 

総
写
真
（
図

面
）
枚

数
 

64
、

14
 

写
真

数
/１

ｐ
 

2 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

13
8
㎜
 

横
87

㎜
（
縦
横

両
方

有
）

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
富

山
・

木
曽

、
朝

鮮
 

被
写

体
年

次
 

大
正

11
年

 
資

料
内
容

 
 

渓
流

、
河

床
、

山
岳

砂
写

真
。

ス
ナ
ッ

プ
写

真
。

切
り

込
み

に
差
し

込
む

形
式

の
ア

ル
バ

ム
。

 
各

写
真
裏

に
日

本
語

で
記

載
あ

り
。
一

部
に

1
ペ
ー

ジ
に

3
枚

以
上

の
ペ

ー
ジ

あ
り

。
 

表
側

よ
り

、
木

曽
・

富
山

、
裏

面
か
ら

は
朝

鮮
の

写
真

と
な

っ
て
い

る
。

数
字

に
つ

い
て

は
木
曽

・
富

山
、

朝
鮮

の
順

。
 

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

…
. 

 
備

考
 

 
 

ID
:2

45
～

33
5 

3
4

3
4



 14

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

木
曽

-2
 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
不

明
（
表

紙
等

に
記

載
な

し
）

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

16
0
㎜
横

22
5
㎜

 
色

 
朱

 
保

存
状
態

 
背

表
紙
破

損
。

表
紙

紛
失

注
意

。
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

30
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

30
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

10
1
㎜
横

14
8
㎜
（

縦
横
両

方
有
）

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
長

野
県

 
木

曽
 

被
写

体
年

次
 

不
明

 
資

料
内
容

 
 

造
林

、
河

川
に

よ
る

材
木

運
搬

の
様
子

写
真

。
 

  
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 
   

 

 

備
考

 
 

 

ID
:3

36
～

36
5 

3
5

3
5



 15

 諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

木
曽

-3
 

種
別

 
写

真
（
現

場
）
、
写

真
（

ス
ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
木

曽
み
や

げ
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

16
0
㎜
横

21
0
㎜

 
色

 
黒

 
保

存
状
態

 
背

表
紙
破

損
。

 

総
ペ

ー
ジ

数
 

30
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

30
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

96
㎜
横

13
8
㎜
（

横
）

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
長

野
県

 
木

曽
 

被
写

体
年

次
 

不
明

 
資

料
内
容

 
 

造
林

、
河

川
に

よ
る

材
木

運
搬

の
様
子

写
真

。
ス

ナ
ッ

プ
写

真
。

 
  

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 
     

 
 

 

備
考

 
 

 

ID
:3

66
～

39
5 

3
6

3
6



 16

 諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

静
岡

 
種

別
 

写
真

（
現

場
）
、
写

真
（

ス
ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
静

岡
縣

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

18
0
㎜
横

27
5
㎜

 
色

 
黒

 
保

存
状
態

 
ペ

ー
ジ
一

部
破

損
。

 

総
ペ

ー
ジ

数
 

28
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

56
 

写
真

数
/１

ｐ
 

3
他

 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

82
㎜
横

21
0
㎜
（

横
）

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
静

岡
県

 
被

写
体
年

次
 

大
正

13
年

 
資

料
内
容

 
 

砂
防

堰
堤

写
真

。
ス

ナ
ッ

プ
写

真
。

 
  

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 
    

 

 

備
考

 
 

 

ID
:3

96
～

45
5 

3
7

3
7



 17

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

福
島
・
新
潟

 
種

別
 

写
真

（
現

場
）
、
写

真
（

ス
ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
福

島
縣
 

新
潟

縣
地

方
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

16
0
㎜
横

21
0
㎜

 
色

 
黒

 
保

存
状
態

 
背

表
紙
破

損
。

 

総
ペ

ー
ジ

数
 

34
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

73
 

写
真

数
/１

ｐ
 

3 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

80
㎜
横

13
6
㎜
（

横
）

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
福

島
県

 
新

潟
県

 
被

写
体
年

次
 

大
正

14
年

 
資

料
内
容

 
 

砂
防

堰
堤

写
真

。
ス

ナ
ッ

プ
写

真
。

 
  

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 
  

 

 

備
考

 
 

 

ID
:4

56
～

52
8 

3
8

3
8



 18

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

中
部
・
関

西
-1

 
種

別
 

写
真
（
現

場
）
、
写

真
（

ス
ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
中

部
及
関

西
地

方
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

18
0
㎜
横

27
5
㎜

色
 

黒
 

保
存

状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

27
 

総
写
真
（
図

面
）
枚

数
 

63
 

写
真

数
/１

ｐ
 

3
他

 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

82
㎜
横

13
2
㎜

 

被
写

体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
中

部
・

関
西

 
被

写
体
年

次
 

大
正

13
年

 
資

料
内
容

 
 

砂
防

堰
堤

写
真

。
ス

ナ
ッ

プ
写

真
。

 
  

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 

      

 

備
考

 
 

ID
:5

29
～

59
8 

3
9

3
9
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諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

関
西

-2
 

種
別

 
写

真
（
現

場
）
、
写

真
（

ス
ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
関

西
地
方

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

25
0㎜

横
20

0㎜
色

 
茶

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

25
 

総
写

真
（
図

面
）
枚

数
 

49
 

写
真

数
/１

ｐ
 

2 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

13
8
㎜
横

88
㎜

 

被
写

体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
兵

庫
県

、
京

都
府

、
岐

阜
県

 
被

写
体
年

次
 

大
正

13
年
～

 
資

料
内
容

 
 

砂
防

堰
堤

写
真

。
ス

ナ
ッ

プ
写

真
。

 
中

央
部
に

写
真

が
な

く
、

裏
側

か
ら
も

写
真

が
納

め
て

あ
る

。
 

各
写

真
裏

に
日

本
語

で
記

載
あ

り
。

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 

 
 

 
備

考
 

 

ID
:5

99
～

64
7 

4
0

4
0
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 諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

島
根

 
種

別
 

写
真

（
現

場
）

 
資

料
名

 
不

明
（
表

紙
等

に
特

定
の

記
載

な
し
）

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

25
0
㎜
横

19
0
㎜

 
色

 
茶

 
保

存
状
態

 
表

紙
破
損

。
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

12
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

22
 

写
真

数
/１

ｐ
 

2 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

11
0
㎜
横

25
4
㎜

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
島

根
県

 
被

写
体
年

次
 

日
付

の
み

で
年

次
不

明
 

資
料

内
容

 
 

被
災

状
況

、
砂

防
堰

堤
写

真
、

写
真
位

置
図

。
張

り
込

ま
れ

て
い
な

い
バ

ラ
の

写
真

あ
り

。
 

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 
 

 

備
考

 
 

 
 

ID
:6

48
～

66
9 

4
1

4
1
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諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

九
州

 
種

別
 

写
真

（
現

場
）

 
資

料
名

 
九

州
地
方

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

18
0
㎜
横

27
0
㎜

 
色

 
黒

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

7 
総

写
真
（
図

面
）
枚
数

9 
写

真
数

/１
ｐ

 
1 

写
真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

12
0
㎜
横

14
2
㎜

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
香

川
県

他
 

被
写

体
年

次
 

大
正

10
年
～

 
資

料
内
容

 
 

山
腹

工
、

砂
防

堰
堤

写
真

。
 

1
ペ

ー
ジ

目
の

み
写
真
数
が

3
枚

に
な

っ
て

い
る

。
 

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 
     

 

 

備
考

 
 

 
 

ID
:6

70
～

67
8 

4
2

4
2
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 諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

神
奈

川
-1

 
種

別
 

写
真

（
現

場
）

 
資

料
名

 
神

奈
川
縣

（
表

紙
）

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

18
5
㎜
横

29
5
㎜

 
色

 
茶

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

22
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

74
 

写
真

数
/１

ｐ
 

2
枚

他
  

写
真

・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

11
0
㎜
横

15
8
㎜

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
神

奈
川

県
 

被
写

体
年

次
 

昭
和

2
年

 
資

料
内
容

 
 

渓
流

、
山

岳
、

山
腹

工
、

砂
防

堰
堤
写

真
。

 
1
ペ

ー
ジ

当
た

り
の
写
真

枚
数

は
、
不

規
則

。
最
大

6
枚
。

 
 

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 

 
     

 
   

備
考

 
 

 

ID
:6

79
～

75
8 

4
3

4
3
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諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

神
奈

川
-2

 
種

別
 

写
真

（
現

場
）

写
真

（
ス

ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
神

奈
川
縣

（
背

表
紙

）
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

19
0
㎜
横

26
0
㎜

 
色

 
茶

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

40
 

総
写
真
（

図
面

）
枚
数

22
6 

写
真

数
/１

ｐ
 

2
枚

他
  

写
真

・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

87
㎜

 
横

12
4
㎜

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
神

奈
川

県
 

被
写

体
年

次
 

昭
和

3
年
～

 
資

料
内
容

 
 

山
腹

工
、

砂
防

堰
堤

写
真

。
ス

ナ
ッ
プ

写
真

 
1
ペ

ー
ジ

当
た

り
の
写
真

枚
数

は
、
不

規
則

。
最
大

8
枚
。

 
 

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 

 

     

 

 

備
考

 
 

ID
:7

59
～

98
4 

4
4

4
4
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 諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

東
京

市
水

源
林

-1
 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

写
真

（
ス

ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
東

京
市
水

源
林

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

15
0㎜

横
20

0㎜
色

 
青

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

50
 

総
写
真
（

図
面

）
枚

数
 

50
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
 

写
真

・
図

面
サ

イ

ズ
 

縦
94

㎜
 
横

13
6
㎜

 

被
写

体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
東

京
都

 
被

写
体
年

次
 

大
正

9
年
～

 
資

料
内
容

 
 

砂
防

堰
堤

写
真

。
ス

ナ
ッ

プ
写

真
 

  
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

  
 

 

備
考

 
 

 

ID
:9

85
～

10
34

 

4
5

4
5
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諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

東
京

市
水

源
林

-2
 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

写
真

（
ス

ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
東

京
市
水

源
林

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

15
0
㎜
横

22
0
㎜

 
色

 
黒

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

24
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

24
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
 

写
真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

11
5
㎜
 
横

15
8
㎜

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
東

京
都

 
被

写
体
年

次
 

大
正

9
年
～

 
資

料
内
容

 
 

砂
防

堰
堤

写
真

。
ス

ナ
ッ

プ
写

真
 

  
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 

 
    

 

備
考

 
 

ID
:1

03
5～

10
58

 

4
6

4
6
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諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

千
葉

 
種

別
 

写
真

（
現

場
）

写
真

（
ス

ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
千

葉
縣

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

15
0
㎜
横

22
0
㎜

 
色

 
白

 
保

存
状
態

 
背

表
紙
、

表
紙

破
損

 

総
ペ

ー
ジ

数
 

36
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

36
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
 

写
真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

10
3
㎜
 
横

14
6
㎜

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
千

葉
県

 
被

写
体
年

次
 

不
明

 
資

料
内
容

 
 

測
量

写
真

。
ス

ナ
ッ

プ
写

真
。

 
  

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 

 
     備

考
 

 

ID
:1

05
9～

10
94

 

4
7

4
7
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諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

兵
庫

逆
瀬

川
着

手
前

 
種

別
 

写
真

（
現

場
）

 
資

料
名

 
兵

庫
縣
武

庫
郡

良
元

村
砂

防
工

事
着
工

前
 

形
態

 
写

真
台
紙

貼
り

 
寸

法
縦

25
3
㎜
横

35
0
㎜

 
色

 
灰

色
 

保
存

状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

1 
総

写
真
（
図

面
）
枚
数

1 
写

真
数

/１
ｐ

 
1 

 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

10
3
㎜
 
横

20
5
㎜

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
兵

庫
県

 
被

写
体
年

次
 

明
治

43
年

 
資

料
内
容

 
 

逆
瀬

川
砂

防
工

事
着

手
前

の
写

真
。

 
裏

面
に
「

兵
庫

縣
武

庫
川

流
域

逆
瀬
川

支
流

武
庫

郡
良

元
村

ノ
内
小

林
村

字
千

石
ヅ

リ
砂

防
工
事

着
手

前
實

況
明

治
四

十
三
年

四
月

撮
影

」
の

文
字
有
り
。

 
資

料
表
面

 
資

料
裏
面

 
  

備
考

 
 

 

ID
:1

09
5 

4
8

4
8



 28

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

兵
庫

逆
瀬

川
竣

工
後

 
種

別
 

写
真

（
現

場
）

 
資

料
名

 
兵

庫
縣
武

庫
郡

良
元

村
砂

防
工

事
竣
工

後
 

形
態

 
写

真
台
紙

貼
り

 
寸

法
 

縦
25

3㎜
横

35
0㎜

 
色

 
灰

色
 

保
存

状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

1 
総

写
真
（

図
面

）
枚

数
1 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
 

写
真
・
図
面

サ
イ

ズ
 

縦
10

3
㎜
 

横
20

5
㎜

 

被
写

体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
兵

庫
県

 
被

写
体
年

次
 

大
正

2
年

 
資

料
内
容

 
 

逆
瀬

川
砂

防
工

事
竣

工
後

の
写

真
。

 
裏

面
に
「

兵
庫

縣
武

庫
川

流
域

逆
瀬
川

支
流

武
庫

郡
良

元
村

ノ
内
小

林
村

字
千

石
ヅ

リ
砂

防
工
事

竣
工

後
實

況
大

正
二

年
七
月

撮
影

」
の

文
字

有
り

。
 

 資
料

表
面

 
資

料
裏
面

 
 

 
 

 

備
考

 
 

 
 

ID
:1

09
6 

4
9

4
9
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諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

朝
鮮

-1
 

種
別

 
写

真
（
現

場
）
、
写

真
（

ス
ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
朝

鮮
地
方

 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

18
0
㎜
横

27
0
㎜

 
色

 
黒

 
保

存
状
態

 
一

部
写
真

剥
離

あ
り

 

総
ペ

ー
ジ

数
 

72
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

18
9 

写
真

数
/１

ｐ
 

1
他

 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

11
2
㎜
横

15
6
㎜

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

朝
鮮

 
被

写
体
年

次
 

大
正

12
年
～

 
資

料
内
容

 
 

山
腹

工
、

砂
防

堰
堤

写
真

。
ス

ナ
ッ
プ

写
真

。
 

1
ペ

ー
ジ

当
た

り
の
写
真

枚
数

は
、
不

規
則

。
最
大

6
枚
。

 
 

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 
       

 
    

 

備
考

 
 

 

ID
:1

09
7～

12
89

 

5
0

5
0
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 諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

朝
鮮

-2
 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
朝

鮮
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

13
0㎜

横
19

0㎜
色

 
茶

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

18
 

総
写
真
（

図
面

）
枚

数
 

18
 

写
真

数
/１

ｐ
 

1 
 

写
真

・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

11
0
㎜
横

15
8
㎜
（

綴
り
折

）
 

被
写

体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

朝
鮮

 
被

写
体
年

次
 

大
正

8
年

 
資

料
内
容

 
 

山
腹

工
、

砂
防

堰
堤

、
洪

水
被

害
状
況

写
真

。
 

  
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
   

 

 
備

考
 

 
 

ID
:1

29
0～

13
06

 

5
1

5
1



31

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

朝
鮮

-3
 

種
別

 
写

真
（
現

場
）

 
資

料
名

 
朝

鮮
演
習

林
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

18
5
㎜
横

29
5
㎜

 
色

 
茶

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

13
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

26
 

写
真

数
/１

ｐ
 

2 
 

写
真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

10
6
㎜
 
横

15
2
㎜

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

朝
鮮

 
被

写
体
年

次
 

大
正

7
年

 
資

料
内
容

 
 

演
習

林
写

真
。

 
  

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 
    

 

 

備
考

 
 

 
 

ID
:1

30
7～

13
32

 

5
2

5
2



32

諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

人
物

-1
 

種
別

 
写

真
（
ス

ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
人

物
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

18
5
㎜
横

29
5
㎜

 
色

 
茶

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

27
 

総
写
真
（
図

面
）
枚
数

78
 

写
真

数
/１

ｐ
 

2
他

 
写

真
・
図

面
サ

イ
ズ

 
縦

10
6
㎜
横

14
8
㎜
、

 
被

写
体
 

国
・

県
・

地
域

名
 

日
本

 
被

写
体
年

次
 

大
正

15
年
～

 
資

料
内
容

 
 

ス
ナ

ッ
プ

写
真

。
 

1
ペ

ー
ジ

当
た

り
の
写
真

枚
数

は
、
不

規
則

。
最
大

6
枚
。

 
 

資
料

（
ア

ル
バ

ム
）

表
紙

状
況

 
資

料
（
ア

ル
バ

ム
）

内
写

真
整

理
状
況

 
 

 
      

 

 

備
考

 
 

 
 

ID
:1

33
3～

14
10

 

5
3

5
3
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諸
戸

北
郎

博
士

・
撮

影
写

真
等

資
料
（

東
大

砂
防

教
室

所
蔵

）
カ

ル
テ
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
作

成
日
：
平

成
24

年
11

月
7
日

 
通

番
 

人
物

-2
 

種
別

 
写

真
（
ス

ナ
ッ

プ
）

 
資

料
名

 
人

物
 

形
態

 
ア

ル
バ
ム

 
寸

法
縦

19
0
㎜
横

26
0
㎜

 
色

 
茶

 
保

存
状
態

 
 

総
ペ

ー
ジ

数
 

8 
総

写
真
（

図
面

）
枚

数
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